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はじめに

1982年に発表されて以来， PC’9800シリーズは，多様性，高速性など高い機能を追求して成長し続け

ています．

これまで弊社では， PC-9800シリーズを活用するために.rpc-9800シリーズ テクニカルデータプッ

ク」を出版し，改訂を重ねてきました．

しかし，現在では PC-9800シリーズの機種も増え，すべての機種に関する情報を l冊に収めることは

困難になりました．そこで今回は，基本入出力プログラムについて扱った「BIOS編Jt，ハードウェアに

ついて扱ったrHARDWARE編」の2分冊としました．分冊化にあたっては内容の再編集を行い，さまざ

まな情報が調べやすくなっています．

rs1os編」では，基本ソフトウェアを利用してハードウェアを制御する方法についてまとめでありま

す．これらを理解することにより，効率的なプログラム開発を行うことができます．

なお，本曹は限られたページの中に膨大なデータを記載するために，解説轡ではなくデータブックと

して作られました．そのため，本曹を利用する場合にはハードウェア，ソフトウェアについてある程度

以上の知識を必要とします．特にハードウェアにおいては，使用しているテ・パイスの一般的な解説など

は行っていません．必要な場合には．各テ．パイスのデータシートなどを参考にしてください．

本替の内容については万全を期していますが，万一不審な点や誤り，記載洩れなどがある場合には御

容赦願います．また本曹に記載しである事項は，特別な条件の下では正しく動作しないことも考えられ

ます．本書の内容を利用して開発を行う際には，前もって充分なチェックを行ってください． 

． 
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本書を利用される場合のご注意

各 BIOSコマンドを使用する際には，各車の始めの概説を読み，使用法について理解した上で，使用

すること．

・本替では， CPUの名称をμPD70116, 8086, 80286, 80386, 386SX等と表記している.80386と386SX

を併記する際に 80386(SX）と表記する場合もある．

特に 80386はインテル社の正式名称では 386DXであることに注意すること．

• PC-9800シリーズ本体の動作モードには，グラフィック画面の解像度が640×400ドットのノーマル

モードと， 1120×750ドットのハイレゾリ ューションモードがある．

NECの正式な表記では「ハイ レゾリ ューションモー ド」， 「ノーマルモードJであるが，本智では，この

表記を，「ハイレゾモードJ，「ノーマルモードJと略記している場合もある．

• PC-98XAはハイレゾリ ューションモード専用機であり， 「ハイレゾモード」と表記されているデー

タを参照すること．

• PC-98XL/XL2/RLはノ、イレゾリ ューションモード，ノーマルモードの両モードで動作可能であ

り，本書中で「デュアルモード機Jと表記する場合がある．動作モードにしたがったデータを参照す

ること．

• PC-98XA/XL/XL2/RL以外の機種はノーマノレモード専用機であり，本書中の「ノーマルモー

ド」と表記されているデータを参照すること．

．基本的に本曹には，オペレーティングシステムに依存しないハードウェアおよびROM BIOSのデー

タを記載しである．ただし，以下の BIOSはオペレーティングシステムに依存している．

．「第 l部第7章 グラフィックスドライパ」の機能は，ROMBIOSではなく，パージョン 3.3以降

のMS-DOSによ って実現されている．本智では MS-DOS3.3Dの解説にしたがった．

・「第 l部第10章マウス BIOSJの機能は，ハイレゾモード動作時のみ ROMBIOSが存在し，ノー

マルモードでは，ソフトウェアドライパ（MS-DOSでは，MOUSE.SYS,Nss-BASICではmouse.

cod）によって実現されている．本曾では，MS-DOS3.3DおよびNss・BASIC(86)(Ver6.l）の解説に

したがった．

上記2点の機能は，MS-DOS,Nss-BASIC(86）のパージョンによって変更されることがある．グラ

フィックスドライパおよびマウス BIOSの使用にあたっては，使用するパージョンのマニュアルを確

認すること．

．「第 l部 第 11章 RS-232C BIOS」は，MS-DOSが起動されている場合には本書中の解説とは異

なる動作をするので注意すること．
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・各 BIOSコマンドの説明においては，見出し部分に回囚のようなアイコンが使われている．

それぞれの窓味は以下のとおりである．

囚 ノーマルモードで使用できるコマンド

因 ハイレゾモードで使用できるコマンド

また，「第刊マウス BIOS」においては函圃圃のようなアイコンが使われている．

それぞれの意味は以下のとおりである．

圃 N118－日本語BASICにおいて mouse.codを利用して使用できるコマンド

圃 MS-DOSにおいて MOUSE.SYSを利用してできるコマン ド

圃 ハイレゾモードにおいて ROMBIOSを利用して使用できるコマンド

・本曹中に記述、のある以下の LSIは，実機においては同等の犠能を持った相当品が使われている場合が

ある．

μPD7210 

μPD7220 

μPD765/A 

μPD8251/A 

μPD8253/C-5 

μPD8255/A 

μPD8259 

μPD4990/C 

μPD1990 
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プログラミング上の注意

80286においてプログラムを作成する場合， μP070116および8086の場合と比較して以下の点で動作が

異なるため．注憲が必要となる．

－命令クロック数

80286は．ほとんどの命令がμPD70116(8086）よりも少ないクロック数で実行される．したがって．プロ

グラムの実行時間によりタイミンクを合わせているプログラムは変更する必要がある．

• DIV命令の割り込み

80286で例外発生により劃り込みが起こった場合には．退避されている CS: IPは例外を発生した命令を

指すのに対し， μP070116(8086）で除算エラー割り込みが起きた場合， CS : IPは次の命令を指している．

・命令の型車異

80286はμPD70116の上位互換性を持っていないため，μP070116固有の命令は80286では実行できな

し、

μP070116の POPCSや MOVCSの命令は，80286においては無効命令コードの例外（劃り込み6）を発生

したり，LIOTのような保組モードの動作となってしまう．また POPMEMまたは PUSHMEMの第2バイ

トのピット 3～5に未定綾なパターンを使用した織合.80286では一般保護の例外（割り込み13）を発生す

る．

・PUSH SP命令

80286の PUSHSP命令では，μP070116(8086）とは異なる値をブッシュする．プッシユする値そのものが

憲昧を持つ場合には，μP070116の PUSHSPと等価にするため.80286の PUSHSP命令を次の3命令

に置き換える必要がある．

PUSH BP 

MOV BP,SP 

XCHG BP,[BP] 

－シフト． 口ーテイト

80286において， 31ピットを超えるシフト．ローテイトカウントは．下位5ピットを残してマスクされる．

• IDIVの膏

80286では IDIVの命令の商として鰻大の負数（80H,8000H）を生成することができるが，μP070116では

除算エラー割り込みが発生する．

－ステータスレジスタ

80286ではステータスレジスタのピット鮫が追加されている．そのためステータスレジスタの内容をテス

トしているプログラムにおいて，追加されたピットがマスクされていない場合に誤動作となることがある．

・NOPの割り込み

(6) 

NOPからの割り込み信号は， μP070116の窃合には8259を介して CPUに蟻続されているが.80286の場

合には80287から直後信号が接続されている．そのため8259による NOPの制御は不可能である．



・ブリフィ ックス

μP070116では 1命令の語畏に制限がないが＇80286では1命令が10バイトを超えると．無効命令コード

の例外（割り込み 6）が発生する．そのためプリフィックスの重復は注意を要する．

μP070116ではロックブリフィックスはいかなる命令にも使用できたがt 80286では XCHG,MOV, 

MOVS, INS, OUTS命令のみで使用でき．その他の命令に使用した場合には無視される．

なお， 80386(SX）においてプログラムを作成する場合にもt 80286の場合と同僚に．以下の点に注意する

こと．

・プログラム実行時間の差異．

－除算例外発生時のスタックよのIPの値の差異．

・PUSH SP命令を使用しない．

－シフト，ローテイトのカウント（CL）として31以上の慨を使用しない．

・最大負数（80H,8000H）が商となる整数除算は使用しない．

• 15バイトを超える命令を使用しない．

－自分自身の命令を・き換えない．

・割り込みコントローラに対するコマンドアクセスは， CLIを実行して割り込み禁止状鯵（IF=O）にしてカ、

ら行う．また．割り込みコントローラのアクセスの後，STI ；を実行し割り込み許可（IF=l）するまでの間に

JMP $+2を帰入する．

・BUS LOCKは次の命令にしか使用することができない．また．全物理メモリをロックするものではない

ことに注意する．

BTS, BTR, BTC 

XCHG 

INC, DEC, NOT, NEG 

ADD, ADC, SUB, SBB, AND, OR, XOR 
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第

タイマBIOS

タイマBIOS概説

タイマ BIOSは， 日付時刻jの制御，インターパルタイマの設定，ビープ機能をもっ．

・タイマBIOS機能一覧（INT1CH) 

' AHレジスタ 犠

‘ 
ノーマル ハイレゾ． 

OOH 日付・時刻の続み出し 。 。
OlH 日付 ・時刻め紋定 。 。
02H インターパルタイマの設定（シングルイベント） 。 。
03H タイマキャンセ1レ × 。
04H インターパルタイ？の設定（ワンショットモード） × 。
05H インターパルタイマの設定 （リピーテッドモード） × 。
06H ビープぬ能 × 。

インターパルタイマは次の機能をもっ．

・インターパルタイマ値を殻定し，インターパJレタイマを起動する．設定値まで時間が経過するとタ

イムアウトとなり，タイマ割り込みが発生し，ユーザーのタイマ割り込み処理Jレーチンに制御を移

す．

・ハイレゾモードではマルチイベントのインターパルタイマ要求を処理することが可能である．ユー

サ・ープログラムはあたかも複数のタイマが存在するかのようにタイマ要求を発行できる．たとえば

連続して，lOmsec,50msec, lOOmsec要求を発行し，各々異なるイベントを発生させることも可能

である．

・ハイレゾモードではリピーテッドモードを提供する．このモードでタイ マ要求を行うと，タイムア

ウトになりイベント発生後，再度閉じ値でタイマ要求を行う．つまり，一度このモードで要求する

と，繰り返してインターパルタイマ要求が発行される．

3 



第1音E主要後種

ノーマルモードでの処理

①ユーザープログラムから，インターパルタイマ要求の内部割り込みが発行される．

②インターパルタイマ処理ルーチンでは，lOmsecごとにタイマ割り込みが発生するように，インター

パルタイマセットルーチンによって，μPD8253C-5を設定する．

③インターパ／レタイマをセットした後は，一度ユーザープログラムにリターンする．

④ lOmsec経過後，インターパルタイマはハードウェア割り込みを発生する．

⑤（BIOSの）タイマ割り込みルーチンは，AH=03Hとした INT!CHによる内部割り込みを発生し，

タイマ処理ルーチンに制御を移す．

⑥タイマ処理ルーチンは，カウンタを 1減算し，Oでなければ，次の lOmsecを設定するために，上記

鎚冶を繰り返す．

⑦減算の結果．カウンタがOになった場合，ユーザーのタイマ割り込み処理ルーチンに制御を移す．

ユーザー

プログラム
ユーザープログラム

9‘ 

INT ICH 
① AH←2 

ex←n 

インターパルタイマ

処.fll(ルーチン

②．⑥ 

BIOS I Om挺 Cセット

インターパルタイマ

セ γ トルーチン

ハード
ウェア

4 

／ 

r 

③ 

タイ？

書1Jリ込み

ルーチン

⑦ 

＼ 

、、

⑤ 

INT ICH 
3 AH+-

タイマ

；明lリ込み

ルーチン

ウェア書I）リ込み

紙毎
込み08Hl



第l重量 タイマ BIOS

八イレゾモードでの処理

①ユーザーのタイマ削り込み処理Jレーチンは， BIOSのタイマ割り込み処理Jレーチンより，マルチイベ

ントなら INT07Hの内部割り込みで，シングJレイベントの場合は PushfとCalifを使って内部割

り込みと同じレベルで呼び出される．

②ユーザーのタイマ割り込み処理／レーチンは，AX以外のすべてのレジスタを保証しなければならな

い.BIOSのタイ マ割り込み処理ルーチンへは IRETで返る．

③リターンコードとして，AH=OOHまたは FFHを返す．リピーテッドモード時には，このリターン

コードで次の処理が決定される．

④制御の移行．

IN1' 08H （，、ード ・タイマ常11リ込み｝

pushf. callf. (11~m；別リ込みを Fakel

~JI!( 0 

IN'I'07H（内部百I）リ込み）

~JI世 l

5 



主要事量種

・インターバルタイマ使用上の注意

第l86 

マルチイベント使用時，同時に控数のタイムアウトが発生した場合，先行イベント処理終了時に後発

イベントがアクティプになるため，先行イベント処理時間分だけタイムラグが生じる．

シングルイベントタイムアウト時も，処理時間分だけ後発イベントが遅れる．上記のタイムラグは積

P2一一一＋

。

Pl 

。

算的なので注意を要する．

イベント 2¢
イベン卜 1¢

イベント O¢ 
!----PO 

t (P.~1111> 

L PO+Plのタイムラグ後
イベント 2がア クティブになる．

t=n 

イベント O～2
タイムアウト発生

POのタイムラグf最
イベント lがアクティブになる．

ピープ機能で要求時間経過前に次のビープ要求が発行されると，本Jレーチンは次に示すように対処す

〔例〕

る．

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

4
 ．

 
．
 

．
 
．
 

・

l ！”150m挺 C

35m鈴C後に 21111 f:Iを40m犯 C

計75m記C Beeping 

・マルチイベントタイマの実現方式

本ルーチンはユーザープログラムからのタイマ要求を処理するタイマ要求処理モジューJレと，！Om時 C

間隔で発生するタイマ割り込みを処理する割り込み処理モジュールより構成される．

タイマ要求処理モジュール

現在与えられたタイマ値と，すでにキューイングされている PB（パラメータプロック）群のタイマ値

を比較して．タイマ値の小さいものから願にキューイングされているようにする.PBの大きさは任意

BIOSは指定されたアドレスから 12バイトを使用する．で，

6 



第II・タイマBIOS

｜システム共通域｜

Root-
List 

タイ？fi/i

PB～PB+5 : BIOSが使用するワークエリア

タイマ似をキーにして

i当日々キューイングしていく．

大

PB+6～PB+7 ：：タイマ値．範囲は， OOOlH～FFFFH(lOミリ秒～655350ミリ秒）

PB+8～PB+ll ：処理ルーチンのアドレス（オフセット，セグメント）

PB 

PB+2 

PB+4 

PB+6 

PB+8 

PB+IO 

PB+l2 

PB+n 

NEXT PBオフセット

NEXT PBセグメント BIOS 
ワークエリア

リピートワーク

タイマ儀俗納

フィールド

処理ルーチン
オフセット

処理ルーチン
セグメント

CALLER使用減

(CALLER WORK) 

キューイング用リンクポインタはPB.の上位4パイトを使用する．

NEXT PBが存在しない時，このポインタはOである．

BIOS官官悶

マルチイベント管理に加えて，このルーチンではシングルイベントを管理する 2つのカウンタを使っ

ている．通常のシングルイベント用とビープ機能用である．これらのカウンタは，マルチイベントのPB

のキューとは独立に管理される．

割り込み処理モジュール

lOmsec毎にタイマ割り込みが発生する．ビープ機能のカウンタをデクリメン卜する.0になったら

ビープを offにする．

シングルイベントのカウンタをデクリ メントする.0になったら骸当するルーチンをコールする．

(Pushf, Califを使ってINTをfakeする）

Root-Listよりタイマ値格納域が0のPBに対して願に INT07Hの内部割り込みを使用して， PBの

デキュー後制御を渡す．

7 



第186 主要俊種

栂要フロー

・タイマ要求処理

START 

11~ f｝｝の ／令l'YITI I ＜：：.＇！~ NO 

タイマ要求？

PBをRα)T_LISTへ I I ~ ー下＼ 氏。

8 

キューイ ングする

!Om史 cで
タイマLSI.t!:fh

PIC !ROを
イネーブルする

IRE'f 

シングルイベントタイマ要求処理

STAR'f 

ES. BXを
JI; j!f!J~（こ SAVE

cxc；タイマf1（（） を
JI; ilfi J~ （ニSAVE

!Om記cで
タイマ起動

Exrr 

YES 

PBの人i t｛干え！！！：.P~

ビープ機能

START 

DX（庁調）を
JI; j!f!JJをにSAVE

CXCBeep時lllJ)を
JI; jtfi J~ （ニSAVE

Beep On 

I Om secで
タイマ~fJJ

EXIT 

PB ENQ 

YES 



インターパルタイマキャンセルルーチンフロー

START 

書ljリ込みイネーブル

SI-Root-Li説の

オフセ・γ トf1fl

J欠のPBにアドレスを

移行｛α弘 sn

YES 

:¥0 

YES 

!Jlff.のPB(OS. SI}が
J大のPB(ES.BX＞のさ

らに次の PR~ffi'すよ
うに設定する

AH←OCH I 

EXl1、

第Iii タイマBIOS

AH←OFFH 

EX11' 

． 

9 



第186 主要機種

・劃り込み処理

YES 

10 

STAR'f 

Beepカウンタ
デクリメント

Beep off 

シン グルイ ベント
カウンタデクリメント

ユーザールーチンをコ
ール

NO 

ポインタにより
PBをセ ット

PB内のタイマ値
デクリメ ント

YES 

NO 

YES 

NO 

YES 

Beep 
カウ ンタ＝O

？ 

PIC IROを
デセーブル

IRET 

YES 

NO 

NO 

Root_Listよリ
Fi問 PBをセ ット

PBをデキューイング

INT 07H経111で
処Jllllレーチンコ ール

タイマ似を再セ ットし
(ftJt!Enqueueする）

NO 

IRET 

NO 

NO 

YES 



第l章タイマBIOS

日付・時刻の読み出し 回圃

タイマBIOSコマンド

INT 1CH 

AH=OOH 

｜ 織能 ｜

処理 ｜

lテーの竺？？戸竺｜

.下位香織←

AH=OOH 

ES: BX＝読み出した日付，時刻を格納するデータパッファ（6バイ ト）のアドレ

ス

AX以外のレジスタはすべて保証される．

現在の日付（年，月，曜日，日），時刻（時，分，秒）の読み出しを行う．

現在の年，月，曜日，日，時，分．秒を μPD4990C (μ PD1990）より読み出して，

データバッファに格納する．

→最上位番勉

「lOi手J : r l年」 月 帽 r10 BJ ；「 1BJ 「10時』：「 1時」 r10分J : r 1分」 『10秒』； r1秒」． ． ． 
f立 位 位

． 
位 位

． 
位 ｛立 位 位

． 
位． ． ． ． ． ． 

lノfイト

ES: BX 

I __ ；~ － －~ J 

項目 データJ8!t ・圃 パイト敏

年 BCD OOH～99H 1 

月 16進数 OlH～OCH 
1 

暗 16進数 OOH～06H 

日 BCD OlH～31H 

時 BCD OOH～23H 

分 BCD OOH～59H 

秒 BCD ∞日～59H

• PC-9801/E/Fl, 2, 3/M2, 3/U2/VFO, 2, 4/UV2/PC-98XAでは，

「年」は不揮発メモリに格納されるために，自動的に更新されない．また， うる

う年もサポートされない．

．「月」は月の大小を自動判別する．

11 



第100 主要後種

INT 1CH 

AH=01H 日付・時刻の設定 回国

AH=OIH 

ES: BX＝設定する日付・時刻が格納されているデータパッファ（6パイト）のア

ドレス

AX以外のレジスタはすべて保証される．

｜ 機能 ｜ システムの日付を設定する．

｜ 処 理 ｜ データパッファに格納されている年，月，曜日，日，時，分，秒をμPD4990C

(μPD1990C）へ設定し，時刻の動作を開始する．

！テータ八yフア形式 ｜

最下位番地← →.よ位番地

「10年』； 「l年J 月 E翠 「10日J ；「 1BJ 「10時」：「l時』 r10分」； rl分J 「10秒J ；「l秒」． 
位 位 位

． 
位 位 位 位

． 
位 位 位． ． ． 

1バイト

ES: BX 項目 データ形式 鑓圃 バイト敏

王手 BCD OOH～99H 1 

月 16進数 OlH～OCH 
1 

曙 16進数 OOH～06H 

日 BCD OlH～31H 

時 BCD OOH～23H 1 

分 BCD OOH～59H 

秒 BCD OOH～59H 

「 注 意 ｜ 「日付・時刻の読み出し AH=OOH」の注意参照．

12 



第，.タイマ BIOS

INT 1CH インター／υレタイマの設定 園田AH=02H （シングルイベント）

機能 ｜

AH=02H 

CX＝インターパルタイマ値n(=t/10)

インターパルタイマ儲nはtミリ秒の経過時聞を 10ミリ秒の単位で換算し

た値である．

10 ミリ秒孟t~五655360 ミリ秒（約 11 分）

CX=OOOlHの時 10ミリ秒（n=1) 

CX=OOOOHの時655360ミリ秒（n=65536)

ES: BX＝ユーザーのタイマ割り込み処理ルーチンのアドレス

AX以外のレジスタはすべて保証される．

インターパルタイマ値を設定し，インターパルタイマを起動する．設定値まで時

間が経過するとタイムアウトとなり，割り込みを発生し，ユーザーのタイマ割り

込み処理ルーチンに制御を移す.1回の要求に対して 1回だけインターパルタイ

マが起動される．

uH 

時
一

3

0
一
o
h

一一一
則
一

HA
 

タイマキャンセル 圃

｜ 倍能 l

AH=03H 

ES: BX＝キャンセルするパラメータブロックのアドレス

AH＝終了条件

。OH：正常終了

FFH：異常終了

（キャンセル失敗：指定されたパラメータプロックが見つからない）

AX以外のすべてのレジスタ は保証される．

指定されたパラメータブロックをインターパルタイマキューより削除する．つま

り，インターパルタイマ設定コマンドにより指定された待ちイベントの実行を中

止する．

13 



第186 主要機種

INT 1CH 

AH=04H 

機能 ｜

INT 1CH 

AH=05H 

！ 機能 ｜

14 

インターバルタイマの設定 回（ワンショットモード）

AH=04H 

ES: BX＝ノマラメータプロックのアドレス

AH=OOH 

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

注思： タイマ割り込み処理ルーチニバは， AH=OOHを返すこと．

l回の割り込みに対して l回だりインターパルタイマが起動される．

与えられたインターパルタイマ値で，インターパルタイマを起動し，タイムアウ

ト時に二千ーザーのタイマ割り込み処理Jレーチンに内部割り込み（INT07H）で制

御を渡す．

インターバルタイマの設定
（リピーテッドモード）

AH=05H 

ES: BX＝ノマラメータプロックのアドレス

AH=INT 07Hで呼び出される処理ルーチンのリピート条件

OOH：リピートの中止

FFH：リピート続行

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

困

与えられたインターパルタイマ値で，インターパルタイマを起動し，タイムアウ

ト時にユーザーのタイマ割り込み処理ルーチンに内部割り込み（INT07H）で制

御を渡す.1回の要求で繰り返しインターパルタイマが起動される．ただし，ユー

ザーのタイマ割り込み処理Jレーチンからのリターンコードにより次の要求をキャ

ンセルできる．

マルチイベント処理可能．



第Jj量タイマBIOS

H
 

山
内A

 

ビープ機能 困

｜ 機能 ｜

AH=06H 

CX＝ビープ時間．範囲は， OOOlH～FFFFH(10ミリ秒～655350ミリ秒）

DX＝音調（周波数） 範囲は 20H～8000H(Hz) 

すべてのレジスタは保証される．

与えられた時間だけビープ音を発生する．

15 
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第 章

キーボードBIOS

キーボードBIOS概説

キーボード BIOSは，キーボードからのハードウェア割り込みを処理し，内部のパップアにデータを

格納するそジュールと，プログラムからの要求にしたがって，パッファの値を返すモジュールの2つか

ら成り立っている．

・キーボードBIOS機能一覧 （INT18H) 

AHレジスタ 相良 能 ノーマル

OOH キーデータの読み出し 。
OlH キーバッファ状態のセンス 。
02H シフトキー状態のセンス 。
03H キーボードインターフェイスの初期化 。
04H キー入力状態のセンス 。
OSH バッファからのキーコードの読み出し × 

06H バッファの初期化 × 

07H シフト状態とキーデータの読み出し × 

08H シフト状態とキーデータのセンス × 

09H キーデータの作成 × 

キーボードのデータを格納するパップアは，

・シフト状態を示すフラグ： lパイト

・各キーの押下状態をキーコードグループごとに対応付けたテープル ：16バイト

・押されたキーのデータ2ノてイトを願次格納しておくリングパッファ： 32バイト

の3っと，それを管理するワークエリアで構成されている．

ハイレゾ。。。。。。。。。。
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第IBB主要機種

・キーボードBIOSの処理概要

①キーボードは，キーが押された時と離された時にデータを発生する．キーボードが発生するデータ

は，キーの並び順にしたがったコード（キーコード）である．キーボードがデータを発生したことに

より，INT09Hのハードウェア割り込みがかかり，BIOSに制御が移される．

②BIOSはリングパップアの状態を調べ，オーパーフローした場合ビープ音を発生する（0000: 0500H 

の BIOS_FLAG05ピットにより，ビープ音を抑止することができる）．

③ BIOS は入力状態テーブルを更新したうえ，押されたキーがシフトキー（匝~ .~. [§g .
~. ~のいずれか）であれば， シフトキーステータスを変更する．
押されたキーが匡司， ~キーであれば， 内部割り込みを発生する．
押されたキーが一般のキーであれば， シフトキーステータスを参照したうえ変換テープルからキー

データ（アスキーコード）を作成し，キーコードと共にリングバッファに格納する．割 り込みが，キー

が離されたことによるものであれば，入力状態テープルを更新する．シフトキーであれば，シフト

キーステータスも更新する．

＠ユーザープログラムから INT18Hによってキーボード BIOSが呼び出された場合，要求された機

能にしたがい．バッファからデータを読み出しリターンする．データ読み出しの要求であれば，バッ

ファのポインタを更新する．

キーコードからキーデータへの変損

3 -r IをキーインするとキーコードI 03 ｜が入力される．
7 I 』一一一一一一ー

キーデータはシフトキー状態と関連付けを行い，次のようになる．

カナ ー Shift ~ 
カナ ロ[ill
Ca pi凶 Shift 「豆亙コ
Capital 哩 E
Shift 喧訂
ベース E訂

II 
ヶ をキーインするとキーコードl27 ）が入力される．

キーデータはシフトキー状態と関連付砂を行い，次のようになる．

Graphic 円百T
カナー Shift I 27 B9 

18 
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第i8B 主要機種

・キーコードとキーデータ対応表

Key Code ( 00 H～OFH) 

Shift ． 
Key C叩 陶l カナ・

S凶te Ba時 Shift Cepital カナ Gra以前c Control 
Code Shift Shift 

Key¥ 

。。 ESC 。。 lB 。。 lB 。。 lB 。。 lB 。。 lB 。。 lB 。。 lB 。。 18 

01 
lヌ

01 31 01 21 01 31 01 21 01 C7 01 C7 ／／  ／／  
，， 

／ ／  ／／  02 02 32 02 22 02 32 02 22 02 cc 02 cc 
27 

03 
帯ァ

03 33 03 23 03 33 03 23 03 Bl 03 A7 ／ ／  ／／  3ア

04 
$ゥ

04 34 04 24 04 34 04 24 04 BJ 04 A9 ／ ／／  4ウ

05 
%ェ

05 35 05 25 05 35 05 25 05 B4 05 AA 05 F2 ／ ／  5エ

06 
＆戎

6オ
06 36 06 26 06 36 06 26 06 B5 06 AB 06 F3 ／ 

07 ’ぺ・
7ヤ

07 37 07 27 07 37 07 27 07 04 07 AC 07 F4 ／／  

08 
（ュ

08 38 08 28 ω 38 
8ユ

08 28 ω 05 08 AD 08 FS ／／  

ω ）ョ
09 39 09 29 ω 39 09 29 09 D6 ω AE 09 F6 ／／  9ヨ

OA 
ヲ

0ワ
OA 30 OA 30 OA 30 OA 30 OA DC OA A6 OA F7 ／ 

ー
／／  OB OB 20 OB 30 OB 20 OB 30 OB CE OB CE OB 8C 

ーホ

。c ‘ 
〈へ

。c SE 。c ω 。c 5E 。c 60 。c CD 。c CD 。c 88 。c IE 

OD 
￥一

OD SC OD 7C OD SC OD 7C OD BO OD BO OD Fl OD lC 

OE BS OE 08 OE 08 OE 08 OE 08 OE 08 OE 08 OE ω OE 08 

OF TAB OF ω OF ω OF 09 OF ω OF 09 OF ω OF 19 OF ω 

20 



第21言キーボード BIOS

Key Code (lOH～lFH) 

Key 
Shift 

C却 i旬l カナ・
State Base Shift Cspital カナ Gr：針山ic Control 

Code Shift Shift 
Key¥ 

10 Qタ 10 71 10 51 10 51 10 71 10 co 10 co 10・ 9C 10 11 

11 Wテ 11 77 11 57 11 57 11 77 11 C3 11 C3 11 90 II 17 

12 
イ

12 65 12 45 12 45 12 
Eイ

65 12 82 12 A8 12 E4 12 05 

13 Rス 13 72 13 52 13 52 13 72 13 BD 13 BD 13 ES 13 12 

14 Tカ 14 74 14 54 14 54 14 74 14 86 14 86 14 EE 14 14 

15 Yン 15 79 15 59 15 59 15 79 15 DD 15 DD 15 EF 15 19 

16 Uナ 16 75 16 55 16 55 16 75 16 C5 16 C5 16 FO 16 15 

17 17 69 17 49 17 49 17 69 17 C6 17 C6 17 E8 17 ω 

18 0ラ 18 6F 18 4F 18 4F 18 6F 18 07 18 D7 18 E9 18 OF 

19 Pセ 19 70 19 50 19 50 19 70 19 BE 19 BE 19 8D 19 10 

～ 
IA 

＠” 
IA 40 IA 7E IA 40 IA 7E lA DE lA DE lA 8A IA ∞ 

18 IB 58 IB 78 IB 58 18 78 IB DF 18 AZ ／／  IB IB 

lC 日 IC OD IC OD IC OD lC OD lC OD IC OD IC OD IC OD 

ID Aチ ID 61 lD 41 ID 41 ID 61 lD CI lD Cl ID 9E ID 01 

IE Sト IE 73 lE 53 lE 53 lE 73 IE C4 IE C4 lE 9F lE 13 

lF Dン lF 64 IF 44 IF 44 IF 

“ 
IF BC IF BC IF E6 IF 04 
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第1$ 主要機種

Key Code (20H～2FH) 

Key 
Shift 

Capital カナ・State Be詞 Shift Capi凶 カナ Gr叩陥 Control 
Code Shift Shift 

Key¥ 

20 Fハ 20 66 20 46 20 46 20 

“ 
20 CA 20 CA 20 E7 20 06 

21 Gキ 21 67 21 47 21 47 21 67 21 87 21 87 21 EC 21 07 

22 H7 22 68 22 48 22 48 22 68 22 B8 22 B8 22 ED 22 08 

23 jマ 23 GA 23 4A 23 4A 23 GA 23 CF 23 CF 23 EA 23 OA 

24 Kノ 24 68 24 48 24 48 24 68 24 C9 24 C9 24 EB 24 OB 

25 Lリ 25 6C 25 4C 25 4C 25 6C 25 08 25 08 25 SE 25 。c
26 

＋ 
26 38 26 28 26 38 

レ
26 2B 26 DA 26 DA 26 89 ／／  

27 
調院

ケ
27 3A 27 2A 27 3A 27 2A 27 89 27 89 27 94 ／／  

28 
〕ム

28 50 28 70 28 50 28 70 28 DI 28 A3 ／／  28 ID 

29 
‘、，

29 7A 29 SA 29 SA 29 
Zツ

7A 29 C2 29 AF 29 80 29 IA 

2A Xサ 2A 78 2A 58 2A 58 2A 78 2A BB 2A BB 2A 81 2A 18 

28 Cソ 28 63 2B 43 28 43 28 63 2B BF 28 BF 28 82 2B 03 

2C Vヒ 2C 76 2C 56 2C 56 2C 76 2C CB 2C CB 2C 83 2C 16 

20 Bコ 20 62 20 42 20 42 20 62 20 BA 20 BA 20 84 20 02 

2E N ミ 2E 6E 2E 4E 2E 4E 2E 6E 2E 印 2E DO 2E 85 2E 05 

2F Mモ 2F 60 2F 40 2F 40 2F 60 2F 03 2F 03 2F 86 2F OE 
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第2• キーボード BIOS

Key Code (30H～3FH) 

Key 
Shift 

Capi也l カナ・
S愉te Base Shi代 Capi也l カナ Gra防、ic Control 

Code Shift Shift 
Key¥ 

30 
〈 ．

30 zc 30 3C 30 2C 30 3C 30 cs 30 A4 30 87 ／ • ;.t-

31 
〉。

31 2E 
. '" 

31 3E 31 2E 31 3E 31 問 31 Al 31 88 ／ 
？？ 

／ ／  32 
/.I 

32 ZF 32 3F 32 ZF 32 3F 32 DZ 32 A5 32 97 

33 
口

33 FC 33 5F 33 FC 33 5F 33 DB 33 DB ／ ／ 33 lF 

34 (SPAOヨ 34 20 34 20 34 20 34 20 34 20 34 20 34 20 34 20 

35 XFER 35 。。 A5 。。 35 ∞ A5 ω 35 ∞ A5 ω 35 ∞ B5 00 

36 
ROLL 

36 ∞ 36 ∞ 36 。。 36 ∞ 36 ∞ 36 ∞ 36 。。 36 。。
UP 

37 
ROLL 

以東町N
37 。。 37 。。 37 。。 37 。。 37 ∞ 37 ∞ 37 ∞ 37 。。

38 INS 38 。。 38 。。 38 ω 38 。。 38 ∞ 38 ∞ 38 ∞ 38 ∞ 

39 DEL 39 。。 39 。。 39 ∞ 39 。。 39 ∞ 39 。。 39 ∞ 39 ω 

3A 3A ∞ 3A 。。 3A ∞ 3A ∞ 3A ∞ 3A 00 3A ∞ 3A 。。

3B ← 3B ∞ 3B ω 3B ∞ 3B ∞ 3B ∞ 3B ∞ 3B ∞ 3B ∞ 

3C → 3C 。。 3C 。。 3C 。。 3C ∞ 3C ∞ 3C ∞ 3C ω 3C 。。

30 ↓ 30 ∞ 30 ∞ 30 。。 30 ∞ 30 ∞ 30 ∞ 30 。。 30 。。

3E CLR 3E ∞ 5E ∞ 3E ∞ 5E ∞ 3E ∞ 5E ∞ ／／  ／／  

3F HELP 3F ∞ 3F ∞ 3F ∞ 3F ∞ 3F ∞ 3F ∞ 3F ∞ 3F ω 

23 



第l部主要後種

Key Code (40H～4FH) 

Key 
Shift 

白 pl祖l カナ・State Ba締 町、附 C卸 I也l カナ G阻回、le Control Code Shift Shift 
Key'¥ 

40 ー 40 20 40 20 40 20 40 20 40 20 40 20 40 20 40 20 

41 ／ 41 2F 41 2F 41 2F 41 2F 41 2F 41 2F 41 2F 41 2F 

42 7 42 37 42 37 42 37 42 37 42 37 42 37 42 98 42 37 

43 8 43 38 43 38 43 38 43 38 43 38 43 38 43 91 43 38 

44 9 44 39 44 39 44 39 44 39 44 39 44 39 44 99 44 39 

45 調惨 45 2A 45 2A 45 2A 45 2A 45 2A 45 2A 45 95 45 2A 

46 4 46 34 46 34 46 34 46 34 46 34 46 34 46 El 46 34 

47 5 47 35 47 35 47 35 47 35 47 35 47 35 47 E2 47 35 

48 6 48 36 48 36 48 36 48 36 48 36 48 36 48 EJ 48 36 

49 ＋ 49 28 49 28 49 28 49 28 49 28 49 28 49 EO 49 28 

4A 4A 31 4A 31 4A 31 4A 31 4A 31 4A 31 4A 93 4A 31 

48 2 48 32 48 32 48 32 48 32 48 32 48 32 48 SF 48 32 

4C 3 4C 33 4C 33 4C 33 4C 33 4C 33 4C 33 4C 92 4C 33 

40 ー 40 30 40 30 40 30 40 30 40 30 40 30 40 96 40 30 

4E 。4E 30 4E 30 4E 30 4E 30 4E 30 4E 30 4E 9A 4E 30 

4F ． 4F 2C 4F 2C 4F 2C 4F 2C 4F 2C 4F 2C 4F 90 4F 2C 
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第28 キーボード BIOS

Key Code (50H～5FH) 

Key 
Shift 

白例祖l カナ・
State Ba鵠 Shift C卸 i匂1 カナ 命割前 Cα首位。l

Code 割、ift Shift 
Key"¥ 

so ． so 2E so 2E so 2E so 2E so 2E so 2E so 9B so 2E 

51 NFER 51 。。 Al ω 51 ∞ Al ∞ 51 ∞ Al ω 51 ∞ Bl ∞ 

52 
F 52 ω CZ ∞ 52 ω CZ ∞ 52 ω CZ ∞ ／／  02 ∞ 

53 刊大；・2 53 。。 C3 ∞ 53 ∞ C3 。。 53 。。 C3 。。 ／／  03 。。

54 F-%.3 54 ∞ C4 ∞ 54 ∞ C4 ∞ 54 ∞ C4 ∞ ／／  04 ∞ 

SS 刊%・4 55 。。 C5 00 SS 。。 cs ∞ SS 。。 cs 。。 ／ 05 ∞ 

56 刊文；・5 56 。。 C6 ∞ 56 ∞ C6 ∞ 56 ω C6 ω ／／  前 ∞ 

57 ／ ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

58 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

S9 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

5A ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

SB ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

SC ／／  ／／  ／ ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

SD ／／  ／ ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

SE HOt.tE AE 。。 AE ∞ AE 。。 AE ∞ AE ∞ AE ∞ ／／  ／／  

SF ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

・，
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第lBil 主要機樋

Key Code (60H～6FH) 

Key 
Shift 

C骨随l カナ・State Ba駒 Shift Cep陶 1 カナ Gra帥ic Control Code Shift 割、iftKey'¥ 

ω STOP 60 ∞ 60 ∞ 60 。。 ω ∞ ω ∞ ω 00 ／／  ω ∞ 

61 COPY 61 ∞ 61 ∞ 61 ∞ 61 。。 61 ∞ 61 ∞ ／／  61 ∞ 

62 f ・ I 62 。。 82 ω 62 ∞ 82 。。 62 ω 82 ∞ ／／  92 ∞ 

63 f . 2 63 ∞ 83 ∞ 63 。。 83 。。 63 ∞ 83 。。 ／／／  93 ∞ 

64 f • 3 64 ω 84 。。 64 ∞ 84 ∞ 64 ω 84 ω ／／  94 ∞ 

65 f • 4 65 。。 85 ∞ 65 。。 85 。。 65 。。 85 。。 ／／  95 ∞ 

66 f . 5 66 ∞ 86 。。 66 ∞ 86 ∞ 66 ω 86 ω ／／  96 ∞ 

67 f . 6 67 。。 87 ∞ 67 ∞ 87 。。 67 。。 87 。。 ／／  97 ∞ 

68 1・7 68 ∞ 88 。。 68 ∞ 88 ∞ 68 ∞ 88 。。 ／／  98 ω 

69 f • 8 69 ∞ 89 。。 69 ∞ 89 ∞ 69 ∞ 89 ∞ ／／  99 ∞ 

6A f • 9 6A 。。 SA 。。 6A ∞ SA ∞ 6A ∞ SA ∞ ／／  9A ω 

68 f • 10 68 ∞ SB ∞ 68 ∞ SB ∞ 68 00 88 ∞ ／／  98 ∞ 

備考： STOP,COPY は．内節割り込みを発生する．

Key Code (?OH～7FH) 

Shift 
Key C却陶1 カナ・S悩.te Ba拘 Shift Capital カナ Gra防白2 Control Code Shift Shift Key'¥ 

70 SHIFT 70 ∞ 70 ∞ 70 ∞ 70 ∞ 70 ∞ 70 ∞ ／／  70 ∞ 

71 CAPS 71 ∞ 71 ∞ 71 ω 71 ∞ 71 ∞ 71 ∞ ／／  71 ω 

72 カナ 72 ω 72 ∞ 72 ω 72 ∞ 72 ∞ 72 ∞ ／／  72 ∞ 

73 GRPH 73 。。 73 ∞ 73 ∞ 73 ∞ 73 ω 73 ω ／／  73 ∞ 

74 CTRL 74 ∞ 74 ∞ 74 ω 74 ∞ 74 ∞ 74 ∞ ／ 74 ∞ 

備考： SHIFT～CTRLはShift状娘を訟定する． またシフトキーステータスを更新する．
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第2Jii キーボード BIOS

八イレゾモードでの機能

データ処理の基本的な流れはノーマルモードと同一であり，BIOSコールによって返される値につい

て互換性が保たれているが，以下の点で異なっており自由度が大きくなっている．

．データバッファ

0000 : 0410H～0413H＝キーボー ドバッファアドレス（最初の2バイト がバッファのオフセット，後

の 2バイトがバッファのセグメ ントアドレス）

OOOOH : 0522H ＝バッフアサイズ（バッファに格納できるキー情報（2バイト）の個数）

リングパッファに格納されるデータは，キーコー ドとキーデータでなく ，キーボー ドから渡されたキー

コードのキーコードが発生した時点でのシフト ステータスである．

キーコ ードからキーデータへの変換は INT18Hの処理の中で行われる．

上位バイト 下位バイト

キーコード シフトステータス

また，データパップアは指定した空間に設けることができる．

仁コ←ト一ドy フ7アドレス

ド一一一 パyフアサイズ×2

注憲： バッファに関係のある共通域を変更した時は．バッファの初期化を実行しなければならない．
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第］g{J 主獲働福

・シフトキー

0000: 0408H～040FH＝シフトキーコード

シフトキーはユーザープログラムによって定義できる．

キーコー ドが発生した時，BIOSはシフトキーコードに格納されているコードの比較し，そのコードが

格納されていればシフトキーとみなし，シフトステータスの対応するピットを ON/OFFする．その

コードが格納されていなければ，一般のキーとして扱う．

シフトキーコード（デ7＂＂ルト） 8バイト

ドf主

OFFH 

・キーコード変換テーブル

0000: 0414H～0417H＝エン トリテープルア ドレス

0000 : 053AH ＝シフトキーステータス

j－＿｛，主

70H SHIFT 

71H CAPS 

7211カナ

73H GRAPH 

7411 C1'RL 

キーコードをキーデータに変換するために，キーデータとなるアスキーコー ドをならべたキーコード

変換テープルが必要である．

キーコー ド変換テープルは，エント リテープルによって設定される． ． 

エントリテープルアドレス（4バイト）

｜｜｜  

オフセット キーコード変換テーブル

セグメント

エントリfJi

，， 

，， 
~ 」

エントリテープルのエントリ値はシフトキーステータスによ って参照する．エントリ値は変換テープ

ル（128バイト単位）の何番目のテープルかを指している．

シフ トキーステータスが 3ならば4番目のエン トリ値を使用する．

実際に取 り出すキーデータは，エン トリ値×128＋キーコードである．
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第29 キーボード BIOS

・内部割り込み発生キー

0000: 0418H～041BH＝劃り込みテープルアドレス

ユーザープログラムは内部制り込みを発生させるキーを任意に決められる．

BIOSが割り込み発生キーと他のキーと識別するために，割り込みテープJレが必要である．割り込み

テープルの最初の 1パイトには割り込みテープルに格納してあるキーコードの個数を格納する．

以後は割り込みの発生のキーコードを格納する．このキーコードの最上位ピットがON(l）の時INT

OSHをOFF(O）の時INT06Hをそれぞれ発生させる．

書lJり込みテーブルアドレス（4バイト）

制リ込みテ
デフマルト

DB 002H 

ーブルの
fo'( 

, 060H. OElH 

~ 、

倒~

キーコード

キーコード

．．．
 

・割り込み処理

0000 : 0528H ＝キーボー ドバッファカウンタ

ハイレゾモードでは，キーボードからのハードウェア割り込みINT09Hの発生時，およびユーザープ

ログラムがキーデータ引き取りのために INT18Hを発行した時点でINTlFHを発行する．

(1) INT 09H 

キーボード BIOSはハードウェアからの割り込みがあると，キーステータステープルを更新し，次の

ようにレジスタに値を格納して，INT lFHを実行する．

AH=88H 

AL＝キーコード

BL=ALのキーコードで更新されていないシフト状態

キーボー ドBIOSに戻ってきた時にキ ャリーフラグがONの時は，キーボード BIOSは処理を中止し

割り込みを終了する．

(2) INT 18H 

パップアにキーデータがない場合に，次のようにレジスタに値を絡納し， INTlFHを実行する．

AH=80H 

AL=OOH 

また，キーコードを内部コードに変換した時に OFFHになり，キーボードバッファカウンタがOの時

にも前記のように行う．
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第l8B 主要微種

キーボードBIOSコマンド

INT 18H 

AH=OOH 

機能 ｜

INT 18H 

AH=01H 

機能 ｜

「 注言

30 

キーデータの読み出し

AH=OOH 

AH＝キーコード

AL＝キーデータ

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

園田

キ－／｛ッファの先頭に格納されているキー情報をキーデータコードに変換して読

み出す．キーバッファ内にキーコードが格納されていなげれば，格納されるまで

待つ．ハイレゾモード時は，AXに8000Hを格納し，INTlFHを実行する．キー

ボード BIOSに制御が戻ってきた時にキーコードが格納されていなければ，格納

されるまで待つ．

キーバッファ状態のセンス

AH=OIH 

AH＝キーコード

AL＝キーデータ

BH=AXに読み出したデータの状態

OlH：有効

OOH：無効

AX, BH以外のすべてのレジスタは保証される．

園田

リングパッファ内の先頭に格納されているキー情報を読み出す．もし，パッファ

内にデータが存在しない場合はその旨を通知する．

このコマン ドが実行されてもパッファの更新は行わない．また，シフトキー状態

も変化しない．

本機能はセンスのみ行い，パッファの状態を変化させないので，通常は，このコ

マンドの後に「キーデータの読み出し AH=OOH」コマンドを実行させることに

なる．



r・ INT 18H 

AH=02H 

L_J竺－！」

第2a キーボード BIOS

シフトキー状態のセンス 園田

AH=02H 

AL＝シフトキー状態

格納形式は次の通りである．

01 I 06 I 05 I D. I DJ I D2 I 01 I Do 

SHIFT 

CAPS 

カナ

GRPH 
c・rRし。
。
。

該当するシフトキーが押下されている状態の時，対応ピットは lとなる．

該当するシフトキーが離されている状態の時，対応ピットはOとなる．

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

現在の押下されているシフトキー状態を調べる．

シフトキーとは次のキーのことを指す．

匡~~団E 垣~~

これらのシフトキーの状態によって入力（押下）されたキーの対応する内部コード

が決まる．
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第1fill 主要機種

ア開 INT 18H 

AH=03H 

L吟堅 一

INT 18H 

AH=04H 

機能 ｜

32 

キーボードインターフェイスの初期化 園田

AH=03H 

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

キーボード BIOSが使用しているメモリエリアと，キーボードインターフェイス

μPD8251Aを初期化する．新たに入力可能状態を作る．

キーボードインターフェイス μPD8251Aの初期化を行う．

キーボード BIOSが使用しているメモリエリアの初期化を行う．

キ一入力状態のセンス 圃困

AH=04H 

AL＝キーコードグループ番号（OOH～OFH)

AH＝キーコードグループ内の8つのキー状態

該当するキーコードグループのキー入力状態を調べ，押下されているキーは対応

ピットを l，押下されていないキーはOとして，その状態を通知する．

キーコードグjレープは，キーコード（OOH～6BH）を，OOH～07HまでをOキーコー

ドグループ，08H～OFHまでを lキーコードグループ，……のように区分し，16

グループある．それぞれのグループは8個のキーからなっている．

該当するキ一入力状態テープルを読み出し， AHに格納する．



第2il キーボード BIOS

キー入力状態テープル

ピット
Lョ -.，’司~ . _, ，、 t弓‘司F ’、Lー ' l t '. I ~ 

』 ． 
Do D1 D2 03 o. Ds I>& Dr 

キーコード
グループ

．． 
Hァ Sゥ %ェ ＆ォ ’ャ。 ESC 

1ヌ 2フ 3ア 4ウ 5エ 6オ 7ヤ

（ュ ）ョ ヲ 一
〈へ BS TAB 1 

8ユ 9ヨ 0ワ ーホ ￥一

2 Qタ Wテ
イ

Rス Tカ Yン Uナ
ヨイ

～ 「
3 Oラ Pセ 目 Aチ Sト Dシ

＠” 

Fハ Gキ Hワ Jマ Kノ Lリ
＋ 牢

4 
；レ ：ヶ

5 
‘Y 

Xサ Cソ Vヒ Bコ Nミ Mモ
〕ム Zツ

＜， ＞。 ？ ROLL ROLL 
6 SPACE XFER 

，ネ . ｝レ ／ メ ロ UP DOWN 

7 INS DEL 
HOME 

HELP 
・－－ －－・ CLR 

8 ／ 7 8 9 ＊ 4 5 

9 6 ＋ 1 2 3 一 。 ． 
A ． NFER vf. 1 vf・2 vf. 3 vf・4 vf. 5 

B HOME 

c STOP COPY f . 1 f • 2 f . 3 f . 4 f . 5 f . 6 

D f . 7 f . 8 f . 9 f . 10 

E SHIFT CAPS カナ GRPH CTRL 

F 
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第186 主要被種

INT 18H 

AH=05H 

i 健能 ｜

INT 18H 

AH=06H 

［ 機能 ｜

34 

パッファカ、らのキーコードの読み出し

AH=OSH 

AH＝キーコード

AL＝キーデータ

BH＝キーコードの存在

OlH：有効

OOH：無効

AX, BH以外のすべてのレジスタは保証される．

回

パッファ内にキーコードが格納されているか否かを調べ，もしキーコードが存在

したら．バッファの先頭に格納されているコードのキーデータを取得する．

バッファの初期化 回

AH=06H 

なし．

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

パップァを初期化する．



INT 18H 

AH=07H 

l機能 l

INT 18H 

AH=08H 

機能 ｜

注 意 l

シフト状態とキーデータの読み出し

AH=07H 

AH＝キーコード

AL＝キーデータ

BL＝シフト状態

AX, BL以外のすべてのレジスタは保証される．

第2怠キーボード BIOS

回

キーパッファの先頭に格納されているキー情報のシフト状態と，生成したキー

データを読み出す．キーデータパッファ内にキーデータが格納されていなければ，

AXに8000Hを格納し， INTlFHを実行する．キーボード BIOSに制御が戻っ

てきた時にキーデータが格納されていなければ格納されるまで待つ．

シフト状態とキーデータのセンス

AH=08H 

AH＝キーコード

AL＝キーデータ

BL＝シフト状態

AX, BL以外のすべてのレジスタは保証される．

困

キーパッファの先頭に格納されているキー情報の，シフト状態と生成したキー

データを読み出す．

本機能はセンスのみを行い，パップアの状憶を変化させない．通常はこのコマン

ドの後に「シフト状態とキーデータの読み出し AH=07HJを実行させることに

なる．
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第l割3主要機種

・ナ INT 18H 甲

AH=09H 

三瓦：亙 l 

36 

キーデータの作成

AH=09H 

AL＝キーコード

BL＝シフト状態

AH＝キーコード

AL＝キーデータ

AX, BL以外のすべてのレジスタは保証される．

与えられたキーコードとシフト状態によりキーデータを生成する．

困



第

CRT BIOS 

CRT BIOS概説

eCRT BIOS機能一覧（INT18H) 

AHレジスタ ． 健 ノーマル ，、イレゾ

OAH CRTモードの設定 。 !:::. 

OBH CRTモードのセンス 。 ム

OCH テキスト画面の表示開始 。 。
ODH テキスト画面の表示停止 。 。
OEH lつの表示領繊の設定 。 。
OFH 綾数の表示領域の設定 。 。
lOH カーソルタイプの訟定 。 。
llH カーソルの表示開始 。 。
12H カーソルの表示停止 。 。
13H カーソル位置の設定 。 。
14H フォントパターンの読み出し（16ドット） 。 × 

16H テキストVRAMの初期化 。 。
lAH ユーザ一文字の定義 （16ドット） 。 × 

lBH KCGアクセスモー ドの賞金定 。 。
lCH CRTの初期化 × 。
lDH 表示輔の設定 × 。
lEH カーソルタイプの設定 × 。
lFH フォントパターンの談み出し（24ドット） × 。
20H ユーザ一文字の定義 （24ドット） × 。
21H メモリスイ ッチの読み出し × 。
22H メモリスイ ッチの書き込み × 。
19H ライトペン押下状態の初期化 。 × 

15H ライトペン位置の読み出し 。 × 

17H ブザーの起呼 。 。
ISH ブザーの停止 。 。
23H ブザー周波数の設定 × 。
24H ブザーの時間2安定と鳴動 × 。

！：：：.：機能変更

CRT BIOSは次の機能を有する．

37 



第l部主要後種

・画面設定機能（八イレゾモードのみ）

通常 VRAMは，物理的に 80カラムで管理され，スクロールは垂直方向（上，下）で行われている．

表示幅の設定コマンドを実行するこ とにより，物理的なカラム数を 80より大きくすることができるた

め，水平方向のスクロールも可能となる．

v~f\1 山1)5
＼｜ スクロール

／戸戸別「＼

I'・ 
25 11 都波＋スクロール

＼ 
l臼カラム

,......--80－～＼ 
/1. 
2s II 表示~
＼ 

・表示媛設定機能

• jl!J ~抗のVRAM と J<,1~J或の関係

J<,1;1w1!r.'；アドレスを li t分ずらすニとによリ暁t庄）jJia）へのスク

ロールが”I能｛ベージmiスクロールの場合）

• I~ •f’）jJlaJ を 11｛大にしたI結合．

J.(-i;lijfM;アドレスを lカラム分ずらすことによ り．水平均f向の

スクロールカ＇uf能

• I~ ・f< )jJla），骨肉；Jj(o1）に余r.1をとった場合．

I~ ・1< )jJl1J. ifiitf( )jJl1). ~＇Iめのスクロ ールが”f(i准となる．

表示域設定機能では，画面分割，表示開始アドレスを制御する．

通常 VRAMの連続した領域がli画面として表示されるが，この機能を使用することにより，画面を最

大 4分割できる．

また，前述の画面設定機能と併用して画面のスクロールを行うこともできる．

VRAM 

表示

38 

• VRAMの連続した~il！！！を~示した例

idi 1t.＇ま．この状態

• VRAMを3分胃llして必ぷした例



第3i量 CRT8108 

・カーソル制御機能

カーソルに関する機能としては次のものがある．

・カーソJレ形状の設定（ハイレゾモードのみ）

．プリンクの有無指定

・カーソJレ表示の開始，停止

・カーソル表示アドレスの設定

・フォントパターン続み出し／書き込み機能

文字（ANK，漢字）のフォントパターンのCGからの読み出し，ユーザ一定義文字（2ノfイト系）パター

ンの，スタティック RAMへの登録ができる．

フォント鶴み出し／．き込み動作

ノーマルモード時，フォントの読み出し／書き込みは 1/0ポート OA9Hを通してアクセスする．ハイ

レゾモード時はフォントの読み出し／書き込みは，CGウインドウを介して行う．

KCGアクセスモード

フォントの読み出し／聾き込み時，テキスト画面表示中か否かによって 2つのアクセスモードが存在

する（ユーザープログラムが決定）．

・テキスト画面に漢字を表示している場合，KCGアクセスモードは，コードアクセスになっていなけ

ればならない

・グラフィック画面のみの表示の場合，KCGアクセスモードは，ドットアクセスでよい．

• KCGアクセスモードのフォント読み出し／書き込み時の BIOSの動作

a) KCGアクセスモードがコードアクセスの場合

KCGアクセスモードがコードアクセスの時，CRTBIOSは，画面の乱れ等を防ぐためCRTハード

ウェアの VSYNC割り込みを待つ．実際のCGアクセスは，VBLANK中の VSYNCの立ち上がりの

後，KCGアクセスモードを一時的にドットアクセスにして行う．

ー一一一－t

VSYNC= I 

DISP 

VBLANK 

VSYNC=I 

DISP（表示） DISP 

このfill.KCGアクセスモードをDぴrACCESS 

にしてCGアクセスをrrう．

DISP：ハードウェアによる袋示の剣llfl

VBLANK：表示と滋ポの1111にある無表示期!Ill
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;g 1 g{l 主要微擾

b) KCGアクセスモードがドットアクセスの場合

KCGアクセスモードがドットアクセスの時，CRTBIOSは，VSYNC割り込みを待たずに CGアク

セスを行う．

・ブザービープ機能

ブザービープ機能は， ブザーの鳴動開始，停止の制御を行う．

また，ハイレゾモードではブザーの周波数を変更する機能も提供する．

・メモリスイッチ読み出し／書き込み機能（八イレゾモードのみ）

ハイレゾモードでは，， BIOSコマンドによって不揮発メモリ（メモリスイッチ）の内容の読み込み／書

き込みを行う．

40 
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第3a CRT BIOS 

CRT BIOSコマンド

INT 18H 

AH=OAH CRTモードの設定 困圃

機 能 ｜

｜ 注さ ｜

AH=OAH 

AL＝モード設定情報

ノーマルモード

臥一t
－
 

D

－
 

n山
一

弘一‘．
 

D

一。

弘
一

o

弘
一

o

nm
一0

r o 2s行
画面当りの行数｛

I I ・2ゆ行

r o : so* ．当りの桁IX{ 占
I l : 40::f. 

r o パーチカルライン平~－効
アト リビュート｛I l：簡易グラフ有効

(!1'_) ( 0：コー ドアクセス干i効
KCGアクセス iI l：ドッ トアクセス有効

注 ：PC-9801では無効

ハイレゾモード

[)7 06 Os 仏 DJ Di 01 D。
o I o I o o I o I o 

( 0：コードアクセスイi効
KCGアクセス｛I l：ドットアクセス有効

I o・25行
担当副主Iりの行歓｛I l : 31 ir 

。すべてのレジスタが保証される．

テキスト制御用 GDC（マスタ）μPD7220およびラインカウンタ制御回路に対して

そード設定を行う．

指定されたモード設定情報と，システムで一意に定義している情報によって，

GDC（マスタ）およびラインカウンタ制御回路のモード設定を行う．

KCGアクセスモードにより，漢字（JIS第1水準，第2水準，およびユーザ一定義

文字）の表示可能な画面が決定される．コードアクセスを選ぶと，テキスト画面お

よびグラフイツク画面上に漢字が表示できる．ドットアクセスではグラフイツク

画面しか表示できないが，漢字表示はコードアクセスに比べ速くなる．また，ドッ

トアクセス時に，テキスト画面に漢字コードを設定するとゴミが表示される．

PC-9801では，ドットアクセスはサポートしていない．
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第186 主褒働福

INT 18H 

AH=OBH CRTモードのセンス 困回

｜ 機能 ｜

42 

AH=OBH 

AL＝モード設定状態

ノーマルモード

07 06 Os o. 03 D2 01 Do 

ハイレゾモード

弘
一
0

1
・
D

－o
 

弘
一

o

n凶
一

－
E
 

D
一

弘
一

o

n凶
一

o

n印
一

l

~ I l : 20~ r 11li1前i’町りの行歓 ｛l 0 : 25行
r i : 40・ι

行吋りの~·r:tt ~ .! I O；印字

r i：術品占グラフアトリビA ート タイ プ｛l O：〆〈ー チカルライ ン

<it:l ( I；ドットアクセス
KCGアクセス タイプ ｛l O：コ ー ドアクセス

( I：専用自解像度デ ィスプレイCRTの伺flj{ I O：標準テ’ィスプレイ

it : PC-9801では無効

03ピット必よぴo.ピットを除い
てPC-9800シリーズ亙：倹のため
の既;tf1f(を返す．

80カラムX25ir VL干i効を ，）~す

!Q.(1干のKCGアクセスモード

{ l：ド y トアクセス

0：コードアクセス

幽Wi,1.，りの1.rtt
{ 0；附
I : 3llr 

4・~Ill 正ti解像度ディ スプレイを示す

接続されている CRTの現在のモードを調べる．

「CRTモー ドの設定 AH=OAHJと逆の処理を行う.BIOSプログラム上では，

モードの設定時に格納したCRTステータステープル（1パイト）からの読み出し

を行う．



INT 1僻4

AH=OCH 

｜ 機能 ｜

INT 18H 

AH=ODH 

［ 機能 ｜

INT 18H 

AH=OEH 

l機能 ｜

第38 CR丁目108

テキスト画面の表示開始 園田

Ali=OCH 

すべてのレジスタが保証される．

テキスト画面表示用 GDC（マスタ）に表示開始要求を行う．

テキスト画面の表示停止 圃凪

AH=ODH 

すべてのレジスグが保証される．

テキスト画面表示用 GDC（マスタ）に表示停止要求を行う．

1つの表示領繊の設定 圃回

AH=OEH 

DX＝表示する領域の開始アドレス

テキスト VRAMのCPUアドレス 20ピットのうち，下位 16ピットを指定

する（上位4ピットはノーマルモード時OAH，ハイレゾモード時OEHに固定

されている）．

DX以外のレジスタはすべて保証される．

テキスト画面へ表示する領域を lつだけ設定する．

ディスプレイ テキストVRAM

-1別対：アドレス
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第l音E主婆倹種

’ 刷T18H

AH=OFH 
複数の表示領減の設定 困圃

｜ 機能

44 

AH=OFH 

BX＝表示領域リストのセグメ ントアドレス

CX＝表示領域リストのオフセ ットアドレス

DX＝表示領域リストで最初に定義するエントリの表示領域番号（0～3)

たとえば，前回3分割しておき，今回2番目の表示領域を変更する場合，

DH=lとする．

DL＝表示領域リストで定義するエントリ個数（1～4)

表示領域リストの形式

2 ，，イト

Bx: ex テキストVRAMl：のllOM；ア ドレス lつのエントリ（ 4バイト｝によって

1 つの災ぷ鎖岐を4£~をするCR'r ＃.ポ1w1ll'•iの f<,1 ~ ！i'f:< 

テキストVRAM上の開始アドレス（ 2バイト） : GDCからみたアドレスを術定

(OOOOH-IOOOH-1) 
CRT表示l雨前の表示行数（ 2バイトl: 2otrモー ドの場介（ I -20) 

25irモードの場介（ I～25) 

すべてのレジスタが保証される．

最大4個までの，テキスト画面へ表示する領域を設定するコマンドである.1つの

表示領域の定義は，テキスト VRAM上の開始アドレスと CRT上の表示行数に

よって定義する.4個までの表示領域を定義するために，メモリ上に次のような形

式をしたリスト（表）を作成し，このアドレスを指定する．



リストポインタ

開始
表示鎖t或No.

二主事をする
J<，示領~倒敏

｜ 処理

、 INT18H 

AH=10H 

｜ 機能 ｜

し 処理 ｜

第38 CRT BIOS 

CRT ,&-,1：幽面 テキストVRAM

←-so 

」 ＠ 、
I 2 

13 ‘ 

① 
・-SI

・ーでS2

② 

ー

『 T
.官... ←-S3 

1・． ＠ ． 
so ． ・』

． I ． 
． 

SI 

Q $2 I 2 

SJ : I 3 

4 ー必ぷ錫（J点リスト
注 1: ( si . Ii ）が lつのエントリを表わす．

i主2；エントリttCJnf変．

主に表示領域リストの内容を GDCのSCROLLコマンド用パラメータに変換し，

GDCの内部 RAMマップに曾き込む．

カーソルタイプの設定

AH=lOH 

AL＝カーソルをプリンクにするか否かの指定

OlH：プリンクしない

OOH：プリンクする

すべてのレジスタが保証される．

園田

カーソルのタイプを設定する．ノーマルモードでは箱形の大きさ，プリンク速度

はシステムで一意に決めている（処理参照）．ここでは，カーソJレをプリンクさせ

るかどうか設定する．

GDCに対し， CSRFORM（カーソル形式設定）コマンド（4BH）を発行する．

ノーマルモードでは，カーソJレの大きさ，プリンク速度を次のようにシステムで

設定している．
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第18B 主要事量掻

CRTタイプ 行モード 織のライン敏 ’震の聞鎗・鍵T位置 プリンク速度

専用高解像度

練 t勝

注：；慣は常に8ライン

INT 18H 

AH=11H 

機能 ｜

INT 18H 

AH=12H 

｜ 機能 i

制T18H

AH=13H 

｜ 機能 i

46 

25行 16 0～15 12 

20行 20 0～19 12 

25行 8 O～7 12 

20行 10 0～9 12 

カーソルの表示開始 回固

AH= llH 

すべてのレジスタが保証される．

「カーソルタイプの設定 AH=lOH, AH=lEHJで定義したカーソJレを表示す

る．

カーソルの表示停止 困困

AH=l2H 

すべてのレジスタが保証ちれる．

カーソJレ表示を停止する．

カーソル位置の設定 凪固

AH=l3H 

DX＝表示するカーソJレの位置を VRAM上のアドレス

アドレスはCPUからみたノfイトアドレスであり，テキスト VRAMのCPU

アドレス 20ピットのうち，下位16ピットで指定する．

すべてのレジスタが保証される．

VRAMアドレスを指定することにより，画面上の対応する位置に，カーソJレを移

動／表示させる．



INT 1創4

AH=14H フォントパターンの読み出し（16ドット）

AH=l4H 

BX: CX＝フォントパターンパッファの先頭アドレス

下位アドレス 上位アドレス
F司剛胆剛．開園聞．．  開園圃圃『

伽l’Pill
2－~イト フ，rントパターンバッファ（8. 16. 32バイトのいずれか）

↑ 
sx: ex cフォントパターンバッフ？の先頒アドレス）

ANKコードの場合

DL＝展開するコード

DH=CRTタイプ

OOH：標準CRT(6×7フォント： 10バイトパッファ）

sg31量 CRTBIOS 

圃

80H：専用高解像度CRT(7×13フォント： 18バイトパッファ）

例： 7×13フォントで「年」（OF2H) 吟 DX=80F2H 

のフォントパターンを読み出す I L_DL・ 文字コード

日窓癌コードの場合

DX＝展開するコード

!/4角の場合はANKコードと閉じである．

例 ：「模」（3441H）のフ方ント 吟 DX=3441H

DH・..ANK7×13 

パターンを読み出す ｜工→DL…JIS漢字コード

%角「＠J のフォントノマターン 吟 DX=0040H 

第2バイト目

DH…JIS漢字コード
第1バイト目

を読み出す T1-oL・ 文字コード

一一一ーDH…ANK6×8 
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第l00 主隻機種

｜ 機能

AH, BX. ex. DX以外のレジスタは保証される．

指定された英数カナ（ANK）コード，または日本語コード（ユーザー定義文字を含

む）に対応するフォントパターンを，指定のフォントパターンパッファへ読み出す

(PC-9801では，ユーザー定義文字はサポートされない）．

一般には，読み出したフォントパターンをグラフィック VRAMに移送しディス

プレイに表示する．

フォントパターンは，ANKコードの場合，専用高解像度ディスプレイ用7×13

（横×縦のドット数），標準ディスプレイ用 6×8，また日本語コードの場合ディス

プレイのタイプには関係なく，全角は 15×16，半角 7×16のドット数からなって

いる．！ぺ角はANKコードの表示と同じである．

必要なフォントパターンパッファの大きさと，フォントパターンのドット数との

関係は次の表のようになっている．

文字タイプ
フォント1（ターン フォントバッフアサイズ 使用する内傷コード

｛繍×縦ドット敏｝ ｛バイト敏｝ l• DH 臥．

ANK 専用高解像度CRT 7×13 16+ 2 80 ANK 

コード 線準 CRT

全角

日本信 半角
コード

1/4角

フォントハッファ形式 ｜

48 

6×8 8+2 。。 ANK 

15×16 32+ 2 JIS JIS 

7×16 16+ 2 29 20～ 70 
2A 20～ SF 

6×8 8+2 。。 ANK 

KCG ROMから読み出したフォントパターンは，次の形式でsx.exで指定し

たフォントパターンパッファに書き込まれる．

ANK(6×8）， 日本館 凶 角

8ピy ト（ 8ドy ト）

① 

② 

8バイト
(8ドット）

⑧ 

ドn；アドレス
． 

T、、r 

BX: ex 

i:t：グラフィック断面iに滋示する1/4角文字は．

ANKコード指定による．
ード

:f主：アドレス

(10バイト）



第3叢 CRTSIC〕S

ANK(7×13），日本館半角

8ピγ ト（8ドット）

f一一一-A一一一一、
① 

③ 

16ノぐイト

(16ドット）

⑬ 
／ 「＼。

＠ 

ド｛主アドレ疋 ·. I~ア ドレえ

Bx: ex 
(18，＇イ卜）

日本語全角

16ビット（16ド・γ ト｝

① ② 
／ 「＼

③ ＠ 

16’〈イト
(16ドヅト｝

＠ 
/" T'¥ ／ T、、

⑪ ＠ 
r 「＼ r 「＼ { ＼ 

ドI~アドレス I・. P：アドレス

sx: ex 
(34バイト）
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第1ll6 主重要ぬ種

I j主芯 ｜

50 

・日本語コー ドの半角についてはNss”BASICのマニュアル中のコード表に対応

する内部コー ド表を使用すること．内部コー ドについては次の「文字パターン

ROM内部コード」を参照すること．

• GDC の漢字 ROM~こ対するアクセス方式は， このコマンドを除いてコード方式

になっている．このコマンド処理のはじめと終わりでは．モードフリップフロッ

プをドットマップ方式にセット，リセットしている．

ドットマップ方式のセッ ト

MOV AL, OBH 

OUT 68H, AL 

コード方式のセット

MOV AL, OAH 

OUT 68H, AL 

• Y4角の場合，ANKコー ドと同じコードを使用する．

Nss-BASICでは，Nss-BASICのマニュアル中のコード表「グラフィツク画面

に表示できる %角文字一覧表」のコー ドをグラフLIOで「キャラクタ コー ド

表」の対応するコードに変換し，これを使ってANK-CGからフォントパターン

を読み出す．

グラフィ ック薗薗に袋示で8る半角文字一覧表

． 。 2 3 :4 5 6 7 : 8 9 A e:c 。ε F 
． ． 

持：$2920 ' 
． 

% ＆ 亀 ＋・ ／ ． ．・． ． ． ． ． ． 
2930 。 2 3 : 4 5 6 7 : 8 9 ． 〈 〉 ？ ． ・．． ． ． ． ． ． 
2940 ＠ A B c:o ． E F c:H ． K:L ． M N 。． ． ． ． ． ． 
2950 p Q R s:T u v w:x y z ［；￥ 

，、
一． ． ． ． ． ． 

2960 a b c :d e g;h 
． 

k : I ． π1 n 。
． 

2970 D Q r s : t u v 
． ． w ;x y z ． ー
• 

似渇O r ． 
を

． ． 
J : • ． 品・ぃ ~ え II・守

’ 
主 ，， ． ． ． ． ． ． ． 

0090 一
,, L、 うjえ お か き：< It ． さjし す せ そ、．

2A20 r ヲJ ． 7 ・4 ウ コ＆ ~ · ャ ニ丸 ヨ ψ， ． ． ． 
2A30 一 ア イ ゥ：ェ オ カ． キ：ク ケ コ． サ：シ ス セ ソ． ． ． ． ． 
2A40 タ チ ‘Y テ jト ナ 一 ヌ：ネ ノ ，、、 ヒ：フ． ，、、 ホ ・7

． ． 
2A50 、、、 ム メ モ ；ヤ ニL ヨ ラ：リ Jレ レ ロ・ワ ン ． ． 

∞回 た ち つ て：と な ぬ：ね の i主 ひ・ふ ，、 11 ま． ． ． ． ． ． ． ． ． 
OOFO み む め も：ゃ ゆ よ らjり る れ ろ： ；わ ん

． ． 

主主：太線内文字（Ei6文字lr：文字パターンKCGROMには存在しない．
したがって．これらはここで説明した方法で使うことができない．
これらはグラフ LIOのROMIこ内蔵されている．
内蔵されているROMの俊置はベクタ·~·OADH の内容 OP.CS）が指
している番地の直前から420H番地前のところまでに記憶されている．
l文字16バイト俊Illしているため．ベクタ番号OADHの内容がa接地で
あるとするとa-420H-a-l H番地にある．

(!t) 

｛往 ｝



INT 18H 

AH=16H 

c捻 五「

第3i重 CRTBIOS 

テキストVRAMの初期化 困困

AH=l6H 

DH＝アトリビュートエリアをクリアする文字（1バイト）

アト リビュー ト

01 06 Os O. 03 Dz 01 Do 

G I R I B I VL I UL I RV I BL I ST 

シークレ ット

ブリンキング

リノ〈ース

アンダーラ イン

パーチカルライン

カラーCRT モノクロCRT
f.( 1 0 0 

務： I 0 0 3bit による

総 I 0 i農j炎岩屋，＇l'

コードはOOH～FFHまですべて指定可 問中 B膏

DL＝表示エリアをクリアする文字（1パイト）

AH, DX以外のすべてのレジスタは保証される．

テキスト VRAMの全領域を指定された文字でクリアする．

表示エリア，アトリビュートエリアを区別して，クリアする文字を指定すること

ができる．ただし，奇数番地はゼロでクリアされる．
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第l音E主委後種

r－、司E

INT 18H 

AH=1AH 
ユーザー文字の定義（16ドット） 困

｜ 機 能

｜フォントJ¥＇）ファ形式

52 

AH=lAH 

BX: CX＝フォントパターンパッファの先頭アドレス

DX＝登録コード

AH, BX. ex, DX以外のレジスグはすべて保証される．

ユーザーの作成した文字，記号のフォントパターンを，KCGRAMへ登録する．

このコマンド発行以後，テキスト画面，グラフィック画面への表示が可能になる

（このコマンドは CRTに対してユーザ一文字定義を行うもので，プリンタのユー

ザ一定義文字とは別なので注意することに

ユーザー定義文字 E/F/M/U2 左記以外

コード 7620～765FH 7620～777FH 

登録字数 63文字まで可 188文字まで可

文字の大きさ 全角 全角

注：登録コードのチェックは行わないため． 上位ルーチ

ンにてコードチェックを行う必要がある.PC-
9801E/F /M/Uの場合， 7620～765FH以外のコード
を指定した場合の動作は保証きれない．また， PC-
9801て・はユーザ一定義文字はサポートきれない．

fl主アドレス｛先鋭｝

｜ 2バイト ｜ 
ヴークエリア

（般機される）

1-.! oi'.ア ドレス

フォントノマターン 32〆ぐイト

し l’〈イト..；－1 ，，イト I 

① i ② 

③：＠  
16ライン

一＠
一③

一＠
一＠

①｜②｜③｜④ 



第38 CRT BIOS 

INT 18H 

AH=1BH 
KCGアクセスモードの設定 田園

機能 ｜

AH=lBH 

AL＝アクセスモード

o：コードアクセス

l：ドットアクセス

AX以外のすべてのレジスタは保証される．

KCGのアクセスモードをドットアクセス，あるいはコードアクセスに設定する．

ドットアクセスを選択すると，テキスト画面への（ユーザー定義文字を含め）漢字

表示はできない．テキスト VRAMに漢字コードを設定するとゴミが表示される．

しかし，フォント読み出しはコードアクセス選択時よりも速く行える．

コードアクセスを選択すると，テキスト画面の漢字表示が可能になる．

H
 

制
一
氾

則
一一

HA
 

CRTの初期化 回

AH=lCH 

AL＝カーソル制御情報

01 D~ D~ 01 03 02 01 Do 

ブリンクレート
カーソルの点滅間期を術定する

00001（逮｝～ 1I I I l （遅）
0000 0のとき既定値（01100）を綬定する

KCGアクセスモード
O：コードアクセス
l；ピソトマップアクセス

カーソル表示の有無
O：カーソルの淡示無
l：カーソルの袋示有

ブリンクの有無
0：プリンク無
1：プリンク有
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DH＝カーソル表示開始ライン

DL＝カーソル表示終了ライン

カーソルの縦J;r旬の大きさを術本する

主要機種第100

0 I 2 3 4 5 6 7 8 9 ABC  DEF  101112131415161718191All3 

ボ
デ
ィ
ー
フ
ェ
イ
ス

実際のライン

DH. DLに指定する紘

（ハードウエアをインタレースで初期化）
するため．ライン航（.i1/2となる

すべてのレジスタが保証される．

キ
ャ
ラ
ク
タ
フ
ェ
イ
ス

－

r
o
1
2

3
4
5
6
7
8
9
A
R
C
D
E
F
ω
日
U
U
N
M
M
M
m
げ

ω
ゆ

M
mに
ゆ

4
l
L

f
 

l
 

q
J
 

．，．， U
M
o
 

q
L
 

。

2 

5 

6 

9 

A 

B 

3 

4 

7 

8 

2 

3 

6 

8 

A 

B 

。

5 

7 

9 

c 

4 

カーソJレの形状などを設定する．

INT 18H 

AH=1DH 表示帽の設定 困

CRT BIOSの初期化を行い，（ 機能 ｜

AH=lDH 

範囲は80～162.

AL＝カラム数， GDCの管理する物理的なカラム数

2の倍数で定義する（このため指定は2行ずつになる）．

すべてのレジスタが保証される．

VRAMの幅（例： カラム）数を設定する．［ 機能 ｜
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第3・CRTBIOS 

カラム数に 80未満や 164以上を指定すると，それぞれ横方向，縦方向が、ラップ

アラウンド砂し，残りのカラム，ラインに同じものが表示される．

t貧乏カラム~

A

M

o

「

AB  
DE 

OP  

T 

・カラムく80の日年
fltりのカラム｛こ!oilじものが表示される

0 P←一、
QR  

・カラム＞162の凪干
伐りのラインにかiじむのが表示される

0 p.← 

uH 

刷
一
征

刊
一
一一

則
一
一HA

 

カーソルタイプの設定 凪

｜ 機能1

AH=lEH 

AL＝カーソ／レ制御情報

D1 06 Os o. 03 02 01 Do 

x I x 

プリンクレート

ブリンクの有無

（各ピットの:Q:ltfH.ir CRTの初期化 AH=ICHJと同じ｝

DH＝カーソル表示開始ライン（「CRTの初期化 AH=lCHJ参照）

DL＝カーソJレ表示終了ライン（「CRTの初期化 AH=lCH」参照）

すべてのレジスタが保証される．

カーソJレのプリンクの有無，また表示開始，終了ラインを指定する ことにより，

カーソルの縦方向の大きさを設定する．（横方向の大きさは一定）．

l行 AB 表示開始ライン

表示終了ライン

カーソル
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第l!lB 主要後種

INT 18H 

AH=1FH 

｜ 機能 ｜

［出力八ツファ形式 ｜ 

56 

フォントパターンの読み出し（24ドット）

AH=IFH 

DS: BX＝フォントパターンを格納するパッファのアドレス

DX＝展開するコードを設定｛JISコード／ASCIIコード）

ANKコードの場合

DH=OOH 

DL=ASCIIコード

パッフアサイズは 48バイト（24×2).

日本館コードの場合

DX=JISコード

回

パップアサイズは，全角の場合 72パイト（24×3），半角の場合 48バイト（24×2).

DL以外のすべてのレジスタが保証される．

指定された英数カナ（ANK）コードまたは日本語コード（ユーザ一定義文字を含

む）に対応する 24ドットフォントパターンを，指定のフォントパターンパッファ

へ読み出す．

一般には，読み出したフォントパターンをグラフィック VRAMに転送しディス

プレイに表示する．

フォントパターンはキャラクタフェイス（加で読み出される．各文字パターンの

パッファへの格納形式は次の通り．

① 臼牛；J/f （全角）

郎； BX→ 。
3 

6 
‘M ’ 

66 

69 

4 

7 

67 

70 

3バイト

2 

5 

8 
3・

4 』
24バイト

68 

71 

②日本総（半fl.J).ANK 

OS: BX→ 。
． ． 2 3 ． ． 
． 4 5 ． ． ． 

24バイト

，・，． I' 

44 45 ． 
． 46 47 ． ． 

' 、 ， 

2バイト

偶数アドレスのひ1,D6の 2ビットは常に

00（フォントは14X24のために



第311 CRT BIOS 

注憲 ：画面表示の時の1文字の大きさ（ボディーフェイス）と，このコマンドで読

み出される文字の大きさ（キャラクタフェイス）とは異なる．キャラクタ

フェイスは正昧のフズントで，そのまわりに空白を置いて文字を見やすく

したものがボディーフェイスである．

① l l本Mt（全flJ) ② l l本Jlt（下ft1).ANK 

28ドット

24ドット
2 2 

14ド.. ／ト

4 

ぬ
ド

ッ
ト

M
ド
ッ
ト

ぬ
ド
ッ
ト

M
ド
ッ
ト

2 

ボディーフェ イス キャラクタフ ェイス

uH 

1
0
 

創

一

2

h

一一一
作
一

HA
 

ユーザー文字の定義（24ドット） 困

一亙入里二］

AH=20H 

DS: BX＝フォントパターンを格納するパッファのアドレス

（「フォントパターンの読み出し（24ドット） AH=lFH」参照）

DX=JIS日本語コード（7621H～765FH)

DL以外のすべてのレジスタが保証される．

ユーザーの作成した文字，記号の24ドッ トフォン卜パターンを，KCGRAMへ

登録する．

このコマンド発行以降， テキス ト画面，グラフィック画面への表示が可能になる

（このコマンドはCRTに対してユーザ一文字定義を行うもので，プリンタのユー

ザ一文字定義とは別なので注意すること）．

ユーザーが定義可能な日本語コードは7621H～765FHである．
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第100 主要後種

U
H
 

側
一
割

引
一
一一

肌
一

HA
 

メモリスイッチの読み出し 困

L 機~ l 

AH=21H 

AL＝スイッチ番号 n(n=1～8) 

DL＝メモリスイッチ nの内容

DL以外のすべてのレジスタが保証される．

メモリスイッチの内容を読み出す．

INT 18H 

AH=22H 
メモリスイッチの書き込み 困

［ 機能 l

AH=22H 

AL＝スイッチ番号n(n=1～8) 

DL＝メモリスイッチ nの内容

すべてのレジスタが保証される．

メモリスイッチに内容を曾き込む．不揮発メモリは通常書き込み禁止となってい

るため，CRTBIOSは書き込む時に一時的に「書き込み許可」にする．

H
 

制
一
旬

刊
一
一－

n
H
 

A
 

ライトペン押下状態の初期化 固

｜ 機能 ｜

58 

AH=l9H 

AHを除いたすべてのレジスタが保証される．

ライトペンが押された状態を検出するための状態表示をクリアする．

ライトペンが押されたことを検出できるタイミングは，このコマンドが発行され

てから「ライトペンの位置の読み出し AH=l5HJコマンドが発行されるまでの

間である．したがって，「ライトペンの位置の読み出しJコマンドを発行する前に，

必ず本コマンドを発行しなければならない．



第3箪 CR丁目108

INT 18H 

AH=15H 
ライトベン位置の読み出し 困

｜ 機能 ｜

AH=l5H 

AH＝ライトペンの状態

o：押されている

l：押されていない

DX＝ライトペンが押された位置を対応するテキスト VRAM上のパイト アドレ

ス（AH=lの場合のみ有効）

ライトペンが押されているかを通知する．また，ライトペンが押されている場合

には，押されている位置を，対応するテキスト VRAM上のパイトアドレスで知ら

せる．

INT 18H 

AH=17H 
ブザーの起呼 園田

｜ 機能 ｜

AJ-1=17H 

すべてのレジスタが保証される．

ブザーのl貼動を開始する．

M
H
 

側
一
氾

刊
一
一一

脈
一

HA
 

ブザーの停止 圃困

｜ 機能

AH=l8H 

すべてのレジスタが保証される．

鳴動中のブザーを停止させる．
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第1ffil 主要機種

INT 18H 

AH=23H 
ブザー周波数の設定 回

AH=23H 

DX＝音調（周波数） 範囲は20H～8000H(Hz) 

すべてのレジスタが保証される．

機能 ｜ ブザーの周波数を設定する．

INT 18H 

AH=24H 
ブザーの時間設定と鳴動 回

AH=24H 

CX＝鳴動時間

OH：ビープなし

lH～FFFFH : (lOmsec～655350msec) 

DX＝音調（周波数） 範囲は 20H～8000H(Hz) 

すべてのレジスタが保証される．

機 能 ｜ 鳴動時聞を設定して鳴動を行う．
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第 章

グラフィックBIOS（ノーマルモード）

グラフィックBIOS（ノーマルモード）概説

ノーマルモードのグラフィック BIOSbこは，拡張グラフィック機能（4096色中 16色モー ドのサポート

など）は，含まれていない．したがって，必要な場合にはグラフ LIO（「第6章 グラフ LIO」参照）を使用

すること．

・グラフィックBIOS（ノーマルモード）機能一覧

AHレジスタ 犠 能
、
司－・

40H グラフイ ック画耐の表示開始

41H グラフィ ック函耐の表示停止

42H 表示領娘の設定

43H ,, fレットレジスタの設定

44H ボーダーカラーの鮫定

45H ドットの容さ込み

46H ドット の続み出し

47H f(I線，矩形の俗画

48H 円弧の箔翻

49H グラフィック文字の摘出

4AH 術画モードの設定
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第186 主要機種

・使用上の注意

グラフィック BIOSを使用する際は，次に挙げる点について注意する必要がある．

スタックエリア

グラフィック BIOSを使用する場合には，ユーザーは，スタックエリアを 30パイト以上確保し，SS.

SPをセットしなげればならない．

ステータスフラグ

CPUのステータスフラグのうち，IF,TFピットを次の状態にしておくこと．

IF ：セッ ト（割り込み可）

TF ：クリア（シングルステップモードクリア）

制御情報蟻

グラフィック BIOSを使用するためには，描画などの情報の受け渡し，保存のために，約80バイトの

制御情報域（これを ucwと呼ぶ）を必要とする．ユーザーは，この領域を前もって確保しなければなら

ない．この領域は次のような構成になっている．

オフセット ラベル サイズ •• 
オフセット ラベル サイズ

0000 GBON PTN RB 1 0029 GBFILL RB 1 
0001 GBBCC RB 1 002A GBGWKl RW 
0002 GBDOTU RB 002C GBGWK2 RW 1 
0003 GBDSP RB 1 002E GBGWK3 RW 1 
0004 GBCPC RB 4 0030 GBGWK4 RW 
0008 GBSXl RW 1 0032 GBGWK5 RW 1 
OOOA GBSYl RW 1 0034 GBGWK6 RW 1 
oooc GBLNGl RW 1 0036 GBGWK7 RW 
OOOE GBWDPA RW 1 0038 GBGWK8 RW ． 
0010 GBRBUF RW 3 003A GBGP122 RW 
0016 GBSX2 RW 003C GBGP34 RW 1 
0018 GBSY2 RW 1 003E GBGP56 RW 1 
OOlA GBMDOT RW 0040 GBGP78 RW 
OOlC GBCIR RW 0042 GBGP910 RW 1 
OOlE GBLNG2 RW 0044 GBGP1112 RW 1 
0020 GBLPTN RW 0046 GBGP1314 RW 1 
0020 GBDOTI RB 8 0048 GBGP1516 RW 1 
0028 GBDTYP RB 

主主： GBLPTNとGBDOTll立同じオフセット をもっ．
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第41量 グラフィック巳108（ノーマルモード）

描画方向

矩形，円弧，グラフ イツク文字などの描画においては，描画開始（終了）点の指定の他，描画方向の指

定が必要になる．直線，矩形の描画では，描画開始点，終了点，方向の3つの関係に矛盾のないよう注

意するこ と．

鎗薗開始

方向ID
直線 門 事 ‘

グラフィ ック
文字

i主 ： ここで~している錨同開始点．錨

tdit終 fl.~は．それぞれ短 貴重

。
(GBSXl. GBSYl), 
CGBSX2. GBSY2) 

の内務となる．

l1'iJ11ti1開始Ji1i1J!DCま.GBDSPの内容

となる．

－ーーーーー「，， ， ， ， ， ， ， ， 
寸3

十＼

，， 
，， 

，， 
a’ 
， ，， 

， ， eh’a’LV 

小、，、
’、、

2 .・必ィ5

” ． ． 

ノ、、
3 ｜μグ ／ 

、、、、、
ーーー・ーー－、.> 

4 
， ， ， ， ， ， ， ， 

‘－ーーーーー・・ ー

， ’司
” a” ， 

5 ！万分弘
， ， 

’ ， ， 

'-J 

(: ． ． 
6 ！万グ

、
l命

、、、
＼， 
、J

7 

4須 ． ：術耐l陣·！~... ~.； 0 : l/Q同終7.r!-F. 

~：定ftJ或 口 ：J函画域

→ ：l1¥itifi1 I削船方Jal

、、、
、、

、、
、
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ク‘ラフィックBIOS（ノーマルモード）コマンド

INT 18H 

AH=40H 

l_ ~~ _J 

｜ 処理 ｜

INT 18H 

AH=41H 

L吟竺」

｜ 処 理

64 

グラフィック画面の表示開始 圃

AH=40H 

すべてのレジスタが保証される．

グラフィック画面のCRTへの表示を開始する．テキスト画面の表示状態とは独

立して機能する．

GDCに対して表示制御用のSTARTコマンド（OOH）を発行する.FIFOノfツ

ファがFULLではなく， V-SYNC状態であることを確認した後に次のコマンド

が発行される．

MOV AL, OOH 

OUT OA2H, AL 

グラフィック画面の表示停止

AH=41H 

すべてのレジスタが保証される．

圃

グラフィック画面の CRTへの表示を停止する．テキスト画面の表示状態とは独

立して機能する．

GDCに対して表示制御用のSTOPコマンド（OCH）を発行する．

FIFOパッファがFULLでないことを確認した後に次のコマンドが発行される．

MOV AL, OCH 

OUT OA2H, AL 



第4B グラフイツク BIOS（ノーマルモード）

H
 

側
一
位

「
一
一一

脈
一

HA
 

表示領域の設定 園

機 能 ｜

AH=42H 

CH=CRTディスプレイのそード指定， VRAM領域指定

専用高解像度モード（640×400）の時ALL，標準解像度モード（640×200）の時

LOWERまたは UPPERを指定すること．

D1 06 Os o. DJ 02 01 Do 

o I o I o I o 
＇－－－－－.－一一 J r o：パンクot使用表示パンクの指定｛I l：パンク 1を使用

I 0：カラー
CR'fディスプレイのモード指定｛I l：モノクロ

( 0 1 UPPER 
VRAM鎖峨指主主｛ 1 0 LOWER 

I 1 1 ALL 

表示パンクの指定は不可.0としておくこと．注： PC-9801/U2では．

すべてのレジスタが保証される．

表示対象とする描画メモリ領域を設定する．

使用する CRTディスプレイのモード（モノクロ／カラーのいずれか）と使用する

グラフィック VRAM領域を指定する．グラフィツク VRAM領域の指定方法は，

lつの表示画面に対応する VRAM領域がどのアドレスに対応するかを示すもの

である.VRAM上の32Kバイト全体を Iつの表示画面とする場合はALL，下位

16Kパイトを lつの表示画面とする場合は LOWER，上位 16Kバイトを lつの

表示画面とする場合は UPPERと呼ぴ，この3つの領域の指定区分のどれかを指

定する．

指定された条件にしたがって， GDCへ表示領域の設定を行う．

VRAM f首画画面
OB 

UPPER 

－－－－－－－－－．．．．．．．．．．．．． 

16000 Bト ー ALL 

320008 
7槌8

32KB 、

LOWER 
、、E

E
E
E

’’

A
U
’i
 

ク
ク

ン
ン，、．、

a

’’’ 
’’’’B
・‘、、
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指定値

LOWER 

UPPER 

ALL 

66 

①グラフィック関係の情報をモードレジスタにセッ卜する．

グラフィックモードとしてモノクロまたはカラーをセットする（03H,02H）.同

時に走査線数として 200本または400本をセットする（09H,08H). 

走査..

専用高解像度

標 2修

200本

09H 

08H 

400本

08H 

② 1行中の表示ライン数を， GDCに対して CSRFORMコマンドでセットする．

専用高解像度ディスプレイの場合 lライン数／行

標準ディスプレイの場合 2ライン数／行

③表示開始アドレスおよび画面表示領域の大きさを， GDCに対して SCROLLコ

マンドでセットする．

表示聞鎗アドレス ーを置タイプ。 専用高解像度

16000（バイトアドレス｝ 機 2単

。
する．

グラフィックVRAM領域と描画画面との関係

a）カラーモード／専用高解像度モード

ひVRAMアドレス

ノfンク Oまたは 1

0・

術88
96KB 

俗画画面

96000 

画面表示領壊の大~＊

400ライン

200ライン

ディスプレイ装置



~<1篇 グラフィック 8108（ノーマルモード）

b）カラーモード／標準解像度モード

G-VRAMア ドレス
，，ンク Oまf」は l

指111iJp崎!fa ディスプレイ笈遺

Pl 
制0

。

。I ／ ／／／ア 1• 6000 l _,.., 
Pl 1-／＞くド 01 I ~ 200 

長、 J
/ 

y、
', 48000 、 、、

、＼、、、、、、

7帥 ＼＼、・，， " Io 
64KB 〆了、、＼＼、＼ 目I P4 

＼ 、 ＼＼ 640 、、、、 、、、、、、
• .c ', " ＇~， 、、、、

It 6000 、、、、、
、、、、、、、

PS 〉く I > 200 
96KB I 7688 

、 、
02 、句、、、、

、 、、、
、 、、
、、 、、、、
、、、

32000 、
＼ 、

/ 、、、
l’6 

、、、、、、、

480008 

c）モノクロモード／専用高解像度モード

G-VRAMアドレス
〆〈ンク Oまたは l

0 

l1知的1!li1lf•i ディスプレイ裟ill

01 

7688 p
a
 32KB 
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INT 18H ) 

AH=43H 

68 

d）モノクロモード／機準解像度モード

G-VRAMアドレス
パンク Oまfょは l

術働画調 ディスプレイ装置E

Pl 

。 / 
P2 

32KB 
指88

P3 

64KB 
7688 

P4 

筏'88 PS 
96KB 

P6 

住：モノクロモードにおけるl扇面の選択．合成＇;tパレットによって行う．

( 011, 012. 013,または021.022. 023の合成が可能 i = 1. 2 ) 

パレットレジスタの設定

AH=43H 

DS: BX=UCWのアドレス

011 

012 

013 

021 

022 

023 

圃

ucwのGBCPC（オフセット 04H,4ノfイト）＝パレットレジスタにセットするカ

ラーコード



第411 グラフイツク巴108（ノーマルモード）

OS 

データセグメ ント

HX UC¥V GBCPC 

晶一1

・
：

n
u
－ラ’
zj

n山
一
銭

G

n山
一

o

臥一

B

s

m

b

、

D

一6
F

U
一
銭

G

h
M

一
o

Jt4 i;5 I 拡2 it 3 

Bio GR  B 0 GR  Bio GR  B 0 GR  Bio 

白
一

B

n山
一

1
R

n山
一
銭

G

n山
一

o

臥一

B

臥一

O
R

n凶
一
説

G

n山
一

I- lバイト 斗． lバイト .!. l’〈イ卜 .!. lバイ ト .j 

GBCPC 

すべてのレジスタが保証される．

｜ 機能 ｜ パレットレジスタにカラーコードを設定する．

モノクロモードの場合には表示画面の選択，合成の指定を行う．

パレットレジスタの働きを次図に示す．

Pl P2 P3 
! ! ! 

VRAM l：のピヴト状態－－ I・ o 1 1 ＝＝争 3 

カラー

コード

， ~ レ γ トレ ジスタ NQ. レジスタl内移

三

J前11fi11ili1[f1i
(VRAM) 

~ P3 寸 1I 

J' 

# 1 

..., P2 I 1 I 

持0

/ 

~Pl ' 0 I 

I Vt [ 

。r--"』ーーヘ

1 1 0 6 （災‘色）

CRTディ スプレイ＝今
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第l部主要微種

INT 1創4

AH=44H 

70 

カラーコードは8色で，次のようになっている．

!M 0 （α）（）） 

赤2
(010) 

緑4
(100) 

紫3
(011) 

水色5
(101) 

脊1
(001) 

（ ）内の数字 ：カラーコー ド

制御情報域ucw中の 4バイトからなるカラーコード情報GBCPC(8エントリ

からなり，lエントリ 4ピットで構成されている）を，順次パレットレジスタに書

き込む．ライトパレッ トレジスタ（OA8H,OAAH, OACH, OAEH）により出力が

行われる.l回のパレットレジスタへの曾き込みで， 2エントリ分のカラーコード

を出力する．

ボーダーカラーの設定 圃

AH=44H 

DS: BX=UCWのアドレス

ucwのGBBCC（オフセット OlH,1バイト）＝セットするボーダーカラーコー

ド

OS 

データセグメント

と」 ucw GB配C

D1 06 Os D・ 03 Dz 01 D。
GB配cloc RB  o o o ol 



;g4. グラフィック BIOS（ノーマルモード）

すべてのレジスタが保証される．

機 能 ｜ 標準ディスプレイを使用している場合には，ボーダーカラーを設定することがで

きる．これはボーダーカラーをボーダーカラーレジスタにセットするものである．

INT 18H 

テキス トカラー ボーダーカラー

COLOR 

フすアグラウンドカラー

，〈ックグラウンドカラー

制御情報域ucw中の lバイトからなるボーダーカラーコード情報GBBCCを

ALに移送し，ライトボーダーカラー（6CH）により出力する．

AH=45H 
ドットの書き込み 圃

CH 

AH=45H 

CH＝対象とする描画画面の指定

Di D6 Ds 仏 03 Dz D1 Do 

o I o I o I o 
」一一～－一J

し一J筒l市l

0 O一Pl(P4 ） 

0 l一P2(P5） 

I O一P3(P6） 

I I -Pl/P2/P3 
(P4/P5/P6) 

術11li1pliJlftl範附

O川βWER/ALL
I : UPPER 

解像度モード

0 ：練局自~｛象l交
l：専問耳石解像度

D1 

。

。

1 

D& Os D• 錨薗画面と大.t& 

。。p 1 ( 0～16K) 16KB 

。。 P 2 (32K～48K) 16KB 

1 。P 3 (64K～SOK) 16KB 

1 1 Pl/P2/P3 48KB 

。。P 4 (16K～32K) 16KB 

1 
。1 P 5 (48K～64K) 16KB 

1 。P 6 (SOK～96K) 16KB 

1 P4/P5/P6 48KB 

。。p 1 ( 0～32K) 32KB 

。。 P 2 (32K～64K) 32KB 
1 。P 3 (64K～96K) 32KB 
1 Pl/P2/P3 96KB 
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第1g自主要機種

ES＝描画パターンパッファのセグメントアドレス

DS: BX=UCWのアドレス

ucwのコントロールワード

! GBO凡YfN(lバイト） ：

GBDOTU(lノfイト）

GBSXl (2バイト）

GBSYl (2パイト）

GBLNG1(2パイト）

． ． 

． ． 

． ． 

3画面同時書き込み時の描画画面ナンパーと描画

オペレーションモード指定

単一画面処理時の描画オペレーションモード指定

描画開始アドレス X座標（オリジナルスクリーン

座標）

描画開始アドレス Y座標（オリジナルスクリーン

座標）

書き込み長さ（ドット数）

GBWDPA(2パイト） ・： 描画パターンパップアの開始アドレス（オフセツ

ト）

GBON_PTN（オフセット OH)

3画面同時哲き込みの場合に使用する，描画オペレーションモード指定

1)7 06 Os 臥 03 D2 01 Do 

G BON -PT N I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I I I 

（例）

Do I Set 

01 I 。 Clear 

l)7 I Set 

一

72 

描11u11ili11f1iP 1 (P4) CO : Clear. I : Set> 

揃l!lill両I偏向（P5)(0 : Clear. 1：缶t)

ti?il州11踊而P3(P6) CO : Clear. 1：おt)

ii'.: 3111i1flnP1. P2. P3CまたはP4.P5. P6）に対 して同時符き込みを行う場合

(CHのDsO‘が11）＇こ俗両 オベレーションモードを術定する．

指附パターン

Do 01 D2 03 o. Os D6 1)7 Do 01 D2 03 

。。 。。
描l首f.'ij架

× 1 x × × × × 

I X 

P2 I 

。。。x × 。。× x × 。
CP5) 

× 1 x × 1 × × × 
P3 
（問） 注： ×印｛ま術的前の状態（原形パターン状態）



第48 グラフィック BIOS（ノーマルモード）

GBDOTU（オフセット 02H)

単一画面処理の場合に使用する，描画オペレーションモード指定

l}i Th; Os o. 03 Dz 01 D。
01010101010 

A
V

‘a
A

U

T
A
 

A

υ

A

U

2
』

3
4

Replace 

Con1plement 

Clear 

Set 

a) Replace 

J制 パ ターン foo 1 10100

俗的結果 100 1 10100  

b) Complement 

錨酬の状態 f11100101

駒 fターン100110100  

一 ＼＼

G歪〉
一 ／ノ

tllli働結果

c) Clear 

ンタ
〆．、

ノ両仲
間

＆
忌
， 00 1 10100  「＼

"_/ 

／~ターンカ「 1 ”のとき ·0· 1こクリア．

パターンが・o・ のとき術師l前の状

望書をそのままひきつぐ
術劇｝結巣 ×× o 0 x 0 x x 

d) Set 

ン。，，．、
ノ歯止出

品

z

’
00110100  

箔幽結果 x x 1 l × l × X 

「＼

-_/ 

パターンが.1”のとき”l＂にセット．

パターンが ・o・のとき縞働iiiiの
状態をそのままひきつぐ
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第1g(l 主要領量種

GBSXl, GBSYl （オフセット 08H,OAH) 

描画開始アドレスをオリジナルスクリーン座標系を使用して指定する．

Sx 

D
r
i－
－

t
 

V
A
 

邸ρ
U
 

Sx＜バイナリ｝ J 
D
I
l
l‘
 

Y
 

郎FU
 

Sy（バイナリ） J 
Sy 

: (0.0> : (639.0) 
．・4炉・・－

~ ..・ー
: (0.3) 

．・・φ ・・φ・・..........................
: (0.Syl : <S1•.Sx> 

......... , 
＼側l鈎｝

または（639.実均｝
；主： O 孟Sx ~五日9

0孟Sy孟199（綴徽解像度モード）. 0 ~五Sy 孟399（作Illρi解像度モード）

GBLNGl （オフセット OCH)

操作する描画画面の長さをドット数で表わす．

臼Oドγ ト

I （バイナリ｝

之、，D
 

l
 

ru 
N
 

Z
」R

M
 

FU
 

• I日1-.Sx』

F司胴－ーーー－－

宅

l孟（Sy刈 o+¥i+1/8孟l側（桝）または32側（J;y " J,~： j解像度）

Sy : fiii同州始アドレスyl'ド．標

上闘のよ うな』＇Wi'l-llI ＝臼Ox 2=1280 

GBWDPA（オフセット OEH)

描画パターンパッファの開始アドレス

Dis Do 

オフセ ットアドレス

Dis 恥 Do InDo 

ES ｜セグメントベースアドレス ｜ 
×16 

Dis 恥 J市111;,,~ターンバッファ

GBLNGI 
lドy 卜
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機能 ｜

〈

m4！量 グラフィツク BIOS（ノーマルモード）

すべてのレジスタが保証される．

指定された描画画面（G-VRAM）へドット単位の曾き込みを行う.Pl, P2, P3(P4, 

P5, P6）への個別の書き込み，3画面への同時の曾き込みが可能である．単一描画

画面への書き込みでは，それ以前の画面の状態と，与えた描画パターンとの間で

オペレーション操作（Replace,Complement, Clear, Set）を行い，その結果を曾

き込むことができる．

00  0 × x x 0: 1 

010 0 × ×Ix x : o 
010 o x x I× 揃1ati11iiiの応l~~！パタ ー ン

010 0 x×Ix 
oooxxx 

x x x× 

0000  術jtlit, fターン

x x x x 

) x x x 〆ぐ二~ア吋r r) x x x 

01 x x x x Ix 
01 rつIX

X X X XIX 

x × x 

810 0 x x Ix 
"'Ix x 0 Olx 
0100  X XIX 

oooxxx 

， 
'- X XIX 

rJIX Xx  XIX 

，、I,. X XIX 

f、r可 xx x 

)0 .... )xxx 

OIC'O x xix 
-Jiuわり 01x lHi1崎結巣

010 0 x x Ix 
() Cちハ xx x 

~PLACE CO:VtPLEMENT CLEAR SET 

①CHの内容から描画画面を決定する．

②描画開始アドレスを計算し，最初のピット端数を決定する．

③3画面同時曾き込みと単一画面軒き込みとを区分して，描画パターンと描画画

面との描画オペレーション操作（Replace,Complement, Clear, Set）を行い，

描画画面への書き込みを行う．最初にピット端数を処理し，次からはバイトご

との処理，最後のピット端数の処理と進む.3画面同時曹き込みについては，同

一ピット，またはバイトの処理を3画面について順次アドレスを更新しながら

3回ずつの処理をすすめてゆく．

@Iドットだけの書き込み処理は，処理を高速に行うために特別な処理が行われ

る．
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第100 主要峻種

INT 18H 

AH=46H 
ドットの読み出し 団

AH=46H 

CH＝対象とする描画画面の指定

In 06 Os o. 03 Di 01 D。 回
ι G-VRAM 

回
ι G-VRAM 

アドレス

l 

76 

0 
o I o I o I o 

L一一「，....－－－＂
Pl 16KB 

P4 

Llお医師l面ナンバー
32KB 

P2 
00 -Pl 
01 - P2 
IO -P3 

区トlP5 
P2 48KB 

64KB 
I I一一Pl/P2/P3 P3 

摘踊範闘
P3 80KB 

P6 
0 : LOWER/ ALL 
I : UPPER 

96KB 

解像度モード

0：線機解像度ー

l：専問員五解像度 OS 

BX ucw 

DS: BX=UCWのアドレス

ES＝読み出しパッファ（1～3）のセグメントアドレス

ucwのコン トロールワード

,. .......................................................ーーーーーーーーーーーー・・ー・ーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－－－－－、

GBSXl (2バイト）

GBSYI (2パイト）

GBLNG1(2ノfイト）

GBRBUF1(2バイト）

． ． 

． 
－ 

描画画面上の読み出し開始アドレス X座標（オリ

ジナルスクリーン座標）

描画画面上の読み出し開始アドレス Y座標（オリ

ジナルスクリーン座標）

読み出す長さ（ドット数）

読み出しパッファ1の開始アドレス（オフセット

アドレス）

GBRBUF2(2ノfイト）： 読み出しパッファ2の開始アドレス（オフセット

アドレス）

: GBRBUF3(2バイト）： 読み出しパッファ3の開始アドレス（オフセット

アドレス）

（パイト境界をもっ読み出しパッファ）

． 
－ 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 



GBRBUFl 

GBRBUF2 

GBRBUF3 

第48 グラフィック BIOS（ノーマルモード）

GBSXl, GBSYl（オフセット 08H,OAH) 

描画画面上の読み出しを開始するアドレス

01~ Do 

G邸 XII Sx （バイナリ） ｜ 

！
 

J
 

J
 

ナ

－

J
q

－
 

J
r

、
－

a

，
．
 

j
 

V
J

－
 

cd

－
 

s

：
 

D

一－l
 

Y
 

邸F
U
 

D。
] rドyトの悦込み AH=45HJ参照

GBLNGl （オフセット OCH)

描画画面から読み出すドット・良

Dis 

G削 GI「 I(;' 1ナリ） 附…
也
智

．
J
 

H
 

F
3
 

aa 一－
 

H
 

A
 

み込
弘

e
也
叫

u
 

の
’恥’Y

 

わ恥’
p

’
 

n
ω
1
1
1a
 

GBRBUFl, GBRBUF2, GBRBUF3（オフセット lOH, 12H, 14H) 

描画画面からメモリ上のバッファに読み出すパップァの先頭アドレス

ES I セグメントベースアドレス

Dis 
x16 

Do 

オフセヅト

続み込みバッファ l 

オフセット

続み込みバッフ T 2 

オフセット

鋭み込みパγフT 3 

注： GBRBUFl～3はバイト鳴界をもったパyファの先鋭バイトを指すことが必要である．

また．パ・yファ長C;tGBLNGIのドット長を 8で曹IJったバイト長（余りを切り上げた）

が繍保されていることが必裂である．

単一画面読み出し処理はGBRBUFlだけを使用する.3画面同時読み出し処理の

場合はGBRBUFIのポイント先からドット長までのパッファに Pl(P4）画面か

らの読み出しデータが，GBRBUF2のポイント先からドット長までのパッファに

P2(P5）画面からの読み出しデータが，GBRBUF3のポイント先からドット長ま

でのパッファに P3(P6）画面からの読み出しデータがそれぞれ格納 される．
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第1ro 主要後種

｜ 機能 ｜

すべてのレジスタが保証される．

指定された摘画画面（G-VRAM）から，指定したパッファに対しドット単位の読

み出しを行う.Pl, P2, P3(P4, PS, P6）からの個別の読み出し， 3画面からの同

時の読み出しが可能である．

「ドッ トの智き込み AH=45H」と逆の処理を行う．

①CHレジスタより描画画面ナンパーを得る．場合によっては3画面の同時読み

出し処理であることを確認する．

②読み込み開始アドレスを計算し，最初の端数ピットのパッファへの読み出しを

行う．パイト単位の転送を行い，最後の端数ピットの処理はバイト境界にそろ

え，端数ビット以外のピット領域は不定となる．

INT 1卸4

AH=47H 
直線，矩形の描画 匝

78 

AH=47H 

CH＝対象とする描画画面の指定

CH 

弘
一
O

I
－
 

D

一
o

nu

一
o

白
一

o

－
M
 

D

一
s
－
 

D

－
 

n凶
一

肋一

、ーー－－......一一J

.__ l前倒的耐ナンバー

0 0- Pl (P4) 
0 I - Iを（PS)
I 0- P3CP6) 
1 1 - Pl/P2/P3 

CP4/P5/P6) 

J節前範鴎

0 : LOWER/ ALL 
I : UPPER 

解像度モード

0：綴単解像度
I : ¥Y.1117.'li解像度

OS: BX=UCWのアドレス

ucwのコントロールワード

GBO礼.PTN(lバイト）： 3画面同時嘗き込み時の描画画面ナンパーと描画

オペレーションモード指定

単一画面処理時の描画オペレーションモード指定

描画開始方向

描画開始アドレス X座標（オリ ジナルスクリーン

座標）

GBOOTU(lバイト）

GBDSP(lバイト）

GBSX1(2パイト）



． 

GBSYl (2ノfイト）

GBSX2(2バイト）

GBSY2(2ノfイト）

GBLPTN(2バイト）

GBDTYP(lバイト）

第48 グラフイツク巴108（ノーマルモード）

描画開始アドレス Y座標（オリジナルスクリーン

座標）

描画終了アドレス X座標（オリジナルスクリーン

座標）

描画終了アドレス Y座標（オリジナlレスクリーン

座標）

線種パターン

描画タイプ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー，ーーーー・ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・．

GBON_PTN（オフセット OH)

3画面同時書き込みの場合に使用する描画オペレーションモードの指定

01 D6 Os o. 03 。2 D1 Do 

ololololo. 
CLEAR SE’r 

~iiiiilfJ同商Pl(P4) 。
J商品liJ州fffiP2 ( P5) 。
J前耐両［（tiP3 ( P6) 。

3画面目／P2/P3（または P4/P5/P6）に対して同時書き込みを行う場合（CH

のDsD4が 11）に描画オペレーションモードは次のような働きをする．線種パター

ン（16ピット）は 16ドット単位で繰り返される．

Do D1 D宮 D3o, Os Os Di Os Ds D10D11D12D1lDuD1s 

（例） GBLPTN （線静マターン）→ 11 I 0 I 0 0 I 111 0 0 0 I I Io' 

G以）N_PTN
SET 

Do I 1 

SET 
D1 I 1 

CLEAR 
Oil 0 

P2 
(P5) 

1 I x l × X I I I × xx  1 I I xi! Ix  I ×× 1 I 

くり返し

1Ix1  xx  I 11xxx1  I I XII l × I x × 1 I 

くり返し

0 0 × O ×× 0 0 0 x ×× 0 0 0 ×IO 0 × O ×× 0 0 

↑ 
tij函llJI~アドレス

くり返し

x f:ll はJ前倒的衡に ~·~き込む日；iのピソト状態
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GBDOTU（オフセット 02H)

単一画面暫き込みの場合に使用する描画オペレーションモードの指定

主委後種第l音g

Do 01 Di OJ D‘ Os Ob 1)7 

。。。。。。

0 - Replace 

l一一Complement

0 - Clear 

l -Set 

。
。

（線種パターン）＠（描画画面の前の状態）→（描画画面への書き込み）

描画オペレーション

GBDSP（オフセット 03H)

描画方向の指定（OOHから 07Hまでの数値を指定）

A
U
 

nu 
nu ，

 ．．
． 冒

E

－－a
－－

nu ，
 ．．
． 
，E
』・・・・

令。nu
n
v
 

－E
 

．．．．
 
，E
・・・

4
 

D

O

 

－E
2
2

・E

・E

・－．

5
 

D

o

 

T
E
t
a
－－A
 

e

。D
O

 
日

方向の指定（0 -7) 

「．グラフィック BIOS（ノーマルモー描画方向の指定方法の「方向Jについては，

ド）概説」を参照．

OAH) GBSYl （オフセット 08H,GBSXl, 

描画開始アドレス

y ：オリジナルスクリーン痩振で繍働側始！.＂！.の
ドットの位訟を袋す．

x. 

品
「
l
l

x （バイナ I})

D
I
l
l
 

x
 

邸「
U

または399（理事則前解像度｝
0孟x：五臼9
0謡 y孟199（線機解像度｝．

18H) 

J 

GBSY2（オフセット 16H,

y （バイナリ）

GBSX2, 

描画終了アドレス

D
I
l
l－
 

Y
 

酪G
 

x. Y：オリジナルスクリーン度線で翁画終了点の

ドットの位置を淡す．

x （バイナリ）「GBSX2 

。＝五x：五郎9
O~y 孟199（線懲解像度）または399（専用耳石解像度｝y （バイナリ）「GBSY2 
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第4重量 グラフィツク 8108（ノーマルモード）

GBLPTN（オフセット 20H)

線種パターン

x
 

x
 

x
 

o

×
 

D
S
I
l
l－
 

N
 

T
 

P
‘
 

’L
 

口
uru 

h

ヨ
. l8l1i由）オペレーションの繍jilfjバターン.16ビット〆fターン

で繰り返し使用される．

・ GBLPTNの内等がf前例ノfターンそのものをぷわす．

． パターング〉左：（；にj主~：；すること．

GBDTYP（オフセット 28H)

描画タイプ

D1 D6 Ds o. 03 Di D1 Do 

. l命的幽I伽上に術＜-twi由）タイプを指定する．

前：線は01H.幾三形｛ま02Hで示す．

GBDTYP I 0 I O I O I O I O 

0 0 l一一 泊：線

0 1 0一一矩形

I 0 0一一円弧（rpJ彊の術州 AH=98HJ参！！（！）

すべてのレジスタが保証される．

l 機能 ｜ 指定された描画画面（G-VRAM）に直線（実線，破線等）または矩形を曾き込む．こ

のコマンドでは，線種ノマターンを 16ピットのパターンによって指定し，これと前

の描画画面の状態との聞でオペレーション操作（Replace,Complement, Clear, 

Set）を行い，その結果が書き込まれる．

箔爾パター ン 0011 

箔画面面の前の状態 0101 

描 Replace 0011 

画 Complement 0110 
グ〉

Clear 結 0100 

果 Set 0111 

この処理は「円弧の描画 AH=48HJで説明する円または円弧を描画するルーチ

ンと共通している．

直線，矩形，円，円弧の描画について GDCに対するコマンド指示の概要を示す．

4‘ 
． 
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第l部主要倹種

31事Ji古i

INT 18H 

AH=48H 

82 

（始め）

線種ノマターンをGDC内灘データRAMに絡納

術師lオペレーションタイプをGDCIこ通知

揃i面It韓Jgf;アドレス（ワード． ドッ I）の設定

術両方向. t白戸l検実rt:14ビット情f誕の術闘｝
Illパラメータレジスタの役三：

錨前｝の実行！納始

TEXTWコマンド
Pl. P2 

W悶TEコマンド
，｛ラメータなし

CSRWコマンド
Pl. P2. P3 

VECTWコ？ンド
Pl～Pl 1° • 

VECTEコ？ンド
パラメータなし

本 f鵡州ゆ．頬； t配線． 矩形．円.I' I弧
（終り） ＊本VECTWコマンドのパラメータ：俗i阿l検頬によ勺て興．なる．

円弧の描画 困

AH=48H 

CH＝対象とする描画画面の指定（「直線，矩形の描画 AH=47HJ参照）

DS: BX=UCWのアドレス

ucwのコントロールワード

r －ーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・ーーーーーーーーーー、

GBO礼YfN(lバイト） ： 3画面同時書き込み時の描画面面ナンパーと描画

オペレーションモード指定

GBDOTU(lパイト）
． 

単一画面処理時の描画オペレーションモード指定． 

GBDSP(lパイト）
． 

描画開始方向． 

GBSXl (2バイト）
． 

描画開始アドレス X座標（オリジナルスクリーン

座標）

GBSYl (2ノTイト） ． 
描画開始アドレス Y座標（オリジナノレスクリーン． 

座標）

GBLNG1(2パイト）
． 

描画総ドット数． 。BMDOT(2パイト） マスキングドット数

GBCIR(2バイト）
． 

半径． 

GBLPTN(2バイト）
． 

線種パターン． 

GBDTYP(lノてイト）
． 

描画タイプ（円弧： 04H)． 

・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーー・・・・・・・・・・・4



第4~書 グラフィック BIOS（ノーマルモード）

GBON_PTN （「直線，矩形の描画 AH=47H」参照）

GBDOTU 

GBDSP 

③ 

＠ 

（「直線，矩形の描画 AH=47H」参照）

（「直線，矩形の描画 AH=47H」参照）

⑥ ① 

＠ 

⑦ 

＠ ② 

円弧描画の場合は，Vs弧を描画単位としている．描画方向とはどの領域tこ含まれ

る！ゐ弧であるかを示すためのものである．

GBDSPは前図のような⑥～⑦までの領域を対応したコード Oから 7で示す．

GBSXl, GBSYl（オフセット 08H, OAH) 

揃画開始アドレス x,y座標（オリジナルスクリ ーン座標）

円弧描画の描画アドレスは次のように定義する．

描画方向⑥＠活Xi)の領域にある中心 P(x,y），半径rの円弧については描画開始

アドレスを（x+r,y）と定義する．

GBSXlの内容がx+r,GBSYlの内容がyとなる．

また，描画方向q沼鴻鴻）の領域にある中心P(x,y），半径 rの円弧については描

画開始アドレスを（x,y+r）と定義する．

GBSXlの内容がx,GBSYlの内容がy+rとなる．

(x. y+r) 

(x+r. y) 

＠ 
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第l昔日 主要機種

GB$Xl, GBSYIの内容はオリジナルスク リーン座標で表わされ，それぞれ次の

範囲となる．

0 ；：；玉 （GBSXI）妥639

o~玉（GBSYl） 壬 199 （標準解像度） ， または 399（専用高解像度）

GBLNGl （オフセットOCH，描画総ドット数）

GBMDOT（オフセッ トlAH，マスキングドット数）

D1; Do 

G乱 NGlI m川ナリ） I m ：術的総ドyト散をバイナリで表現川直

01; D。
GBM附 ｜ n ('' 1ナリ） I n：マスキングド yト数をバイナリで糊した飢

y 

(x.y+r）レ~：：....A'

B 

JZi ＿＿＿“付一
(x. y) (x + r. y) 

x 

1i'.図において．中心（x.Y) • 裕樹開
始アドレス（x+ r. y），または（x.Y 

+r）描l函l別始納からみた開始角α．
終了角Fとしたとき．処~.または
正吾の描同数ドyト数m. ，，.スキン

グドット数nを次のように定事をする．

m =r sin,8 

n =r sinα 

実際にはこのような似の登数値を指

定する．ここで.t筒働開始触とは弧

が存住する領域が＠③④⑦の場合

｛まx他 ①②⑤⑥の幼会｛まy純と

なる．領t.!t＠～⑦の~＇＊は「任)GBXl.
GBSYlJの説明を参照すること．

α
 

， ， ， ， 
J・; r ， ， 

町1

i主：俗画歎ド ット数mと半後rとの

関係｛立次のようになっている．

0 ~五m~五 ［ r//"ZJ
〔］： 小数点を切り上げた最小

の正監量k

GBCIR（半径）

r（バイナリ）

D。
｜ 制す仰の半径rいナりで制する

GBLPTN（「直線，矩形の描画 AH=47HJ参照）

GBDTYP 描画タイプ

G附 vPI 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 1 I 0 I 0 I 俗画タ
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｜機能 ｜

処理 ｜

注忌 ｜

第4i量 グラフィックBIOS（ノーマルモード）

すべてのレジスタが保証される．

指定された描画画面（G-VRAM）に円弧（円は8つの円弧の集まりとして扱う）を

＼！｝き込む．

t!}き込みの条件として，直線，矩形の描画と同様に描画オペレーション操作の指

定，半径，マスキングドット数，描画総ドット数，描画開始方向等を与える必要

がある．

y 

M 

，
 

，
 

’
 ．
 

，
 

，
 ．
 

．
 

，
 

A ___ .....ーー・1・－－

N 

S(x+r.y) 
x 

1£.凶のような川仮ABを俗画するた

めには次の条件を与える必要がある．

① 半径： r 

②俗画開始点S:(x+r.y)
＠ マスキングドット歓 ：N
＠ 錨同開鈴方向 ：AB
＠ 指函総ドットtt:M

＠ ！￥種パターン

⑦ 描働オベレーショ ンモード

「直線，矩形の描画 AH=47H」参照．

GDCでは 1回のコマンドで比円弧しか描画するこ とができない．それゆえ，円弧

を描画するには，描画開始アドレス，描画開始方向を変更しながら，このコマン

ドを 8回使用する．

このコマンドで描画する円弧（または円）は専用高解像度モードの縦横比で計算を

行う．それゆえ，標準解像度モードでは円が楕円として表示される．正円が描け

るのは専用高解像度ディスプレイだけである．

円を描画するために描画開始方向を指定するには，コマンドを発行するごとに

mod 8で5ずつ増分することにより可能である．

〔例〕 7→4→ 1→6→3→O→5→2
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第lIm 主餐機樋

INT 18H 

AH=49H 

86 

グラフィック文字の描画

AH=49H 

CH＝対象とする描画画面の指定（「直線，矩形の描画 AH=47H」参照）

OS: BX=UCWのアドレス

ucwのコン トロールワード

困

，・・・・・・・・・・・ーーーーーーー－－－－・－－・－－－－－－－－－－－・－・・・－－・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・・・・、

GBON.YTN(l ／＇＼イト）： 3画面同時書き込み時の描画画面ナンパーと描画

オペレーションモード指定

GBOO'l'U (1 ／＇＼イ卜） 単一画面処理時の描画オペレーションモード指定

GBDSP(lノTイト） ． 
嫡画開始方向

． ． ． ． ． 
GBSXI (2バイト）

． 
描画開始アドレス X座標（オリジナルスクリーン． 

座標）
． ． 

GBSYl (2パイト） ． 描画開始アドレス Y座標（オリ ジナルスクリーン：

座標） ． ． 
GBLNGI (2パイト） 第 ll苗画方向ドット数 ． ． ． 
GBLNG2(2バイト） 第 2描画方向ドット数

． ． ． ． ． ． 
GBOOTI(l ／＇＼イト） ． 

基本パターン情報（ドット構成情報）
． ． ． ． ． ． ・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・・・・・・・・・・ー・・－－－－－－－－－・・・・・・・ 4・．．．．．．．．．，・・・・ーーー，，．．，．．．．．

GBON_PTN（オフセットOOH)

3画面向時将き込みの場合に使用する．

描画開始アドレス（Co,ro），捕画方向（下から上へ）の場合，描画オペレーションは

次のようにして行われる．

①ro行に対して TXlのDo～D1を描画オペレーションとして繰り返し使用する．

②次に rt行に対して TX2のDo～D7を描画オペレーションとして繰り返し使用

する．

このように順次，r1,r1+1と進める．

③rs行，rg行，… になるともう一度 TXl,TX2，… と繰り返し適用する．



LSB 

TX8 

TX7 

TX6 

TX5 

TX4 

TX3 

TX2 

GBDOTI--TXI 

第4言語 グラフィック BIOS（ノーマルモード）

MSB 
D。01 D2 03 D• Os 06 Di 

． ． 
総本パターン情報

／ 

術l尚｜陣l始アドレス
l1iilWJ依以後（！QX!Oドット）

1'X8 

(f91J) 

SE'!' 

G政）N_PJN CLEAR 

Do I l Pl (P4l 
SET 

D1 I 0 P2(P5l 

Di I I P3(P5l 

GBDOTU（オフセット 02H)

単一画面書き込みの場合に使用する描画オペレーションモードの指定（「直線，矩

形の描画 AH=47HJ参照）

GBDSP（オフセッ ト03H)

描画開始方向の指定（「直線，矩形の描画 AH=47H」参照）

GBSXl, GBSYl （オフセット08H, OAH) 

描画開始アドレス X座標，Y座標（「直線，矩形の描画 AH=47H」参照）
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第I00 主要俄種

88 

GBLNGl （オフセット 04H)

第 1描画方向ドット数（x)

D1 D。
I x川和）) I 

8×8ドットの領域に対するグラフイツク文字描画の場合はxの値をOとする．

8×8ドット以外の領域にグラフィック文字を描画する場合は横方向のドット数

をxの値とする．

GBLNG2（オフセット lEH)

第2描画方向ドット数（y)

D1 D。
y （バイナリ）

8×8ドットの領域に対するグラフィック文字描画の場合はyの値をOとする．

8×8ドット以外の領域にグラフィック文字を描画する場合は縦方向の（ドット

数ー1）を yの値とする．

、
、 ， 、

v’ 、，
、、， 

、， 
、

， 、 、， 、,. 
" ， 、， 、， 

，， 
、
" ， 、 、， 、， 
、 、， 、ノ 、
， 

民、 〆" 
， ト、 ， 、

./ 

／ 
、μ 、』， 、， 

， ， 
ノ 、ノ 、

， 
、〆 、

, 
、_, 、

h、 旬、
v’ I./ 

， 、

、
〆 、

, 

崎、 ， 
I./ 、

、
ノ

、

ノ

、

、
./ 

寄~ 1術画方向ドット数8(X = 0) 
第 2箔匝l方向ドット数9(Y=8)
方向2



機 能 ｜

m4i量 グラフイツク BIOS（ノーマルモード）

GBDOTI（オフセット 20H)

基本パターン情報

グラフィック文字描画時に描画領域に対して描画オペレーションを行うための

ドットパターンをもっ8バイト情報である．

この8バイト情報はGDCのコマンドである TEXTWコマンドによって，GDC

内蔵データ RAMに格納される．

GBDOTIから GBDOTI+7の順番に GDC内蔵データ RAMのアドレス TX8か

らTXlへTEXTWコマンドの8個のパラメータによって格納される．

GBD01'1 → 

GBD01'1 +I→ 

GBDOTl+2→ 

GBDOTl+3 

GBDOTI+4→ 

GBDOTl+5→ 

GBDOTI +6→ 

GBDOTl+7→ 

。。 D1 D2 D:i o, Ds Do D1 

。0 1 0 。。 。． 。。 。。。1 0 ． ． ． ． ．． 。。1 。。 。． 曇

‘ 。 。 。 。。． ． ． ． ． ． 。1 。 。 。。． ． ． ． 。。。 。。。． ． ． 。。。 。。。． ． ． 
1 。。。 。。。． ． ． ． ． ． 

Do D1 D空白 o.D事 Do D1 ． ． ． 。。 。。。 。
。。 。。。 。
。。 。。 。
。 。 。 。。
。 。 。 。。
。。。 。。。
。。。 。。。

1 。。。 。。。

'fX8 

•TXI 

TX8 

TX? 

TX6 

TX5 

TX4 

TX3 

TX2 

TXI 

描画時にはTXlから TX8の順に参照される．

すべてのレジスタが保証される．

指定された描画画面（G-VRAM）にグラフィック文字を書く．グラフィック文字

の儲画は，与えられた基本パターン情報（8×8ドットまたは8×8ドットより小さ

いもの）によって，与えられた領域に描画オペレーションを行いながら書き込みを

行う．描画すべき領域が基本パターン情報よりも大きい場合，基本パターン情報

により，繰り返しすべての描画すべき領域に対して操作が行われる．このコマン

ドは8×8ドットより大きな領域を同一の8×8ドットのパターンで塗りつぶす場

合などに有効である．
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第186 主要微種

． 

’－ ( 
， 句、，
、〆、， 

， 、
、ド

~ 町、
、ノ

， 、 ， F、
、,/ 、ν 
， 、 、，十、 、 ー、，ト、
〆、 ,/ ， 
， 、 ， 、ノ 、， 

，， 
， 「、、，

P
O
P
D
a
q

q
J

q
L

’a
A
U
 

0 I 2 3 4 5 6 7 

絵本パターン

J高砂lする ~｛iJ戎．ぷ本パタ ー ン と もに
8X8 ド ッ トで術1ili1 し たぷ~・

12 x 13ドγ トのJi'il.!11をJ五本パターンsxs
ドットで寸前11lijした結集

6 

5 

、 ， 、
〆

〆 ， 、 、 除、
、 ,/ 

〆

， 、
、
， 、

， 、 ， ヘ ， ト、 ， ヘ、
" 

、ノ 、μ ,/ 

ノ ”’ 
、、， ,/ 

4 

内

J

？
“
‘
E

A

U

ttiit’lit ;ti峻
5 x 7ドッ ト

Jお州l別企t；ア ドレス（ 0 . 0) 
l1古~1i1 J;r•·1 2 

繍同開始

アドレス

90 

総〆 12

返 I11 

し, ~ < 10 
タ
1 I 9 
ン、

8 

7 

6 

~ I 5 

，マI4 

タ
1 I 3 

d旬b〆 E

2 

。

． ． ． ． ，， ． 、ノ、〆 ． ． ． ， 、 ， 、 ， 、 ， 、
、,/ 、,/ 、,/ 、v " 

、
， 、 ， 、 ， 、 ， 、 ， 

、ノ 、,/ 、

〆~ ， ， 、〆、－
一， 、ノ、 J ’、、， 、

， ~ ， 
、，， 、〆：、.届．．．．..... -・・・ーーー・・ー..・..トー． ， ， ． ドー..・ー......．．．．． ....’喝Vー＋＋ー・ーーーー， 、 ， 、 ？、 ． ． 、ノ J 、〆：、． ． 、

、戸 v 、， 、， ． ， ． ． 
， 、 ， 、 ， 、 、 ． 、， 、
、ド 、ルノ、ν v ． 、

" ． 
， 、 ， 、 ． 

/ 、、ノ 、
" 

、ν’ 
， ~ 〆~ 〆~ 〆~ / ~ ， 、
、， _, ノ 、_, 、μ 、〆

，， ト、 ト、 ， ~ ト、 ， ~ 、v 、 v ， 、，， 
， 、 ， 、 ~ ~ 、〆 、μ 、ノ ， ， ， 

、．ー 、
、、， μ ： レ’． 

0 I 2 3 4 5 6 7 : 8 9 10 l l 

Jt;本パターン 繰り返しパターン

。。01 島 DJo.臥 D6 01 

x x × x × × x x 

。 。x x x 

。 x x x 

。。。。x × x 

。。。。x x × 

。。。。× × × 

。 × × x 

。 。x x x 
’ 
． ． 

TXS 

TX7 

TX6 

TX5 

TX4 

TX3 

TX2 

TXI炉べ：；soσfl

〈

Jよ本パターンt11総
x f.flは型軽淡されていることを示す

GDCに対するコマンド指示は次の通り．

①TEXTWコマンドによって基本パターン情報を GDCに送付する．

②WRITEコマンドによって描画オペレーションモードを設定する．

③CSRWコマンドによって描画領域を設定する．

④VECTW コマンドによって描画方向，描画種類を設定する．

⑤TEX TEコマンドによってグラフィック文字描画の実行を開始する．



INT 18H 

AH=4AH 

｜ 機能 J

描画モードの設定

AI-I =4AH 

CH＝嫡画タイミングモードの設定

06H：フラッシュ描画

16H：フラッシュレス描画

D1 D6 Os 仏 DJ Dz D1 仇

o I o I o 011 1110 

術11的タイミングモード

0 フラヅシニバ前向

第4重量 グラフィック 8108（ノーマルモード）

困

I フラッシA レス姉崎

すべてのレジスタが保証される．

描匝i画面に対する GDCからの書き込み（描画）タイミングには2つのタイミング

がある．

・CRTディスプレイへの表示期間と VRAMメモリリフレッシュ期間を除いた

期間を書き込みタイミングとする．……フラッシュレス描画

・CRTディスプレイへの表示期間でも VRAMへの曾き込みを可能にする．この

ために CRTディスプレイ画面上にフラッシュが発生するが，フラッシュレス

描画に較べて¥fJき込み時聞は約5倍速めることができる．…・ー フラッシュ描画

（高速曾き込みモード）

このコマンドはフラッシュレス描画，またはフラッシュ描画のいずれかを選択す

るためのものである．
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第l部主餐.樋

サンプルプログラム

・環境の設定

－ 
． 

MOV AX, CS 

MOV DS, AX 

MOV ES, AX 

MOV SS, AX 

LEA AX, TP STACK BOTTOM 

MOV SP, AX 

STI 

各SegmentREGとSP.BXを設定

MOV BX, OFFSET TP DAT A 

BX=OFFSET OF INTERFACE DATA 

スタックエリア

． 

． ＊本＊ STACKAREA*** 

TP STACK TOP RW  256 

TP STACK BOTTOM RW  1 

． 

***CALL START DISPLAY*** 

MOV AH, 40H 

INT 18H 

NOP 

NOP 

MOV AH,42H 

MOV CH, OCOH 

INT 18H 

NOP 

Start Displayコマンドの発行

Set Display Areaコマンドの発行
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第411 グラフイツク BIOS（ノーマルモード）

・直線と矩形の描画

***CALL WRITE LINE OR RECTANGLE*** 

MOV DI, OFFSET TP DAT A 

LEA SI, TP P3GRON PTN 

MOV CX, 21 
コンスタントエリア→データエリアに転送

REP MOVSW 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 47H ｝矩形

18H INT 

MOV 

MOV 

TP GRON PTN, 03H 

TP GRDTYP, OlH ; LINE 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 47H 

INT 18H 

データエリア

． * * * TP DAT A * * * 

TP DATA: 

TP GRON PTN DB 。
ー

TP GRBCC DB 。
TP GRDOTU DB 。
TP GRDSP DB 。

ー

直線

TP GRCPC DB 0, 0, 0, 0, 

TP GRSXl DW 。
TP GRSYl DW 。
TP GRLNGl DW 。
TP GRWDPA DW 。

ー

TP GRRBUF DW 0, 0, 0 

TP GRSX2 DW 。
TP GRSY2 DW 。
TP GRMOOT DW 。
TP GRCIR DW 。
TP GRLNG2 DW 。

一

00.10) 

(629.湖｝

両面
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第100 主賓機種

TP GRLPTN DW 0 

ORG (OFFSET $)-2 

TP GROOT! 

TP GRDTYP 

TP GRUNJSE 

TP GRWORKS 

TP GRGOC P 

DW 0, 0, 0,0 

DB 0 

DB 0 

DW 0, 0, 0, 0, 0, O. 0, 0 

DW 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 

* * * 3 FOR WRITE LINE OR RECTANGLE * * * 
TP P3GRON PTNDB OlH 
ーー

TP P3GRBCC DB 0 

TP P3GROOTU DB 03H 

TP P3GRDSP DB 0 

TP P3GRCPC 
唱
E
A

唱
E
A

x
y
 

c
u
e
d
 

R

R

 

G

G

 

q

d

q

J

 

P
A
P＆
 

一
一

P
A
P
A
 

T

T

 TP P3GRLNG1 

DB 0, 0, 0, 0 

DW 10 

DW 10 

DW 0 

TP P3GRWDPA DW 0 

TP P3GRRBUF DW 0, 0, 0 

q
L

内

L

X

Y

 

S

S

 

R

R

 

G

G

 

q

d

q

J

 

p
・
P
A

P

P

－
 

T

T

 TP P3GRMDOT 

TP P3GRCIR 

TP P3GRLNG2 

DW 629 

DW 389 

DW 0 

DW 0 

DW 0 

TP P3GRLPTN DW OFFFFH 

ORG (OFFSET $）ー2

TP P3GRDOTI RW 4 

TP P3GRDTYP DB 02H 

TP P3GRUNUSE DB 0 
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・円の描画

* * * CALL WRITE ARC * * * 
MOV DI.OFFSET TP DAT A 

第4量産 グラフィック BIOS（ノーマルモード）

LEA SI, TP P4GRON PTN コンスタント エリア→データエリアに転送

MOV CX, 21 

REP MOVSB 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H ……翁画開始方向←4

INT 18H ・ CALL WRITE ARC 

MOV TP_GRDSP, 7……箔画開始方向←7

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H 

INT 18H ; CALL WRITE ARC 

MOV TP_GRDSP, 1 …… 箔画開始方向← 1

MOV TP GRSXl, 395 

MOV TP _ GRSYl, 169 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H 

INT 18H ; CALL WRITE ARC 

MOV TP_GRDSP, 6 …… 翁画開始方向←6

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H 

INT 18H ; CALL WRITE ARC 

MOV TP _ GRDSP, 3 …… 箔画開始方向←3

MOV TP GRSXl, 289 

MOV TP GRSYl, 275 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 18H 

INT 18H ; CALL WRITE ARC 

MOV TP_GRDSP, 0…… 箔画開始方向←0

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H 

F的 cm 
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第l昔日 主要領量種

INT 18H ・ CALL WRITE ARC 

MOV TP GRDSP 5……描画開始方向←5

MOV TP GRSXl, 395 

MOV TP GRSYl, 381 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H 

INT 18H ; CALL WRITE ARC 

MOV TP GRDSP, 2 …… 錨画開始方向←2

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 48H 

INT 18H ; CALL WRITE ARC 

データエリアは「．直線と矩形の描画J参照

コンスタントエリア

． * * * 4 FOR WRITE ARC * * * ． 
TP P4GRON PTN DB 04H 

TP P4GRBCC DB 。
TP P4GRIゆTU DB 03H 

ー

TP P4GRDSP DB 4 

TP P4GRCPC DB 0, 0, 0, 0 
一

TP P4GRSX1 DW 501 

TP P4GRSY1 DW 275 

TP P4GRLNG1 DW 75 

TP P4GRWDPA DW 。
TP P4GRRBUF 

一
DW 0, 0, 0 

TP P4GRSX2 DW 。
TP P4GRSY2 DW 。
TP P4GRMOOT DW 。
TP P4GRCIR DW 106 

TP P4GRLNG2 DW 。
ー

TP P4GRLPTN DW OFFFFH 

ORG (OFFSET $)-2 

TP P4GRDOTI RW 4 

TP P4GRDTYP DB 03H 

TP P4GRUNUSE DB 。
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第41量 グラフィック日108（ノーマルモード）

・グラフィック文字の錨画

． * * * CALL WRITE GRAPHIC CHARA CTER * * * 
MOV DI.OFFSET TP DAT A 

LEA SI, TP P5GRON PTN 
コンスタントエリア→データエリアに転送

MOY CX, 21 

REP MOVSB 

MOV CH, OBOH 

MOV AH, 49H 

INT 18H ; CALL WRITE GRAPHIC CHARACTER 

データエリアはre直線と矩形の描画」参照

コンスタントエリア

． * * * 5 FOR WRITE GRAPHIC CHARACTER * * * ． 
TP P5GRON PTNDB 02H 

ー

TP P5GRBCC DB 。
TP P5GROOTU DB 03H tお!0.200>／”l旬、＼

ー

／ TP P5GRDSP DB 。 150 

TP P5GRCPC DB 
ー

o. 0, o. 0 y 
TP P5GRSX1 DW 320 

,/j: 

ー

TP P5GRSY1 DW 200 

TP P5GRLNG1 DW 150 

TP P5GRWDPA DW 。
TP P5GRRBUF DW o. o. 0 

TP P5GRSX2 DW 。
TP P5GRSY2 DW 。
TP P5GRMOOT DW 。

一
TP P5GRCIR DW 。
TP P5GRLNG2 DW 150 

TP P5GRLPTN DW 0 

ORG (OFFSET $)-2 

TP_P5GROOTI DW OFFFFH, OFFFFH, OFFFFH, OFFFFH 

TP P5GRDTYP DB 0 

TP P5GRUNUSE DB 0 
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第i部主要機種

・ドットの読み出し／書き込み

MOV BP, 40 

UPPER : 

MOV DI.OFFSET TP DAT A 

LEA SI, TP P6 

MOV ex, 11 

REP MOVSB 

MOV DX, 195 

コンスタントエリア→データエリアに転送

・ SET ROLL COUNT 

ROLL : 

MOV AH, 46H 

MOV CH, 30H …… 3函同時Z売込み

INT 18H ; CALL READ DOT (3 PLANE) 

SUB TP GRSYl, 5 ; SYl -5 

LEA AX, TP RBUFl 

MOV TP GRWDPA, AX 

W
W
T
m
w
T
m
w
T
∞
B
z
w
w
w
w
w
w
 

M

M

附

A

M

m
川

A

M

m

A

叩

州

M

M

M

M

M

M

AH, 45H 

CH, OOH ……Blue函．込み

18H ; CALL WRITE DOT (PLANE 1) 

TP GRWDPA, 80 

CH, lOH ……Red函．込み

18H ; CALL WRITE DOT (PLANE 2) 

TP GRWDPA, 80 

CH, 20H ……Green面．込み

18.H ; CALL WRITE DOT (PLANE 3) 

TP_GRSYl,6 ;SY1=SY1+6 

DX, 1 

ROLL 

TP GRON PTN, OOH 

TP GRDSP, 06H 

TP GRSXl, 639 

hυ 

%
u
w
5
 

’E・
・

唱

目

ゐ

円

F

“

L

G

G

 

Y

N

N

 

Q

u

y

b

y

－－
 

R

R

R

 

G

G

G

 

一
一
－

p

p

p

 

T
T
T
 MOV TP GR以）Tl,OFFFFH 
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第48 グラフィック巴108（ノーマルモード）

MOV TP GRDOTI+2, OFFFFH 

MOV TP GRDOTl+4, OFFFFH 

MOV TP GRDOTI +6 OFFFFH 

MOV CH, 30H 

MOV AH, 49H 

INT 18H 

; CALL WRITE GRAPHIC CHARACTER 

SUB BP, 1 

JZ NEXT UPPER 

JMP UPPER 

NEXT UPPER : 

NOP 

データエリアは「．直線と矩形の描画J参照

RDOT/WDOT用バッファエリア

． ROOT AND WRITE DOT BUFFER ． 
TP RBUFl RB 80 

TP RBUF2 RB 80 

TP RBUF3 RB 80 

コンスタントエリア

* * * 6 FOR READ DOT AND WRITE DOT*** 

TP P6 DB OOH 

DB 0 

DB OOH 

DB 。
DB 0, 0, 0, 0 

DW 。
DW 5 

DW 640 

DW OFFSET TP RBUFl 

DW OFFSET TP RBUFl 

DW OFFSET TP RBUF2 

DW OFFSET TP RBUF3 

理E下行ROLLUP後.ROLL 
UP幅で最下行以降を
CLEAR 
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第186 主要事聖徳

eVRAMのダイレクトアクセス方法

CPUの VRAMへの直接アクセスによる描画は， GDCが描画処理を行っていない時に行わなければ

ならない．以降に VRAMを直接アクセスする方法を示す．

GDCのステータスフラグ

GDCには，次に示す8種類のステータスフラグが用意されている．ユーザーは，ステータスフラグの

状態を判断して，VRAMアクセスを行う．

VRAMへのアクセス（Read/Write）の主体として，CPUとGDCの2つが存在するため，これらのア

クセスが競合すると期待した描画結果とならない．このため，CPU側から，VRAMアクセスを行う場

合は，GDCのステータスを読み出して，GDCが描画中でない（かつ直後に描画を開始するおそれがない）

ことを確認してから行う必要がある．

ピット位置 フラグ名詠 犠
Eアー.，－

能
ー官薗畠 品 .’ ~~ι－ ＇」』・－・

I}; Light Pen Detect ライトペン信号によるアドレスの検出が成されたことを示す．

D6 Horizontal BLANK 水平消去信号（HBLANK）が発生していることを示す．

Ds Vertical SYNC 垂直周期信号（VSYNC）が発生していることを示す．

D‘ DMA Execute DMA転送を続行中であることを示す．

03 Drawing GDCが描画中であることを示す．

Di FIFO Empty FIFO内容が空であることを示す．

D1 FIFO Full FIFOがデータで満たされたことを示す．

D。 DATA Ready GDCがReadなどの続み出しコマンド実行後．データが餓み出し
可能な状態になったことを示す．
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第4耳障 グラフィック BIOS（ノーマルモード）

GDCステータスの鵬み出し

GDCステータスは，IN命令で読み出す．なお，システムポート番号はOAOHを使用する．

GDCステータスの判断方法

GDCステータスの遷移を次に示す．

IN命令によりG氏
ステータスを淡む

NO 

26Clock以上の
命令を実行

のn
zo
 

n
 

w
 

h
わ

の
を

氏
側

F
U
R
M
F
 

IN命令によりGDC
ステータスを続む

VRAMアクセス

NO 

GDCタイミングチャート

CPU: G以：コマンド／パラメ －？
¥Vrite 

VRAM 
Write/Read CMOV) 

ーー－t

, FiFo (I) 

(0) G配~ Empty ． 
＼ ！ト

． ． フラグ (I) ． ． ． ． {O) 
’ 、Drawing ． Tt ． 
p・ ・；． 

T1 : ~導If
｜様幼陸角革f象f変CRTのとき

T1=3.42μs（キ17.l Clocks）＜注｝

T1=5.03μs（キ25.2 Clocks) ＜削

注： 8悌6(5MHz）換算時め値

し0.2μ的 lock
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第l部 主要後緬

実行例

; * * * 0 : REGISTER SA VE * * * 

PUSH ES 

; * * * 0 : LOOP READ GOC STATUS＊本＊

GBWOOTl 

; * * * 1 : READ GOC STATUS * * * 

IN AL, OAOH 

TEST AL, 04A 

; * * * 1 : IF ST A TUS IS“FIFO= EMPTY”？＊＊＊ 

；＊＊＊ THEN EXIT ELSE LOOP ＊＊＊ 

JZ GBWOOTl 

；＊＊本 0: SA VE PLANE ID BY GBGWK51 * * * 

MOY GBGWK51〔BX], CH 

GDCステータスが
fFIFO=EMPTY」か
判定（EMPTYになる
までループ）

・ * * * 0 : GET PLANE NUMBER FOR PLANE ID * * * 

MOY GBGWK52 [BX] , OOH 

CPUを26Clock以
上Runningさせる．
｛効率の良いプログ
ラムを作成するには
VRAMアクセス時
の処理を先行して行
う．）

XOR CH, GB P3 WRITE 

MOY GBGWK61 [BX〕，CH

; * * * 0 : LOOP READ GOC ST A TUS * * * 

GBWOOT40 : 

; * * * 1 : READ GOC ST A TUS * * * 

IN AL, OAOH 

TEST AL, 08H 

; * * * 1 : IF ST A TUS IS“NOT DRAWING”？＊＊＊ 

; * * * THEN EXIT FLSE LOOP * * * 

JNZ GBWDOT40 

GBWOOT30 : 

GDCステータスが「Not-
DRAWINGJか判定
(Not-DRAWINGになる
までループする．）

; * * * 0 : LOOP THREE PLANE WRITING (INDEXト3)** * 

MOY DI, GBGWKl [BX] 

102 

MOY AH, GBDOTU [BX] 

MOY GBGWK62 [BX〕， AH

TEST GBGWK61 [BX] , GB P3 WRITE 

VRAMアクセスを行う．



第

グラフィックBIOS（ハイレソモード）

グラフィックBIOS（八イレゾモード）概説

ハイレゾモー ドのグラフィック BIOSは， ノーマルモードのグラフィック BIOS（「第 4章グラ

フィック BIOS（ノーマルモード）」参照），グラフ LIO（「第 6T.i グラ フLIO」参照）に相当する機能を

もっている．

・グラフィックBIOS（八イレゾモード）機能一覧

． 
AHレジスタ • 能

OOH グラフィ ックBIOSの初期化 (GINIT) 
OlH モード設定 (GSCREEN) 
02H 術l画i領織の指定 (GVIEW) 

03H 
フォアグラウンドカラー．

(GCOLOR l) パックグラウンドカラーの指定

04H パレγ ト喬号と淡ポ色の対応、 (GCOLOR 2) 
OSH iii'i l函領繊のクリア (GCLS) 
06H ドットの部き込み (GPSET) 
07H 泊．線．矩形の俗画 (GLINE) 
08H 円．絡円の錨函 (GCIRCLE) 
09H 指定色による塗りつぶし (GPAINT 1) 
OAH タイルノfターンによる冷．りつぶし（GPAINT2) 
OBH 画関イメージの絡納 (GGET) 
OCH 画面イ メージの復帰 (GPUT 1) 
ODH 日本賠の錨画 (GPUT 2) 
OEH 画面イ メージの移動 (GROLL) 
OFH 指定ド y トのパレ ット 番号・の取得（GPOINT2) 
lOH 表不領繊の設定 (GSCROLL) 
llH グラフィック画面の表示開始 (GSTART) 
12H グラフィ ック画面の表示停止 (GSTOP) 
13H グラフィ γ クBIOSの終了 (GTERM) 

ノーマルモードのグラフィック BIOS，グラフ LIOとは機能の呼び出し方法，およびG-VRAMの違

いによりパラメータの内容が変更されている．おもな機能を次に示す．
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第1部主要俊種

図形描画機能

直線，四辺形，楕円，領域の塗りつぶし等の基本的な図形の描画を統一的な論理座標系をインターフェ

イス として実現する．

表示制御機能

カラー／白黒の表示モードにしたがい，512KBVRAM上のどの領域を表示するかを制御する．また，

表示カラー，画面合成等の制御を行う．

錨薗領媛制御機能

画面モードにしたがって，表示制御とは独立に，図形等を描画する領域の制御を行う．

・ユーザーインターフェイス

グラフィック BIOSでは，G-VRAM等のグラフィック用ハードウェアを論理的な形でユーザーに提

供する．

画面モード

画面モード

分解能

． 
． ． 

カラー，白黒

1120×936ドット（ただし，ディスプレイに表示できるのは 1120×750ドット）

アクティブ画面

カラーモード

512Kバイトすべて使用...・H ・－－…… 1ページ（ページ 0)

白黒モード

512Kバイトを 4分割して使用・…一4ページ（ページ0～3)

ディスプレイ画面

カラーモード

0…… 表示しない

1 .…一 表示する

白黒モード

0……表示しない 8……ページ3を表示

I…… ページOを表示 9……ページ Oとページ3の合成表示

2……ページ Iを表示 10……ページ 1とページ3の合成表示

3……ページOとページ lの合成表示 11……ページo,1, 3の合成表示

4……ページ2を表示 12……ページ 2とページ3の合成表示

5……ページ Oとページ2の合成表示 13……ページO,2, 3の合成表示

6……ページ 1とページ2の合成表示 14……ページ 1,2, 3の合成表示

7…… ページo,1, 2の合成表示 15……ページO,1, 2, 3の合成表示
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第5i!it グラフイツク 8108（ハイレゾモード）

情理座標系

紋小（ー3幻槌｝

最小（-3'l:l槌）
( 0 • 0) 

X最大（3'!:767)

（ア？：.；イづ

ぉnE
 

A
3
 

y 
般大（3'!:767)

指定座糠儲は，ー32768～32767の範囲．

ただし，実際に描画が行われる表示可能な大きさはアクティプ画面内の領域のみ．

カラー指定

カラーモー ド時

図形描画時のカラー指定はパレット番号により行う．

対応

｜表示色O～4095I←→ ｜パレ ット番号O～isI 

白黒モード時

パレット番号0…………県パレッ トレジスタで指定される表示色

0以外……自パレット レジスタで指定される表示色

納品Iアドレス

作業爆

OS→ 
グラフィックBIOS

UCW(256B) 

，~ラ メ ータリスト
(1288）い

グラフィックBIOS同

ワーク（5128)

鉦

う

戒
叫
吋

鴻

灯

船

川

ル

ト
ト

－

k
r

叶
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一
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ザ
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”
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川

…

晶

…
動

グ

A
V

・
I
・

－
T＆

qu
拘
C

込
C大のクアタス彼

注竃：・ グラフイツク BIOSは，G-VRAM.GOGを一括して制御しているため，グラフィック BIOS

使用時にユーザーが直接 G-VRAM.GOGをアクセスする場合は，グラフィック BIOSの制

御と矛盾を生じないよう細心の注意が必要である．

・一般にグラフィック BIOS使用時は．ユーザーはグ ラフィック BIOSを通してのみ

G-VRAM, GOGにアクセスする方がよい．

－ユーザーが直接 G-VRAM.GOGヘアクセスする場合には，グラフィック BIOSの管理情報

と矛盾しないように注意するだけでなく．ハード上の制約事項も十分に熟知している必要があ

る．
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第l昔日 主要ぬ樋

・使用方法

グラフィック BIOSの機能を利用するにあたっての使用方法および制約事項等を次に述べる．

初期段定

グラフ ィッ クBIOS使用にあたっては，各種リソースの初期設定が必要であり，ユーザーは必ず「グラ
フィック BIOSの初期化 AH =OOHJをコールしなければならない．この時，DSには前項で述べた作業
域を示すアドレスを設定することによって，その作業域に各変数が押lり当てられ初期化される．

また，SS,SPにはスタ ックアドレスを設定しておかな付ればならない．

以降，グラフィック BIOSの各ルーチンをコールする際には， DSは「グラフィック BIOSの初期化Jで
指定した値と同一でなければならない．

呼び出し方法

グラフィック BIOS各lレーチンを呼び出す時には，次のように行うこと．

①DSに「グラフィ ックBIOSの初期化」時に指定した DSと同じ他を設定する．

②必要ならばパラメータリストを作成する．また，必要ならば各レジスタにパラメータを設定する．
③グラフィツクBIOSで使用可能なスタックアドレスをSS,SP bこ設定する．

④対応するルーチンの機能番号をAHに格納して，INTlDHを実行する．

注軍：・ グラフィック BIOS処理中は，外部割り込み可となっている．

106 

・BIOSルーチンは．必すシリアルに呼び出さなければならない．

－指定値以外の値をパラメータとして指定した場合．結果は保証されない．

・グラフイツク BIOSでは．比較的時聞がかかる箔画処理を行っている時（GCIRCLE.
GPAINT 1, GPAINT 2など）．錨画処理の中断を可能とするために，一定処理ごとに GINIT
で渡されたアドレスへ FarCallを行っている．

このため，ユーザーは．このアドレスに何らかの対応するルーチン（FarRETのみのルーチン

でもよい）のアドレスを設定しておかなければならない．この時．このアドレスに置かれるルー
チンは．次のインターフェイスを守らなくてはならない．

a）セグメントレジスタも含めて全レジスタを保証しなくてはならない．

b）このルーチンから再びグラフィック BIOSルーチンを呼び出してはならない．

c）グラフィック BIOSルーチン使用の作業域をこわしてはならない．

d）グラフィック BIOS管理リソース（G-VRAM.GDC等）の状態を変更してはならない．

ただし．グラフィック BIOSの処理続行が不要な場合には．グラフィック BIOSルーチンに制

御を戻す必要はない．

－リターン時のパラメータリストの内容は保証される．



第5重量 グラフィツク8108（ハイレソモード｝

グラフィックBIOS（八イレソモード）コマンド

’I INT 1DH 

AH=OOH 

！ 機能 ｜

グラフィック BIOSの初期化［GINIT] 困

AH=OOH 

DS=UCWのセグメントアドレス

グラフィック BIOSが使用するワークエリア 380Hバイトはユーザーが確保

する．

DS: !OOH～DS: lOlH＝中断処理ルーチンオフセットアドレス

DS: 102H～DS: 103H＝中断処理ルーチンセグメントアドレス

SS: SP＝ユーザーが確保するグラフィック BIOSスタックエリアのアドレス

グラフィック BIOSスタックエリア約64バイトはユーザーが確保する．

Al-I＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

グラフィック BIOSの初期化を行う．

グラフィック BIOSを使用する場合には，必ず最初にこのコマンドを実行する必

要がある．このコマンドを実行することによって，以下のようになる．

・画面モードはカ ラーグラフィックモード．

－アクティプ画面（描画対象となる領域）はページo.
・ディスプレイ画面（表示モードにしたがって表示される領域）はページ 1.

・パレット番号は次表の通り．
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第1gfi 主要機種

G R B 
1（レット

色 16遺書提示

｜ 注意 ｜

108 

司書号 21 22 21 2・2・2I 2 I 2・2・22 2 I 2・
。 m. 。。。。。。。。。。。。。。。
1 時い膏 。。。。。。。。 。 。。。A 

2 時い赤 。。。。 。 。。。。。。A 。
3 時い紫 。。。。1 。1 。1 。1 。。A A 

4 時い緑 1 。1 。。。。。。。。。A 。。
5 時い水色 1 。 。。。。。1 。1 。A 。A 

6 時い黄色 。 。1 。1 。。。。。A A 。
7 暗い白 1 。1 。1 。1 。1 。1 。A A A 

8 灰 。1 l 。1 l 1 。l 7 7 7 

9 脅 。。。。。。。。 1 1 。。F 

10 赤 。。。。 1 。。。。。F 。
11 紫 。。。。 1 1 1 。F F 

12 繰 1 1 。。。。。。。。F 。。
13 水 色 1 。。。。1 1 1 F 。F 

14 賀町 色 1 1 1 1 。。。。F F 。
15 自 1 1 1 1 1 1 1 1 F F F 

アクティプページ内描画領域は，アクティプページ全体に初期設定される．

・描画領域の初期値は（0,0）～（ 1119, 935）となる．

・表示領域の表示開始Y座標はOとなる．

・画面スイッチが02Hに設定されるため，グラフィックを描画しでも表示されな

い．表示させるためには，「モード設定 AH=OlHJで画面スイッチを OOHまた

はOlHに変更するか，「グラフィック画面の表示開始 AH=llH」を呼ぶ必要

カ2ある．



第5重量 グラフィツク BIOS（ハイレソモード）

U
H
 

…
一
向A

 

モード設定［GSCREEN] 回

AH=OlH 

DS=UCWのセグメントアドレス

.. ，~ラ メータ リ スト

DS+IOOH + IOIH +10宮II + 10311 

両面iモード I I lディスプレイ
｜画面スイ γ チ ｜アクテ ィブ幽耐 ｜ 倒而

（袋示モード＞ I I I 而

画面モード

画面モードは次の2種類がある．

パラメータ 画面モード名詠

OOH カラーグラフィ ックモード

OlH モノクログラフイ ックモード

FFH 省略．今までの画面モー ドを引

継ぐ

画面スイ ッチ

1＜ラメータ グラフィック画面の表示有縁 .., •• ；：，了！＂ .適鎗圃有鋸

OOH グラフィック画面表示有 普通描画

OlH グラフィック画面表示有 高速描厨

02H グラフィック画面表示無 普通俗画

03H グラフィ ック画面表示無 高速描画

FFH 省略． 今までの画面スイッチの状態を引継ぐ

アクティプ画面

1（ラメータ アクティプ画面

OOH ページ 0（カラーはページ Oのみ）

OlH ページl

02H ページ2

03H ページ3

FFH 
省略．今までのアクティプ画面を引継ぐ．ただし，画面モー ド変更

時はページ Oをアクティブ画面とする．
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第l邸主要機種

｜ 機能 ｜

［ 注怠 ｜

110 

ディスプレイ画面

，＜ラメータ
司・司F • 司唱噌・珂 『圃L e・d

表示画面

。 表示しない

ページ Oを表示（カラーは画面表示。のみ）

2 ページ lを滋示

3 ページ Oと1を合成して表示

4 ページ 2を表示

5 ページ Oと2を合成して表示

6 ページ 1と2を合成して表示

7 ページ 0.1 • 2を合成して淡示

8 ページ 3を表示

9 ページ Oと3を合成して表示

10 ページ 1と3を合成して表示

11 ページ 0. 1 • 3を合成して表示

12 ページ 2と3を合成して茨木

13 ページ 0' 2' 3を合成して滋示

14 ページ 1• 2 • 3を合成して淡示

15 ページ 0. 1 ' 2 • 3を合成して表示

255(FFH) 
省略．今までのディスプレイページを引き継ぐ．
ただし，画面モード変更時は OlHとみなす．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

OSH：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

画面モード，画面スイッチ，アクティプ画面，ディスプレイ画面を設定する．

本コマンドによって，捕商領域はアクティプ画面全体となり，表示領域の表示開

始 Y座標は初期化される．

モードが変更された時のパレットレジスタは，前のモードでの値が使用される．

画面モード，アクティプ画面，ディスプレイ画面の組合せが不適当な場合は，処

理を行わずエラーリターンする．



第5宣言 グラフィック BIOS（八イレゾモード）

uH 

f
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日
一

o
n
－－一
則
一
一HA

 

描画領域の指定［GVIEW] 困

機 能 ｜

AH=02H 

DS=UCWのセグメントアドレス

.... ，~ラメータリス ト

OS+ !OOH + 102H + 101H + 106H + 1081i + 1091i 

X 1 I YI I X2 I Y2 1領域色lt”色

ビューポートの外枠を締〈色を指定

OOH～OFH：指定ノfレット 待号

FFH：外枠を捕かない

ビューポート内を冷りつぶす色を指定

OOH～OFH：指定，fレット需号

FFH：倹りつぶしを行わない．

ピA ーポートのゐ・ドYE差繰（型車数値）

ビューポートのお下x~綴（箆数値）

ビューボートのZ五上Y鹿糠（~紋値）

ビューポートの左上X座標｛型車数値）

注・XIくX2.Yl<Y2の関係をもつこと．

(XI.YI). (X2.Y2)t.iアクテ ィプ嗣耐上の駿標であること．

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

アクティプ画面内の描画領域（ビューポート）を指定する．またビューポート内の

塗りつぶし，外枠の描画を行う．

このコマンドの実行によって，アクティプ画面への図形描画は，ビューポート内

にのみ反映されるようになる．

( 0.0) 

<Xl.Yll ． 

~· 
． ． . ' 

' 

(X2. Y2l 

x 

Viev.• 

y 
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第1SB 主愛機緬

r・ INT 1DH 

AH=03H 

機 能 ｜

112 

フォアグラウンドカラー，
パックグラウンドカラーの指定［GCOLOR1] 

AH=03H 

DS=UCWのセグメントアドレス

'Y ／~ラメータリスト

DS+ !OOH +IOI H 

，〈ックグラウ I フ，rアグラウ

ンドカラー I ンドカラー

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

（純一パレy ト喬号で与
OOH～OFH: ，~レ y ト t昨号
FFH：今までの色を引き継ぐ

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

パックグラウンドカラー，フォアグラウンドカラーを指定する．

回

ノfックグラウンドカラーとは，グラフィック画面の地のパレット番号のことで，

この命令実行後「描画領域のクリア AH=05H」によって画面をクリアすると，

この色によって画面が塗り変えられる．また，以後「ドットの曹き込み AH= 

06H」を色指定なしで実行すると，この色が採用される．

フォアグラウンドカラーとは，図形描画においてパレット番号省略時に使用され

るパレット番号のことである．



第5i量 グラフィックBIOS（八イレゾモード）

INT 1DH 

AH=04H パレット番号と表示色の対応［GCOLOR2] 困

AH=04H 

DS=UCWのセグメントアドレス

Vパラメータ リスト

DS+ 10011 + 10111 

パレット Ill-!, ;- Iぷポ色コード

ii'. : lつのパレット得3；・に純敏のJ<,1；色コー

ドをtrr4：するこ とはできない．ノぞレット

寄り・の）.fI.必する災以色コードを者l:U!:した

場介｛ムすて・に4前例i斤の凶形の≪ぷ色も．

変更した表示色になる．パレット？ド；ーに

80H. 81 Hを指定した劫｛＞；－， J.<,J；色Ct.

0～FFFFHを指定する．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

05H：不正呼び出し

J.<-i；色 α削 H-OFFFH

«ぶ色を設定するパレット Ill-~；·

OOH-07H：ぷ；I；色をぷ忘するパレァト？ド｝

80H ！！.＼ 〆fレットレジスタ

+ 0 

+ 1 

+3 

+ 5 

+31 

＋工1

811-1 : (I ＇ ~ レ ッ トレジスタ

ドドH：すべてのパレットレジスタ

パレット寄り（FFH>

パレットf寄りOの表示色（α削 H-OFFFH)

パレット寄り lの1<ポ色｛飢削H～OFFFH)

パレッ卜8ド；・1 5の必＇I~色川削H～OFFFH)

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

機能 ｜ パレット番号と表示色コードを対応させ，パレット番号で表わす色を定義する．
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第i部主要機種

f ,,__"", INT 1 DH 

AH=OSH 

｜ 機 能 l

INT 1DH 

AH=06H 

DS+ 10011 

x 

114 

描画領域のクリア［GCLS] 困

AH=05H 

DS=UCWのセグメントアドレス

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

アクティプ画面内の描画領域を，パックグラウンドカラーのパレット番号の表示

色で塗りつぶす．

ドットの書き込み［GPSET]

AH=06H 

DS=UCWのセグメントアドレス

~ ／ ~ラ メータリスト

+102H + 104H 

y パレット

寄り

AL＝動作モードの指定

指定時線に打つ炎ぷ色｛パレ ッ卜書F~；－で示す）
OOH～OFH: ~肯定， fレ・ソト 得号

FFH ：動作モードに従った表示色に従う

';}(,Iミ色を才fつ点!'1そ標（X. Y) 

x. yはそれぞれ鍛紋織

ただし．術i阿'Iiiアクティブl喧l前iの捕両鎖I袋内

（ビューポート｝にのみ反映される．

困

OlH：表示色（パレッ ト番号）省略時，フォアグラウンドカラーのパレット番

号を使用する．

02H：表示色（パレット番号）省略時，ITックグラウンドカラーのパレット番

号を使用する．



第5言語 グラフイツク8108（八イレゾモード）

AH＝終了条件

。OH：正常終了

OSH：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

｜ 機能 アクティプページ内の儲画領域内の指定の座標に，指定の色で点を打つ（描く）．

色はパレッ卜番号で指定する．

ト INT 1DH : 

AH=07H 直線，矩形の猶画［GLINE] 回

AH=07H 

DS=UCWのセグメントアドレス

'Y I~ラメータリスト

ii繊，矩形の場合

OS+ IOOH + 102H +I似II + 106H + 10811 + 10911 + IOA II + IOBH +I仮；II

XI YI X2 Y2 
，＜レ ，ト

指両~｛！.の疫機 liii州事専l.~の序．様
<X. Y) ex. Y) 

・XI. X2. YI. Y21.i験ttflli.
. l白州＇.iアクティブiOOlfriのピ.:J.ー
ポート内に反映される

四辺形をliii闘するJ<,Jミ色をパレγ トI:'r｝で，）；す

OOH-OFH：パレ ット I:~·を指定

FFH ：フ 寸アグラウンドカラ ーで崎両

ti:;. I 

偏向

コード

ライン lライン
Zイヴチ l スタイル I ~ ？イル

し

Lo I 111 

1在線または鋭形~
J笛〈線のパターン

を16ピットのド ・γ

トで表わす＜11嶋
田寺｛まFFFFl-1).

ラインスタイル符の指定の有無

OOH：ラインスタイル．パレット

番.r,;・2.タイルパターン指

定なし

OlH：ラインスタイル．まfニl.i.
パレッ ト香苦手2指定あり

02H：タイルパターン指定あり

OOH : ili鰍崎両術~

OlH：短形f前向指定

02H：船形を懲りつぶす総画指定

（ラインス タイルの指定は

できない）
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第1部主要機種

塗りつぶされた矩形の場合

IJS+IOOll +10211 +IQ.I H + 106H +IC賂H + l09H + IOAH + IOBH +I~己H + IODH + IOE H + 110日

XI YI X2 Y2 
，ずレ γ ト

$ :; l 

4品 川

コード
A{,+ 1 ＇~：；：·12~ 

ラインスタイル.I周辺形喰りつぶし色．タイ ルパターンの

指定スイ ッチ

OOH：ラインスタイル．問辺彩冷リつぶし色．タイ ルパタ

ーンの錦之なし

01 H；ラインスタイルまたは問ill形喰り つぶし色の指定あ

02H：タ イルパターン指定あ リ

<t制Iiiコードが02Hで.I川辺形冷リ つぶし色もタイル

パターンも指定しも.~ ' J.扮合．問辺形の内部IiI川辺形

の術同色で幣りつぶされる．）

同辺形内部iの喰りつぶし色

OOH ～ OFH：指定のパレ y ト~~；ーで附辺形の内部を喰リ つ

，；：す

(lfti州コードが02Hのと きのみイi効）

ti011hjコードが02H以外のぬ｛＇；－'iラインス タイ

ノレLo〆〈イトとなる

ライン
A ？イル

11 i 

pィ，L

パ 9ーン
タイ ，ι
パターン
オ7セ，ト

タイ ，L
パターン
ベー スJ~ 

、一一、F一一J

オ7セγ ト セグメントベース

アドレス アドレス

（ぽ削H～FFFFH)

（タイルパターン総納波）
タイルパターン偽納域の

形式は「；タイルパターン

による塗りつぶし AH=
OAHJを参照すること．
(t前働コードが02Hのとき

のみ有効）

タイルバターン長

OOH-FFH: 
タイル，マターンt'<f納域災

（術l州コードが02Hのときの

みイi効｝

i主：特に説明のない節分（;i① と！日lじ

ラインスタイルの表現

DS: lOBH (Lo), DS: lOCH (Hi)で表現されるピット位置と，ディスプレイ上に

表現（VRAM上）されるドット位置との関係を次函に示す．ピットが1ならば

ドットが打たれる．指定がないと，FFFFHとみなす．

X 0 X l X 2 X 3 X 4 X 5 X 6 X 7 X 8 X 9 X 10 X 11 X 12 X 13 X 14 X 15 

(;tr:側）

07D6 Ds D• DJ 0宮 01 D。
Lo 
↑ 

DS IOBH 

AH＝終了条件。OH：正常終了

OSH：不正呼び出し

( ':/i側）

。IS 01‘013 012 011 010 D9 仇

Hi 

DS: !OCH 

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

画同」・．のド y ト｛立彼

メモリ上のアドレス
とそのピット位置

｜ 機 能 ｜ アクティプページのビューポート内の指定された 2点を結ぶ線分，または，この

線分を対角線とする矩形を描画する．矩形内を塗りつぶすこともできる．
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第Si量 グラフィック BIOS（八イレソモード）

M
H
 

同
一

8

町
一

o
h

一一一
州
一

HA
 

円，楕円の摘画［GCIRCLE] 固

AH=08H 

DS=UCW のセグメントアドレス

Vパラメータ リスト

D日＋10011 + 10211 + IQ.IH + 106H + I(渇II+ 10911 + IOAll ＋胤：II + IOE II + 11011 

ex CY RX RY 
パレ ，ト

書：； I 
島ヲ号7 SX SY EX EY 

中心点ex.Y> x J;it11・ドf王 Y }j(ioj’F後 l時I!If; .•. •,.: ( X. Y > 終 fJ.'.~ （ X. Y) 

+112H +113H +11411 +11511 +I 17H 

Do : 1111 !rfi ！.店街ポの-H無（0：なし.1：あり｝

01 : I別総線分指ポの有無co：なし.I；あリ）

［）？ ：終 f..... ~指ぷのイi型軽（0 ：なし . I：あリ｝

DJ：終 f¥it分指ぷのイi無（0: ；なし.I：あり）

臥：開始‘1・終 f... ·.~ -.主主時のllii同｝jf.よ・街道｝

(0：全備川を術両.！ ：！！.＇.（（ ・童文！.＇.（）のみ 摘同｝

Os ：喰りつぶし指ぷのイi無（0 : ；なし.I：犠りつぶす）

06：タイルパターンf行ぷのイi焦目（0：なし.I ：あり）

情111の円！却を崎両する｝（.ぷ色合パレ ット寄り・て・t行之
する．

OOH～OFH：パレットIt¥ ;-
FFH ：フォアグラウンドカラーて寸前倒する

... パレ，トタイルパターン
書斗2 オ7セ y ト Pイルパタ・幽ン

’4’L Lo 日i
ベース

パ？ーン

オフセット セグメン卜

アドレス ベース

アドレス

((X削～FFFFH>

形式は「タイルパターンによる検りつぶし AH=OAHJ著書照

tえ

（指定パレ γ ト附 l…扇……

OOH-OEH：術定パ レット lfi号

FFH : fll または~.ftllii幽と向－色

ii：： 術両（;i.アクティブ同JftiのピA ーポート内にのみ反映される．

l則始点．侠了術ぷの術乏がない場合C;t.I別封il:•し終 f... ・.・：をCCX+RX.CYlとみなして処鰻する．

伯尚は．附!rfi... ~~から｝_i[11［りに．終 f点までrrわれる．

指l崎する！.＇.（の1-¥.~震が型車r.<fi氏でぶわせない場合｛孟．その時点でエラーリ ターンする．

l則飴点．終了... ~（ ＇ま．揃11li1する怖川上の点て・なくて｛心、けない. f昭．緒的に；｝＜めた鉱を四伶Ji.人した｛仇がtli綴になる．

ex.CY. RX. RY. SX.SY. EX. EYは型車：＇.＜ fillである．

問題（金円ではなも、）を術くよ うl制始．終 ft主械を折~し．喰リ つぶし術ぷあり としたゆ介には開始．終 f線分指示

(0,. 03）の指定にかかわらず．扇形を錨l街し．その内部を織りつぶす．

会円を術画する場合にl:.t. （開始．終 r ~長爆の指定（0。. 0，）があり．それらが互に苦手しし俗画方法指定（0，）がOの

織合も含む）開始．終了線分の錨l創ll.指定に従う．

パレット lfi号2またはタイルパターンの指定は．フラグのbsが後リつぶし術示ありのと きだけイ｛効．

情 リつぶし指定がある場合. llii111~ した円の内ffll と中心1-¥.t震を結んだ扇形の内忽が．パレ ッ ト擦り・ 2 またはタイルバ

ターンで喰りつぶされる．ただし ILJまたは減形はパレ ット徐り I.内告別立パレット 寄り・2またはタイルパターン

('fl・抑制ふ パレy ト$¥} I ）でlaii ~I~ される．
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努1部主要後積

楕円（描画開始点，終了点を指定しない場合）

(0,0) ex CX+RX 
X紬

＼ず
一

戸

一

・開始点指示なし（Do=O)
．終r..: .. :t:r，，；なし（Dz=0) 

開始点、S，終了点 E，開始線分cs，終了線分 CEの意味

S<SX .SY) 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．．． 
，
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 じ日

X柚

τー・・・・・・・・・・・・・’

Yti 

CICX.CY): CE 

・CS : I湖始線分あり（01=I) 
・CE：終 rf!tl分あり（Q3=I) 
• llH !zfi ,.,•,.: .終 f.......指示あり（0。＝Dz=!)

x •由
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ーー・・・・・ー．．．．．．．．．．．．．．
E<EX.EYf: 

Yt曲

弧の描画

山一う

……

iL
J
 

．…
メ’一

KM
K

YM 

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

06H：演算オーパーフロー

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

・ CS : I別総線分な しCD1= Ol 
・CE：終 fl'1!分なし＜Dz=Ol
• SOllJ始点）. E （終 fJ点）指’どあリ
(0。＝Dz=!)



機 能 ｜

第5望書 グラフィック BIOS（八イレゾモード）

指定された中心点，X方向半径，Y方向半径をもとに，楕円または円を描画する．

開始点，終了点を指定することにより，円弧，または扇形を描画することができ

る．

円，楕円，扇形の内部を塗りつぶすことができる．

INT 10H 

AH=09H 
指定色による塗りつぶし［GPAINT1] 固

DS+ !OOH + 10211 

x 

AH=09H 

DS=UCWのセグメントアドレス

... ，~ラ メータリスト

+10411 +10511 +I（渇H + 108H + IOAH 

y 
担ii虫色
，，レγト
ll'i ";・ 

ワーク1減 ｜ワークt~

1改終オフセ ット ｜先鋭オフセット
－P
 

色
ツ

山
骨
レ

川
口リ

情
叫
パ
按

喰リつぶしの開始l.':(X. Y) 

ょの点（x. y）はアクティブ1iJi1i耐

のピ A ーポート内になくてはなら

ない．x. y＇草野 tt

｛α削 H～FFFFH）ペイントのための作業域を定事をする

・16＇＇イト以 J：の作業械を定義する．

（ワークt!llu終オフセット）ー｛ワーク城先傾オフ ・

セ・ソト）> 16〆〈イト
・ワーク峻｛jデータセグメント内にあるこ と

－このエリア（jf也の目的のために使ltlしではならない
鉱it~を塗りつぶす表示色を

パレ y ト~号で指定する

OOH～OFH：パレット祷号

FFH ・フ本アグラウンドカラー

で塗りつぶす

機能 ｜

注 意 ｜

境界の滋示色をパレット寄号で術定する．

OOH～OFH：パレット 相手号

FFH ：フォアグラウンドカラーのパレ γ 卜祷り

を境界色とする

ペイントのための作業域のアドレス指定はパラメータリストで行う（領域はデー

タセグメント内にあること）．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

05H：不正呼び出し

07H：ワーク域不足のため，処理中断

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

指定した点と境界色で決定される閉領域を，指定の色（領域色になる）で塗りつぶ

す．

このコマンドでは，専用のワーク域を使用する．このワーク域は十分大きくとる

必要がある．このコマンドでワーク域を使い切ると，使い切った時点で処理を中

断し，エラーリ ターンする．

描画はアクティプ画面のビューポート内にのみ反映される．
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． 

第l8B 主要機種

INT 1DH 

AH=OAH タイルパターンによる塗りつぶし［GPAINT2］困

120 

AH=OAH 

DS=UCW のセグメントアドレス

Vパラメータリスト

OS•ト！OOH + 10211 + 104H + 10511 + 107H + 109H + IOAH ＋胤 ；II 

タィ，L

x I Y ，，，ー

ノ／（

v 

殺りつぶしの開始点（X.Yl 
.：.の.＇~.~I主ア7テ4ブ両面

のビューポート内になく

てはならない．

X. Y l.t ~t< 

タイルパターン俗納域の

大きさ（バイト単位）

OIH （モノクロ）～FFH
04H （カラーl-FFH

タイルバターン俗納峻の

オフセ y トアドレス

（（剛)QR-FFFFH) 

タイルパターン俗納減の

セグメントアドレス

（α削 H～FFFFHl

〉ー

' 

7イルパター

ンオ7セ，ト

7 FレZ

タイルパター

ンセ7〆ノト

ベーえ

its色
ワー71j ワー7域

続終ヲfヲセ ， :u世オ7セ，

トア Fレえ トアドルZ

」

’（（以）（）H-FFFFH l 
ペイントのための作業I~を定後する

. 16バイト以J：の作業域をitftする

（ワーク域級終オフセット）ー（ワーク域

先鋭オフセット）> 16ノ〈イ卜
・ワーク減l.tデータセグメント内にあること

．このエリアl.t他の目的のために使用しては

ならない

峻界色の表示色をパレ ソト.号で指定する

」一一《 OOH-OFH：パレッ ト番号

FFH：フ ォアグラウンドカラーのノマレッ

ト需号－をt克明l色とする

ペイン卜のための作業域（ワーク域）のアドレス指定はパラメータリストで行う

（領域はデータセグメント内にあること）．

タイルパターン格納域のアドレス指定はパラメータリストで行う．

．「 re 

タ1＇＂＇パターン

織納，.

， 

、

タイルパターンセグメントベース

タイルノマターンオフセットアドレス

タイルパターン長（モノクロモードのとき l以上．

カラーモードのとき4以j二）

tl.；タイルパターンt創立働面モードがモノクロモードのとき l以上．
カラーモードのとき4以上必要である．そうでない幼会には．

処理を行わずエラーリ ターンする．



グラフィック BIOS（八イレソモード）

埋められたパ

このピッ

各

画面モードがカラーの場合

タイルパターンは，横8ドットを一組に，縦方向に必要な数量分だけ，横8ドッ

トごとに定義したドットの集まりからなる．そして，この基本パターンによって，

指定されたビューポートの開始点から埋めてゆく ．実際の描画は，

ターンの中の指定された領域についてのみ反映される．

カラーの場合は，各 ドットごとにパレット番号によって表示色が定義される．

ドットに対応する表示色を定義するパレット番号は次図のようになる．

画面上の横 8ドットが．次図のように 4バイトのピットごとに対応し，

ト情報によ って対応するドットのパレット番号を表わす．

タイ jレパターンの格納域に格納するタイルパターン形式は次のようになる．

X; 
~ 

X6 
~ 

Xs 
-& 

X‘ 
舎

X3 
~ 

第Si量

X2 
e 

X1 
e 

Xo 
e 両前ii：の

峨 8ピγ ト
X方向→績方向 。

I P; I P6 I Ps I P 4 I P3 I P2 I P 1 I Po Iパレット 寄り。
I 011 I 016 I Dis I 0 .. 1 0131叶011I叶第1バイト

－
縦
十
刀
向

e 

e 

e 

e 

骨

。

& 

& 

モ砂

骨

ー

。

．．
．．．． 

& 

＠ 

& 

& 

& 

& 

& 

。
& 

骨

ー

ー

｜白7I Dz6 I Dzs 1 Dz・ 1恥｜恥｜白1I Dzo I第2バイト

I 031 I 036 I DJs I白・I0331弘主I031 I OJo 1第3パイト

｜臥1I叶恥IDu I 0•3 1 D•2 I 0・II o.o I第4パイト

画面モードがモノク ロの場合

P. = D• • ・ 23+OJ，・22+Dz；，・21+01.・2°

l l_  W, I '1 ~(J)l: ·:t ト
寄l2バイトのビット

書l3バイトのピγ ト

書l4バイトのピット

パレ ッ ト刊~＼｝

タイルパターンは，横 8ドッ トの白・黒表示を一組に，縦方向に必要な数量分だり，

横 8ドット ごとに定義したドットの集まりからなる．

横8ドットの白・黒表示は lバイ トの8ピット情報で表わす．

同而 1－.の
’様 8ドット

X7 

& 
X6 
& 

XS 
& 

…一。
X2 
& 

XI 
& 

XO 
& 

D，が lならば対応するド ット｛まねで．

0；カeOならl.f~·ti必するド ッ トはti.＼ で

－＆示される．

カラーディスプレイに対しては背景色によって自・黒に対応する 2色が決まる．
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第185 主要事後種

タイルパターン格納域のデータ表現（×RI: 16進数 1桁を表わす）

a）カラーモードの場合

X111X011 X121X021 X131X031 X1・Ixo 41…… X11nX02n X12nX02n X1snX03n X1相 X九n
」ーザ＿＿，， 、ー『rーJ 、－－－.－－－＇ 、一～＿＿，，、一～＿＿，，

第lバイト 第2バイト第3バイト第4バイト……第lバイト 第2バイト第3バイト第4バイト

第 l列の櫛8ドットを表わす． 第 n711の横8ドットを表わす．

b）モノクロモードの場合

X1.X01 X12X02 …… X1nX0n 

、ーーー可ーーー’ 」「｛司〆 それぞれの横 8ドットを表わす．
第 l亨lj 第 2夢lj 第 n911 

タイルパターンの描画位置

タイルをはり つめるのは，ビューポートの基点（左上）から始まる．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

05H：不正呼び出し

07H：ワーク域不足のため，処理中断

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

i 段能 ｜ 指定した点と境界色で決定される領域を，指定のタイルパターンで塗りつぶす．
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第5重量 グラフィック BIOS（ハイレゾモード）

INT 1DH 

AH=OBH 
画面イメージの格納［GGET] 困

AH=OBH 

DS=UCW のセグメントアドレス

T l~ラメータリスト

DS+ 10011 + 102H +JO.Ill +I侃H + 10811 + IOAll +I仮；II

XI YI X2 トン
峨
ノ
ス

納
グ

－

mセ
ベ

－恥
’y

ス

峻
セ
レ

納
フ
ド

岨

mオ
ア

f百納峻
のf~ さY2 

（俄伽肘（川附）
α）（）（）H～FFFFH t肯定領域

1正l：点（X.Y)

機能 ｜

指定鎖減

イiド点（X.Yl 

（給制セグメントーアドレス
α）（）（）H～FFFFH 

（問オフセ y トアドレス
ぽ削H-FFFFH

指定する座揮の条件

(Xl, Yl), (X2, Y2）はアクティプ画面上のビューポート内にあること．

X2孟Xl,Y2孟Ylである こと．

x. yは整数値．

格納域の指定条件（￥：！聾散の劃り算の商〈余り切り捨て〉）

a）画面モードがカラーの場合

格納域の長さ主主（（X2-X1+8)¥8）×（Y2-Yl+l）×4+4

b）画面モードがモノクロの場合

格納域の長さ主主（(X2-Xl +8)¥8）×（Y2-Yl +I) +4 

格納域にパラメータ リストで定義した領域を確保する．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

指定領域の画面イメージを，指定の格納域へ格納する．
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画面モードがカラーの場合

主要機種

格納域の形式 ｜

第l部

X給
X2 

・V1m

a）画面イメージ

¥fl I ¥f 12¥f 13 ¥f 1~ 
可

X
一：

YI 

Vnm 

-e 
Vn1Vn2Vn3Vn4 

Y2 •· ・ ・ 

+2 

x )j Ji1J y )}Ji司
ド.，ト敬m ド・γ ト：＇.（n 

M Cl> Men ・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．． M《ll
1. I 1.2 l.k 

M'2》 M《2> －・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．． MC2) 
I. I 1.2 I. k 

M C3l M<3> ・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．． M<3> 
I. 1 1.2 I. k 

M'4’ M<4> ・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ M ＜剖
I . I 1.2 1.k 

． ． ． ． ． ． 

M "> Mo> ・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．． MCI) 
n I n.2 n.k 

Mc21 M 12~ ・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ Mc21 
n. I n.2 n.k 

M <J> M<3> ・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．． Mc3J 
n. I n.2 n.k 

M川 M14> ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． Mt引
n. I n.2 n k 

( m = X2-XI + I> 

メモリ上の格納域イメージ（バイト表現）

．．．．．．．．．．．． 

一「て

{4+ (4n-4）×k} 

{ 4 + (4n -3）×k} 

{4+ (4n-2）×k} 

{4+(4n-llXk} 

+ (4) 

+ (4 + k) 

+ (4+2k) 

+ (4+3k) 

．．．．．
．
 ＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

v 1J 
(Y Ji向l列11)
に対1;s

Y給

、、‘，，，，，

日
目羽

町

n

V
旬
応

AJ
f
 

41
も
F

Y
に

，，，a
．，、、

b) 

k = ( X2 -XI + 8) ¥8 

c）格納域イメージのバイトと対応ピットとの関係

ト，20ピ ッ
＆ 

om0<t>) 

2• ピ ッ
,n. 

1m1J<t>, 2..,.. (t) 
JlllJ ' 

・．．．．．

3..,.. (t) 
Jll JJ ' m

 

ト，2sピ ッ
,n. 

sm,/ '>, 

ト，26ピッ
./¥. 

6mu (f >, 

21ピッ
＆ 

= ( 1m,/'>, M,/ t I 

1 l～ k, 一一
～n, 1 当11/tl= 0または 1( s = 0～7, 
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グラフィック8108（八イレゾモード）

d）画面イメージのドットと格納域のバイトの対応

第5画面

( .e = l, 2, 3, 4 } 

・－－－－－， Vuo. 
6~ t (I) 
且1112 , 

V,9, 

7 tム U
ffi12‘巴’，

V,s, 

o~ t (I) 
11111 

V11. 
I~ t (I) 
11111 • 

・．．．．．V12. 

6~ t (I) 
且1111

v"' 
t 

7ロ11111'.
．．．．．． ， ．．．．．． 

e）各ドットのカラー表示

あるドットに対応する 4列のドット情報（Smij(I)，匂刊；＜2＞，匂n;;<3＞ ， 匂n；； ＜~ ＞）から，次

の式によって計算されるパレット番号が示す表示色で表示される．

P=Sm;jO> +2×Sm；』（2)+ 4×Sm；』（3)+8×Sm;; (4) 

画面モードがモノクロの場合

計画面イメージ

「画面モードがカラーの場合」と同じ

メモ I）上の格納域イメージ（バイト表現）b) 

+2 

x J.i1i1J y J;1i1J 
ドット：＇..＜m ド ッ ト ~n

Mt.I • M 1.2・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．． • M1.k 

M2.I • Mz.2・ ・・・・・・・・・・・・・・・．．． • M2.k 

Ml.I • Ml.2・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．． • MJ.k 

． ． ． ． ． ． 

l¥1n.I・M 札 2・ ・・・・・・・・・・・・.・・・・・ • Mnk 

+O 

+ (4) 

+ (4 + k) 

+ (4+ (n-l)k) 

+(4+2kl 

．．．．．． 

k = ( X2 -X 1 + 8) ¥ 8 

格納場イ メージのバイトと対応ピッ トとの関係

m
 

m
 

2m1J・3m1J・‘ロ1，』・smlJ・m
 

Mil= (7m1J, 

j=l～k) i= 1～n, 切11』＝Oまたは1(s=O～7, 

画面イメージのドットと格納域のバイトの対応

－・・・・・・・・
．．．．．． ， vl仙

8 t 
ffi121 

v,9, 
7 t 
ffi12, 

V,s, 
0 t 
mu, 

V11, 

I t 
mu・

・・．．．．V 12. 

8 t 
mu, 

Vu, 
t 

1m11, ．．．．．． ， ・．．．．．
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第1811 主要後種

INT 1DH 

AH=OCH 画面イメージの復帰［GPUT1] 困

AH=OCH 

DS=UCWのセグメントアドレス

'Y ／ ~ラメ ー タ リ スト

DS+ 10011 + 10211 +l~H +106H +H~H + IOA H + IOBH + IOC H + 10011 

fお納tA f符納tll
f』谷是納さ械の t品尚 I}'>- 守‘T パ，？x y オフセ ット セグ〆ン卜 モード .:l.{ rt 7ラウ〆 7号。：，

アドレス ベース f' I)ラー r＂ラー． 

f&i副領域

（~FHFFH) Jr. F閃 （室長）左上l.~嵯綴＜X.Y> 
σ） e X. YLiアクティブ両面

のビューポート内にな〈
てはいけない
x. y＇ま笠歎

｛セグメントベース） ． 、
アドレス

織 能 OOH OIH 

フォアグラウンドカ
m納~ ラー ・パックグラウ なし あ ’｝

ンドカラ－l肯定
fお納1或内初何l情事踏め IJltf.の モノ クロ
l尚!Iiiモード 画凶モー モードで

ドでぬう ぬう

fお納 モノクロモードで物納されている

4街同，fターンの（I(I)のド y ト を~ ．由

ぷすると きのパレット 寄号をt肯定
（∞日～OFH)

モノク ロモードで物納されている
、

J前同パターンの1'.¥(0)c7)ドットをぷ

ぷするときのパレット書号をt肯定
<OOH-OFH) 
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機能 ｜

IT－志J

第5i!量 グラフィック 8108（八イレゾモード）

描画モード

指定領域上の現在の描画パターンを Ao,

格納域の描画パターンを B,

格納域の描画パターンによって操作した指定領域上の描画パターンを ANとした

時，Aoに対して Bで OP操作を行った結果がANとすると，

Ao OP B→ AN 

画面モード（OOH～04H）は次のような操作を表わす．

鎗薗モード 線 作 鋭 明

OOH B →AN 

OlH B →AN 

02H A。＋B →AN 論理和

03H A。×B →AN 論理積

04H A。－B →AN 排他的総理和

格納域画面イメージの形式はj画面イメージの格納 AH=OBH」を参照のこと．

AH＝終了条件。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

指定格納域内の画面イメージを，指定の領域上に戻す．

描画領域左上点（X,Y），右下点（X+X方向ドット数一1,Y+Y方向ドット数－

1）はアクティプページの描画領域内になければならない．そうでないと，処理は

行われずエラーリターンする．

カラーモードにおける描画モードのそれぞれの操作は，各ド ットのパレット番号

を表現する 4ピットのピット列に対して，論理演算を行う．

フォアグラウンドカラー，パックグラウンドカラーの指定は画面モードがカラー

の時のみ意味をもっ．
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第l邸主要機種

INT 1DH 

AH=ODH 

OS+ 10011 

機能 ｜

描画領域 ｜ 

128 

日本語の描画［GPUT2] 

AH=ODH 

DS=UCWのセグメ ントア ドレス

Vパラ メータリスト

+ 102H + 10411 + 106H + 107H +JOSH + 109H 

日本紙 錨働 市ラー ヲt7 パγ7
x y 7予今ン 7ラウン

コード モード えイ ，チ ~ f/ラー ドカラー

術11li1胤it或J,:1・.1.1.1・：峨係

<X.Y> 
X. YC.i ~r< 

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

指定の日本語（JISコード）を，指定の領域上に描画する．

指定日本語が全角の場合…・・・ （X,Y）～（X +27, Y +29) 

指定日本語が半角の場合・…・・（X,Y）～（X + 13, Y +29) 

困

∞日～OFH
｝；.示する領峻内の文字パ

ターン以外の部分のパレ

ットll'i~；－を指定する

OOH～OFH 
J正示する文字バターンの

パレッ ト寄号を指定する

「5.13」参照＜OOH～OIH)

「5.13；参照（OOH～04H)

（制する日本経山一ド
（（以>OH～FFFFH)

上記領域はアクティプページ内の領域でなければならない．そうでないとエラー

リターンする．



INT 1DH 

AH=OEH 

DS+ 10011 

｜ 慌壁一

注芯 ｜

第5耳障 グラフィツク BIOS（ハイレゾモード）

画面イメージの移動［GROLL] 回

AH=OEH 

DS=UCWのセグメントアドレス

Vパラメータ リス ト

+ 10211 + 104H 

クリアフラグ

OOH：移動後の娩りの鍬械をパレット Oに設定する．

OlH；移動t去の娩りの鰍l.iをパy クグラウンドカラーに段違する．

{ 1.正治ド .. ，トr<(-1119～1119) 

l完治方向の移動ド ット放を術定する．

｛上下ド y ト数（ー恥9お｝
1二ド方向の移動ドットttを指定する．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

OSH：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

アクテ ィプ画面全体の画面イメ ージを，指定ドット数分上下または左右方向へ移

動する．

・描画情報移動後の残りの領域には，クリアフラグにしたがい，パレット番号Oま

たはパックグラウンドカラーの表示色が設定される．

・上下ドット数が正の場合にはよ方向，負の場合には下方向へ，左右ドット数が

正の場合には左方向，負の場合には右方向へ描画情報を移動する．

・左右方向への移動を行う場合，実際に移動するドット数は，その絶対値以下で

最も近い8の倍数分である．
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第l部主要機福

一U
H

4
一F

町
一

o
h

一一一
小
一

H一A
指定ドットのパレット番号の取得［GPOINT2］困

機 能 ｜

130 

AH=OFH 

DS=UC、vのセグメントアドレス

'Y ／~ラメータリスト

OS+ ¥OOH + HYlH 

x y 

パレット需号を求めるドットの座標CX.Y)

X.Yは’~ttf1瓜

AH＝終了条件

。OH：正常終了

OSH：不正呼び出し

AL＝指定されたドットのパレヅト番号

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

ALの値
1広．

内
戸畠 圃晶

容－． 

FFH 指定座擦がアクティプ画面のビューポート以外

OOH～OFH 
画面モードがカラーの場合・

指定座標のパレット番号を示す．

OOHまたは OlH
画面モー ドがモノクロの場合：

OOH－黒， OlH一白

注：モノクロ時のパレット格号には．設定された表示が与えられているが，

未定時は，OがOOOH.lがFFFHになる．

指定座標のドットのパレット番号を取得する．



第5歳グラフイツク8108（八イレゾモード）

INT 1DH 

AH=10H 表示領域の設定［GSCROLL] 困

AH=lOH 

DS=UCWのセグメントアドレス

OS: IOOH～DS: IOIH ＝表示開始Y座標（0～186)

AH＝終了条件。OH：正常終了

OSH：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

機能 ｜ 表示対象とする描画メモリ領域を設定する．

INT 1DH 

AH=11H グラフィック画面の表示開始［GSTART] 回

「五瓦「

AH=IIH 

DS=UCWのセグメントアドレス

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

グラフィック画面のCRTへの表示を開始する．テキスト画面の表示状態とは独

立して機能する．
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第l音S 主要領量樋

INT 1DH 

AH=12H 
ク‘ラフィック画面の表示停止［GSTOP] 回

｜ 機能 ｜

AH=l21-I 

DS=UCWのセグメ ントアドレス

AH＝終了条件

。01-1：正常終了

05H：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

グラフィック画面のCRTへの表示を停止する．テキスト画面の表示状態とは独

立して機能する．

uH 

H
一
3

D
一1

h

一一一
刷
一

HA
 

グラフィックBIOSの終了［GTERM] 困

機能 ｜
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AH=l3H 

DS=UCWのセグメントアドレス

、

AH＝終了条件

OOH：正常終了

051-I：不正呼び出し

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

グラフィック BIOSの使用を終了する．



第

クラフLIO

グラフLIO概説

拡張グラフィック機能（4096色中 16色モード，GRCG/EGCを利用した高速描画等）はグラフ LIOに

よりサポートされるが，機種や動作状況によりサポートされない場合があるので注意すること．グラフ

LIOは， ノーマルモードでしか利用できない．

・グラフし10の機能一覧

割り込みコード

(Naa-BAS応＞I 

OAOH 
OAlH 
OA2H 

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
 

3

4

5

6

7
8
9
A
B
C
D
E
F
E
 

凶

山

山

山

山

仇

仇

九

A
A
A
削

A

c

r
t
r
k
p
L
n
L
nlu
れ

U
n
U
A
U
A
υ
凸

υ
n
U
AU
A
U
A
U

• • 
(GINIT) 
(GSCREEN) 
(GVIEW) 

(GCOLOR 1) 

グラフ LIOの初lUI化
モード設定

俗画領域の指定

フ才アグラウンドカラー．

パγ クグラウンドカラーの指定

パレ γ ト番号と淡ぷ色の対応 (GCOLOR 2) 
猫画領域のクリア (GCLS) 
ドットの容さ込み (GPSET) 
直線，矩形の術画 (GLINE) 
円．絡円の俗画 (GCIRCLE) 
指定色による檎りつぶし (GPAINT 1) 
タイル，， ~ ターンによる塗りつぶし（GPAINT 2) 
画面イ メージの絡納 (GGET) 
画面イ メージの復帰 (GPUTl) 
日本語の俗画 (GPUT 2) 
画面イ メージの移動 (GROLL) 
指定ドットのパレット祷号の取得 （GPOINT2) 
画面イ メージの展開 (GCOPY) 

住 ：MS-DOS.CP/M-86上などでグラフ LIOを使用する際＇ j.. この袋に

必ける割り込みコードをユーザーの賛任に必いて割り込みベクタにセ

ットしなければならない
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第1部主要織種

グラフLIOの用途

グラフ LIOはNss-BASICのグラフィック機能を実現しているモジューJレであり，グラフ LIOを呼び

出すことにより， CP/M-86,MシDOS，または Nss-BASICシステム上の機械語プログラムからグラ

フィック機能が使用できるようになる．

諭理上の位置付け

グラフィック BIOSおよびテキスト BIOSはCRT関係ハードウェアを直接に制御し，より上位のプ

ログラムから使用しやすくするためにある．グラフ LIOはこれらの BIOSを利用して，より論理的なグ

ラフィック処理機能の使用を可能にする．

グラフ LIOは用途に示したように，より上位の機械語プログラムによって使用される．

機持続プログラム

。
LIO 

。
BIOS 

。
｜ ハードウエア（~~M) I 

実際の位置付け

グラフ LIOはROM上に存在する．

・N出”BASICインタープリタ

・ CP /M-86. i\1S-DOS上のプログラム~ J二位プログラム

・ 1.C:H1プログラム

－グラフィックBIOS
．テキストBIOS

・ 192KバイトのG-VRAM
• 2つめグラフィックディスプレイコントローラ＜G以：）

．表示事lj御のための外付機能

漢字ROM.パレットレジスタ

注 ：PC-9801/UではG-VRAMは96Kバイト.PC-9801 UVて・は256Kバイト

グラフ LIOは17種のコマンドからできており，グラフ LIOのlつ lつのコマンドは割り込みベクタ

を介して呼び出される．

グラフ LIOのコマンドに対するエントリポイントは，システムテープルとして，グラフ LIOモジュー

／レの特定エリアに格納されている．上位プログラムがグラフ LIOを使用する場合は，まずこのエントリ

テープルの内容を，使用する割り込みベクタに設定する必要がある グラフ LIOコマン ドのエントリポ

イントテープルは，次の形式でアドレス F9900H番地からの ROM上に格納されている．
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第s• グラフし10

エントリ歎

F9筑>OH
+O 

+4 

1' 1 ／ ／ ／ 
AO 。。

I 

Al 。。
． 

A2 。。
a‘ 

A3 。。
’ 

A4 。。
A5 。。
A6 。。

． 

A7 。。
量

AB 00 
’ 

A9 。。
AA 00 

AB 。。
AC 。。

． 

AD 。。
AE 。。
AF 。。

• 
CE 。。
。。 。。

4・ー
I 

GINITコマンド

+8 GSCREENコマンド

+ 12 GVIE¥Vコマンド

+ 16 GCOLORIコマンド

+20 GCOLOR2コマンド

+24 GCLSコマンド

＋お GPSE1＇コマンド

+32 GLINEコマンド

+36 GCIRCLEコマンド

+40 GP AI NT Iコ？ン ド

+44 GPAIN1'2コマンド

+48 GGETコマンド

+52 GPUTlコマンド

+56 GPUT2コマンド

＋印 GROLLコマンド

i I: I：作コ？ン ドのエント リポイントのセグメントベ

ースC;t,F9叙>OH（セグメントレジスタへの術納

似I;t円伺H)

+64 GPOINT2コマンド

+68 GCOPYコマンド
i主2・N88-BASICシステムでの曹Jjリ込みベク タ喬匂－';t 

AO～AF.CEを （~fll

+70 I o o I o o I －＋一一 GRAPHBIO 

の
ス

ト
レ

・
／
に
’

イ
ア

ポ
ト

ト
セ

ン
フ

エ
オ

）
明の

4勾，，＋
 

・グラフLIOの機能概要

図形描画機能（蹟理座標系よの処理）

論理座標系（－32768～32767までの整数を使用した X,Y座標系）で表現した直線，矩形，梢円，領域の

塗りつぶし，点等の図形を描く機能．

表示制御繊能（表示画面の制御，褒示制御）

ディスプレイ装置に実際に表示するためのG-VRAM上の画面領域（プレーンとも呼ぶ）制御，すなわ

ち，画面合成，画面モード（色表示，解像度）にしたがって表示画面を制御する．

描画領婿制御機能（アクティMブ画面上の処理）

G-VRAM上の図形等を描画する領域（ビューポートと呼ぶ）に対する制御を行う機能．

画面情報の週避．復旧制御

画面情報をメモリ上の別領岐に絡納したり，そこから戻したりする機能．
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第l&B 主要機鍾

•ii主張グラフィック機能のサポート範囲

本体のディップスイッ チSWl-8がONの状態でシステムが起動された場合，拡張グラフイツクモー

ドとなる．

拡張グラフィッ クモードは，基本グラフィックモードと比較して次の2点が異なる．

• GRCG(EGC）を使用するため，描画が高速に行われる．

・4096色中 16色， 4096色中8色の中間色表示が可能．

グラフ LIOは拡張グラフイツク機能をサポートしているが，以下の機種や動作状況では拡張グラ

フィッ ク機能はサポート されない．

• PC-9801/E/Fl, 2, 3/M2, 3 

・PC幽 9801U2/VF2/VMO,2, 4/VXO, 2, 4 

PC-9801VXOl/21/41のμPD70116CPU動作時および80286CPU8MHz動作時

(Nsa・日本語BASIC(86）のみでサポー トされる）

注憲 ：中間色表示を行うためには．アナログ RGBディスプレイが必要である．

PC-9801 U2/VF2/VMO. 2. 4では＇16色表示機能はオプションである．

・グラフLIO使用上の概念

画面モード

グラフ LIOにおいては，解像度，色の有無により，次図のような 4つのモードが存在する．

これらは場合により，解像度または色表示のどちらかの観点からだけで区分する場合もある．

色表示
ず注 】 " " 

モノクロ
1昼、、 f I ·~ ＜】司

• ;i元 カラー aJ 第..
領 準 グラフィ ックモード カラーグラフィックモード

専用高解像度 専用高解像度ディスプレイ モード 専用高解像度カラーディスプレイモード

グラフ画面

グラフ画面は，ょに述べたモー ドにより，使用できる画面数が異なる．

グラフィックモード
カラーグラフィック 専用畠.・. 専用高m・.カラー

モー ド ディスプレイモード ディスプレイモード

画面数
( 2組の4画面）を2 ( 2組め l画面）を2 ( 1組の 4画面）を2対 ( 1組の l画面）を2対
対→16画商 対→4画面 →8画面 → 2画面

合成 まEのゅの合成可 合成不可 組の中の合成可 合成不可

注： PC-9801/U2の峨合は1;tサ
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アクティブ画面とディスプレイ画面

アクティプ画面とは描画する対象の画面のことで，画面番号で指定する．

ディスプレイ画面はディスプレイ装置に表示する画面のことで，単一画面または合成画面を識別コー

ドによって指定する．

し10蹟理座棟系

-32768～32767内の整数値をとる x,y座標系で論理的な図形描画を行う．

実際に描画が行われ，表示が可能なのは次図にあるアクティプ画面内である．

(-3幻槌｝

アクティブ嗣而

パレットモード

グラフィック画面の色指定のモードを指定する．

0 : 8色中8色モード

1 : 4096色中8色モード

2 : 4096色中 16色モード

y 

(-32768) 

(0. 0) 

(3幻67)

パレットモードの指定は，拡張グラフィックモード時のみ可能．

(32767) 
x 

（日9,199) （綴徽｝

(639.399) （専用百五解像度｝

基本グラフィックモードでは， 8色中8色モードしか使用できないため，指定は省略する．

PC-9801 U2/VF2/VMO, 2, 4で16色表示オプションを実装していない場合，4096色中 16色モー

ドを指定するとエラーとなる．

カラー指定

図形描画におけるカラー指定はパレット番号と呼ぶ論理的な色で行う．パレット番号は，0(8色モード

時）から 7(16色モード時はOから F）までの正整数で表現する．パレット番号は4画面のピット状態で表

現される．

モノクロディスプレイへの表示はパレット番号がOならば黒，O以外であれば白として扱われる．モノ

クロモードの表示は 1画面のピット状態で黒，白が表現される．

ビューポート

論理座標系のアクティプ画面内の描画領域のことを示す．実際の描画機能はビューポート内にのみ反

映され，ビューポートが指定されていない場合は，アクティプ画面全体を描画領域とする．
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・グラフ LIO使用のための準備

ワークエリア （UCW)

グラフ LIOを使用するためには，各コマンドで使用するワークエリアを確保する必要がある．このエ

リアは，ユーザーの貸任において GCOPYコマンド以外は 1200Hバイト，GCOPYコマンド使用時は

1400Hパイト確保する必要がある．なお，ユーザーは直接このエリアを使用することはできない．

このワークエリアはグラフ LIOコマンド呼び出し時に DSレジスタで指定する．すなわち，データセ

グメントに位置づけられ，しかもデータセグメント上の相対O番地からとられる．

郎 ． 
グラフLIO グラフLIO GCOPYf11 

Ai;倣im域 共通作業域 米能川I或 倒別作業域 よ使JII 1後 作業減
128＇＇イト 512バイト 128バイト

+O +6~)1 1 +6AOH +IαJOI! +l~H +1380H + 1400H 将＇＇1アドレ

i I：：未使JfJtJRを織紙』Itプログラムて・似ITIすることは”f(1彪であるが．そのゆ合には．
1也の領域への・r・i渉以起こらないようにする必要がある．

スタックエリア

グラフ LIOを使用するためには，スタックエリアとして約 128バイトのエリアを確保する必要があ

る．

グラフ LIO内でのスタック情報のために使則するとともに，グラフ LIOからグラフィック BIOSま

たはテキスト BIOSを使用するために，それぞれの BIOSで使用するスタックエリアを合わせた大きさ

のエリアが必要である．

このスタックエリアはグラフ LIOコマンド呼び出し時に SS:SPレジスタで指定する．

SS 

グラフ LIO固有 グラフィックBIOS テキスト BIOS
(64バイト） (30バイト｝ （約32バイト）

f
！
？
 

割り込みベクタの位定

グラフ LIOモジューJレの先頭には各コマンドのエントリ ポイントのテープルがある．グラフ LIOを

使用する際には，利用に先だってこの値を割り込みベクタのオフセットアドレス として設定しておかな

ければならない．セグメントベースは F990Hである．

なお，CP/M-86や MS-DOS上で使用する場合には，割り込みベクタが未使用である ことを確認した

上で，エントリポイントテープルの ID情報が，割り込みベクタ番号に対応するようにベクタの値を設定

することが必要である．

以下の LIOコマンドの説明で示している内部割り込みコードは， Nga-BASICシステムの場合を示し

ている．

CP/M-86や MシDOSよで使用する場合に，割り込みベクタを他の目的に使用する割り込みベクタ

と同一にすることもありえる．この場合には，割り込みベクタの設定を行う前に旧割り込みベクタを退

避し，使用後には旧割り込みベクタを復旧しておくことが必要である．
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内部割り込みコードOC5Hに対応する割り込み処理ルーチンの作成と登録

グラフ LIOでは，比較的時間がかかる描画処理を行っている場合に，描画処理の途中での中断を可能

とするために，一定処理ごとに，OCSHの内部割り込みによる剤り込み処理ルーチンをコーJレしている．

ここでは，中断した時の描画情報の退避や，匡司キーが押下された時の摘画情報の扱いなどに対して，

LIO使用者が必要に応じた対応ができるようになっている．そのため，割り込みベクタ番号OCSHの割

り込みベクタの内容は，対応する割り込み処理Jレーチンのエントリポイントを指すように設定する必要

がある．

割り込み処理lレーチン作成にあたっては，次の点に注意をすること．

・グラフ LIOルーチンで使用しているレジスタを保証する．

・2ドルーチンから再びグラフ LIO1レーチンを呼び出してはならない．

．グラフ LIOで使用する作業域を保証する．

・グラフ LIOで使用するハードウェアおよびソフトウェア制御上のリソースの状態を変更させては

いけない（G得 VRAM,G-GDC，グラフイツク BIOSルーチン等）．

なお，このルーチンは， IRETのみであってもよい．

この内部割り込みコード OCSH に対応する割り込み処理ルーチンは，~キー押下をチェックす
るために使用することができる．

以下に，~キー押下をチェックするための方法を図示する．

ベクタ ~分配SH ベクタ寄り倒H

STOPキ－.fl!lドチェ γ クルーチン STOP書lJリ込み処甥ルーチン

STOP_FLAGチェック く亙〉 STOP_FLAG ~ 
STOP_FLAGセット

STOP_FLAGクリア
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［コーディング例］

'Y STOP割り込み処理ルーチン

PUSH DS 

MOV DS, CS : DS_ TBL・・・DS← DATASEGMENT 

MOV STOP_FLAG, 1 

POP DS 

IRET 

・ DS_TBLにはプログラムのデータセグメントのベースアドレスを設定しておく．

• STOP _FLAG lこは~キ一割り込みが起こ ったことを示す制御情報を格納する．

－.§司キー押下チェックルーチン

PUSH DS 

MOV DS, CS : DS_ TBL 

CMP STOP_FLAG, 0 

JE NNN 

JMP YYY 

NNN :POP DS ・・・・H ・－－…STOPキーは押下されていない

IRET 

YYY: ……...・ H ・－－……………STOPキーが押下されている

MOV STOP_FLAG, 0 
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・使用方法

初期段定

．「グラフ LIOの初期化割り込みコード ＝OAOH」コマンドを呼び出す．

まず，グラフ LIOを使用するにあたって．各種リソースの初期化を行うために，「グラフ LIOの初

期化Jを実行する．

• DSはグラフ LIOワークエリアの先頭を相対アドレス Oとして設定する．

・SS: SPはグラフ LIOスタックエリアを設定するために使用する．

グラフし10コマンドの呼び出し方法

• DSは「グラフ LIOの初期化」で指定した DSと同じ値を使用する．

・パラメータリストはデータセグメント CDSによって示された領域）内に作成する．

．パラメータリストの先頭オフセットアドレスは BXで示す．

・スタックアドレスを SS:SPで設定する．

－内部割り込みによってコマンドを呼び出す（IN1＇命令） ．

注憲： グラフ LIOコマンド処理中は八一ドウエア割り込みが可能な状態になっている．
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グラフし10コマンド

割り込みコード

OAOH 

「亙二亙］
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グラフし10の初期化［GINIT]

割り込みコー ド＝OAOH

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

AH＝終了条件。OH：正常終了

保証されるレジスタは DS,SS, SPのみ

グラフ LIOの初期化を行う．

圃

グラフ LIOを使用する場合には，必ず最初にこのコマンドを実行する必要があ

る．このコマンドを実行することによって，以下のように設定される．

－画面モー ドはカラーグラフィックモード．

・アクティプ画面（描画対象となる領域，ページとも呼ぶ）は0.

・ディスプレイ画面（表示モードにしたがって表示される領域）は 1.

．パレットモードは0(8色中8色モード）．

・パレット番号は表示色コード（0～7がそれぞれ，黒，脅，赤，紫，緑，水色，賞，

白に対応）の色に対応．

－アク ティプ画面全体は初期状態．

・フォアグラウ ンドカ ラーはパレット番号 7.

・パックグラウンドカラーはパレット番号0.

．ボーダーカラーはパレット番号 0.

・表示モードは0(640×200).

・表示スイッチは0（グラフ ィック表示有，普通描画）．ただし，PC-9801UV2で

は，表示スイ ッチ 1（グラフィック表示有，高速描画）となる．

本コマ ンドの実行後，各パレットレジスタ は次のように初期化される．



第6章グラフ LIO

8色中8色モード

パレット香号 書展示色コード

。 0 （黒 ）

1 1 （管 ）

2 2 （赤）

3 3 （業 ）

4 4 （縁 ）

5 5 （水色）

6 6 （策 ）

7 7 （白 ）

4096色中 8色モード

パレット番号 表示色コード

。 000 （県 ）

OOF （脊 ）

2 OFO （赤 ）

3 OFF （業 ）

4 FOO （緑 ）

5 FOF （水色）

6 FFO （貧 ）

7 FFF （白 ）

4096色中 16色モード

パレット番号 表示色コード パレット司書号 表示色コード

。 000 （黒 ） 8 777 灰

1 OOF （管 ） 9 OOA （暗い背）

2 OFO （赤 ） 10 OAO （時い赤）

3 OFF （然 ） 11 OAA （暗い紫）

4 FOO （緑 ） 12 AOO （暗い繰）

5 FOF （水色） 13 AOA （暗い水色）

6 FFO （賞 ） 14 AAO （暗い貧 ）

7 FFF （白 ） 15 AAA （暗い白 ）
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割り込みコード

OA1H モード設定［GSCREEN] 圃

；~ラメ

ータ値

OOH 

OlH 

02H 

03H 

FFH 

割り込みコード＝OAll-I

OS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

Vパラメータリスト

+O +I +2 +3 +4 

陶磁モード
nli11f1iスイッチ アクティブ州l耐

ディスプレイ
（滋；1~ モ ー ド｝ i阿i 前． 

BX J 

画面モード
画面 <H:3> 

スイ ッチ

カラーグラフィック グラフィックヨ~If-有 Cit:2) 
モード ρi速容き込みしない

グラフ ィッ ク表示平i
グラフィ y クモー ド

j¥lj迎合き込み

専用部解像度 グラフィ γ ク表示無

ディスプレイモード t:iill!@fき込みしない
Cit:4l 

.¥'I Jtt r.:1解像度カラー グラフィ γ ク表示無 注 l
ディスプレイモー ド おill!，き込み

注2

今までのモード 今までのモード 注3

Hl'.I) 

OOH-IFH：ディスプレイ曲面

の$~；－ 

FFH ('fi園高形）：両面モードに変

更がない場合c：.今までのデ

ィスプレイ雇局面を引き継ぐ．

両両モードに変更がある場合

はデ ィスプレイ前面を lとす

る．

プ働!iiiの得号

ドに変ll!がない場合は．今までの

継ぐ• JI同n'riモー ドに変誕がある

1ili1耐を Oとする．

OFH 

05H 

強グラフィ γ クモード選択時．

う．そのため．繭薗スイ γチの

選択は意味を持たない．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

#: 4 : PC・9801/E/Fl,2,3/M2,3でCi，凶ii商スイγ チに02H
を指定した場合．潟i業種Fき込みを行う．

05H：不正呼び出し（処理しない）

保証されるレジスタはOS,SS, SPのみ．

「時 －lifl 画面モード，画面スイッチ，アクティプ画面，ディ スプレイ画面を設定する．

本コマン ドによって，描画領域はアクティプ画面全体となる．

｜ 注意 1
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J＼ラメ竺竺空里」 画面モード

画面モードは次の4種類がある．

~＇ラメ ータ 画面モード名称 分解能 色
酋菌数（ti:)

使用袋置
8色モード 16色モード

OOH カラーグラフイ ック 640×200 カラー 2×2 .r.t 2×2 t・t 微妙ー ・ •.＇i-1丹向島平i創立

OIH モノクログラ7ィッ7 640×200 モノクロ 6×2 :t・t 8×2 t-t 伊l J ・. 

02H 市i鱗（象モノクロ 640×400 モノクロ 3×2 t-t 4×2 :t-t \•i-11 J尚解（創立

03H 向島平i創立カラー 640×400 カラー l×2 t-t l×2 .t-t ！日l

FFH 省略．今まて’の1t!lilfli モードを •jI継ぐ

訂：： PC-9801/U2の場合は l対

画面スイッチ

，，ラメータ グラフィック画面の表示有無 高速鎗薗有無

OOH グラフィック画面表示 有 普通俗画 ・高速tiii画然

OIH グフフィ y ク画面表示宥 高逮捕画 有

02H グラフィック画面表示無 普通俗jilij.出iさ術劇無rll 

03H グラフイック画商表示 無 高速綴画 有

FFH 省略．今までの画面スイッチの状態を引継ぐ

rt : PC-980l/E/Fl,2,3/M2,3で！i, I珂孤スイ yチに 02Hを桁定した場合，高速轡き込みを行う．

アクティブ画面

『 パラメータ指定範囲
，， 

画面 モード G-VRAM使用法
PC-鑓01/U28色モード 18色モード

カラーグラフィ y クモー ド O～ l 0～ 3 O～ 3 G-VRAMを2つに分別して使用

グラフィ ックモー ド 。～ 5 O～l I O～15 G-VRAMを6(8）つに分割して使用

•.'i-IH 向解像度ディスプレイモード O～ 2 O～ 5 O～ 7 G-VRAMを3(4）つに分割して俊則

•.Ji. lf.l ;P.j ~年｛創立カラー
。 O～ l O～ l G-VRAMすべてを使問

ディスプレイモード

、
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146 

ディスプレイ画面

注憲： PC-9801/U2については 16以上の値は指定できない．

a）基本グラフィックモード時

薗 薗 司E ー ド
＂~ラメータ

カラーグラフィ ック モノクログラフィ ック 高解像度モノクロ

。 全l判的i公，，，しない 金i画面表示しない 全両面表示しない

l剖栃 lのみ表；1; 画面 lのみ滋示 副面 lのみ表示

2 l車i凶i2のみ表示 画面2のみ袋ぷ i制面 2のみ必'1~

3 × 極j耐 I. 2 を合成淡71~ l自jI挺I, 2を合成過（:;f,

4 × 偽jifjj 3のみ表示 前iiTrl3のみ表示

5 × 画面jI , 3をf.'-IOC~ ;f; 画面i1 . 3を合成必iJ;

6 × 画蘭2.3 を合J&~，1; 直it創2.3を合成公，I;

7 × i画面 I• 2 . 3 を合成~ぷ l曲i耐 I. 2. 3を介氏炎d;

8 全曲i匝j表示しない 会i劃商淡示しない 全面図表示しない

9 × 両而4のみ者ぷ × 

10 × 画面ii5 のみ＆11~ × 

11 × 画耐4.5 を合成災~，； × 

12 × 画j甑6のみ炎，』Z × 

13 x i画i而 4.6を合成公ポ × 

14 × l断耐5.6を合成岩崎ぷ × 

15 × 画面4.5. 6を合成必示 × 

16 会l鉛illiぷ，，；しない 全面i砺炎示しない 企画面表ポしない

17 l曲i凶i3のみぷ；，； 画耐？のみ~ぷ 副首i4のみ表示

18 前i前:i4のみ淡示 図面8のみ辺見示 削節5のみ表示

19 × 画関7.8 ~ど合成表示 画面4.5を合成表示

20 x 画面9のみ＆示 画面6のみ表示

21 × 画面7• 9を合成＆ぷ 画面4.6を合成表示

22 × 画面8.9を合成公示 画面5.6を合成滋ポ

23 × 画面 7 . 8.9~合成袋示 画面4.5. 6を合成袋ポ

24 会凶i刷泌がしない 会随j曲i表示しない 会画面i~提示しない

25 × 画面10のみ袋ポ × 

26 × 画面Uのをみ淡；1( × 

27 × 副而iil 0, I 1を合成滋ぷ × 

28 × 耐前12のみ淡ポ × 

29 × 願面10.12を合成公示 × 

30 × 甑面1l. 12を合成表示 × 

31 × 画面10,11. 12を合成表示 × 

E‘’R・..カラー
金i顔面表示しない

画面 lのみ表示

× 

× 

× 

× 

× 

x 

会画面表示しない

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

企画面表示しない

側面2のみ表示

× 

× 

× 

× 

× 

× 

会画面表示しない

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 
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b）拡張グラフィックモード時

" 薗 面 モ ド一，ミラメータ
カラーグラフィ ック モノクログラフィ ック 高解像度毛ノクロ 高解像度カラー

。 会副而淡示しない 全面面後示しない 会岡市i表示しない 会副面淡示しない

倒防 lのみ表示 l面前 lのみを表示 闘函iiIのみ表示 画蘭 1のみ表示

2 阿同2のみ表示 画商2のみ表示 I副百ll2のみ表;f, × 

3 × 耐昂JI . 2を合成表示 闘部 1. 2を合成表示 × 

4 × 画面ii3のみ若返示 画弱3のみ表示 × 

5 × 脳rn11. 3を合成淡示 脳illil.3を合成表ボ × 

6 × 画面2.3を合成表示 画illi2.3を合成淡示 x 

7 × 画面 I, 2. 3を合成淡示 前而 I• 2 . 3を合成表示 × 

8 × 画面ii4のみま1(7)ミ 闘蘭4のみ袋示 × 

9 × 断面 I, 4を合成表示 画部 I, 4を合成表示 x 

10 x 岡部2.4を合成淡if; 面前2.4を合成衣示 x 

11 × 画孤 1. 2 • 4を合成表示 i函耐 I. 2 . 4を合成':/ft.ポ 主〈

12 × 同孤 3.4を合成表示 溺而3.4を合成表示 × 

13 × 副頭 1• 3. 4を合成表示 画耐 1. 3. 4を合成滋示 × 

14 × 両断2. 3. 4を合成表示 画街2.3' 4を合成袋ポ × 

15 × 画面i1. 2. 3. 4を合成若返ポ 菌l耐 1.2. 3. 4を合成表示 × 

16 金画面表示しない 企画面表示しない 会商而i表示しない 企画面i表示しない

17 × 画面5のみ淡示 × × 

18 × 画蘭6のみ表示 × × 

19 × 樹蘭5.6を合成表示 × × 

20 × 樹面7のみ表示 × × 

21 × 雨前5.7を合成淡示 × × 

22 × 蘭蘭6.7を合成表示 × × 

23 × 繭而5.6. 7を合成表示 × × 

24 × 岡商8のみ表示 × × 

25 × 画商5.8を合成表示 × × 

26 × 画面6.8を合成袋示 × × 

27 × 脳lfi15.6. 8を合成岩崎示 × × 

28 × 画ml1. sを令成・2量不 × × 

29 × i弱而5.7. 8を合成淡示 × × 

30 × 両耐i6.7.8を合成表示 × x 

31 × 画i耐 5.6. 7. 8を合成表示 × × 

32 会億i扇I表示しない 会副碕l表示しない 会l面撤i表示しない 全極l蘭荻示しない

33 通i耐3のみ表示 画師9のみ淡示 i面部5のみ表示 画面2のみ表示

34 副断4のみ表示 両蘭10のみ表示 画面6のみ袋示 × 

35 × 画関9.10を合成淡示 画面5,6を合成表示 × 

36 × i副首illのみ表示 邸前7のみ表示 × 
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ー且 ,. ' 
, ~ . 

画 面 モ ドー
＂~ラメータ

カラーグラフイック モノクログラフィ ック 高解像度モノクロ 高解像度カラー

37 × 断面9.11を介成治的1 直通商5.7を合成表ぷ × 

38 × 副面ilO.I lを合成＇$＜.11; i磁耐6.7を合成＇$＜.iJ; × 

39 x B事i凶i9 , I 0, I lを合成災ぷ 情i凶i5.6. 7を合成ぷぷ × 

40 × 雨前j12のみJ<,j; 樹泊.8のみ表ぷ × 

41 x 断的i9 ' 12.合成ぷ，J; 画面5.8を介lk..&11; × 

42 × 画耐10.12を合成ぷぷ 樹凶i6' 8を介成J:<,J; × 

43 × l両面i9.10.12会合成ぷぷ ｛利品，i5,6.8を合成$＜11; × 

44 × 画耐lI. 12を合成J:<1); 悩必i7' 8を合成J:<;1; × 

45 × 面白i9,ll.12を合成$＜11; 同l(ti5 ' 7 • 8を合成$＜11; × 

46 × 画面10.11. 12を合成2<ポ l剤耐6'7. 8を合成J:<ぷ × 

47 × 画面9' 1 o. 12を合l友ぷぷ 両面j5. 6. 7, 8を｛"i'lk.J:<ぷ x 

48 全曲i油Iぷぶしない 画耐9.1 o. 11. 13を合成ぷぷ 全i創極jJ,(ポしない 会則的i:&1J；しない

49 x 金il!i凶i炎；1；しない × × 

50 × i暫耐13のみ炎，兵 × × 

51 × 州政i14のみJ:<,J; × × 

52 × 商店Ii13. 14を介l皮ぷ，J; × × 

53 × 画面15のみJ:<,1; × × 

54 × 極i泊i13. 15を合成$＜11ミ × × 

55 × 両政i13. 14. 15を合成公示 x × 

56 x 画面16のみぷポ × × 

57 × 画面13.16を介成J:<.;1"; x × 

58 × 面白il4,16を合成A何日 × × 

59 × 的i耐il3,14, 16を合成淡，J; × × 

60 × 側面15,16を合成淡ポ × × 

61 × 画面13.14, 15. 16を合成表示 x × 

62 × 画面14,15. 16を合成淡ポ × × 

63 × 画面13.14, 15. 16を合員覧表示 x × 

148 



割り込みコード

OA2H 

+O 

BXjJ 

第61!量グラフし10

錨画領繊の指定［GVIEW] 圃

割り込みコード＝02AH

OS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントア ドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

Vパラメータリスト

+2 +4 +6 

XI YI X2 

+8 +10 

Y2 1領泊色｜嶋容色

ビューポートの外粋をliii＜色を指定

OOH -0711 (OFI I)：術定Jル γ ト按サ

FFH：外枠をtおかない

ビューポー ト内を倹つつぶす色合指定

OOH～07H (OFH）： 指定ノぐレ γ ト番号

FFH ：検りつぶしを~rわない．

ビューポートのイiドY峨標（盤ttfi瓜｝

ピニLーポートのイ｛ドX＊.繰（野ttfili)

ビューポートのJr.t ·• y I'll.繰（型車ttfilO

ビューポートの／ふl:. X~.糠（鐙歓fill)

j主： x 1くX2.Y IくY2の関係をもつこと．

機能 ｜

<X 1 . Y 1). (X2. Y2）はアクティプ尚尚 l：の賂様であること．

AH＝終了条件

。OH：正常終了

OSH：不正呼び出し

保証されるレジスタはDS,SS, SPのみ．

アクティプ画面内の描画領域（ビューポート）を指定する．またビューポート内の

塗りつぶし，外枠の描画を行う．

このコマンドの実行によって，アクティプ画面への図形描画は，ビューポート内

にのみ反映されるようになる．

< O. Ol 
x 

(Xl.Yll 

V ie¥¥r 

<X2. Y2l 

y 
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第100 主要ぬ樋

座標系 ｜ 

150 

論理座棟系

X 軸 ー32768~五X壬32767

Y軸 -32768~五 Y孟32767 の整数値で袋現

アクティブ画面領域

o ~五X 三五 639

o~五 y ~玉 199 または 399

実際に描画が行われ，表示が可能な領域はアクティプ画面内である．

/1~1J 、＜ － 32768)

/1~ ’l、（ -32768) 

<O.Ol 

アクティプ州'iiii

I北大（32767)
y 

/1 ~人・＜：32767)
x 

<639.凶9)

｛日9.3伺）

、



割り込みコード

OA3H 

+O 

第6• グラフし10

フォアグラウンドカラー，
バックグラウンドカラーの指定［GCOLOR1] 困

割り込みコー ド＝OA3H

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフLIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメ ータリストの先頭オフセットアドレス

Vパラメータリスト

+ 1 +2 +3 +4 +5 

J長倣！JO
パックグラウ｜ボーダー

ンドカラー ｜ カラー（jf:)
フすアグラウ ｜パレ ットモード
ンドカラー

BX 指定する色をパレ γ ト得分で与える

OOH～07H(OFH）・ ，マレ y トf昏匁－

FFH：今までの色を引き継ぐ

f持~する色を表示色コー ドで与える

OOH-07H (OFH）： 必示色コー ド

FFH：今までの色を引き継ぐ

注； ：噂Illρi解像度ディスプレイの励会l;t;f,にOOHとして扱われる． パレ γ トモー ド

~ 堅一」

AH＝終了条件

。OH：正常終了

保証されるレジス タはDS,SS, SPのみ．

0 : 8色中8色モー ド

I : 4096色中8色モード

2 : 4096色中16色モー ド

ノfックグラウンドカラー，ボーダーカラー，フォアグラウンドカラー，ノマレット

モードを指定する．

ノfックグラウンドカラーとは，グラフィック画面の地の色のことで，このコマン

ド実行後「描画領域のクリア 割り込みコード＝OA5H；によって画面をクリアす

ると，この色によって画面が塗り変えられる．また，以後「ドットの曹き込み 割

り込みコー ド＝OA6H；を色指定なしで実行すると，この色が採用される．

ボーダーカラーとは，グラフ LIOが制御可能なディスプレイ画面の外側の色のこ

とである．ただし，専用高解像度ディスプレイ接続時は意味がない．

フォアグラウンドカラーと は，図形描画においてパレット番号省略時に使用され

る色のことである．

パレットモードは，色指定のモードを指示するもので，拡張グラフィックモード

時にのみ必要である．

151 



主要級種第1ffiJ 

困パレット番号と表示色の対応［GCOLOR2] 
割り込みコード

OA4H 

割り込みコード ＝OA4l-i

OS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタッ クエリアのアド レス

BX＝パラメータリスト の先頭オフセットアドレス

'Y I~ラメータ I） スト

8色中8色モード

パラメータリスト

+O +2 + I 

滋ぷ色コー ド
(00J-I-07H) 

パレ y ト俳句・
(OOH-07H) 

BX 

4096色中 16色モー ド

I x I x I×I x I×lclRI 

4096色中8色，

，マラ ノータ リスト

+3 +2 令 1+O 

ぷJ示色コード
（似削H～OFFFJ-1)

パレ ット係り－

OOH-07H : 4α泌色中8色モード

OOH-OFH: 4α褐色中16色モード
BX 

B 
! 

R 
! 

帆ぷ

G 

l:E : 1つのパレy ト番号－にF尊敬の表示色コードを指定することはできない．
パレットJI:号の対応する滋示色コー ドを変ぼした場合Ii，すでに錨働済
の関形の表示色も．事~JI! した表示色になる．

AH＝終了条件。OH：正常終了

保証されるレジスタはOS,SS, SPのみ．

パレット番号で表わす色を定義する．パレット番号と表示色コードを対応させ，機能 ｜
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割り込みコード

OA5H 

｜ 機能 ｜

割り込みコード

OA6H 

+O 

BXゴ

第6蹟グラフし10

描画領域のクリア［GCLS]

：明lり込みコ ード＝OA5H

OS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフLIOスタックエリアのアドレス

AH＝終了条件

。OH：正常終了

保証されるレジスタは DS,SS, SPのみ．

困

アクティプ岡市i内の描画領域を，パックグラウンドカラーの表示色で塗りつぶす．

ドットの書き込み［GPSET] 回

割り込みコー ド＝OA611

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタ ックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

'Y ／~ラメータリスト

+2 

x y 

、，

AH＝動作モー ドの指定

+4 +5 

パレット
番号

，， 指定座標に打つ袋示色（パレット喬勾－で示す）

OOH～07H (OFH）：指定パレット祷号－

FFH ：動作モードに従った袋示色に従う

表示色を打つ点度線ex.v> 
x. y はそれぞれ被歎倣

ただし．錨樋はアクティブ値l郎の錨画鎖~内

（ビューポート）にのみ反映される．

OlH：表示色（パレット番号）省略時，フォアグラウンドカラーのパレット番

号を使用する．

02H：表示色（パレット番号）省略時，パックグラウンドカラーのパレット番

号を使用する．
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第186 主要機種

｜ 機能 ｜

割り込みコード

OA7H 

AH＝終了条件

OOH：正常終了

保証されるレジスタは DS.SS. SPのみ．

指定の座標に，指定の色で点を打つ（描く）．

色はパレット番号で指定する．

直線，矩形の繍画［GLINE]

割り込みコード＝OA7H

圃

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメン卜アドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

タイトルパターン格納域

Vパラメータリスト

PC-9801の場合

+0 +2 +4 +6 +8 

XI YI X2 Y2 
，，レγ ト

BX~ 
~ 

v 

J街州!It.J.'.（の峨様

( X. Yl 

・ XI. X2. YI. Y2は~tt航
－術闘はアクテ ィプ画耐のピA ー
ポート内に反映される

、， 〆

l1百両終点の｝載機
(X. Y) 

同辺形を焔画するぷぷ色をパレット添号でぶす
OOH～σ7H：パレ＂／ 卜俳句・を指定

FF Ii ：フ方アグラウンドカラーでJ尚1ili1

154 

寄りl

+9 

lii ，崎

コート

+10 + 11 +12 + 13 

ライン 1ライン lライン
スPイル 1:1..？イル iえタ イル
スイ ッチ 1 Lo I Ui 

直線または矩形を

摘〈線のパターン

を16ピットのドッ

トで表わす．

ラインスタイル指定の有無
OOH：ラインスタイル指定なし
OJH：ラインスタイル指定あり

OOH：直線描画指定

OIH : .If!形錨踊指定

02H：矩形を塗りつぶす摘削指定

｛ラインスタイルの指定はできない｝



+O 

XI 

~6i量グラフ し10

PC-9801以外の場合

+2 +4 +6 +8 +9 +10 + 11 +12 +13 + 14 +16 

Yl X2 Y2 
，，レット

~＼｝ I 

t晶耐

コー ド

，，.，岬 ト
えイ ッチ l F ” 

~＼｝ 2 

ラインスタイル．四辺形倹りつぶし色．タイ ルパターンの

鈴定スイ ッチ

OOH：ラインスタイル．附辺形宅りつぶし色．タイルパタ

ーンの術定なし

01 H：ラ インスタイルまたは内辺形塗リつふ・し色の指定あ

02H ：タイルパターン~Ir.ii£あり

（箔働コードが02Hで．内辺彩塗りつぶし色もタイル

パタ ー ンむ指定しな~¥ J,似予．内辺形の内部＇;t四ill.形

の錨画色でl'f!りつぶさItる．｝

四辺形内部の塗りつぶし色

OOH～07H (OFH) : t指定めパレ γ ト祭主予で問辺形の内総を喰リつ

,I：す

｛術pliJコードが02Hのと きのみ司rr効）

術柄拘コードが02H以外の場合Iiラインス タイ

ル Loとなる

ライン
スタイル

Hi 

タイル lタイル ? ＂，レ
，ξ7ーン I＇＜？ ーン ，ミ？ーン
長 lオフセッ ト ベーえ

、一ー『~」一一『「一一J

オ7セット セグメントベース

アドレス アドレス

似削H-FFFFHl

（タイルパターン絡納t.!l()

タイルパターン絡納域の

形式l;t「タ イルパターンに

よる情りつぶし 曾Jjり込

みコー ド＝OAAH」を参照

するよと．
（~市111i1 コードが02Hのとき
のみイi効）

タイ ルパターン長

OOH-FFH: 

タイルパターン俗納減長

<1両信lコードカ＇02Hのときの

み布効）

Bo ： 特に説明のない節分はPC-980 1 と I•;Iじ

｛左側）

ラインスタイルの表現

BX+ll(Lo), BX+I2(Hi）で表現されるピット位置と，ディスプレイ上に表現

(VRAM上）されるドット位置との関係を次図に示す．ピットが lならばドット

が打たれる．指定がないと，FFFFHとみなす．

XO XI X2 XJ X・XS X6 X7 X8 X9 XlO Xll X12 XlJ XI( XIS 

{)7 06 Os o. 防 D2 01 Do 

Lo 

BX+ll 

Dis 01・Du 012 011 010 l)g Os 

Hi 

BX+l2 

画面上のドット位置

｛省側）

メモリ上のアドレス
とそのど •y ト位置
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AH＝終了条件

OOH：正常終了

保証されるレジスタは OS,SS, SPのみ．

｜ 機能 ｜ 指定された 2点を結ぶ線分，または，この線分を対角線とする矩形を描画する．

PC-9801以外の機種では，矩形内を塗り つぶすこ ともできる．

割り込みコード

OA8H 円，構円の錨画［GCIRCLE] 圃

割り込みコード ＝OA8H

DS＝グラフ LIOワークエリアのセ グメ ントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセット アド レス

タイルパターン格納域

~ I fラメータリ スト

PC-9801の場合

+O +2 +4 +6 +8 +9 +10 + 12 + 14 + 16 + 18 

ex CY RX RY V
A
 

F
3
 

1
 

7
 

zヲ7
 ・0

ト
，
 

レ

uv
パ
・・

SY EX EY 

BX~ 、， ，， 

中心点（X.Y) x Jj1:11半後 Y方向学後
｜陣l始点（X.Y) 終 （12. (X. Y) 

術円の円周を~wP萌する滋If-色をパレット Ill'- ~ ;-
で指定する．

OOH～07H：パレットa問・

FFH：フすアグラウンドカラーでJ信州する

D。： l陣.J9f; J点指示の有無（0；なし.1：あり）
01 : I制M：線分指示の有無（0：；なし.l：あり）
Dz：終 f点術示の有無（0：なし.l：あり）
OJ：終 f線分指示の有無（0：；なし.l：あり｝
D・：l別始点・終了点一致時の俗画方法指定

(0：令織問を箔鍋.1 : 1点（ー欽点）のみ錨幽

Ds-01：未使用

i主： 姉1t1i1は．アクティブ）thitf1iのビューポート内にのみIX.映される．
開始.'fc.（.終了指示の指＝主が〈与．い場合｛ま.I陣1¥.i.'.'.' 
J筒両tま．開始点から,6:.(nfりに．終了点まで行われる．
J笛嗣する点の度線が守護2主総でb表わせない場介（j，その時！.＇.~でエラー リターンする．
開始点．終了点lム俗画する締円J二の点でなくて（j~、けない. JI!\~的に求めた依を内鈴五人した鋭
が脱線になる．

ex. CY. RX. RY. sx. SY. EX. EYlj！複数純である．
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PC’9801以外の場合

令。 +2 +4 +6 +8 +9 + 10 +12 + 14 +16 +18 

ex CY RX RY ゲ
’7

 

九ロ

ト
，
 

レ
リ
ヲ

バ

書
SX SY EX EY 

Do-D‘； PC-9.剖lとlr.Jじ
Ds：塗りつぶし指示の；釘無（0・なし l：塗りつぶす）

臥：タイルパターン指示の有無（0：なしl：あり）
+18 +19 +20 +21 +23 

.. パレγト 71 Iレパ7ーン
書I}2 オフセγ ト タイル，ぐPーン

タイル ベース

パタ司ン Lo Hi 
． 

オフセ y トセグメント

アドレス ベース
アドレス

(0α>O-FFFFH) 

（タイルパターン術
タイルパターン絡t

（タイルパターン削ー OOH～FFH 

指定パレット需号で

OOH～07H COFHl 

FFH : Plまたは扇

納械）
械の形式＇ Jr；タイルパターンによる塗 りつぶし 書11 リ込みコ ード＝OAAH 」参JI（~

波長

ljまたは扇形内を塗りつ，；；す．

4行定ノマレγ ト添サ

J邸時と問－色

注：問視（金円ではない）を絡くよう開始．終 f路．僚を指定し．織りつぶし指示あっとした場合には開始．

終了線分指示（0,,D.）の指定にかかわらず．扇形を箔他iし．その内部を検りつぶす．

会刊を術嗣する場合には． ｛開始．総γ峨械の指定co.・D，）があり，それらが互に等しし 術陣j方法

指定（0.）がOの犠合も含む）開Mi.終了線分の焔耐，i,m定に従う．

特に鋭明のない節分IiPC-9801と！日lじ．

AH＝終了条件

。OH：正常終了

06H：演算オーパーフロー

保証されるレジスグは DS,SS, SPのみ．

ト 機能 ｜ 指定された中心点，X方向半径，Y方向半径をもとに，楕円または円を描画する．

開始点，終了点を指定することにより，円弧，または扇形を描画することができ

る．

PC-9801以外の機種では，円，楠円，円弧，扇形の内部を塗りつぶすことができ

る．
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第l00 主姿後積

一細

一

一暢平

一

一
－－aa

－

－の
一

一勺〆

一

一
メ

一

一一
フ
一

－
r、
一

【

a

’’
一
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楕円（描画開始点，終了点を指定しない渇合）

(0.0) ex CX+RX 
X紬

トャ一一戸
一

・開始点：指示なし（Do=O)
． 終了点指~＞j： し（ 02=0)

開始点S，終了点E，開始線分cs，終了線分CEの意味

ζ己｛：
S<SX.SYl 

cs : 

X総

Yf由

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．．．．． 
．
 

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

C<CX .CY): 

. cs：開始線分あり （D,= 1) 

・ CE：終了線分あり（0,= 1) 

－開始ぬ：，終了点指示あり （D。＝D2＝υ

X敏

・・・・・・・・・・・・．・．．．．．．． ． -－・・ーーー.....................． 
ECEX.EY): 

Y紬

弧の描画

…一べ尚
一
一
一

iL
J
 

．…

C仁
川
牝
．

0

0

・。一

y flll 

. cs：開始線分なし（D,= 0) 

・ CE：終了線分なし（02=0)
• S（開始点）, E （侠了点）指定あり

(D。＝D2=1) 



割り込みコード

OA9H 

+O +2 

x 

指定色による塗りつぶし［GPAINT1] 

割り込みコード＝OA9H

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

第6重量 グラフしID

回

BX＝／ぞラメータリストのオフセットアドレス（パラメータリストはデータセグ

メン ト内に設定する）

~ ／ ~ラ メ ータリスト

+4 +5 +6 +8 +10 

y －－~色 . I j実存色．｜ワーク峨 ｜ワークj.f!!

れ ッ.Iれ y r I級事事オフセット Iv財 フセヅト

BX r 喰りつぶしの開始点（X.Y) 

この点（x. y）はアクティブ画面

のビューポー ト内になくてはなら

ない．x. y＇主唱豊富k

｛ぽ削H-FFFFH）ペイントのための作業域を定義する

・16バイト以上の作業域を返事毒する．

｛ワーク~最終オフセッ ト ）ー｛ワーク減免頭オフ

セ ·~ ト）> 16バイト

領t.jを懲りつぶす袋示色を

パレ ット.勾・で指定する

・ワークt.!l(jデータセグメント内にあること

－このエリア（j他の目的のために使用 してはならない

OOH～07H (OFH) ：パレット番号

FFH : 7 ;tアグラウンドカ 続界の表示色をパレ ット番号で指定する．

~－t設定1

注意 ｜

ラーで虫色りつぶす OOH～07H(OFH) ：パレット番号

FFH ：鎖滅色と伺じ色を境界色にする．

ペイントのための作業域のアドレス指定はパラメータリス トで行う （領域はデー

タセグメント内にあることに

AH＝終了条件

OOH：正常終了

05H：不正呼び出し

07H：ワーク域不足のため，処理中断

保証されるレジスタはDS,SS, SPのみ．

指定した点と境界色で決定される領域を，指定の色（領域色になる）で塗りつぶす．

ワーク域は十分大きくとる必要がある．

ワーク域を使い切ると，使い切った時点で処理を中断し，エラーリターンする．

描画はアクティプ画面のビューポート内にのみ反映される．
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第IBB 主要彼磁

割り込みコード

OAAH 
タイルパターンによる塗りつぶし［GPAINT2］困

割り込みコード＝OAAl-l

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

... ，~ラメータりス卜

+0 +2 +4 +5 +6 +8 +10 +II +12 + 14 + 16 + 18 +20 

x 色
－
色
調

噛
唱

－L
F
 

・’
a
’

パ

J

ル

7

z

イ
セ
－

F
ン
ベ

ー白

色

r

p
q
 

パ
セ
ー

ル

7

レ

，司・ea
司U
F

F

J

T

 

ル
－

イ

9
員

F
パ
ン

y 
セ
ー

竣

7
i
v

勿’
’
ea司
ド

r

－
繍

T

ワ

走

tr

セ
λ

岨恒

？
レ

，r
ea司
船

，

－
鈴

7

n
，M
m
且
F

BX〆 Itりつぶしの俳i始点（X.Y) 

ニの点＇;t.アクティブ11li11而
のビューポート内になく

てはならない．

X.Yは艶tt

タイルパターン絡納械の

大きさ（バイト単位｝

OlH （モノクロ）～FFH
031-1 （カラー）～FFI"1

（ぽ削H-FFFFH)
ペイン トのための作業域を定義する

・16バイト以上の作業峨をえ：袋する
（ワ ーク主主位終オフセ ・y ト）ー（ワークJ~
先孤オフセット）＞16〆〈イト

・ワーク浅はデータセグメント内にあるよ と
．このエリアは他のU的のために使用しては
ならない

タイルパターン絡納JJ!!の
オフセットアドレス

｛は削R～FFFFH)

tft.W色の淡示色をパレ γ ト祷吟で指定する
OOH～07H (OFH）：ノマレット番号

FFH: t磁波色と）ii）じ色をt党総色にする

タイルパターン絡納1戒の

セグメントアドレス
｛α削日～FFFFH)
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機能 ｜

第6ii グラフし10

ペイントのための作業域（ワーク域）のアドレス指定はパラメータリストで行う

（領域はデータセグメント内にあること）．

16バイト以上 ペイン トワーク域

出

先~Jiオフセットアドレス

〔BX+l8)

最終オフセットアドレス

〔BX+l6〕

タイ lレパターン格納域のアドレス指定はパラメータリストで行う．

タイルノfターンセグメントベース

〔BX+8〕

タイルノマターンオフセットアドレス

〔BX+6〕

タ..（ Jレパターン

絡納~

タイルパターン長｛モノクロモードのとき 1以上．
カラーモードのとき 3以上）

〔BX+5〕

j主：タイルパターン長l:t.倒商モードがモノクロモードのとき l以上．
カラーモードのとき 3以上必要でみる．そうでない場合には．処

理を行わずエラーリターンする．

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

07H：ワーク域不足のため，処理中断

保証されるレジスタはDS,SS, SPのみ．

指定した点と境界色で決定される領域を，指定のタイルパターンで塗りつぶす．
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タイルパターンの格納域に格納するタイルパターン形式は次のようになる．

主要微積

！タイルJ＼そ汁

第1SB 

画面モードがカラーの場合

横 8ドツ

埋められたパ

各

横8ドットを一組に．縦方向に必要な数量分だけ，

トごとに定義したドットの集まりからなる．そして，この基本パターンによって，

指定されたビューポートの開始点から埋めてゆく．実際の描画は，

ターンの中の指定された領域についてのみ反映される．

カラーの場合は，各ドットごとにパレット番号によ って表示色が定義される．

タイルパターンは，

この

ドットに対応する表示色を定義するパレット番号は次図のようになる．

画面上の横8ドットが，次図のように 3(4）パイトのピッ トごとに対応し，

ピッ ト情報によって対応する ドッ トのパレット番号を表わす．

a) 8色カラーモード

X1 
~ 

X6 
-& 

Xs 
& 

x~ 
同島・

X3 
& 

X2 
& 

X1 
& 

Xo 
& 

臨時預i1－.の
被 8ピット

x 111;,1 。
I P1 I P6 I Ps I P 4 I P3 I P2 I P1 I Po Iパレyト番号。
loげ ID16 I Dis I Du I Dl3 I D12 I D11 I D10 I第 1パイト

－
縦
方
向

→績）j1i1)

e 

e 

e 

e 

e 

-& 

e 

e 

e 

e 

e 

e 

e 

．．．．．． 

e 

骨

e 

e 

骨

唱診

e 

e 

e e 

e 

1 021 I 026 I 02s 1 02.1 023 I 022 I白 II 020 I第2パイト

｜防1I036l1nsl叶防31仇2I白1I D3o I第 3パイト
第lバイトのピット

第2バイトのピット

第3バイ トのピッ ト

p, = 03，・22+D2,・21+D1，・20

工ユ

b) 16色カラーモード

パレット 係り

X1 
-& 

X6 
e 

Xs 
e x‘ e 

XJ 
e 

X2 
e 

X1 
& 

Xo 
e 

局面上の
繍8ピッ ト X方向→繍方rt.1 。

I P1 I P6 I Ps I P • I PJ I P2 I P 1 j Poトfレyト番号。
ID11ID中

ー出
鴨
方
向& 

e 

骨

e 

。
& 

骨

e 

e 

e 

。
e 

．．．．．
．
 

e 

。
骨

e 

争

e 

& 

骨

e 

e 

& 

争

P;=D“・23+03；・22+021・21 + D1・・2°
一一 「L第l川…

第2バイトのビット

第3バイトのピット

第4バイトのピット

｜伽｜川島sI 02・｜臥，，臥2I伽 I020 I第2パ ト

｜臥110361臥sI叫仇31臥2I伽 I°'°I第3バイ ト

I D•1 ID叫 lo“ID“｜叶臥2I臥1I Dco I第4パイトパレット書号
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グラフし10第6重量

画面モードがモノクロの場合

タイルパターンは，横 8ドットの白・黒表示を一組に，縦方向に必要な数量分だけ，

横 8ドットごとに定義したドットの集まりからなる．

横 8ドットの白・黒表示は 1バイトの8ピット情報で表わす．

画ffii土．の
’犠8ドット

X7 

~ 

X6 
~ 

XS 
~ 

…一。
X2 
~ 

XI 
~ 

XO 
~ 

o.が lならば対1;e.するド γ トは臼で．

D，がOならば対応するドットは県で

ま匠示される．

カラーディスプレイに対しては背景色によって白・黒に対応する 2色が決まる．

I 01 I臥 IOs I臥 I031防 Io, I 0o I lバイ ト

タイルパターン格納域のデータ表現（XR1: 16進数 1桁を表わす）

a) 8色カラーモードの場合

x 1sn X03n 
、一～ー〕
第3バイト

X 12nX02n 
、~

第lバイト第2バイト

x ＇•ぷ01n令

6

a
’
・且F
I

叶
h

一Jq

．、，d
F

e

、、

H
H

「

ノ

ー

－

q
J

V
A
」、

信
如

令，．
，，．

L
F

’

o

一J
4

．

V
A
一

〈

”
“
「
ノ

ー

－

q

L

V
A
」
晴
品
川

X1s1X0s1 X112X012 
」~ーJ 」一~ーJ

第3バイト第lバイト

，．
，，
・t

p

・・

X
一
吋

幻

－

ノ

l

－
9
u
 

V
A
」、

信
mm

o

一2
4

V
A

－－、

l

『

1
i

V
A
」

晴
嵐
刑

第n列の横8ドットを表わす．．．．．． 第2列の横8ドットを表わす第191］の横8ドットを表わす

b) 16色カラーモードの場合

X1,,X0,, X121X021 X131X031 X1.1X0“…… X11nX02n X12nX02n X13nX03n X1,nX0・n
」~、一～~、~ーJ 、ー『rーJ 、ー『rーJ 、一-.,--J 、ー『rーJ 』ー『rーJ

第1バイト第2バイト第3バイト第4バイト……第lバイト第2バイト第3バイト第4バイト

第 n列の横8ドットを表す．第 l列の横8ドットを表す．

c）モノクロモードの場合

それぞれの横8ドッ トを表わす．

X1nX0n 

第n亨lj

－．．．．． 

タイルパターンの描画位置

x
一
川

X
」
第

山
）
刊
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ビューポートの基点（左上）から始まる．タイルをはりつめるのは，



第l86 主要後種

割り込みコード

OABH 画面イメージの格納［GGET] 困

+O +2 

Xl Yl 

割り込みコード ＝OABH

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

'Y I~ラメータリ スト

+4 +6 + 14 +8 + 10 +12 

X2 －恥・ン
岨
帽
メ
ス

幽
閉
グ

－

凪市
セ
ベ

－恥’y
ス

凶
帽
セ
レ

Mmフ
ド

崎
市
オ
ア

f百納~
の~さ

Y2 

｝
 

Y
 ．

 

：凶棋
は

土
領
点

士出品
上

土
品
知
友

X
 

R
U
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〆
（絡納減の時〈イト単位）

α削 H～FFFFH指定鎖械
布下点（X.Y>

（絡糊セ打ントーァド レス

似矧）H～FFFFH

（削減… y トアドレス
α別 H-FFFFH

指定する座標の条件

(XI, Yl), (X2, Y2）はアクティプ画面上のビューポート内にあること．

X2孟Xl,Y2孟Ylであること．

x, yは整数値．

格納域の指定条件（￥：！盤数の割算の商〈余り切り捨て〉）

a）画面モードが8色カラーの場合

格納域の長さ 孟（(X2-Xl +8)¥8）×（Y2-Yl + 1）×3+4 

b）画面モードが 16色カラーの場合

格納域の長さ孟（(X2-Xl +8)¥8）×（Y2-Yl + 1）×4+4 

c）画面モードがモノクロの場合

格納域の長さ孟（(X2-Xl +8) ¥8）×（Y2-Yl + 1) +4 

格納域にパラメータリストで定義した領域を確保する．



l 機能 ｜

｜格納械の形式 ｜ 

第6・グラフし10

fお紛jJ~セグメントアドレス〔BX +IO〕

m納城オフセットアドレス〔BX+8〕

、

絡納，. 3・ f行納械の長さ〔BX+l2〕

' lE：絡納する曲面モードの傾別（j，ユーザーが災任を

らってW.11ーする必要がある．

AH＝終了条件

。OH：正常終了

05H：不正呼び出し

保証されるレジスタは DS,SS. SPのみ．

指定領域の描画情報を，指定の佑納峨へ格納する．

画面モードが8色カラーの場合

a）画面イメージ

YIレー

Y2•・・・・

YM 

XI 

; V11V12V13 
-e 

、．

Vn1Vn2Vn3 

(m=X2-Xl+l) 

X2 

: Vim 

Vnm 

X納
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+2 

x )jJf1f Y方向
ドットttm ドット数n

Mo』 Mn> ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．． M<u 1. I 1.2 l.k 

M《2lM<2> ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． Mc2’ 1.1 1.2 1.k 

M<J> M<J> ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． M <3> 
1.1 1.2 l.k 

． ． ． ． ． ． 

Mo』 Mo> ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． Miu n. I n.2 n.k 

』 M<2> M<2> －・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ M<2> n, I の.2 n,k 

M<J> M<3> －・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ M <J> 
の.I n.2 n.k 

メモリ上の格納埠イメージ（バイト表現）

+O 

+ {4+ (3n-3）×kl 

+ (4+(3n-2)Xk} 

+ ( 4 + (3n -1) x k } 

ーで
+ (4) 

+ (4+k) 

+(4+2k) 

．．．．．． 

v 11 
( ~ ~ '.::1 1 ~J fl ) 
に対，~~

．．．．．．．．．．．
．
 Vni 

( Y )jJl1J nタJr:l) 
に対応

b) 

主要機種第1&B 

k= (X2-Xl +8) ¥8 

c）格納域イメージのバイトと対応ピットとの関係

21ピット． 20ピッ ト
.l¥. .l¥. 

im，』＇＇＇. om1J<1>) 

e = 1～ 3)) 

2ffi (I) 

j = 1～k, 

d）画面イメージのドットと格納域のバイトの対応

21ピット， 26ピット． 2sピット
」~ .l¥. 」L

(1mu<1>, &m1J<1>, sm1Jc1i, ‘m1J<1>, 3m1J'''. 

(sm1J11>= 0または 1( s = 0～7' i = 1～n, 

・・・・．．

M1J<1>= 

3) ( e = 1. 

・・・．．．V11, V,a, V,9, V110・
I I I I 

1m1111'. °mu'''. 1m1211', 6m12111, 

－・．．．．， V11, V,2・
I I 
(I) 6 ( t』

mu , mu , 2, 

次の式に

．．．．．． 

Sm;jC3l）：から，m
 

c
A
 

e）各ドットのカラー表示

あるドットに対応する 3列のピット情報（Sm;;<!)'

．．．．．． ， 

よって計算されるパレット番号が示す表示色で表示される．

P = Sm ;i <•> +2×匂Tiij<2>+ 4×匂Tiij<3> 
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グラフ し10
第6・

画面モードが 16色カラーの場合

a）画面イメージ

「画面モードが8色カラーの場合Jと同じ

メモリ上の格納域イメージ（バイト表現）b) 

+2 納付アドレス＋O

＋ 

v 11 

(Y方向1州）
に対応、

＋ 

．．．．．
．．．．．．．
 

{4+ (4 ＋ 

{4+ (4 

(4+ (4 

＋ 

＋ 

V町

(Y方向nタIfl) 
に対応

{4+ (4 ＋ 

k= (X2-Xl +8)¥8 

c）格納域イメージのバイトと対応ピットとの関係

ト，2°ピ ッ
」L。m,,<t>)

2＇ピ ッ
.& 

1....,. (C) 
llllJ , 

2 ... 吟 tt) 
1111』，

．．．．．． 

s ...... ( t) 
且且且IJ , 

＼ Xn向 Yli向
ドット歓m ドッ トttn 

+ (4) MU) M<u ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． Mu】

l . I l.2 l.k 

+-(4 +kl M<2> M 121 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．． M<2> 
l. l 1.2 』.k

(4+2k) M<3> M<3> ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． M<3> 
1.1 1.2 l.k 

(4 + 3k) MC4l M t制 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． M <•> 
l. I 1.2 l.k 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

1-4）×k} Min M<n ・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ Mo> 
n. I n.2 n.k 

1-3）×kl M12> M<2> ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． MC2) 
n. I n.2 n.k 

1-2）×k} Mel> MC31 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． MC3l 
n. I n.2 n.k 

』ー 1）×k} M c•i M <•1 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． M＜剖

n. I 。.2 n.k 

4 ( t) m，』 ，

ト，2sピ ツ
.& 

sm,/ t>, 

ト.2'ピッ
」L

11，.，，.、（t ) 
111 IJ , 

21ピッ
ι 

= ( 7m,/'>, M,/c> 

～4) l～k, 
一一

d）画面イメージのドッ卜と格納域のバイトの対応

i = 1～n, 可n1,<'> = 0または 1( s = 0～7, 

( t = 1, 2, 3, 4 ) 

．．．．．． ， Yuo. 

叫t>, 

Vie. 
7....,.t(t) 
11112 • 

V』a,

o....,. t (t) 
•1111 • 

V』7,

1....,. t (t) 
•••11 , 

・・・．・．Y12. 

5....,. t (t) 
11111 • 

Vu, 
t 

1m 11 <•>, 
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e）各ドットのカラー表示

あるドットに対応する 4列のドット情報（Sm;;o >, Sm;; <2>, Sm;j C3l, Sm;; (4））から，次

の式によって計算されるパレット番号が示す表示色で表示される．

主喜重俊彊第l00 

p = S1nij(l) +2×Sm;;<2l + 4×Sm;;<3l +8×Sm;;<4l 

画面モードがモノクロの場合

a）画面イメージ

r画面モードが8色カラーの場合Jと同じ

メモリ上の格納域イメージ（バイト表現）b) 

+2 

X方向 Y JJ1'11 
ドヅトrem ドットren 

M1.1 • M1.2・ ................・・ • Mt.k 

M2.I ・ M2.2・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．． • M2.k 

Ml.I • M3.2・ ・・・・・・・・・・・・・・・．．． • M3.k 

． ． ． ． ． ． 

Mn.I • Mn.2・ ・・・．．．．．．．．．．．．．．． ・ Mnk 

+O 

+ (4) 

+ (4+k) 

+(4+2k) 

．．．．．． 

+ (4+ (n-l)k) 

k=(X2-Xl+8l¥8 

c）格納域イメージのバイトと対応ピットとの関係

。mu)
m
 

zm，』・3m1i. m
 

sm11・6m ，』・Mu= ('mu, 

j = 1～k) i = 1～ n, 可nu=0または 1( s = 0～7' 

d）画面イメージのドットと格納域バイトの対応

．．．．．．．．．．．． 
－．．．．． 

V110・
I 

eπ112. 

V,9, 

1m12・

Yrs, 

0m11, 

V11・

1m11・

．．．．．． 
’ 

V12・
I 

6m11・

v,., 

'm，，・

0の時..

．．．．．． 

ドットに対応するピットが 10)時白，

・・．．．．
’ 

e）各ドットの白黒表示，
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第6・グラフ LIO

割り込みコード

OACH 
画面イメージの復帰 ［GPUT1] 

割り込みコー ド＝OACH

OS＝グラフ LIOワークエリ アのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

Vパラメータリス ト

困

+O +2 +4 +6 +8 +10 +II +12 +13 +14 

fち納t.il m~t.団員
霊T長怪納さ勾民σ〉 t面倒 申予ー

7tT ",, ') 
x y オフセット セグメント モード ~~ ，φ グラワン 7弓勺・，

アドレス ベース ドhラー ~ f)予ー． 
ー ， 

ltii州飯減

（明 FH)
左下関 （室長）&J・.!.'.¥t益保（X.Y) 
のt

K. y (jアクティプ画面

BX~ 

乃ビューポー ト内になく

とはいけない

I{. y iま’匹敵

（オフセ γ トF
（セグメ ントベース｝ ， 

アドレス 相良 能 OOH OIH 

• フ，rアグラウン ドカ
絡納... ラー ・，fックグラウ なし あり

ンドカラー指定

物納域内崎画情事訟の 現在の モノクロ

前jj'ijモード 両前モー モードで

ドで級う 抜う

絡納~の長さ（バイト l e ー モノクロモードで物納されている

術l国パターンの臼(I）の ドットを滋 p・胴聞

‘ 
示すると きのパレ ットl:J・｝を指定

モノクロモードで格納されている
OOH～07H (OFH) 

術画パターンの県（0）のドッ トを表

示するときのパレット 需号を指定

OOH-07H (OFH) 
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第100 主褒機種

｜ 機能

170 

描画モード

指定領域上の現在の描画パターンを Ao,

格納域の描画のパターンをB,

格納域の拙画パターンによって操作した指定領域上の描画パターンを ANとした

時， Ao~こ対して B で OP操作を行った結果がAN とすると，

Ao OP B→ AN 

揃画モード（OOH～04H）は次のよう な掛作を表わす．

鎗膏モード 線 作 脱 明

OOH B →AN 

OlH B →AN 

02H A。＋B →AN 総理和

03H A。×B →A, 総理積

04H A。－8 →AN 排他的鎗理和

格納域（描画情報）の形式は「画面イメージの格納 内部割り込みコード＝OABHJ
を参照のこと

注憲： 描画領域左上点（X,Y）.右下点（X+X方向ドット数－1,Y+Y方向ドツ
卜鍛ー1）はアクティブページの錨画領域内になければならない．そうでな

いと，処理は行われすエラーリターンする．

(X. Y) 

CX+X方向ドットtt-1.Y+Y方向ドット歓－1)

8色カラーモー ドにおける描画モードのそれぞれの操作は，各ドットのパレット

番号を表現する 3ピットのピット列に対して，論理演算を行う.16色カラーモー

ドでは，同織に4ピットの列に対して演算を行う．

フォアグラウンドカラー，パックグラウンドカラーの指定は画面モードがカ ラー

の時のみ意味をもっ．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

OSH：不正呼び出し

保証されるレジスタは DS,SS, SPのみ．

指定格納域内の描画情報を，指定の領域上に戻す．



割り込みコード

OADH 

+O +2 

x 
． 

日本語の描画［GPUT2] 

割り込みコード＝OADH

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタ ックエリアのア ドレス

BX＝パラメータリスト の先頭オフセットアド レス

マパラメータリスト

+4 +6 +7 +8 +9 +10 

I l，判 :t t直前 8ラー 7t7 パ，！？
y グ，I)ン 7ラウン

コー ド モード ；. ｛ ~ t ド市ラー F均予ー

， 

第61量グラフしIC〕

困

BXゴ協同；（it.!壁沿＇・l－ぷ｛峨線 OOH～07H (OFH) 
(X,Y) 
X, Ylj鐙r<

機能 ｜

表示する領織内の文宇パ

ターン以外の節分の，マレ

γ ト番号を指定する

OOH～07H (OFH) 

袋示する文字パターンの

パレット喬勾・を指定する

r 11n11耐イメ ージのiU~

「両耐イ メージの1U紛
；切り込みコード＝OACHJ多！！世｛OOH-OlH)
容I）り込みコード＝OACHJ参照（OOH～04H)

（俗画する日本削コード

（（削X>H～FFFFH)

描画領域

指定日本語が全角の場合 ……（X, Y）～（X+l5, Y+l5) 

指定日本語が半角の場合 …一（X,Y）～（X+7, Y+l5) 

指定日本語が%角の場合・…・・（X,Y）～（X +7, Y+7) 

上記領域がアクティ プページ内の領域でなければならない．そうでないとエラー

リターンする．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

05H：不正呼び出し

保証されるレジスタはDS,SS, SPのみ．

指定の日本語（JISコード）を，指定の領域上に描画する．
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第100 主嬰俄樋

割り込みコード

OAEH 画面イメージの移動［GROLL]

割り込みコード＝OAEH

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセットアドレス

... ， ~ラメータリスト

PC-9801の場合

+I +Z 

ドット ~
上ん・，，，，へ移動するドット歓似削H-018FH}

回

sx===1J ただし.fl均的iモードにおいて．保懲（64QX200）モードの場合には．

ドット ：！＜がα>C8H(200）以上．将1n;r：；解像度モードの幼合には.400 
以 l：でるあるとエラーリターンする．

+0 

｜ 機能 ｜

172 

PC-9801以外の場合

+2 +4 +5 

クリアフラグ

OOH：移動後の絞りの領域をパレ・yトOに綾:<i:する．

OlH：移動後の伐りの領域をパックグラウンドカラーに設定する．

（左手iドy ト数（ー臼内9)

左お1J向の移動ドット歓を指定する．

（上下ド y ト数（ ー 除 制
上下方向の移動ドット歓を指定する．

AH＝終了条件

OOH：正常終了

OSH：不正呼び出し

保証されるレジスタは DS,SS. SPのみ．

アクティプ画面全体の描画情報を．指定ド ット数分上下または左右方向へ移動す

る．ただし，PC-9801の場合は上方向にだけ移動できる．



ト 注忌 ｜

割り込みコード

OAFH 

［ 能1

第6・グラフし10

PC-9801以外の機種に対して次の注意事項がある．なお，PC-9801についてはこ

れに準じた注意事項が適用される．

・描画情報移動後の残りの領峨には，クリアフラグにしたがい，パレット番号Oま

たはパックグラウンドカラーの表示色が設定される．

・表示モードが標準CRTの場合には，上下ドット数の指定はー199～199の範囲

になければならい．そうでない場合，処理は行われずエラーリターンする．

・上下ドット数が正の場合にはよ方向，負の場合には下方向へ，左右ドット数が

正の場合には在方向，負の場合には右方向へ描画情報を移動する．

・左右方向への移動を行う場合，実際に移動するドット数は，その絶対値以下で

最も近い8の倍数分である．

指定ドットのパレット番号の取得［GPOINT2］圃

割り込みコード＝OAFH

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタックエリアのアドレス

BX＝パラメータリストの先頭オフセット アドレス

ES=DS 

Vパラメータリスト

+0 +2 +4 

I ~ I ; I 
sx==oJ 
パレッ ト栃号~＊めるドットの俊機（X. Y) 

X.Y lま箆数fill

AH＝終了条件

OOH：正常終了

AL＝指定されたドットのパレット番号

保証されるレジスタはDS,SS, SPのみ．

ALの値 町r 内 • 
FFH 指定座標がアクティプ画面のビューポート以外

OOH～07H (OFH) 画面モードがカラーの場合：
指定座標のパレット番号を示す．

OOHまたは OlH
画面モードがモノクロの渇合：

OOH -IA¥, OlH一白

指定座標のドットのパレット番号を取得する．
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第186 主要機種

割り込みモード

OCEH 

AX 
~示画面

画面イメージの展開［GCOPY]

割り込みそード＝OCEH

DS＝グラフ LIOワークエリアのセグメントアドレス

SS: SP＝グラフ LIOスタッ クエリアのア ドレス

AX＝指定領域左上点X座標（OOOOH～027FH)

BX＝指定領域左上点 Y座標（OOOOH～018FH)

CL＝指定領域X方向ドット数（OOH～FFH)(dx) 

固

CH＝指定領域Y方向ドット数（02H/82H,04H/84H, 081-I) (dy) 

DI＝格納域オフセットアドレス（OOOOH～FFFFH)

ES＝格納域セグメントベース（OOOOH～FFFFH)(DSと閉じ）

BX CL （酬峨 ） 
〆 ｛絡納峻

セグメントベース

オフセ γ ト ES. a; 

( X. Y) ／ tアドレス DI 

174 

2列または4 ~~「ー－dx
手tJ* fょIi8 ~I 

約納

／ 

CH 

X, Y, dx, dyについての注意事項

a) X. dxについて

X, dxは8の倍数であること

X +dx -1；：：玉027FH をみたすこと

b) Y, dyについて

画面モードが標準モードの場合（640×200)

Y孟OOC7H

Y+dy-1；妥OOC7H をみたすこと

画面モードが専用高解像度モードの場合（640×400)

y：.玉018FH

y +dy-1；：：玉018FH をみたすこと



第61韓グラフ LIC〕

表示画面上の格納する領域とメモリ上の格納領域との対応

(a) dy =2 lノ〈イト lバイト
絡納t.≪

21・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2027・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

Dz D‘ (X+dx-1. 
Y+ l) 

(b) dy ＝位日 lバイト 1パ 4ト

21・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2027 • • • • • • • • • • • • • • • • • • 20 

② DY=4. または84Hの場合 (a) dy =4 lバイト 1バイト

(X. Y) 

01 Os ． ． 
02 D6 ． ． 
03 01 

o, Os 

lo o o o 仏仇 0201 I 0 0 0 0 Ds D1 06 Os I～ 

～ ＝＝＝〉 27・・・・・・・・・・・・・・・・・・2027・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

(X+dx-1. 
Y+3) 

(b) dy ＝制H lバイト lバイト

27・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2027・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

－
0

・1
・2
・3
．
‘

、‘J

。，
s
．，
‘・
s

’・
2
a

u

ペ）
．D

．D

．D

．D

．0

．D

W山

Y

－n山
口

山

仇

仏

仏

以

③

は

lバイト lバイト

～ E二二二〉 恥 0706 Ds o, 03 Dz D1 I D16 Dis 01• 013 012D11 010白』～

27 ・・・・・・・・・・・・・・・ 20 27 ・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

．． 
D1 Dis 

Os D16 CX+Dx-1. 
Y+7) 

表示ドットと格納領域ピットとの関係

a）画面モードがカラーの場合

ドットのパレット番号がO→ピット表現Di=O

ドットのパレット番号が0以外→ピット表現Di=l

b）画面モードがモノクロの場合

ドットが黒→ Di=O

ドットが白→ Di=l
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第1g{l 主喪機積

l機能 ｜

176 

保証されるレジスタは DS,SS, SPのみ．

AHは不定となる．

ディスプレイ画面に表示されている表示画面上の指定領域における画面イメージ

を，指定の格納域へ設定する．

ここでの「画面イメージJとは，次のような形で表現される．

・画面モードがカラーモ｝ドの場合は，表示中のドットのパレット番号がOの時

はO，それ以外の時は l

・画面モードがモノクロモードの場合は，画面の合成を含めて，表示中のドット

が黒の時はO，白の時は 1



第 章

クラフィックスドライバ

ク‘ラフィックスドライバ概説

MS DOSでは，l"C-9800シリーズのグラフィック機能を活用するための基本的な描画機能を収めた

グラフィックスライブラリがデバイスドライパとして提供されており，アプリケーションプログラムで

利則することができる．

・グラフィックスドライバ機能一覧

儀後N。アドレス 相良能 後能No アドレス 相良能。 0000 グラフ ィッ クの開始 20 0050 円の揃jihj

0004 グラフィッ クの終 f 21 0054 術円の縞l絹
2 0008 Vi氾.！VRAMの生成 22 0058 問領減の検り つぶし

3 oooc ≪ポモー ドの設定 23 005C グラフィγ クイメージの取得
4 0010 術l耐iプレーンの設定 24 0060 グラフ ィックイメージの設定

5 0014 込（11~プレーンの設定 25 0064 領域転送

6 0018 パレ ットの設定 26 0068 ~！t滅移動
7 OOIC ビ.：＞.ーポー ト領域の必定 27 006C パージョンの取得

8 0020 フォアグラウンドカラーの設定 28 0070 プレーン数の取得

9 0024 パックグラウンドカラーの設定 29 0074 割反ポモー ドの取得

10 0028 ボーダーカラーの設定 30 0078 揃同iプレーンの取得

11 ooze 表示スイッチの設定 31 007C 淡ポプレーンの取得

12 0030 様子）~領域の設定 32 0080 パレ ットの取得

13 0034 中断処駕ルーチンの設定 33 0084 ビューポー ト領員長の取得
14 0038 l由i1f1i消去 34 0088 フォアグラウンドカラーの取得

15 003C 点の揃両 35 008C パックグラウンドカラーの取得

16 0040 紛lの揃同｝ 36 0090 ボーダーカラーの取得
17 0044 三角形の錨l函 37 0094 ぷぷスイ ッチの取得
18 0048 長Ji形の錨雨i 38 0098 指定版線のパレ ットの取得
19 004C f；形の術l曲i 39 009C ぷポ領員長の取得

40 OOAO 中断処理ルーチンの取得

177 



第186 主褒織種

・グラフィックスドライバの組み込み

グラフィックスドライパは，GRAPH.SYS,GRAPH.LIBの2つのファイルで構成され，デバイスド

ライパとして提供されている．

グラフィックスドライパを利用するには，CONFIG.SYSファイルに次のような l行を加えてシステ

ムを起動すること．

DEVICE=GRAPH.SYS 

注憲： GRAPH.LIBファイルは，カレントドライブのカレント（またはルート）ディレクトリに格納しな

ければならない．

・使用方法

グラフィックスドライパの各コマンドは，次の手順で呼び出すこと．

①グラフィックスドライパのエントリテープルの先頭アドレスを取得する．

AXレジスタ， os:sxレジスタを次のようにセットし， INTCDHを行うと，os:sxが指す領

域（DWORD）にエントリテープルの先頭アドレス（上位ワードにセグメント，下位ワードにオフ

セット）が格納される（使用例参照）．

AX=O 

OS: BX＝任意のアドレス（セグメントとオフセット）

ただし．グラフィックスドライパが組み込まれていない場合は動作は保証されないので，デバイス

名”GRAPHムムS”（ム印は空白 l文字を表わす）をオープン（INT21H；ファンクション3DH）する

ことにより，グラフィックスドライパの組み込みの有無を確認後，INTCDHを実行すること．

②グラフィックスドライパで使用するデータ領域を確保する．

下に示す形式でデータ領域（2048バイト）を確保する．

データ領減→

③コマンドを呼ぶ．

ノfラメータプロック
48 Byt邸

ワークエリア
2000 Byt白

②で確保したデータ領域内のパラメータプロックに，各コマンドで必要なパラメータを設定する．

次にデータ領域の先頭アドレスをセグメント，オフセットの願にスタックに格納して，エントリテー

プル内の対応するアドレスに FARCALLする（使用例参照）．
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第7i量 グラフィックスドライパ

・エラーコード一覧

各コマンドでは，リターン時に AX宇Oのとき，通常その値はエラーコードを意味する．以下にエラー

コード とその意味について示す．

エラーコード .味
匂ご ・‘

01 不正呼び出し．パラメータに鋲りがある．

02 作業減不足．上位から受け取った作業域では，

機能を実行することができない．

03 台高勿；のオーバフロー．楕円描画などで不正な

パラ メータにより錨画の笑行が不可能．

04 不正ファンクション．現在このファンクション

は定義されていない．
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第1部主要機種

・使用例

マクロアセンブラ

GINITIAL εau α3・4 ；グラフ開始 ファンクションNo.。
GTE RM EQU 01・4 ；グラフ終了 ．ファンクションNo.1 

GEDSPSW EQU 11・4 ；表示スイ ッチ ：ファンクションNo.11

GDPSET εau 15・4 ；点；鎗薗 ：ファンクションNo.15

；テ’ータエリア

DATA SEGMENT 

GDDEV NAME DB 'GRAPH $' ；グラフィ ックスドライパの

DB 。 ；デバイス名

GRAPH『 ADDA DD 。 ；エントリテーブルの先頭アドレス

PARA AREA DB 2048 DUP (0) : .I .：ラメータブロ ックとワークエリア

DATA ENDS 

；スタ ック

STACK SEGMENT ST ACK 

DW  256 DUP (0) 

STACK ENDS 

；コード舗

CODE SEGMENT 

ASSUME CS:CODE,DS:DAT A 

START: MOV AX,DATA 

MOV DS,AX 

CALL DAV CHK ；ドライパの存在を傭隠する

JNC SMPL START 

JMP SMPL END 
ー

SMPL START: CALL GETGD ENT ；エントりアドレスの取得
ー

MOV Sl,GINITIAL ；グラフィ ックスの開始

CALL FCALL 

MOV BX,OFFSET DS:PARA AREA ；点の繍画

MOV WORD PAT DS: [BX], 0 ；予約パラメータ

MOV WORD PAT DS:2 [BX], 0 

MOV WORD PTA D⑤：4 [BX],O ；ラスタオベレーション番号

MOV WORD PTA DS:6〔BX],1 ；動作司書毎

MOV WORD PTA DS:8 [BX], 500 ；点；t-鎗画するX鹿4・
MOV WORD PTA DS:OAH [BX〕＇100 ；点 t-鎗画するy~~・
MOV WORD PTA DS:OCH [BX], 7 ；パレット香今（下位16BITS)

MOV WORD PTA DS:OEH [BX], 0 ；パレット番号（上位16BITS)

MOV Sl,GDPSET 

CALL FCALL 

MOV BX.OFFSET DS:PARA AREA ；表示スイ ッチのE安定
MOV WORD PTA DS:4 [BX], 1 ；表示状.

MOV Sl,GEDSPSW 

CALL FCALL 

MOV AH,01H ；砲隠のためKB入力待ち

INT 21H 

MOV Sl,GTERM ；グラフィックスの約了

CALL FCALL 
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~7tl グラフィックスドライパ

SMPL END: MOV 

INT 

AX,4COOH 

剖H

． グラフィ ックスドライパの存在を確偲

． （キャリーフラグが1ならドライパは存在しない）

DRV_CHK 

DAV CHK END: 
ー

ORV CHK 

GETGD ENT 

PROC 

MOV 

MOV 

INT 

JC 

MOV 

MOV 

INT 

CしC

RET 

ENOP 

NEAR 

AX,3DOOH 

DX.OFFSET DS:GDDEV NAME 

21H 

ORV CHK END 

BX,AX 

AH,3EH 

21H 

；ドライパをオープン

；オープンに失敗 ：：存在しない

；オープンに成功 ：：存在する

；ドライパをクローズ

グラフィ ックスドライパのヱントリテーブルのアドレスをJiit~する

(GRAPH ADDAにエントリテーブルのセグメントアドレスを絡納）

PROC NEAR 

MOV AX,O 

MOV BX.OFFSET DS:GRAPH ADDA 

INT OCDH 

RET 

GETGD ENT ENDP 

グラフィックスドライパの後能を呼び出す

(SIにエン トリテープル上のオフセットを2安定して呼び出す）

FCALL PROC NEAR 

MOV BX,OFFSET DS:PARA_AREA 

PUSH DS ;OS週避

PUSH DS ；グラフィックスドライパへ

PUSH BX ；のパラメータ

LOS BX,OS:GRAPH ADDA 

CALL DWORD PTA DS: [BX+S日
POP OS ;DS但帰

RET 

FCALL ENDP 

CODE ENDS 

END START 

181 



第1SB 主要機種

C雷語

MS-Cのパージョン 3.0でコンパイ ルする場合は，オプション（／ZE）を指定する必要がある．

#include くstido.h>

#include くdos.h>

I include くconio.h>

union Gri:泊a泊.Tag { 

unsigned int wk (1024] 

struct PsetTag { 

unsigned long 

unsigned int 

unsigned char 

unsigned int 

unsigned int 

unsigned long 

} p鈎 tTag;

struct DspSw { 

unsigned long 

unsigned char 

} DspSw; 

} GrpDataTag ; 

struct FuncEntryTag { 

int (far pascal 

} far • GL ; 

FILE ・fp; 

Reserve; 

RoP; 

Actmode; 

X; 
Y; 

Color; 

Resef¥le; 

Switch; 

• FUNC (41]) 

union REGS inregs, outregs ; 

main( ) { 

／・データ領峻の確保

／・点鎗薗のパラメータブロ ック

／・5提示スイ ッチのパラメータブロ ック

／・ ファンクションの定礎
(unsigned long) ; 

／・ グラフィックスドライパの存在を確認する

if ( ( fp = fo問 n（”GRAPH$¥0ヘγ）) != 0) { 

fclose( fp ) ; 

} else { 

return( 0 ) ; 
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第71量 グラフィックスドライバ

／・ ヱントリテーブルの先頭アドレスの取得

inregs.x.ax = O ; 

inr句 s.x.bx = ( int ) &GL ; 

int86 ( OXcd, &inregs, &outregs ) ; 

／・グラフィ ックスの開鎗 ・／

（ ・（ GL -> FUNC [O] ) ) ( ( unsigned long ) ( int far ・ ）&GrpDataTag ) ; 

／・点の鎗蘭 ・／

GrpData Tag.PsetTag.Reserve 

GrpData Tag.PsetTag.Rop 

GrpData Tag.PsetTag.Actmode 

GrpData Tag.PsetTag.X 

GrpDataTag.PsetTag.Y 

GrpData Tag.PsetTag.Color 

｛ ・（Gしー＞ FUNC [15] ) ) 

GrpData Tag.DspSw.Switch 

（ ・（GL -> FUNC [11] )) 

getche( ) ; 

= 0; 

= 0; 

= 4α） ; 

= 100; 

／・予約パラメータ

／・ラスタオベレーション香号

／・動作委号

／・点を錨置するXE陸線
／ ・点..鎗画するy~徹

，，，，，，，，，，，，，，，，
，，
 

．．．．．． 

（ ・（GL -> FUNC [1] )) 

= 7 ; ／・パレット番号

( ( unsigned long ) ( int far • ) &GrpDataTag ) ; 

= 1 ; ／・表示スイ ッチの殴定

( ( unsigned long ) ( int far • ) &GrpDataTag ) ; 

／・砲E患のためのKB入カ待ち

／・グラフィ ックスの鍵？

( ( unsigned long ) ( int far • ) &GrpOataTag ) ; 

・／

・／
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第］gjl 主要像権

グラフィックスドライバコマンド

ス
一

位

制

ア
一
（

一
nu

対
一

相
一 グラフィックの開始 圃困

相対アドレス＝OOH

スタック ＝データ領域の先頭アド レス

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

グラ フィ ック専用ハードウェア，インターフェイスの初期設定をし，実行環境を

整える．

解説 ｜ グラフィックスドライパを使用するときは，必ず本コマン ドをいちばん最初に実

行するこ と．なお，このコマンドは画面消去は行わない．必要に応じて「画面消去

相対アドレス ＝38H」を実行すること．

具体的な初期化内容（システム VRAMおよび各種設定）は次の通り．

ノーマルモー ド ハイレゾモード

解像度 640×200 1120×756 
カラーモード 8色中8色モード 4096色中16色モード

鎗画プレーン ページo.プレーンO～2 ページo.プレーンO～3

表示プレーン ページo.プレーンO～2 ページO，プレーンO～3

，.，レット 8色中8色のパレットの初期倣（・） 4096色中16色のパレットの初期健（・）

ビューポート領峻 (0,0）ー（639,399) (0.0）ー（1119,935)

フォアグラウンドカラー パレット祷号7

パックグラウンドカラー パレット按号O

ボーダーカラー ブラ ック

表示スイッチ 非表示

表示領. 一 Y座標O～749

（＊）滞納はr,fレットの設定相対アドレス＝181-IJを姦照．

仮想VRAMの初期化は，r仮想 VRAMの生成相対アドレス＝08H」実行時に

行われる．
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m1意 グラフィックスドライパ

ス
一

位

uH

貯
一

α

相
一 グラフィックの終了 圃困

機能 ｜

解説 ｜

相対アドレス ＝04H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

グラフィック専用ハードウ ェアを リセットする．

グラフィックスドライパの利用を終了する場合，本コマンドを実行すること．こ

れにより，グラフィックスドライパで設定したハードウェアの状態が，この後に

動作するプログラムに影響しないようになる．

ス
一

ル
一
H

ア
一
f一nu

対
一

相
一 仮想VRAMの生成 園田

相対アドレス ＝08H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD ｛反惣VRAM~造体のアドレス

4H DWORD 仮想VRAMのアドレス

8H WORD X方向のドット数

OAH WORD Y方向のドット数

OCH WORD プレーン数

仮想、VRAM構造体のアドレス

仮想VRAM構造体は，仮想 VRAMのアドレスやプレーン数などの情報を格納

しておく場所であり，あらかじめ64バイト確保してお く．この仮想VRAM構造

体の先頭アドレス（上位ワード ：セグメント，下位ワード ：オフセット）を指定す

る．
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｜ 機能

186 

仮想VRAMのアドレス

あらかじめ確保しておいた仮想VRAMのアドレス（上位ワード ：セグメ ント，下

位ワード ：オフセット）を指定する．

仮想 VRAMのサイズは，次の式で求められる．このサイズは64Kを超えてもか

まわない．ただし，このコマンドではメモリの管理を行わない．サイ ズが64Kバ

イトを超える場合，連続した位置に確保しておくことが必要である．

仮想VRAMのサイズ（バイト数）

= ((X方向ドット数＋15)/16）×2×縦方向ドット数×プレーン数

X/Y方向のドット数

仮想 VRAMの大きさを次の純闘で指定する．

O<X方向ドット数壬1120

0くY方向ドット数壬1120

プレーン数

仮想VRAMのプレーン数を指定する．指定したプレーン数によって．その後この

仮想VRAMに設定できるカラーモー ドが次のように異なる．カラーモードにつ

いては「表示モードの設定相対アドレス＝OCHJを参照すること．

プレーン徴 モノクロ 8色 16色。 × × 

3 0（注） 0（注） × 

4 。 0（注） 。
法：ハイレゾモー ドでは絞定できない．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

ネ0：異常終了

8色： 8色中8色必よぴ4096色中8色モード

16色 ：4096色1t116色モード

0段定できる ×設定できない

指定のプレーン数が4を超えたときなどに異常終了となる．

メモリ上に仮想的なVRAMを生成し，初期化を行う．

初期状態はノーマルモー に ハイレゾモー ドとも次のようになる．仮想VRAM

は，解像度による区別はない．

表示モード……….....・H ・モノクロ

描画プレーン……………ページO，プレーンO

ビューポート領域…・・…・（0.0）ー（X方向ドット数ーし Y方向ドット数－1)

フォアグラウンドカラー……パレット番号7

パックグラウンドカラ一 一…・パレッ ト番号 O



解説 ｜

第71量 グラフィックスドライバ

仮想VRAMと仮想VRAM構造体はあらかじめ確保しておくこと．

仮想VRAM…………………任意のサイズ

仮想VRAM構造体・…・…….64バイト

仮想VRAMに対しては，環境設定コマンド，環境取得コマンド，および「領域転

送相対アドレス ＝64H」が実行できる．

ス
一

レ
一

之

一

H

列
一
氾

対
一
（

相
一 表示モードの設定 圃困

相対アドレス＝OCH

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロ ック

オフセット サイズ 内容
司

OH DWORD 対象VRAM
4H WORD 表示モード

表示モード

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l 0 

I o I o I o I o I o I o i×｜× I o I o I o I o I o I×｜×｜× ｜ 

y 
解像度の指定 モー ド指定

000：モノクロ

001 : 8色中8色モード

010 : 4096色中8色モード

011 : 4096色中16色モード

設定できるカラーモードと解像度の組み合わせは以下の通り．

解像度 モノクロ 8色 16色

Jーマ｝し 640×200 。 。 。
モー ド 640×400 。 。 。

ハイレゾ
1120×750 。 × 。

モード

8色： 8色中8色および4096色中8色モード

16色： 4096色中16色モード

0役~できる ×綾定できない

187 



対象 VRAM

システム VRAwlの表示モードを設定する場合はO，仮想 VRAMの表示モード Jを

設定する場合は仮想 VRAIVI摘造体の先頭アドレス（上位ワー ド：セグメント，下

位ワード ：オフセット）を指定する．

主要微樋第1g{l 

AX＝ステータス情報

o：正常終了

本0：異常終了（エラーコー ド一覧表参照）

ハードウ ェア的に設定できないモードを指定したときは異常終了となる．

システム VRAMまたは仮想 VI~AM の表示モー ドの設定を行う ．

揃画プレーン，表示プレーン，ビューポー ト，

グラウンドカラー／ボーダーカラー，表示領域が初期化される．

！患については，対応する環境設定コマ ンドを参照すること．

パレットの状態は，前Mのそのそードでの値が号｜き継がれる．仮想VRAMの表示

モー ドを設定する場合，解像度は無視される．

ノーマルモードでディップスイ ッチ SWl-8をOFFにして利用すると，下記の

フォアグラウン ドカラー／パック解説 ｜

これらの初期状

モードの利1日はできない．

4096色y18色モード

4096色中 16色モード

困困摘画プレーンの設定
ス
一

ル
一
H

ア
一
旧

対
一

a

相
一

相対アドレス ＝！OH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM
4H DWORD 箔画プレーン

描画ブレーン

I o I o I o I o I o I o I o I o I o I o I o I o I凶｜凶Ipl I凶｜
｜←プレーン→｜

po
－、J
－

－A
U

－
 

－E
E

－－a

．‘” 

勾

t

－、，
－

－A
U
F
 

－
A

・
4
・
欄

合

6

－、，
－

－A
U

同

－E
E

－－，．‘” 

n3

－、，
－

－n
u

－
 

－l
a
・
4

・E

AU

－、F
－

－A
U

－
 

内

4

－，t
－

幻

一

o一

円

4

－‘p
－

E
A
U

－
 

q
J
M

E

，t
－
 

n
一o
－

a句
内
ノ
h

・
25 26 

ページ番号

27 28 29 30 幻
「
l
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第7童話 グラフィックスドライパ

ページとはディスプレイに表示可能な画面の単位であり，プレーンとはページの

構成襲来・である．

プレーンでは，描画したいプレーンに対応するピットを lに設定する． また，同

時に複数のプレーンを指定することも可能である．ただし，指定できるプレーン

はカラーモードによって異なる．

カラーモード

モノクロ

8色1 !• 8色， 4096色~1·s色

4096色ljJ16色

指定可能プレーン

pO～p3・
pO～p2 

pO～p3 

本モノクロモードで指定可能な

プレーンは．綴純によって災ー

なる．
,r'f.しくはfプレーン数の取得

相対アドレス＝70 11 J を参J~l.

ページはO～3の数で指定する．ただし，仮想 VRAM~こ設定できるページは 0 の

みである．システム VRAMに対して設定する場合は複数のページが利用できる

ため．表示するページと揃附するページを別々に設定することも可能である．設

定できるページは解像度によって典なる．

解像度

640×200 

640×400 

1120×750 

ページ香号

O～3・
O～1・
。

＊設定できるページは．機純に

よっても｝もなる．
i洋しくは「プレーン数の取得

相対アドレス＝701-IJを参照．

「表示モードの設定 相対アドレス ＝OCHJを実行すると，描画プレーンは初期化

される．初期状態は，カラーモードにより次のように異なる．

カラーモード 鎗圃プレーン

モノクロ ページo.プレーンO

8色中8色.4096中8色 ページo.プレーンO～2

4096色中16色 ページo.プレーンO～3

対象VRAM

システム VRAMの表示モードを設定する場合はO，仮想 VRAMの表示モードを

設定する場合は，仮想 VRAM構造体の先頭アドレス（上位ワード：セグメント，

下位ワード ：オフセ ット）を設定する．
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第l音E主要後種

機能 ｜

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0: ：興常終了（エラーコード一覧参照）

ハードウェア的に設定できないページ，プレーンを指定した場合，異常終了と

なる．

システム VRAMまたは仮想VRAMの，実際に描画を行うページ，プレーンの殻

定を行う．

ス
一

ル
一
H

ア
一
一同

対
一
4

相
一 表示ブレーンの設定 田園

｜ 合一一

190 

相対アドレス＝14H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD 表示プレーン

表示プレーンの指定方法は描画プレーンと同じであるj描画プレーンの設定相

対アドレス＝IOHJを参照すること．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

ヰ0：異常終了（エラーコード一覧参照）

ハードウェア的に設定できないページ，プレーンを指定した場合，異常終了と

なる．

システム VRAMの表示するページ，プレーンの設定を行う．



第7ii グラフィックスドライバ

ス
一

ル
一
H

ア
一
旧

対
一
1

相
一 パレットの設定 園田

相対アドレス＝18H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロ ック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD パレット＊号

SH DWORD カラーコー ド

パレッ ト番号

モノクロ 0～lで指定する．この範囲を超えたときは，2の

剰余が取られる．

8色中8色， 8色／4096色： o～7で指定する．この範囲を超えたときは，8の

剰余が取られる． 

． ． 

16色／4096色
． 

0～15で指定する．この範聞を超えたときは，16

の剰余が取られる． 

． 

カラーコード

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 I 0 

red blue 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

green 

green, red, blueは，緑， 赤，脅色の各階調を表わす．

各カラーモードでの設定は，次のようになる．

green. red. blueで 1つでも最上位ピットがlの場合は白色，そ

れ以外は黒色．

8色中8色 ： green, red, blueのそれぞれの最上位ピットによ って決まる．

モノクロ
． ． 

green 『ed 制t』e .;jt色

。 。 。ブラ ック。 。 ブルー。 。レッド。 マゼンダ。 。グリーン。 シアン。イエロー
ホワイト
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第lBB 主婆機樋

｜機能 I

良型__J

192 

4096色中8色，4096色中 16色 : green, red, blueの各バイトの上位4ピツ

トを取り出して，それぞれ 16階調とし，そ

の組み合わせによって4096色を選択する．

4ビットで表わされる 0～Fは値が大きい

ほど1!)3るくなる．

各モードの初期値は次の通り．

モノクロ

01000000  
llFFFFFF  

4096色中16色

8色中8色， 4096色中8色

。0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 F F 

2 0 0 F F 0 0 
3 0 0 F F F F 
4 F F 0 0 0 0 
5 F F 0 0 F F 
6 F F F F 0 0 
7 F F F F F F 

AX＝ステータス情報

o：正常終了

。0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 F F 

2 0 0 F F 0 0 
3 0 0 F F F F 
4 F F 0 0 0 0 
5 F F 0 0 F F 
6 F F F F 0 0 
7 F F F F F F 

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 

指定されたパレット番号に対応するカラ」コードを設定する．

7 7 7 7 7 7 
0 0 0 0 A A 
0 0 A A 0 0 
0 0 A A A A 
A A 0 0 0 0 
A A 0 0 A A 
A A A A 0 0 
A A A A A A 

グラフィックスドライパで色を表示するにはパレットを使用する．パレットは，

それぞれのカラーモードで同時に使用できる色数だけ用意されており，パレット

番号O，パレット番号 l…と番号がつけられている．それぞれのパレットには，カ

ラーコード（実際に表示される色）があらかじめ設定されており，描画コマンドで

は表示色としてこのパレッ ト番号を指定する．

このコマンドでは，このパレット番号とカラーコードの対応を変更することがで

きる．すでに表示されているパレット番号を変更した場合には，表示色が新しく

設定されたカラーコードに変わる．



第7i重 グラフィックスドライパ

ス
一

レ
一

く

一
U
H

列
一
心

対
一
1

相
一 ビューポート領域の設定 困困

｜ 機 能 ｜

解 ~u

相対アドレス ＝lCH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM 
4H WORD ビューポー ト領域左上X座様

6H WORD ビューポート領有史左上Y座稼

8H WORD ビューポート領域右下X座標

OAH WORD ビューポート領滅右下Y座標

対象VRAM

システム VRAMのビューポート領域を設定する場合はO，仮想 VRAMのビュー

ポート領域を想定する場合は仮想VRAM構造体の先頭アドレス（上位ワード＝

セグメント，下位ワード＝オフセット）を指定する．

AX＝ステータス情報

。：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAMまたは仮想 VRAMの，実際に描画される領域（ビューポート領

域）を設定する．

図形描画時に指定する座標は，ディスプレイ画面左上を原点とした，整数系（ー

32768～32767）座標であるが，実際に描画可能な領域は各解像度でディスプレイに

表示できる範囲である．

ビューポート領域とは，この描画する領域のことであり，このコマンドを実行す

ることにより．この領域を変更することができる．

各解像度の最大ビューポート領域は次の通り．

システムVRAMに設定する場合

解像度 .大ビューポート慣.

640×200 (0,0）ー（639,199)

640×400 (0,0）ー（639,399)

1120×750 (0,0）ー（1119,935)
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第1SB 主要機種

相対アドレス

20H 

194 

仮想VRAMに般定する場合

最大ビューポート領域は， 「仮想VRAMの生成相対アドレス＝08H」時の

ビューポー ト領域である．

このコマ ンドでビューポート領域を変更しでも，それ以前に描画されていたグラ

フィックは消去されない

ビューポート領域は，「表示モードの設定 相対アドレス ＝OCH」を実行すると各

解像度の最大ビューポー ト領域に初期化される．

-32768 (min) 

(0,0) 

-32768 (min) 翁画領拘血

x 
32767 (max) 

(639,199 or 399）ノー7 ルモード

( 1119,935）ハイレゾモード

Y 32767 (max) 

フォアグラウンドカラーの設定

相対アドレス ＝20H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

マパラメータプロック

オヲセット サイズ 内容 ？”，J
一・ ' 

OH DWORD 対象VRAM
4H DWORD フォアグラウン ドカラー （パレット番号）

フォアグラウン ドカラー

圃困

画面コマンドにおいて，描画色を省略したときに用いられる色であり，パレット

番号で指定する．パレット番号については，「パレットの設定相対アドレス＝

18H」を参照すること．

「表示モードの設定 相対アドレス＝OCH」を実行すると，カラーモードによ って

次めように初期化される．

モノクロ ……・H ・H ・－－…...・H ・－…・H ・H ・H ・H ・－－……パレット番号l

8色中8色＇ 4096色中8色，4096色中 16色……パレット番号7



｜ 機 能

第re.グラフィックスドライバ

対象VRAM

システム VRAMのフォアグラウンドカラーを設定する場合はO，仮想VRAMの

フォアグラウンドカラーを設定する場合は，仮想、VRAM構造体の先頭アドレス

（上位ワード ：セグメント，下位ワード ：オフセット）を指定する．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAMまたは仮想VRAMのフォアグラウンドカラーの設定を行う．

相対アドレス

24H 
パッククラウンドカラーの設定 固困

｜ 機~－g ! 

相対アドレス ＝24H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM
4H DWORD パyクグラウンドカラー（パレット番号）

パックグラウンドカラー

「画面消去相対アドレス＝38HJや「領域移動相対アドレス＝68H」で用いる色

をパレット番号で指定する．

「表示モードの設定 相対アドレス＝OCH」を実行すると，パレット番号Oに初期

化される．

対象VRAM

システム VRAMのパックグラウンドカラーを設定する場合はO，仮想VRAM

のパックグラウンドカラーを設定する場合は，仮想VRAM構造体の先頭アドレ

ス（上位ワード：セグメント，下位ワード：オフセット）を指定する．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAMまたは仮想VRAMのパックグラウンドカラーの設定を行う．
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第l86 主愛機種

相対アドレス

28H 
ボーダーカラーの設定 田園

｜ 機能 ｜

戸説 ｜

196 

相対アドレス ＝28H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロ ック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD ボーダーカラー

ボーダーカラー

カラーモードによって以下のように指定する．

モノク ロモー ド 8色中8色モード

値 表示色

ブラ γ ク。ホワイト

値 表示色

。ブラック
ブルー

2 レッド

3 マゼンダ
4 グリーン

5 シアン

6 イエロー
7 ホワイト

AX＝ステータス情報

o：正常終了

本0：異常終了（エラーコード一覧参照）

ボーダーカラー（オーパースキャンカラー）の設定を行う．

このコマンドは，標準ディスプレイ（解像度 640×200ドット）接続時のみ使用でき

る．

「表示モードの設定 相対アドレス＝OCH」を実行すると，0（ブラック）に初期化

される．



第7'fl. グラフィックスドライパ

相対アドレス

2CH 
表示スイッチの設定 田園

（ 機能 1

解説 ｜

相対アド．レス ＝2CH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容

4H BYTE ヨ長・示スイッチ

表示スイッチ

o：非表示状態

本0：表示状態

AX＝ステータス情報

o：正常終了

本0：興．常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAMのグラフィ ックを，ディスプレイに表示するか表示しないかを

設定する．

グラフィックの開始直後は，0（非表示状態）となっている．
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相対アドレス

30H 

機能 ｜

解説 ｜

198 

表示領域の設定

相対アドレス＝30H

スタック ＝データ領域の先顕アドレス

Vパラ メータブロック

オフセット サイズ

4H WORD 

AX＝ステータス情報

o：正常終了

内容

システムVRAM上のy~糠

宇0：災．常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の表示領域を設定する．

困

VRAM上の Y座標は，VRAMのどの位置tからディスプレイに表示させるかを O

～186の他で指定する．

ハイレゾモー ドでは， VRAMのサイズが実際にディスプレイに表示されるサイ

ズより大きいため，同時に VRAMの内容のすべてを見ることができない．この機

能によ って表示領域を変えることにより，VRAM上のどの領域でも見ることが

できるようになる．

(0,0) (0,0) 

システムVRAM ディスプレイ

トー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(1119,749) 

←初期化状態ではこの部分が表示されない．

(1119,935) 

初期化時は，Y座標Oから749まで表示される．



相対アドレス

34H 

｜ 機能 ｜

｜ 解説 ｜

m7• グラフィックスドライパ

中断処理ルーチンの設定 園田

相対アドレス＝34H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ

4H OW ORD 

AX＝ステータス情報

o：正常終了

内容

中断処理ルーチンの先頭アドレス

宇0: ：異常終了（エラーコー ド一覧参照）

中断処理Jレーチンのアドレスをグラフィックスドライパに通知する．

各コマンド実行中に，何らかの事象が発生したときに特別な処理を行いたい場合

（庄司キーが押されたらコマンドの実行を中断するなど），この中断処理Jレーチ

ンの設定を，前もって実行しておくこと．

このコマンドを実行すると，グラフィックスドライパは「閉領域の塗りつぶし 相

対アドレス＝58H」実行中に，一定処理ごとに指定された中断処理ルーチンをコー

ルする．

したがって，中断処理ルーチンには，中断処理を行いたい事象の発生の検出（

~キーが押されたかなど）と ， 事象が発生した場合に行いたい特別な処理を

記述しておくこと．パラメータプロックには，この中断処理ルーチンの先頭アド

レス（上位ワード：セグメント，下位ワード：：オフセット）を指定する．

「グラフイツクの開始相対アドレス＝OOHJ直後は，グラフィックスドライパ内

の中断処理ルーチン（RE1＇のみ）のアドレスが定義されている ．

中断処理ルーチンの先頭アドレスは．このコマンドで再設定されるまで有効であ

る．

中断処理ルーチンを作成するときは次の点に注意すること．

・すべてのレジスタを保障すること．

・グラフィックスドライパが管理するハードウェア（グラフィック VRAM,

GDC，グラフィックチャージャ，EGC）の状態を変更しないこと．

・このルーチンの中で，グラフィックスドライパのコマンドをコールしないこと．

．グラフィックスドライパのデータ領域を変更しないこと．

・中断処理Jレーチンからリターンしない場合は，ユーザー側でスタックを解決す

ること．
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第l!!B 主委後種

相対アドレス

38H 
画面消去 困困

｜機 能

｜ 解説

相対アドレス ＝38H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内 容

OH DWORD 予約パラメータ （必ずOを指定すること）

AX＝ステータス情報

o：正常終了

本0：紫常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAMに描画されている内容を消去する．

消去されるのはビューポート領域のみである．このとき，パック グラウンドカラー

が使用される．「パックグラウンドカラーの設定 相対アドレス ＝24H」を参照す

ること．

相対アドレス

3CH 点の描画 回圃

200 

相対アドレス ＝3CH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 予約パラメータ （必ずO令指定するこ と）
4H WORD ラスタオペレーション番号
6H BYTE 動作番号
SH WORD 点を描画するX座標
OAH WORD 点を描画するY座標
OCH DWORD 点の色を表わすパレットf番号



｜ 機能 ｜

解説 ｜

第7i雇 グラフィックスドライパ

ラスタオペレーション（ROP）番号

次の 16種類の中から指定する．

ROP香号

α）（）（） 

α刀1

α）（）2 

0003 

0004 

0005 
α)()6 
0007 

0008 
α)()9 
OOOA 
α）（）8 
oooc 
α）（）0 
OOOE 
OOOF 

動作番号

箇還演算

s 
s 。
D 。＋s
D+S 
一D+S 
D+S 
0・s
0・s
0・s
一一0・s。RS。Rs
百RS。RS

。：VRAM上．の現伐の，ぐレット 書号

5:0を反転 ｛NOT）したノマレットjj¥:号

S：焔i直iするパレ ット需号

三： Sを反転 （NOT）したパレ y ト喬サ

+ : OR （議埋和）

・ : AND （ ~理械）
@ :XOR （ 排他的~~聖和 ）

OlH＝点の色を省略したとき，フォアグラウンドカラーを使用する．

02H＝点の色を省略したとき，パックグラウンドカラーを使用する．

X座標／Y座標

描画したい点を整数系（－32768～32767）座標で指定する．

点の色

表示したい点の色をノマレット番号で指定する．点の色を省略する場合は最上位

ピットに 1を設定すること．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

動作番号に上記以外の値が設定されたときは，異常終了となる．

システム VRAM上の指定の座標に，指定のパレット番号で点を描画する．

ラスタオペレーションは，色を表わすパレットに対して働くもので，すべての描

画コマンドで使用できる．

たとえば，カラーモードが4096色中 16色で，座標（100,100）のパレット番号が

2であるとき，この座標にパレット番号lで点を描画すると，描画後のパレット番

号は，ラスタオペレーション番号によって以下のようになる．
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第l邸主要ぬ樋

相対アドレス

40H 

202 

ラスタオペレーション香号 楢圃後のパレット...

。
14 

2 2 
3 13 
4 3 
5 14 
6 13 
7 15 
8 。
9 2 
10 
11 12 
12 3 
13 12 
14 12 
15 3 

パレット番号 iの反転（N01＇）は ，モノクロの場合パレット番号Oとなり，8色中

8色，4096色中8色の場合は6となる．

線の猫画 園田

相対アドレス＝40H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 十
内容

OH OW  ORD 予約パラメータ（必ずOを指定すること）
4H WORD ラスタオペレーショ ン番号
61-I WORD 楠岡Mi点X座標
8H ¥IVORD 指因企f：点Y~t票
OAI-I ¥IVORD tw闘終点X腹様
OCH WORD f前回終点Y座標
OEH BYTE 術商フラグ
lOH DWORD 線の色を表わすパレ ット番号
14H WORD 線制
l6H BYTE 線組パターン長
l8H WORD 線機パターン
lAH WORD 拡強線機パターン



！ 機能

第7重量 グラフィックスドライパ

描画フラグ

OOH：線種パターン，線幅省略（幅 lドットの実線）

OlH：線種パターンのみ指定（幅 lドット）

IOH：線幅のみ指定（実線）

llH：線種パターン，線幅指定

線幅

0～15の値で指定する．描画は（線幅＋I）ドットの幅で行われる．

描画は，幅 lドットの線を中心として，描画する線が仰角 45度以下の場合は上下

方向に，45度以上の場合は水平方向に行われる．したがって指定した線幅が奇数

の場合には，上下方向に摘画される場合は下側，水平後方に描画される場合は右

側が，その反対側より 1ドット分多くなる．

線種パターン長

lOH : 16ピット（線種ノぞターンを使用する）

20H : 32ピット（線種パターンと拡張線種パターンを使用する）

線種パターン，拡張線種パターン

破線などの線種をピットパターンで指定する．直線の描画は，指定されたピット

パターンを練り返しドットに対応させて行われる．このピットパターンは線種パ

ターン長で 16ピット単位か 32ピッ ト単位かに指定できる．拡張線種パターンは

32ピット単位のときに指定する．

ラスタオベレーション番号

「点の描画相対アドレス＝3CH」を参照すること．

X座標／Y鹿標

描画したい線の始点と終点を整数系（一32768～32767）座標で指定する．

線の色

描画したい線の色をパレット番号で指定する．

最上位ピットに lを設定するとフォアグラウンドカラーで描画される．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

手0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の指定した2点を結ぶ直線を，指定されたパレット番号，線種

パターン，線幅で描画する．
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M18B 主餐微種

｜ 解説 i 指定した2点を結ぶ直線を，指定されたパレット番号，線種パターン，線幅で描

画する．線租パターンとディスプレイ上のドッ トイメージの関係は次の例のよう

になる．

16ピッ卜単位で線種パターンを使用する場合

線種パターン長 ：1011

線種パターン : OFOEI・I 

ディスプレイ上のド ットイ メージ

0000••・・0000•••。

32ピット単位て・線種パターンを使用する場合

線種パターン長 : 20H 

線種パターン : OFOEH 

拡強線種パターン ：OC08H

ディスプレイ上のドットイメージ

0000•••・0000••・00000••000000・000

三角形の錨画 田園

204 

相対アドレス ＝44H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

－恥－U
一
州

側

開

閉

州

印

印

州

知

州

側

州

印

m
m
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4
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U
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，A
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一
m
D
D
D
D
D
D
D
E
m
D
E
D
D
E
m
D
m

イ
一

ゆ

侃

侃

侃

侃

侃

侃

侃

行

ゆ

侃
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侃

侃

打

。

侃

ゆ

サ
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m
w
w
w
w
w
w
w
B
m
w
B
W
W
B
m
w
m

内容

ff:Jパラ メータ （必ずOを指定すること）
ラスタオペレーション番号
第lX脱線

第lY康保

mzx脱線

第2Y康保

第3X岐僚

第3Y座係

fi'jj[d1jフラ グ

紙iの色を~わす，~ レ ッ ト＊号
線事前

線級， ~ ターン L~

線総［ノマターン
拡d長線純，fターン
検りつぶしフラグ
織りつぶす色をぷわすパレット番号
織りつぶしに使則するタイルパターンの長さ
タイルパターンの絡納械のアドレス



｜ 機能｜

第7章グラフィックスドライパ

塗りつぶしフラグ

OOH：塗りつぶさない

OlH：指定のパレット番甘で塗りつぶす

（省略時は，線の色と同じ色で塗りつぶす）

02H：指定のタイルパターンで 1/ ｛イト単位に盤りつぶす

03H：指定のタイ ルパターンで2バイ ト単位に塗りつぶす

タイルパターン長

タイルパターン長はバイト数で指定する．モノクロのときは 1以上，8色中8色，

4096色中8色のときは3以上，4096色中 16色のときは4以上を指定すること．

タイルパターン格納域

プレーンOから願番に，塗りつぶすタイルパターンを，1バイト単位（あるいは2

バイト単位）で格納する．

パラメータプロックのオフセット 24Hのダブルワードには，このタイルパターン

格納域のアドレス（上位ワー ド：セグメント，下位ワード ：：オフセット）を格納す

る．

ラスタオベレーション番号

「点の描画相対アドレス ＝3CH」を参照すること．

X座槽／Y座棟

描画したい三角形の各頂点を整数系（ー32768～32767）座標で指定する．

描画フラグ，線の色，線幅．線種パターン畏．線種パターン，拡張線種パターン

「線の描画相対アドレス ＝40HJを参照すること．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：典．常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の指定した 3点を頂点とした三角形を描き，必要であれば，内

部を塗りつぶす．
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第l部主要機種

｜ 解説 ｜

206 

タイルパターンは，プレーンOから順番に，各プレーンに対応する．

n+lパイ卜のタイルパターンが次のように格納されていた場合，

｜打NOI門 NII門 N2I… 巨日

4096色中 16色モードで画面上に lバイト単位で展開させると，次のようになる．

PTN3 PTN3 PTN3 ・・ 第4プレーン
PTN7 PTN7 PTN7 ・・
PTNII PTNll PTNII 

PTN2 PTN2 PTN2 ・・ 第3プレーン
PTN6 P1'N6 PTN6 ・・
PTNIO PTNIO PTNIO ・・

PTNI PTNI PTNI ・ ・ 第2プレーン
PTN5 PTN5 PTN5 
PTN9 PTN9 PTN9 

PTNO PTNO PTNO ・・ 第lプレーン
PTN4 PTN4 PTN4 
PTN8 PTN8 PTN8 

． ． ． 
． ． ． 
． ． ． 

塗りつぶしフラグの設定によって，2パイト単位に展開させることも可能．

タイルパターンの長さが条件より小さいとき，処理は行わない．

タイルパターンの長さと各表示モードのプレーン数が対応しない場合，余りは無

視される．

線幅に l以上を指定し，同時にラスタオペレーショ ンで0以外の値を指定すると，

一部正確に描画できないことがある．



相対アドレス

48H 

第78 グラフィックスドライバ

長方形の猫画 困困

相対アドレス＝48H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラ メータブロ ック

オフセットlサイズ 内容
I 

OH I DWORD I予約パラ メータ（必ずOを指定すること）

4H I WORD Iラスタオベレーション番号

6H I WORD I線分のl鈎始X腹標

8H I WORD I線分の開鈴Y度線

OAH I WORD I；線分の終了X座標

OCH I WORD I；線分の終了Y座標

OEH I BYTE l描画フラグ

lOH I DWORD I j線の色を荻わすノマレット番号

14H I WORD I j線幅
16H I BYTE I j線検パターン以

18H I WORD I線績パターン

IAH I WORD I拡張線級パターン

ICH I BYTE I織り つぶしフラグ

IEH I DWORD I塗りつぶす色を淡わすパレット番号

IEH I WORD I登りつぶしに使用するタイ ルパターンの長さ

20H I DWORD I；タイル，fターンの格納域のアドレス

ラスタオペレーション番号

「点の描画 相対アドレス ＝3CHJを参照すること．

X座棟／Y座栂

描画したい長方形の対角線の始点／終点を整数系（－32768～32767）座標で指定す

る．

描画フラグ，織の色，線幅，線種パターン畏，線種パターン，盤強線種パターン

「線の摘画 相対アドレス＝40H」を参照すること．

塗り つぶしフラグ．塗り つぶす色．タイルパターンの畏さ，タイルパターン格納

域

「三角形の描画 相対アドレス ＝44HJを参照する こと．

線幅に 1以上を指定し，同時にラスタオペレーション番号 O以外に指定する と，

一部正確に描画されないことがある．
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第l00 主婆機種

機能 ｜

｜ 解説 ｜

相対アドレス

4CH 

208 

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の，指定した 2点を結ぶ線分を対角線とする長方形を描画し，

必要であれば，内部を塗り つぶす．

線組を指定する場合，各頂点で水平方向の線による補正を行うため，頂点は次図

のようになる．

←頂点

A, B：補正部分

B, C：線のmなる部分

台形の錨画

相対アドレス＝4CH

スタック＝データ領峨の先頭アドレス

Vパラメータプロック

オフセット｜サイズ 内容

OH I DWORD I予約パラメータ （必ずOを指定すること）
4H I WORD Iラスタオベレーション番号
6H I WORD I ~l X度線
SH I WORD I第1y度線

OAH I WORD l第2X座標

OCH I WORD I第3X座標
OEH I WORD I第3Y座標

lOH I WORD I第4x座標

12H I BYTE I描画フラグ

14H I DWORD I i線の色を袋わすパレット番号
18H I WORD Ii線暢

lAH I BYTE I線検パターン長
lCH I WORD I j線積ノfターン
IEH I WORD l鉱張線種パターン
20H I BYTE l塗りつぶしフラグ
22H I DWORD I塗りつぶす色を表わすパレット番号
22H I WORD I塗りつぶしに使用するタイルパターンの長さ
24H I DWORD I；タイルパターンの格納滅のアドレス

園田



｜ 機能

｜ 解説

第711 グラフィックスドライパ

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の指定した 4点を頂点とする台形を描画する．必要があれば，

内部を塗り つぶす．

各パラメータについては「点の描画相対アドレス ＝3CHJ,r線の描画相対ア

ドレス＝40HJ，「三角形の描画相対アドレス＝44H」などを参照すること．

線幅に l以上を指定し，同時にラスタオペレーション番号を O以外に指定すると，

一部正確に描画されないことがある．

ス
一

ル
一
H

ァ
一
反

対
一

相
一 円の織画 回困

相対アドレス ＝50H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラ メータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 予約パラ メータ （必ずOを指定すること）

4H WORD ラスタオベレーション番号

6H WORD 中心点x~標
SH WORD 中心点Y[!H線
OAH WORD 半後

OCH WORD 開始点X鹿糠

OEH WORD 開始点Y座標

lOH WORD 終了点Xl!H標
12H WORD 終了点Yl!H綴
14H BYTE 翁画フラグ

16H DWORD 線の色を表わすパレ ット番号

lAH BYTE 形状フラグ

!CH BYTE 線種パターン長

lEH WORD 線機パターン

20H WORD 鉱張線機パターン

22H BYTE 虫食りつふ・しフラグ

24H DWORD 塗りつぶす色を表わすパレ ット番号
24H WORD 塗りつぶしに使用するタイルパターンの長さ

26H DWORD タイルパターンの格納繊のアドレス
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第186 主要微種

針。

形状フラグ

76543210  

I 0 I 0 I 0 I×｜×｜×｜×｜×｜ 

しー開始疫機フラグ
0：開始座標指定なし
l：開始座標指定あり

開始線分フラグ
0：開始点と中心点IHIに線分を錨画しない
l：開始点と中心点miに線分を箔画する

終了座標フラグ

o：終了鹿糠指定なし
l：終了座様指定あり

終 fi線分フラグ

o：終了点と中心点聞に線分を箔画しない
I : i終了点と中心点！日！に線分を描画する

俗画範囲フラグ
0：開始点、終了点が等しい場合は．会問を描画する
l：開始点．終了点が等しい場合は．開始点（終了点）を

繍画する

ラスタオベレーション番号

「点の描画相対アドレス ＝3CH」を参照すること．

中心点．半径，開始点，終了点

描画したい円の中心点と半径を整数系（－32768～32767）座標で指定する．円弧，

扇形を描画したい場合はさらに開始点と終了点も指定する．

描画フラグ

OOH：線種ノマターン省略（実線）

OlH：線種パターン指定

線の色．線種パターン畏，練種パターン，拡張線種パターン

「線の描画相対アドレス＝40HJを参照するこ と．

塗り つぶしフラグ，塗り つぶす色，タイルパターンの長さ，タイルパターン格納

雄

「三角形の描画相対アドレス＝44H」を参照すること．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）



機 能 1

I ____;!__ 忌ー」

第7箪 グラフィックスドライパ

システム VRAM上の指定した中心点，半径をもとに円を描画する．開始点，終了

点を指定することにより円弧，扇形の描画も可能．

線幅に l以上を指定し，同時にラスタオペレーション番号をO以外に指定すると，

一部正確に描画されないことがある．

相対アドレス

54H 構円の描画 園田

｜ 機能 ｜

解 説 ｜

相対アドレス＝54H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット

OH 
4H 
6H 
8H 
OAH 
OCH 
OEH 
lOH 
12H 
14H 
16H 
18H 
lCH 
IEH 
20H 
22H 
24H 
26H 
26H 
28H 

サイズ

DWORD 
WORD 
WORD 
WORD 
WORD 
WORD 
WORD 
WORD 
WORD 
WORD 
BYTE 
DWORD 
BYTE 
BYTE 
WORD 
WORD 
WORD 
DWORD 
WORD 
DWORD 

' 内容
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AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の指定した中心点と X方向半径およびY方向半径をもとに，

楕円を描画する．開始点，終了点を指定することにより，楕円弧の描画も可能．

半径を X方向と Y方向の2つ指定すること以外は円の描画と同様， 「円の描画

相対アドレス＝SOH」を参照すること．
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第IBf! 主要俄樋

相対アドレス

58H 
閉領繊の塗りつぶし 回困

！ 機能 ｜

212 

相対アドレス＝58H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容 ． ‘. ' ( 

OH DWORD 予約ノfラメータ（必ずOを指定すること）
4H WORD ラスタオペレーション祷号
6H WORD 術画開始X座標
SH WORD 錨画開始Y座標
OAH DWORD 境界色を表わすパレット番号
OEH BYTE 塗りつぶしフラグ
lOH DWORD 塗りつぶす色を表わすパレ ット格号
IOH WORD 塗りつぶしに使用するタイルパターンの長さ

12H DWORD タイルパターンの格納滅のアドレス
16H DWORD 作業滅先頭アドレス
IAH WORD 作業法の大きさ （バイト数）

描画開始座標

塗り つぶしたい閉領域内の任意の点を整数系（ー32768～32767）座標で指定する．

境界色

塗りつぶしたい領域の境界線の色をパレット番号で指定する．最上位ピットに 1

を設定するとフォアグラウンドカラーを採用する．

作集域

作業域はあらかじめ確保しておき，そのアドレス（上位ワード：セグメント，下位

ワード ：オフセット）と，その大きさをバイト数で指定する．

この他のパラメータについては，「点の描画 相対アドレス＝3CHJ，「三角形の描

画相対アドレス＝44HJを参照すること．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

手0：：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の指定された座標を含み，指定された境界色で固まれる閉領

域を塗りつぶす．



［－－－ 解説7:1 

第7i匝 グラフィックスドライバ

作業域の大きさは 16バイト以上必要で，塗りつぶす閉領域の形状によって異な

る．作業域が不足した場合はエラーコード 2を返し処理を中断する．その場合は，

作業域を十分大きくとるか分割して塗りつぶすこと．

ビューポート領域外に開始座標を指定した場合は，何も描画されない．

相対アドレス

5CH 
グラフィックイメージの取得 困圃

相対アドレス＝5CH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロック

オフセット サイズ 内 容

OH DWORD 予約パラメータ（必ずOを指定すること）左

4H WORD 上X座標

6H WORD 友上Y座；傑

8H WORD お下X}ji様

OAH WORD 右下Y座標

OCH WORD メモリ上の格納繊の長さ

OEH DWORD メモリ上の格納域のアドレス

左上／右下座標

グラフィックイメージを取得したい矩形の左上と右下の頂点、を整数系（－32768

～32767）座標で指定する．

格納域の長さ

メモリ上にあらかじめ確保しておいた格納場の長さをバイト数で指定する．ただ

し，指定された矩形領域を

(xl, yl）ー（x2,y2) 

としたとき，次の条件を満たしていなければならない．

格納域畏迄｛(x2-xl +8)¥8｝× （y2-yl + 1）×A+4 

ここで，￥は整数の割り算の商（余り切り捨て）を意味する．また，Aはカラーモー

ドによって次のような値とする．

モノクロ
． ． 冒

i

司
d
a
q

8色中8色，4096色中8色

4096色中 16色
． 
－ 
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解説 ｜

214 

格納域のア ドレス

メモ リ上の格納域のアドレス（上位ワードにセグメン ト，下位ワードにオフセッ

ト）を指定する．矩形領域を取得すると，格納域には次の形式で格納される．

X方向ドット数 Y方向ドット数

Y方向lドット分のX方向ドットパターン （1)

Y方向lドット分のX方向ドットパターン（2)

Y方向lドット分のX方向ドットパターン（3)

Y方向lドット分のX方向ドットパターン（4)

以下太ワク部分を（Y方向ドット数－1）四分
繰り返す．

x鹿綴のドツト（昇順）と対応する．
「メモ’j内

カラーモードがモノクロの鋤合（2).
一一一一 （3). (4）締分は存在しない．

8色のカラーモードの渇合Ii,
(4）のみ存在しない．

α＝ (x2・xl+8) ¥8 

β＝ (y2-yl + 1）×A 

カラーモー ドがカラーの場合の各ド ットのパレット番号は，対応する X方向ドッ

トパターン（1）～（3)( 16色モードの場合は（1）～（4）），のピット値（0/1）に，それ

ぞれ 1,2, 4(16色モードの場合はさらに 8）を乗算し総和を取ったものとなる．

カラーモードがモノクロの場合の各ド ットの白／黒は，対応する X方向ドットパ

ターン（1）内のピット値が 1/0で表わされる．

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了（エラーコード一覧参照）

システム VRAM上の指定された 2点を結ぶ線分を対角線とする矩形領域のイ

メージを，指定されたメモリ上の格納域に格納する．

格納域の長さが条件を満たしていないとき は，異常終了となって，処理は行われ

ない．一部分がビューポート領域からはみ出す場合，はみ出した部分はパックグ

ラウンドカラーと見なされる．

64Kバイトを超えるグラフィックイメージの取得はできない．

カラーモードがモノクロの場合，描画プレーンのプレーンOからプレーン3の願

でマスクされていない最初のプレーンのグラフィックイメージを格納する．



相対アドレス

60H 

第7・グラフィックスドライパ

グラフィックイメージ‘の設定 困回

相対アドレス ＝60H

スタック＝データ領域の相対アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ
，，」」

内容

OH DWORD 予約パラメータ（必ずOを指定すること）

4H WORD ラスタオペレーション需号

6H WORD 左上X座線

8H WORD 左上y~標
OAH WORD メモリ上の格納域の長さ

OCH OW ORD メモリ上の格納繊のアドレス

lOH BYTE カラースイ ッチ

12H OW ORD フ才アグラウンドカラー

16H OW ORD パックグラウンドカラー

ラスタオペレーションについては，「点の描画相対アドレス＝3CH」を参照する

こと．

格納域の長さ，格納域の形式については，「グラフイツ クイメージの取得相対ア

ドレス＝5CHJを参照すること．

カラースイッチ

OOH：フォアグラウンドカラー／パックグラウンドカラーの指定なし．

（メモリ上のグラフィックイメージは，設定される側の画面モードでグラフイツク

イメージを取得した場合の格納形式であるものとして，グラフ ィックイ メージの

設定を行う）

OlH：フォアグラウンドカラー／パックグラウンドカラーの指定あり．

（メモリ上のグラフイツクイメージは，モノクロモードでグラフイツクイメージを

取得した場合の格納形式であるものとして，グラフィックイメージの設定を行う）

フォアグラウンドカラー

モノクロモードで格納されているグラフイツクイメージの白（I）のドットを描画

するパレット番号を指定する．

パックグラウンドカラー

モノクロモードで格納されているグラフィックイメージの黒（0）のドットを描画

するパレット番号を指定する．

左上座標

取得されたグラフ ィックイ メージをシステム VRAMに展開する際の，矩形の左

上頂点を整数系（ー32768～32767）座標で指定する．
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AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0：異常終了

メモリ上の格納域に取得されたイメ ージを，システム VRAM上の指定された 1

点、を左上とする矩形領域ょに展開する．

ビューポート領域からはみ出す部分は描画されない．

表示モードがカラーの場合，描画プレーンのプレーンOからプレーン3の願でマ

スクされていないプレーンに，グラフィックイメージを展開する．よって，グラ

フィックイメージを取得したときとグラフィックイメージを設定する場合の表示

モード，描画プレーンの情報が異なる場合，取得前のグラフィックイメージと設

定後のグラフィックイメージが異なる可能性があるので注意すること．

表示モードがモノクロの場合，描画プレーンのプレーンOからプレーン3の願で

マスクされていない最初のプレーンにグラフイツクイメージそ展開する．

領繊転送 園田

相対アドレス ＝64H

スタック ヱデータ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内 容

OH DWORD 転送7むのVRAM 
4H WORD 転送yじめ短形領滅の左上XE長標
6H WORD 転送7じの矩形領均院の左上Ym栂
8H WORD 転送元の短形領繊の右下xm標
OAH WORD 転送元の矩形領緩め右下vm標
OCH DWORD 転送先のVRAM
IOH 、WORD ラスタオベレーション番号
12H WORD 転送先のxm綴
14H WORD 転送先のY座機
16H WORD X方向倍率
18H WORD Y方向倍率
lAH BYTE 裏返し
lBH BYTE 回転



X方向倍率／Y方向倍率

拡大

OOOOH＝等倍

0001H=2倍

0002H=4倍

0003H =8倍

。004H=16 f音

裏返し

縮小

8000H＝等倍

8001H=Yz倍

8002H=Y4倍

8003H=Ys倍

8004H = YiG倍

~71量 グラフィックスドライバ

転送する際に裏返すかどうかを指定する．裏返しは，転送先の座療を含むX軸と

平行な線分を対称軸として線対称に描画される．

OOH：裏返しを行わない．

:t:OOH：裏返しを行う．

回転

転送する際に回転するかどうかを指定する．回転は，転送先の座標を原点にして，

反時計四りに 90・単位で行う．

OOH：回転を行わない．

OlH : 90・回転

02H : 180・回転

03H : 270・回転

転送元のVRAM／転送先のVRAM

システム VRAMを対象とする場合はO，仮想VRAMを対象とする場合は，仮想

VRAM構造体の先頭アドレス（よ位ワードにセグメ ント，下位ワードにオフセッ

ト）を指定する．

システム VRAMと仮想VRAMの相互の領域転送も可能．

座標

グラフィックイメージの転送元の矩形の左上・右下頂点，および転送先の座標を整

数系（－32768～32767）座標で指定する．

ラスタオベレーション番号

「点の摘画相対アドレス＝3CHJを参照すること．

217 



第181! 主要事境種

｜ 機能 ｜

｜ 解説 1

相対アドレス
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218 

AX＝ステータス情報

。：正常終了

本0: ：異常終了

指定された 2点を結ぶ線分を対角線とする矩形領域の内容を，指定された l点を

左上とする矩形領岐に転送する．

システム VRAM，仮想、 VRAMのどちらでも転送可能．

転送先のビューポート領域からはみ出す部分は描画されない．

転送元のビューポート領域からはみ出す部分はパックグラウンドカラーと見なさ

れる．

転送先の描画プレーンに，対応する転送元のプレーンが転送される．このとき，

転送元のプレーンが描画プレーンでない場合，0が転送される．

裏返しと回転を同時に指定した場合，裏返しを先に行う．

転送元と転送先の矩形領峨が同じ VRAM内で重なるようなとき，拡大，縮小，裏

返し， 回転を指定した場合の動作は保証できない．

領域移動 園田

相対アドレス＝68H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 予約パラメータ（必ずOを指定すること）ラ
4H WORD スタオペレーション番号
6H WORD X方向移動ドット数
8H WORD Y方向移動ドット数
OAH BYTE クリアフラグ



｜ 機能 ｜

相対アドレス

6CH 

． 

｜ 機能 ｜

｜ 解説 ｜

第71量 グラフィックスドライバ

ラスタオペレーション番号

「点の描画相対アドレス＝3CH」を参照すること．

X方向移動ドット数

この備が正のときは左方向に移動し，負の場合は右方向に移動する．

Y方向移動ドット数

この値が正のときは上方向に移動し，負の場合は下方向に移動する．

クリアフラグ

移動によって画面に新たに出現する領域を塗りつぶす色を指定する．

o：パレット番号Oで塗りつぶす

本0：パックグラウンドカラーで塗りつぶす

AX＝ステータス情報

o：正常終了

宇0: ：異常終了（エラーコード一覧参照）

指定されたドット数分， 画面（システムVRAM）上のビューポート領域内のデー

タを移動する．

パージョンの取得

相対アドレス＝6CH

スタック＝データ領域の先頭アドレス

AX＝パージョン情報

AL：パージョン番号の整数部

AH：パージョン番号の小数部

グラフィックスドライパのパージョンを取得する．

パージョン 1.0では，AXにOOOlHが入る．

園田
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ブレーン数の取得

相対アドレス ＝70H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

AH＝ノマンク数

AL＝プレーン数

プレーン数を取得する．

園田

この機能により，現在の環境で設定できる表示モー ド，描画プレーン，表示プレー

ンを知ることができる．

取得 取得 ハード
指定可能書提示モードパンク敏 プレーン鎗 ウェア

3 ノーマル 640×200，モノクロ

モード 640×200, 8色中8色
640×200, 4096色中8色
640×400，モノクロ

640×400, 8色中8色
640×400, 4096色中8色

4 ノーマル 640×200，モノクロ
モー ド 640×200, 8色中8色

640×200, 4096色中8色
640×200, 4096色中 16色

640×400，モノクロ
640×400, 8色中8色
640×400, 4096色中8色
640×400, 4096色中16色

ハイレゾ 1120×750.モノクロ
モー ド 1120×750, 4096色中16色

2 3 ノーマル 640×200，モノクロ

モー ド 640×200, 8色中8色
640×200. 4096色中8色
640×400，モノクロ
640×400, 8色中8色
640×400, 4096色中8色

4 ノーマル 640×200，モノクロ
モード 640×200, 8色中8色

640×200, 4096色中8色
640×200, 4096色中 16色

640×400，モノクロ

640×400, 8色中8色
640×400, 4096色中8色
640×400, 4096色中16色

表中の指定可能ベージは．システムVRAMIニ対する俄である．

仮想VRAMIこ対して指定できるのはページOのみ．

指定可向島 指定可.
ページ プレーン

0～l O～2 
O～1 O～2 
0～1 O～2 
。 O～2 
。 O～2 
。 O～2 

O～l O～3 
O～l O～2 
O～I O～2 
0～l O～3 
。 O～3 
。 0～2 
。 O～2 
。 。～3

。 0～3 
。 O～3 

O～3 O～2 
O～3 0～2 
0-3 0～2 
O～1 O～2 
0-1 O～2 
O～l 0～2 

0～3 O～3 
0～3 O～2 
O～3 O～2 
O～3 O～3 
O～I 0～3 
O～l 0～2 
0～I O～2 
O～1 。～3
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ス
一

位
村

ア
一
4一7

’

対
一

相
一 表示モードの取得 園田

！ 機能 ｜

相対アド レス ＝74H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM 

対象VRAM

システム VRAMの表示モードを取得する場合はO，仮想 VRAMの表示モードを

取得する場合は，仮想VRAM構造体の先頭アドレス（上位ワードにセグメント，

下位ワードにオフセット）を指定する．

Vパラメータプロック

オフセット サイズ 内容

4H WORD 表示モード

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

システム VRAMまたは仮想 VRAMの現在の表示モードを取得する．

表示モードについては，「表示モードの設定相対アドレス ＝OCH」を参照するこ

と．

相対アドレス

78H 
錨画ブレーンの取得 函困

相対アドレス ＝78H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM
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｜ 機能 ｜

対象VRAM

システム VRAMの描画プレーンを取得する場合はO，仮想 VRAMの描画プレー

ンを取得する場合は仮想VRAM構造体の先頭アドレス（上位ワードにセグメン

ト，下位ワードにオフセット）を指定する．

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD 描画プレーン

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

システム VRAMまたは仮想VRAMの現在の描画プレーンを取得する．描画プ

レーンについては，「描画プレーンの設定相対アドレス ＝lOH」を参照すること．

相対アドレス

7CH 表示プレーンの取得 回困

｜ 機能 ｜

222 

相対アドレス ＝7CH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD 表示プレーン

AX＝ステータス情報

。：常に正常終了

現在の表示プレーンを取得する．表示プレーンについては，「表示プレーンの設定

相対アドレス ＝14HJを参照すること．



第7i量 グラフィックスドライパ

相対アドレス

80H 
パレットの取得 困困

｜ 機能 ｜

相対アドレス＝80H

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロ ック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD パレット接サ

マパラメータプロ ック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD カラーコード

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

指定のパレットに設定されているカラーコードを取得する．パレット番号，カラー

コードについては，「パレットの設定相対アドレス＝18H」を参照すること．

ス
一

円山
一
日
付

ア
一
4一QU

対
一

相
一 ビ‘ユーポート領域の取得 圃困

相対アドレス＝84H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロ ック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM 

対象VRAM

システム VRAMのビューポート領場を取得する場合0，仮想VRAMのビュー

ポート領域を取得する場合は仮想VRAM構造体の先頭アドレス（上位ワードに

セグメント，下位ワードにオフセット）を指定する．
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相対アドレス

88H 

［お 云E
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Vパラメータブロック

オフセット サイズ

4H WORD 
6H WORD 
8H WORD 
OAH WORD 

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

内容

ビ :i.. ーポート領妓左上x~標
ビューポート領域左上Y座標

ビューポート領域布下X店長標

ビューポート領域右下Y座標

システム VRAMまたは仮想VRAMの，現在設定されているビューポート領域

の，左上点と右下点の座標を取得する．ビューポート領域については，「ビューポー

ト領域の設定相対アドレス ＝！CH」を参照すること．

フォアグラウンドカラーの取得 園田

相対アドレス＝88H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM

対象 VRAM

システム VRAMのフォアグラウンドカラーを取得する場合はo.仮想 VRAMの

フォアグラウンドカラーを取得する場合は，仮想VRAM構造体の先頭アドレス

（上位ワードにセグメント，下位ワードにオフセット）を指定する．

Vパラメータブロック

オフセット サイズ

4H DWORD 

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

内容

フォアグラウンドカラー

システム VRAMまたは仮想VRAMの，現在設定されているフォアグラウンド

カラーのパレット番号を取得する．フォアグラウンドカラーについては，「フ ォア

グラウンドカラーの設定相対アドレス＝20H」を参照すること．



sg］重量 グラフィックスドライパ

相対アドレス

8CH 
ノミックグラウンドカラーの取得 困圃

｜ 機能 ｜

相対アドレス＝8CH

スタック＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

OH DWORD 対象VRAM 

対 象VRAM

システム VRAMのパックグラウンドカラーを取得する場合はO，仮想VRAMの

パックグラウンドカラーを取得する場合は仮想VRAM構造体の先頭アドレス

（上位ワードにセグメント，下位ワードにオフセット）を指定する．

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内 魯

4H DWORD ノ〈ックグラウンドカラー

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

システム VRAMまたは仮想VRAMの，現在設定されているパックグラウンド

カラーのパレット番号を取得する．パックグラウンドカラーについては，「パック

グラウンドカラーの設定相対アドレス＝24HJを参照すること．
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第］gfi 主要微複

相対アドレス

90H 
ボーダーカラーの取得 困固

従能 ｜

相対アドレス ＝90H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD ボーダーカラー

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

ボーダーカラーの現在の設定値を取得する．ボーダーカラーについては，「ボー

ダーカラーの設定 相対アドレス ＝28H」を参照すること．

ス
一

ル
一
村

ア
一
4

一Q
U

対
一

相
一 表示スイッチの取得 園田

［瓦能 ｜
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相対アドレス ＝94H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

4H BYTE 表示スイ ッチ

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

表示スイッチの現在の設定状況を取得する．表示スイッチについては，「表示ス

イッチの設定相対アドレス ＝2CHJを参照すること．



相対アドレス

98H 

｜ 機 能 ｜

｜ 解説 ｜

第7重量 グラフィックスドライパ

指定座標のパレットの取得 固因

相対アドレス ＝98H

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータプロック

オフセット サイズ 内容 「

OH DWORD 対象VRAM 
414 WORD 取得したい点のx~糠
61-I WORD 取得したい点のY＠号線

対象VRAM

システム VRAMの座標のパレット番号を取得する場合はO，仮想 VRAMの座僚

のパレット番号を取得する場合は，仮想、VRAM構造体の先頭アドレス（上位ワー

ドにセグメント，下位ワードにオフセット）を指定する．

X座栂／Y座標

パレット番号を取得したい点を整数系（ー32768～32767）座標で指定する．

Vパラメータブロック

オフセット サイズ

411 DWORD 

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

内 事

点めパレット番号

システム VRAMまたは仮想 VRAMの，指定された座標上にある点のパレット

番号を取仰する．

指定の座標がビューポート領域外であれば，点のパレット番号としてー1(FFFFF-

FFFH）を取得する．
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第lBil 主要桜島種

相対アドレス

9CH 
表示領域の取得 困

機 能 ｜

解 説 ｜

相対アドレス ＝9CH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

4H WORD システムVRAM上のY座標

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

システム VRAM上の表示領域を取得する．

このコマンドは，ハイレゾモードでのみ意味をもち，VRAM上の表示開始Y座標

を取得する．表示領域については，「表示領域の設定相対アドレス ＝30H」を参照

すること．

ノーマルモードでは，常に Oを取得する．

相対アドレス

AOH 中断処理ルーチンの取得 田園

｜ 機 常I
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相対アドレス ＝AOH

スタック ＝データ領域の先頭アドレス

Vパラメータブロック

オフセット サイズ 内容

4H DWORD 中断処理ルーチンのアドレス

AX＝ステータス情報

o：常に正常終了

現在設定されている中断処理ルーチンの先頭アドレスを取得する．アドレスは上

位ワードがセグメント，下位ワードがオフセットとなる．「中断処理ルーチンの設

定棺対アドレス＝34H」を参照すること．



第

DISK BIOS 

DISK BIOS概説

・DISKBIOS機能一覧（INT18H) 

． 
L • 1" 1M，例制組問周FD,

AHレジスタ • ’島 1MBFO 制猟BFD 320KBFD 固定ディスク
RAMドライブ

~ 

OlH ベリファイ 。 。 ・－－ 。 。
02H 診断のための読み出し 。 × ．”・・ × × 

03H 初期化 。 。 ・ーー 。 。
04H センス 。 。 。 。 。
05H データの容さ込み 。 。 ・－－ 。 。
06H データの読み出し 。 。 ← 。 。
07H シリンダOへのシーク 。 。 。．． × 。
09H デリーテ y ドデータの脅さ込み 。 × +- × × 

OAH IDの続み出し 。 。 .-. × × 

OCH デリーテッドデータの読み出し 。 × ．剛．． × × 

OOH トラックのフォーマット 。 。 +- 。 。
OEH 動作モードの殺定 × × 。 。 × 

OFH リトラクト × × × × 。
lOH シーク 。 。 争・・ × × 

83H モータ停止モードの設定 × × 。 × × 

83H 初期化 × × 。 × × 

注： ・ー はアクセスモードに応じて lMBFDの機能や640MBFDの機能が使えることを示す．
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第100 主要機種

・DISKBIOSコマンドの一般形式

この項はディスク全般の共通事項であり lMBFD,640KBFD, 320KBFD，固定ディスク.RAMドラ

イプの各 BIOSコマンド各項とあわせて読むこと．

内部割り込みコード

DISK BIOSの内部割り込みは，INTlBHで行うが，PC-9801の固定ディスクを制御する場合のみ

INT OBlHで行う.(PC-9801E/Fはどちらでも動作可）

AH=BIOSコマン ド醸別コード

ピット 0～3でコマンド識別コードを指定するが，コマンドに該当しないコードを指定した場合は正常

終了（CF=O）する．

コマンドによってはピット 4～7~こより ， シーク動作の選択，リト ライ動作の選択， シングルトラック

／マルチト ラック，単密度／倍密度の読み出し選択が可能である．

nw
一
o
一

J
 

O
－
－

－
 

J
 

D

一
l

－

n均一

o
一

臥一日

uEK一

臥
一
一r

一

弘
一
M
F
一

弘
一
M
T
一

D1 (MT) シングJレト ラッ ク（0）／マルチトラック（1）・の指定

（＊同一シリンダの両面トラックのみ）

単密度（FMモード） (0）／倍密度（MFMモード） (1）の読み出し指定

． ． 

06 (MF) 

05 (r) 

04 (SEEK) 

． ． 8回リトライする（0）／リトライなし（1）の指定

シーク動作そ行う （I）／現在のトラック位置（0）からの読み出し指定

コマンドに該当しないコードが指定された場合は正常終了（CF=O）する．

注憲 ：各コマンド詳細のインデックスにはAHの値が書いてあるが．これはピット 4～7がすべてOの

場合の値である．
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MB窓口ISKBIOS 

AL＝デバイスタイプ謙別コー ド（DA: Device Address）／ユニット番号（UA: Unit Address) 

bit 7 6 5 4 3 2 I 0 

DA UA 

」－－..，.ーJ 」~

し－Unit持

α）（） （聞1Eディスク）

001 lMBインターフェイス．商用インターフェイス

11 1臼OKBインターフ ェイス

アクセスモード

0 : 640KBアクセス

1 : !MBアクセスまたはl潤定ディスク

8×＝データ畏（DTL)

CH＝セクタ畏（N)

CH ー 1・

セクタ•＜バイト／セクタ｝

CL＝シリ ンダ番号（C)

DH＝ヘッド番号（H)

DL＝セクタ番号（R)

。。
128 

CH, CL, DH, DLをあわせて ID情報（略称IDR）と呼ぶ．

ES : BP＝データバッファ領域先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報ereステータス情報一覧」拳照）

01 

256 

02 

512 

出力情報として使用されるレジスタ，およびフラグ以外はすべて保証される．

03 

1024 

システム共通域中 DISK_RESULT(564H～583H）の8バイトエントれまたはF2DD_RESULT 

(5DOH～5DFH）の 16パイトエントリに FDCからのリザルトステータス情報を格納する．

BIOSコマンド使用上の注憲

・AHレジスタの0～3ピットでコマンドコードを指定するが，コマンドに該当しないコードが指定さ

れた場合は正常終了（CF=O）する．

・データパッファはパンクにまたがって定義してはいけない

・データパッファの大きさは物理セクタ長の整数倍であること．
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第100 主要後編

・ステータス情報一覧

FDC STATIJS ( ． AH E誕 司月 ． 0 L 

との対応 •＜『...，... ... . .. -CF 

16~・ ピット －・草取 内 耳障 ST1～3 臥ト鴎 ' ..ー－ 』 ・『圃同調，E . ......... ー」、..s.~，『且．・。OOH 0 0 0 0×××× NT Normal end 。OOH 0 0 0 0×××× RY Ready （センス） ST3 05 。!OH 0 0 0 I×××× CM Control Mark ST2 06 ODAM (Deleted Data Addres Mark）を
(IMBFD) 検出した’。!OH OOOJxx×× WP Write Protect ST3 同 媒体1;1セットされているが．ライトプロ
（センス） テクト状n

20H 001oxxxx DB OMA Boundary メモリアドレスカり〈ンクにまたカeるカ＼
1骨量!c~書地から始まるように指定した

30H 0 0 I I×××× EN ENd of cylinder ST! 07 I (1可の動作の転送容量を館えてデータ長
(DTL）を指定した

40H 0 I 0 0×××× EC Equipment Check STO 07 デバイスからFault信号を受けとった2.3,•
50H 0 I 0 l×××× OR Over Run ST! 04 セクタ． 〆モ リ聞のデータ転送時に，一定

時1111内にデータ転送が終了できなかったS

60H OIJOxxxx NR ふ＇otReady STO 。3 ユニγ トがノ γ トレディ状懇
70H 0 I I 1×x xx NW ？ぜotWritable ST! 01 コマンド笑行開始時.Write Protected 僧

f｝がオン
801-I l 0 0 0×××× ER ERror 
90H 1 0 0 I×××× 'fO Time Out 
AOH l 0 I 0 xx×× DE DataError (ID) STl 05 ID読み出し時に CRCエラーが発生した

ST2 05 
BOH I 0 I I xx×× DD Data Error (Data) ST! 05 

ST2 D5 
COH I I 0 0×xx× ND No Data ST! 02 トラ γ ク内に，指定されたセクタが見つ

カ‘らなヵ、った
DOH I I 0 1×××× BC Bad Sylinder ST2 DI 
EOI-I I I I 0×××× MA Missind Address STl 。。 トラ ック内に．指定されたセクタが見つ

mark(ID) からず．かつIDが i倒もなかった，もし
( 1;1指定されたセクタのID検出後データ
憾のアドレスマークを一定時間内（lms/
SM Hz）に検出でき なかった

ST2 印
FOH I I I 1×××× MD Missind addr総 S STl DO 

mark(Data) 
ST2 。。。OIH ××××0 0 0 l 両面媒体がセ ットさ ST3 D3 

れている

OSH OOOOJx×× CD Corrected Data 
78H 0 0 I I 1××× IA Illegal disk 

Addr鈴 S

SSH I 0 0 0 1××× Direct access an 
alternate track 

SSH IOlllX×× Data Error 
1 CSH l l 0 0 1××× Seek error 

DSH I I 0 I I××× 代事事トラ ックが餓め
ない

注lrデータの読み出し AH=06HJではそのセクタを読み出し後正常終了する．
注2 「データの書き込み AH=05H」の場合は，デー タは聖書き込まれる．
注3 「トラックのフォ ーマッ ト AH=ODH」の場合Ii轡き込み終了時にチェ ックされる．
注4 「シリンダOへのシーク AH=07HJの場合は一定時間内にトラック Oを破認できなかった場合．
注5 rデータの書き込み AH=05H」の場合はそのセクタを書き込み後. ORとなる．

ステータスのビッ ト7～5は， CF=Oのと き000,CF= lのとき 000以外となる．
ビット 3～0Iま．センスコマンドで装置種別が通知される （CF=Oのとき有効）．
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(0：片蘭媒体がセット されている
ビッ ト0< l l：両面嫁休がセットされている（1MB/640KB両用ドライブでは常に両面）

( 0 : 40シリ ンダモード，もしくは lMFDアクセスモード
ビット 2< 

l l : 80シリングモー ド



・システム共通減一覧

第Bil DISK BIOS 

• i ’ ． ヨ修用 途

OISILEQUIP ＆ぴRDISILEQUIP

~I;・に同 じタイプのFD袋i夜帯号lニビ

γ トが立っている量豊富EがRAMドラ

イブ量産賓となる

DISK-RESET 

(492H) 

・RAMドライブの媛綬されている状態を示す。

1 .按絞されている

2・綬続されていない

O, D。

BIOSのStatusf湾総にTimeOutが

通知された時．および I・.！立ソフト

ウェアがアクセスモードを変更し

た時リセ γ トが行われる．

リセット されるとカレントシリン

ダアドレスが失われるため．シー

クbitoffて・のアクセス＇;t.注意が必

裂である．

F2HO_MODE 

(493H) 

x
 

x
 

－E・E・－EE且
V
A
 

X
 

E

－E・E・E・－
Y
 

Y
 

Y
 

Y
 。

」一一 lI !MB FD 

2 I袋謹4番号

3 」。
」一一1I 640MB FD 

2 I装置番号

3 

・各ユニ ッ トのbitがONの時．次のアクセスでリキャリプレ

イトを実行する． リキャリプレイト実行後OFFにする．

O, Do 

l¥vwww:x xx xi 

640KBFD I I I I I I I I !MB FD 

UNIT ＃→ 3 2 l 0 3 2 l 0 ← UNIT # 

．リキャリプレイト実行条件・

①Time 0..』tが発生し.FDCがリセ ット された時．

②両用タイプドラ イブでアクセスモードを変更した時．

・両附タイプFDがlMBモードである ときのオペレーションモ

ードの情鰍を俗納する．

O, D。
． 

UNIT /Jl 片面モード

UNIT存3 両面モード

初期tillll.200／両＇＇＂モード

COFFH）である．

」 UNIT露。 10 : 48tpiモード

」一一 UNITれ｜ (20/10) 
〉

UNIT :12 I 1 : 96tpiモード

UNIT :13) (200) 
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第1$ 主要ぬ種

‘ システム共通ill
シンボル~・絶対香鎗 用 途 ． d惨
DISK_EQUIP2 
(494H) 

－両Illタイプインタフェースが640KBモードとなっていると
きに.~農絞されても、る F01)1)状態を示す．

l：後続されている
0：彼統されていない

o. 。。

~ UNIT ~O DA/UA=FOH 

UNIT ~I f'IA/UA=Fl11 

UNIT書2 DA/UA=F211 

UNIT岸3 DA/UA=F311 

両用タイプIFに彼統されるlMB-
FD[;t，両用タイプIFが640KB
インタフェースとなっている時．

DA/UA=9x Hではアクセスでき

ない．また. DISK-EQUIPにもセ
ットきれない．このドライブは．

DISK_EQUIP2カeセットされ．

DA/UA=Fx 11である時のみ．

アクセス可能である．

DISK_EQUIP 
C55CH・55DH)

. 1守袋i1ij>'イプ毎のINITIALIZEを行うと．後続ユニットグ〉

状態がセットされる．

l：後続されている
O；彼統されていない

D, D。o.. o. 
Iv v Y v x x x x lw w w i,v o o z z I 

1 ！ ！ ~ 1 1 111 11 1 ！↓ 
、開嗣w・・’

320KBFD 
UNIT; 

間定ディスク
UNIT書

IMBFO-『 32 I 0 3 2 I 0・-640KBFD
UNIT需 UNIT車

ここにセットされるFD豊富置は両符1
タイプの励会があり.Senseコマン

ドで確uが必要．

DISK-INT 
(55EH・55FH)

・釧り込みのあったユニットに対応、するピ y トをオン（ 1 ）に
し 上位にその結果を通知したときオフ（ 0）にする．

o. o. o.. o. 
Io o o o x x x x l'v w w w o o o z I 

｜｜｜ ｜｜｜ ｜｜ ｜ 
IMBFD UNIT＃→321011 11 悶定ディスク

640KBFD UNIT再→ 32 I o UNIT # 

OISK_TYPEC560H) I・後続されている320KBFJ)1)デ，fイスタイプを示す．

o. D。
I FFH：片面タイプ
FEH：両面タ イプ

OOH：米後続

CDISK_EQUIP 
D，～o.ヵgα）（）（））

• PC-9801/E/F /Mのみ

日SK_MODEC節目 ）｜・附されている3却KBFJ)1)デバイスタイプが耐タイプのI. PCー蜘l/E/F/Mのみ
とき．俊則しているオペレーションモードを示す．

Y
 

Y
 

A
U
 

AU
 

AU
 

n凶
「

M
1

D。
Y YI 

｜」 UNIT#0 I 0 : 

」一一 UNITれ ｜片面モード
} 

UNIT #2 I 1 : 

UNIT #3 J両面モード
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第81駈 DISK8108 

システム共通ill ’ ・伊

周 途
~ ． ヨ惨

シンボル名・絶対審鎗 F 唱

DISK_ TIME ・タイムアウトカウ ンタ（ 1 m鈴 cIll t立｝ • PC-9801/E/F /Mのみ

(562H・563Hl ①O以外の｛瓜が設定されたとき； ・ 320KBFDブー ト処理担のとき．

2バイトワード形式 このカウ ンタをインクリメントしながら1/0終了を待ち． TIME OUT処F唆を行う．

｛瓜がOになっても1/0が終了しないとさ. TIME OUT POWER ON/RESETのとき約

ステータスの通知を行う． 35秒.NEW ON lのと き約15

~o が設定されたとき； 秒に怨乏している．

1/0終 fまで待つ．

DISK-RESULT ・F氏からi的 Iされるリザルトステータス情報を伶納する．

（部4H～日3H} . ~守デバイス 11} に 8バイトエントりを待っている． 4デパイ

ス（ユニット）分ある．

+ 241 ． 

+ 16 I 
+s, 

D, D, o~ D, D, O, O, D。#0 

I ~ よ SE ~ ~ ~ ¥ ~ STO 

+I E o 。。。 ~ ~ ~1 STI (ff.) 設： STOのSE=OのときのみSTI
N E R D W A 

。MCDN ~~B~1 
として.SE= lのときPCN

+2 ST2 （ブリゼントシリンダナンパ）0 c c 0 

+3 O～76 CCシリ ンダ書）
として（~HJ.

+4 O～1 日（へ＂／ ド書｝

+5 1-26 R（セクタ書）

+6 OOH～03H N（セクタ内のデータ長）

+7 0～76 NCN (f.Jl.｛£のシリンダ者｝

DISK＿朕刃T ブート量産訟のデバイス傾_g1j・ユニット al:{}( DA/UA｝が紛納

(584H l される． この鎖JJ!内｛まBIOSがワークとして多照するもので

ある．

DISK_S1'ATUS 間定DISKコントローラから送られるステータスが俗納される．

（詔5H) D, D, 01 O, D, O, D, D。
x x x 

‘ 
， 

LJ~ リ ティエラーLVN 
エフー

DISK”SENSE ・鴎定ディスクのR伺 uestSenseコマンドで通知されるSen-

(5部H～臼9Hl se Status Bytesを格納する．

o. D。
。 センスJ~イト

。。 .寝アドレス（H)

2 治理アドレス（Ml p 鎗理Eアドレス

3 治理アドレス（L) 
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~l部主要俊極

システム犬通ill 一・
.II 道民 ． ヨ惨' シンボル名・絶対.j・ 色． L 』

F2DD_MQDE －オペレーショ ンモード指定

(5CAH) ・このエリアはシステム初期化後FFHとなる．

D, D. D, D, 03 D2 D, D。
¥V W ¥V W ¥V ¥V ¥V ¥V 

υNIT＃『 3 2 。3 2 0← UNIT書

0 : 48tpi 0 : J＼・ll'riモード
l : 96tpi l：尚1friモード

F2DD-COUNT • 640KI3FDのモータをoffにするための初期カウンタ縦.'II. 
(SCBH) 伎は約IOOms

・ システム初期化．または640KBFDの初~XII化コマンド実行後．

ニのエリアのf氏Ii150 10 （約15秒）Iこ~忘される．

D, 06 0$ D‘D, D2 D, D。
OIH-OFFH 

F2DD-POINTER ・コマンドのN＇＇イト（セクタ民： CHレジスタで指 定する）
(SCCH-SCFH) に）·ti~する IDのNバイト . EOT. Read/¥Vrilea寺のGPLぶ

よぴFonnat時のGPLを与える1'ableへのポインタ．

・システム初期化後． このポインタは640KBFDBIOSルー チ

ンl内のテーブルを指 している．

BIOSが待つテープルのfillは次とと必リである．

MFM FM 

R/¥V Fom1al R/¥V Format 

EOT GPL EOT GPL EOT GPL EOT GPL 
ー ー 10 07 10 18 ←N=O 

10 OE 10 33・3 ω OE ω 2A ←N=l 

ω 2A ω 50・1 05 18 05 3A ←N=2 

05 35 05 74 ー ←N=3 

一： 未定義
取 I: DISK-BASIC 
取 2: MS-DOS 

その他： IBMs・Fo準拠

F2DD_POINTER 

オ7セト ；セグ〆ント
, . ベーえ

．－  ． 

作UNIT#
現『7セペ：（） オ7t，ト：1 :t7セ，ト'2 オヲセ ，ト：3 に対応、したテ

ー
． ーブルのオフ、 ， 

セット をもっ． ポインタ

10 07 10 18 

05 35 05 74 ー ー
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第81量 DISKBIOS 

システム共通.
4イ』官τ； ~·~ 

._, ,_fi:o>T~ 用 、.,,..! 途 ヨ修
シンボル名・絶対.. 川4‘ ' r .J ._I 司」V ・」

F2DD_RESUL T －臼OKBFDllJIJ ザルトステー タス俗納J~ STOについて．次の織作を行う．

500H Ol MOTOR OFF島幸の処理

MOTOR OFF時にシステム共通
STo 

5DFH 
鰯即日 Read/Write系コマンド． リザ J~の各ユニット毎の情報（STQ)

ST1 ルトステータスカfセットされる のNRピット（NotReady・・・Dll 
ST2 

をすべてONにする．
c 

l2J MOTOR ON時の処理量
H 

1/0終 f後.F2DD_COUNT MOTOR OFFタイマカウンタを
R の似をここへコピーしタイ チェ ックするiiiiに．上3CのNRピ
N ？イネーブルにし．タイマINT

ットをチエ ヅクしONの時．
モータオ7カウンタ - t居にデクリメントする．Oに

Waitループを実行する｛実行後
似l5D8H STo なったときモータオフし．タ

PC!o イ？をディスエープルする NRピット IiOFFにする）．

Sl'1 

PCN1 
シーク／リキャリプレイトコマ

ST2 ンドのリザルトステータスがセ
PCN2 γ トされる
STJ 
PCNJ 
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第18B 主要機種

1MBフロッピーディスク BIOSコマンド

~ ..‘’ 

INT 1BH 

AH=06H 
データの読み出し［READDATA] 園田

機能 ｜

238 

AH=BIOSコマンド識別コード

臥
一

o
一

臥一
S
E
E
K

－

弘
一
－
r

一

弘一

M
F
一

仏
一
M
T
一

av 
D

0

 

D

I
 

D

－
 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 
BX＝データ長（DTL)（ノfイト単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～l) 

DL＝セクタ番号（R)(I～26) 

CH＝セクタ長（N)(001-1～03H) 

ES: BP＝データバッファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧」参照）

システム共通域（DISK_RESULT 564H～583Hの8バイトエントリ）

=FDCからのリザルトステータス情報を格納

指定されたデバイスタイプユニット番号をもっデバイスの，指定された実行開始

セクタ（ID情報で指定されたもの）から，指定されたメモリ領域（データバッファ

領域の先頭アドレス）へ，指定された長さ（DTL）のデータを読み出す．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い． トラックの選択を行ってから読み出す場合の選択が可能である．

シングノレトラック／マルチトラックの読み出し選択指定および，単密度／倍密度

の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．



処理 ｜

第Si量 DISKBIOS 

①DA/UAに対応するシステム共通域DISK_RESULTの内容を制べる．

②SEEKピットが 1（オン）かどうかを判定する．

オンならばシリンダ番号（C）によってシーク動作を行う．シーク動作が終了し

たか，またはSEEKピットがオフ（0）ならば③の処理を行う．

③ DMAを起動する．

DMAパウンダリの正当性をチェックする．不正なら AHに201-1をセットして

終了する．正当ならばDMAを起動する. BX, ES, BPを送る．

④FDC BこREADコマンドを発行する．

マルチト ラック MT, MFMモードは BIOSコマンドにしたが う.DDAM 

(Deleted Data Address Mark）を検出した場合は，そのセクタの読み取り後，

コマンドの実行を正常終了する．

FDCコマンド発行制御

a) FDCステータスを READし，FDCがBUSY状態かどうかをチェックし，

BUSY状態ならば BUSY状態が解けるまで待つ．

AAA: IN AL, 90H 

TEST AL, lOH 

]NZ AAA 

b) FDCがデータを受けとれるかどうか，FDCステータスをチェックする．

データが受けとれる状態になるまで待つ．

BBB : IN AL, 90H 

TEST AL, 80H 

]Z BBB 

c) FDCステータスによって，FDCがデータを受信できる状態であることを

確認し，コマンド（またはパラメータ）を発行する．

OUT 92H, AL 

⑤FDC ~こ対して， READ コマンドのパラメータを順次送出する．

C（シリンダ番号），H （ヘッド番号）' R （セクタ番号）' N （セクタ長）

⑥EQT（トラック上の最終セクタ），GPL(GAP3の長さ），DTL（処理すべきセク

タ当りのデータ長）は次の表の通りである．

DTL = 255 (FFH) 

違憲： このDTLはFDCのパラメータとして一意的に（FFH）指定するもので，

BIOSコマンドのBXとは関係ない．
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第186 主要後復

｜ その他

MT 

。

1 

。

1 

。

EOT, GPL 

EOT GPL MF セクタ内の セクタ当りの密度
（トラックょの (GAP ピット データAN （バイト／セクタ）
.鈴セクタ｝ レングス｝

FM OOH 128 lAH 07H 

モード OlH 256 OFH OEH 
（単奮度） 02H 512 08H lBH 

MFM OlH 256 lAH OEH 

モード 02H 512 OFH lBH 
（倍密度）

03H 1024 08H 35H 

を潮jり込み信号の入力を待つ．

入力処理の終了を待ち，リザJレトステータス情報を読み出し（STO,STl, ST2), 

実行終了セクタの ID情報の読み出しを行い， システム共通域の RESULT_
DATA, BIOSコマンド出力条件の設定を行う．

③DMAチャネルを閉じる．

l回の動作の転送容量は MT（マルチトラック）ピット，MF（倍密度指定）ピット，

N（セクタ長）に関係する．

MF N 転遂容 量｛バイト｝ 最後セクタ。 OOH 1 -128×n ヘッド Oのセクタ26またはn = 1～26 
ヘッド 1のセクタ261 OlH 1 -256×n 。 OOH 1 -128×n 

n = 1～52 ヘッド lのセクタ26
OlH 1 -256×n 。 OlH 1～256×n ヘッド Oのセクタ15またはn = 1～15 

ヘッドlのセクタ151 02H 1～512×n 。 OlH 1 -256×n 
n=l～30 ヘッド 1のセクタ15

02H 1～512×n 。 02H 1 -512×n ヘッド Oのセクタ 8またはn = 1～8 
ヘッド lのセクタ803H 1 -1024×n 。 OZH l～512×n 

n=l～16 ヘッド1のセクタ 8
03H 1 -1024×n 

注： nの｛邸主プログラマブルで.EOTの値で定豊島される．
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MT EOT 

lAH 
OFH 
08H 

lAH 
OFH 
08H 。
lAH 
OFH 
08H 

lAH 
OFH 
08H 

lAH 
OFH 

08H 

lAH 
OFH 
08H 

lAH 
OFH 
08H 

lAH 
OFH 
08H 

第88 DISK 8108 

BIOSコマンド実行を正常に終了した ときに， システ ム共通域の RESULT_

DATAに設定される ID情報の状態は次表のようになる．

.袋バイトの転送 1聞の状箪
ー」 邑」 ．恒正~ 回ー

に聞したセクタ c H A N 

ヘッド Oのセクタ l～25
,, l～14 もとのまま もとのまま R+l もとのまま
,, 1～ 7 

ヘッドOのセクタ 26 
，， 15 C+l もとのまま R =01（注｝ もとのまま

’1 8 

ヘッド lのセクタ l～25

’1 l～14 もとのまま もとのまま R+l もとのまま
，， l～ 7 

ヘッド lのセクタ 26 
，， 15 C+l もとのまま R =01＜注｝ もとのまま

’1 8 

ヘッド Oのセクタ l～25
II 1～14 もとのま ま もとのまま R+l もとのまま

” 1～ 7 

ヘッド Oのセクタ 26 
下 lビット

15 もとのまま R =Ol＇注】 もとのまま，， 
を反転する

，， 8 

ヘッド 1のセクタ 1～25

’J 
1～14 もとのまま もとのまま R+l もとのまま

II l～ 7 

ヘッド 1のセクタ 26 
下 1ピット

15 C+l R =Ol＇柱｝ もとのまま，， 
を反転する

，， 8 

注：ヘッドの選択状態（STOの HDビットも含む）は最終バイ トの転送に関係したセクタに属するトラックのま

まである．
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第186 主要機碩

INT 1BH 

AH=05H 

機能 ｜

処理 ｜

242 

データの書き込み［WRITEDAT A] 

AH=BIOSコマンド識別コード

D, D, D. D, D, Di D, D。

0 1 o 1 I IM M -I I T F I 

AL＝デパイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

BX＝データ長（DTL)（ノfイ卜単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクタ番号（R)(1～26) 

CH＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

ES: BP＝データパップア領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

園田

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

システム共通域（DISK_RESULT 564H～583Hの8バイトエントリ）

=FDCからのリザルトステータス情報を格納

指定されたデバイスタイプユニット番号をもっデバイスの，指定された実行開始

セクタ（ID情報で指定されたもの）から，指定されたメモリ領域（データバッファ

領域の先頭アドレス）の，指定された長さ（DTL）のデータを哲き込む．

現在選択されているシリンダ位置のトラックへ曹き込む場合と，シーク動作を行

い， トラックの選択を行ってから書き込む場合との選択が可能である．

単密度／倍密度の書き込み選択指定も可能である．

エラ一発生時に， 8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

違憲： マルチトラック指定は使用しないこと．

「データの読み出し AH=06H」と同様の処理を行う．

注憲： データ畏（OTし）で示すバイト数のデータの書き込みが，セクタの途中で終

了した場合は．そのセクタの残りのバイトにはOOHを書き込んで正常終

了する．



INT 1BH 

AH=10H 

｜ 機能 ｜

L旦 －－~ 」

M88 DISK BIOS 

シーク［SEEK] 園田

AH=BIOSコマンド識別コード

O, O, 0$ 0, D, 0, 0, 00 

Ix x-;:- I xx x xi 

AL＝デバイスタイプユニッ ト番号（DA/UA)(90H～93H) 

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（r・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧」参照）

システム共通域 DISK_RESULT(564H～586H）の8ノfイトエントリ

＝現在のシークアドレス（シリンダ番号）を PCNとして格納

指定されたデバイスタイプユニッ ト番号に対して，指定されたシリンダ番号まで

シークさせる．

エラー発生時に，8回のリト ライを行う，リトライをしない指定も可能である．

なお，読み出し（READ）／暫き込み（WRITE）用の BIOSコマンドには，シーク動

作を同時に行うことが可能になっている．それぞれの BIOSコマン ド識別コード

の04ピット（IOH）をオン（1）にするとシーク動作を伴い，オフ（0）にすると現在の

シリンダを対象とした動作を行う．

① FDCにシークコマンド（OFH）を送出する．

② FDCにシークコマンドに対するパラメータを送出する．

シークを行うユニッ ト番号，ヘッド番号を渡す．

③シーク動作の終了を待つ．

④シーク動作が終了すると出力のステータス情報を読み出す．
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第l部主要織種

I INT 1BH 

AH=07H 

｜ 機能 ｜

244 

シリンダ0へのシーク
[RECALIBRATE] 

AH=BIOSコマン ド識別コード

O, 06 Os 0, 03 02 O, 0。
jo or o o 

AL＝デノfイスタイプユニッ ト番号（DA/UA)(90H～93H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

園田

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

シリンダ番号 0（デバイスから，ト ラック O信号を検出するまで）へシークさせる．

シーク動作は，シリ ンダ番号0の方向へ 1シリンダずつ行い，デバイスからのト

ラック O信号を検出するまで繰り返す．

エラー発生時に，8回のリト ライを行う，リトライをしない指定も可能である．

① FDCにリキャリプレートコマンド（07H）を送出する．

②次のシーク動作のために約20msec待つ．



第81量 DISKBIOS 

INT 1BH トラックのフォーマット 園田AH=ODH [FORMAT TRACK] 

｜ 機能 ｜

AH=BIOSコマンド識別コート

au
－
－

圃

D

一
l

－

1

：
 

D

一
o
一

2

：
 

D

一
l

一

J
 

D

一
l

一

J
 

D

－SE
E
K

－
 

弘一

一r

一

弘一

M
F

－

J
 

nu
－
nv

一
AL＝デノfイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

BX＝データ長（DTL)（ノてイト単位）

CH＝セクタ長（N)(00, 01, 02, 03) 

CL＝シリング番号（C)(0～76) (AHのSEEKピットが lのとき有効）

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝データ部への暫き込みデータパターン（D)

ES: BP＝データバッファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧」参照）

指定されたセクタ長（N），トラック当りのセクタ数（SC），ギャップ長（GPL），デー

タ部に将き込むデータパターン（D）などにしたがって lトラック分フ ォーマット

書き込みを行う．

セクタのID部にデータを轡き込むときには．指定されたデータパッファ領域の

内容（C,H, R, Nの4バイト×セクタ数）を使用する．したがって，セクタシー

ケンス IDや不良シリンダIDなども書き込むことが可能である（C,H, R, Nの

指定による）．

各セクタのデータ部には，lバイトのデータ DをNで指定される長さ分だげ繰り

返し書き込む．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

単密度／倍密度の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に， 8回のリトライを行う， リトライをしない指定も可能である．
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第l部主嬰微複

［ 処理 l

｜ の他

指定方法

MF セクタ長
ビット N 

。。

。
01 

02 

01 

1 02 

03 

①DA/UAに対応するユニットの，現在選択されているシリンダの Hパイトで

示されるヘッ ドの面にあるト ラックにフォーマッ トを書き込む．

②セクタのID部の書き込みは，指定されているデータパップア領域の先頭ア ド

レス（ES:BP）から，BXのデータ長までのデータバッファ上に，セクタの ID

部ごとのC,H, R, Nの4パイトエントリを トラ ックのセクタ数分だげ展開し

ておき，これを郡き込む（［その他］を参照）．

③セクタのデータ部の部 き込みは，指定されたDL（データパターン）の内容を，指

定された CH（セクタ長）の長さ分だけセクタごと に繰り返す．

パラメータの指定方法

トラック ギャップ IDフォーマ
f 指 定 内容

泊りのセ 4長 ット周データ ． 考セクタ当り クタ. バッファ長
密度

のバイト徴 SC GPL (DTL) 

N,,-BASIC 

!ti密度 128 
lAH 

lBH 104 
（シ リンダ 0• 

(26) READO) 
MS-OOS{8"1S) 

FM 
256 

OFH 
2AH 60 モー ド ( 15) 

512 
08H 

3AH 32 ( 8 ) 

lAH N,1-BASIC 
倍密度 256 36H 104 （シリング 0,(26) 

READO以外）

MFM 
512 

OFH 
54H 60 モード ( 15) 

1024 
08H 

74H 32 MS-DOS ( 8 ) 

主主：DTLは上衰の値以上であればよい.255をとるよ うにする．

データバッフ ァの内容

ES: BP吋 ｜ c 鎗痩シリンダ＆F.i・

+I I H 治理ヘッ ド•J.；ト ’ 1つのセクタに対する

+21 R セクタシーケンスに ( ID$の情報
f返った治埋セクタ$号

+31 N 物埋セクタ長

+255 
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01 ω 03 ω 

セクタ
シーケンス

00. 01 01 02 03 04 

02 01 03 05 07 

03 01 04 07 OA 

04 01 05 09 OD 

05 01 06 OB 10 

06 01 07 OD 13 

07 01 ω OF 16 

08 01 09 11 19 

ω 01 OA 13 02 

OA 01 OB 15 02 

OB 。l。c17 02 

oc 01 OD 19 02 

OD 01 OE 02 OF 

FF FF FF FF FF 

セクタシーケンスにしたがった論理セクタ番号

a) 26セクタ／ トラ ックの場合

． 
物理セクタ番号（16進）

05 06 07 08 ω Of¥ OB 配 OD OE OF 10 11 12 13 14 15 16 

倫理セクタ番号（16進）

05 06 07 08 ω OA OB 。c。DOE OF 10 11 12 13 14 15 16 

ω OB OD OF 11 13 15 17 19 02 04 06 08 OA 。cOE 10 12 

OD 10 13 16 19 02 05 08 OB OE 11 14 17 IA 03 06 ω 。c
11 15 19 02 06 OA OE 12 16 IA 03 07 OB OF 13 17 04 08 

15 IA 02 07 。c11 16 03 08 OD 12 17 ω ω OE 13 18 05 

19 02 08 OE 14 lA 03 ω OF 15 04 OA 10 16 05 OB 11 17 

02 09 10 17 03 OA 11 18 04 OB 12 19 05 。c13 IA 06 OD 

02 OA 12 lA 03 OB 13 04 。c14 05 OD 15 06 OE 16 07 OF 

OB 14 03 。c15 ω OD 16 05 OE 17 06 OF 18 07 10 19 08 

oc 16 03 OD 17 04 OE 18 05 OF 19 06 10 IA 07 11 08 12 

OD 18 03 OE 19 04 OF IA 05 10 06 11 07 12 08 13 ω 14 

OE lA 03 OF 04 10 05 11 06 12 07 13 08 14 09 15 OA 16 

03 10 04 11 05 12 06 13 07 14 ω 15 ω 16 OA 17 OB 18 

FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 

17 18 19 

17 18 19 

14 16 18 

OF 12 15 

。c10 14 

OA OF 14 

06 。c12 

14 07 OE 

17 08 10 

11 IA ω 

09 13 OA 

OA 15 OB 

OB 17 。c
。c19 OD 

FF FF FF 

lA 

lJ 

IA 

18 

18 

19 

18 

15 

18 

12 

14 

16 

18 

lA 

FF 

第Bil DISK 8108 

(CP/M 
← lMs-oos 

r PC-9800シリーズ

←i BASIC 
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第IIm 主愛機種

b) 15セクタ／ トラックの場合

物理セクタ番号（16進）

01 02 03 04 05 06 07 08 ω OA OB 。cOD OE OF 

セクタ
.理セクタ番号（16進）シーケンス

00.01 01 02 03 04 05 06 07 08 09 OA OB oc OD OE OF ← IBM-PC 

02 01 03 05 07 09 OB OD OF 02 04 06 08 OA oc OE 

03 01 04 07 OA OD 02 05 08 OB OE 03 06 09 oc OF 

04 01 05 09 OD 02 06 OA OE 03 07 OB OF 04 08 oc 
05 01 06 OB 02 07 oc 03 08 OD 04 09 OE 05 OA OF 

06 01 07 OD 02 08 OE 03 09 OF 04 OA 05 OB 06 。c
07 01 08 OF 02 09 03 OA 04 OB 05 oc 06 OD 07 OE 

08 01 09 02 OA 03 OB 04 oc 05 OD 06 OE 07 OF 08 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 

c) 8セクタ／ トラックの場合

物理セクタ番号（16進）
- ~ 01 02 03 倒 05 06 07 ω 

セクタ
蛤理セクタ番号（16進）シーケンス

00,01 01 02 03 04 05 06 07 08 ←MS-DOS 

02 01 03 05 07 02 04 06 08 

03 01 04 07 02 05 08 03 06 

04 01 05 02 06 03 07 04 08 

FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
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第8!1 DISK BIOS 

INT 1BH 

AH=03H 
初期化［INITIALIZE] 園田

｜ 機能｜

｜処理｜

AH=03H 

A
U
開

E

D
－
－

一

ー
：

D
一
l

一

J
 

D

－
o

－
 

s

：
 

D

一
o

－

J
 

D

－
o

－
 

J
 

D

一
o
一

a
E
V

－

－

 

D
一
o

－

J
 

D

一
o
一
AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステーグス情報（0011)

!MBフロ ッピーディスク装置全体の初期化を行う．

①FDCμPD765Aの初期化

ライトコントロールレジスタを使用．

②システム共通域の初期化（DISK_EQUIP,DISK_INT, DISK_RESULT) 

③ FDC bこ対して初期値の設定（SPECIFYコマンド発行）

HUT(Head Unload Time）の設定．

リード／ライ トコマンド実行後，アンロード状態にするまでの時間を指定する

・・ 192msec 

SRT (Step Rate Time）の設定．

シーク動作時テ・パイスへ送る STEP信号の間隔時聞を指定する

…－機種により異なる場合があるため，設定変更しない事．

HLT(Head Load Time）の設定．

リード／ライトコマンドの実行開始後，ヘッドがアンロード状態であればロー

ドさせるが，ロー ドした後ヘッドが安定状態になるまでの待ち時間を指定する

… 50msec 

OMAモードに設定する．

④各ユニットに対してリキャリプレートコマンドによるチェックを行う．（操作の

接続状況と動作確認）
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第100 主袈後樋

H
H
 

・唱・
－a
司・・

印
一

o
h

一一一
則
一

HA
 

ベリファイ［VERIFY] 国田

「｝金吾：－－－J 

250 

AH=BIOSコマンド識別コード

D, D. 05 0, 03 O, D, Do 

IM ~ -! 0 0 0 1 T F 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

BX＝データ長（DTL)（パイト単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクタ番号（R)(1～26) 

CH＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

ES: BP＝データパッファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

指定されているデバイスタイプユニット番号（DA/UA）のディスク装置の，指定
されたセクタのデータを読み取る．ただし，メモリへの転送は行わない．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を
行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

シングルトラック／マルチトラックの読み出し選択指定および，単密度／倍密度
の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリトライを行う， リトライをしない指定も可能である．

注憲： ODAM(Deleted Data Address Mark）を検出しても， そのセクタを
スキップして．処理を続行する．

読み取ったデータをメモリに転送しないことを除いて「データの読み出し
AH=06H」と同じである．



第8宣言 DISK BIOS 

INT 1BH 

AH=04H 
センス［SENSE] 困困

機 能 ｜

AH=BIOSコマンド識別コード

Aw
－

－

 

nu

－nv
－
 

s

：
 

nu

－hv
－
 

－4
園

町。
一l
一

情
。

司

『

D

一o
一・：

nu

－nu
一

ze

－

圃

n
u

－－r
－
 

n同
一

o
一

j
 

7J
 

D

－
一

AL＝デバイスタイプユニッ ト番号（DA/UA)(90H～93H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステーグス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

指定したテ．パイスの状態を調べる．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

FDCへSENCEコマンドを送り．デバイ スの状態を得，これを編集して AHに

セッ卜する．
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Ml邸主要機磁

INT 1BH 

AH=OAH 
IDの読み出し［READID] 困困

｜ 機能 ｜

252 

AH=BIOSコマンド識別コード

仏

－r

n凶

M
F

n凶

0

D, D, D, D, 0。

ゴ
s 。
K 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

CL＝シリング番号（C)(0～76) (AHの SEEKピットがlのとき意味をもっ）

DH＝ヘッド番号（日） (0～I) 

CF＝終了条件

o：正常終了

l：異常終了

AH＝ステーグス情報（「・ DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

CH＝セクタ長（N)

CL＝シリング番号（C)

DH＝ヘッド番号（H)

DL＝セクタ番号（R)

正常な IDの ID情報

指定されたテ・パイスタイプユニット番号をもっデ／~イスの， 指定されたトラック

上の最初に正常に読みとれた IDをID情報（C,H, R, N）に格納する．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

単密度／倍密度の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリトライを行う， リトライをしない指定も可能である．



第8重量 DISK BIOS 

INT 1BH デリーテッドデータの書き込み 困回AH=09H [WRITE DELETED DAT A] 

AH=BIOSコマンド識別コード

－r
 

M
F
 

n凶

M
T

06 0$ D‘ D, D2 O, D。
S I 

~ 1 o I 
K I 

。

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

BX＝データ長（DTL)（パイト単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクグ番号（R)(1～26) 

CI-I＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

ES: BP＝データパッファ領域の先顕アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

1：異常終了

AH＝ステータス情報er・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧J参照）

｜ 機能 ｜ セクタのデータフィールドのData Address Markの代わりに Deleted Data 

Address Markを書き込むことを除いて，「データの自き込み AH=05HJと同じ

機能をもっ．

G s G s G s 
A y 

ID A y 
DATA 

A y 
p N p N p N 
3 c 2 c 3 c 

c c 。
Al c H R N R Al ＊ DATA R 

A c c 
M 

回一回

一ODAM (Deleted Data Address Mark) 

「データの轡き込み AH=05HJと同様の処理を行う．
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第186 主要機種

..--・ INT 1BH デリーテッドデータの読み出し 固困AH=OCH [READ DELETED DAT A] 

AH=BIOSコマンド識別コード

仏一
S
E
E
K

弘一

一r

臥一

M
F

弘
一
M
T

Di 02 O, Do 

l i 。。｜

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

BX＝データ長（DTL)（パイト単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクタ番号（R)(1～26) 

CH＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

ES: BP＝データバッファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

1 : ＇異常終了

AH＝ステータス情報er・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

l 機能 ｜ セクタのデータフィ ーlレドのData Address Markの代わりに Deleted Data 

Address Markを扱うことを除いて，「データの読み出し AH=06HJと同じ機能

をもっ．

l処理 ｜ 「データの読み出し AH=06H」と同様の処理を行う．
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第88 DISK BIOS 

INT 1BH 診断のための読み出し 園田AH=02H 〔READDIAGNOSTIC] 

｜ 機能

｜ 処理

AH=BIOSコマンド識別コード

恥
一
0

一

J
 

O
－
－
－
 

弘
一

o
一

弘
一

o
一

以一
5
E
E
K
一

臥一

一r

一

山一

M
F
一

J
 

D

一
o
一
AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(90H～93H) 

BX＝データ長（DTL)（パイト単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクタ番号（R)(I～26) 

CH＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

ES: BP＝データパッ ファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

1 : ：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」拳照）

インデックスマークの直後から読み取りを開始し，IDのエラー，およびデータ部

のエラーが検出されても読み取りを続行することを除いて， 「データの読み出し

AH=06H］と閉じ機能である．

インデックスマークの直後から読み取りを開始する．

「データの読み出し AH=06HJとの相違点は以下の通りである．

・IDまたはデータ部のCRCエラーが検出されても読み取りを続ける．

・読み取ったIDとID情報の比較を行うが，それらが異なっていてもステータス

にND(NoData）をセットするだけで，そのセクタのデータを処理する．

• Deleted Data Address Markのあるセクタを検出しでも， コマンド実行の終了

条件にはならない．
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第l邸主要微樋

640KBフロッピーテ‘イスク BIOSコマンド

INT 1BH 

AH=06H データの読み出し［READDATA] 園面

入力 」

機能 ｜

256 

AH=BIOSコマンド識別コード

auv
幽

幽

D

一
o

一

J
 

D

－l

－
 

2

：
 

D

一
l

一

－a
－

－

 

D

一。一
J
 

D

－s
k
k
k

一

弘
一
？
一

臥一一
M
F
一

仏
一
M
T
一

AL＝デバイスタイプユニッ ト番号（DA/UA)(70H～73H) 

BX＝データ長（DTL)（バイト単位）

CL＝シリンダ番号（C)(0～79) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクタ番号（R)(1～16) 

CH＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

ES: BP＝データパッファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

システム共通域（F2DDRESULT 5DO～5DFの 16パイトエントリ）

=FDCからのリザルトステータス情報を格納

指定されたデバイスタイプユニット番号をもっデバイスの，指定された実行開始

セクタ（ID情報で指定されたもの）から，指定されたメモリ領域（データバッファ

領域の先頭アドレス）へ，指定された長さ（DTL）のデータを読み出す．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

シングJレトラック／マルチトラックの読み出し選択指定および，単密度／倍密度

の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．



｜ 処 理 ｜

第Bili DISK BIOS 

①DA/UAに対応するシステム共通域F2DD_RESULTの内容を調べる．

②SEEKピットが 1（オン）かどうかを判定する．

オンならばシリンダ番号（C）によ ってシーク動作を行う．シーク動作が終了し

たか，またはSEEKピットがオフ（0）ならば③の処理を行う．

③ DMAを起動する．

DMAパウンダリの正当性をチェックする．不正なら AHに20Hをセットして

終了する．正当ならばDMAを起動する.BX, ES. BPを送る．

④ FDC ~こ READ コマン ドを発行する．

マルチト ラック MT,MFMモード はBIOSコマンドにしたがう.ODAM 

(Deleted Data Address Mark）を検出した場合は，そのセクタの読み取り後，

コマンドの実行を正常終了する．

FDCコマンド発行制御

a) FDCステータスを READし，FDCがBUSY状態かどうかをチェッ クし，

BUSY状態ならばBUSY状態が解けるまで待つ．

AAA : IN AL, 90H 

TEST AL, lOH 

JNZ AAA 

b) FDCがデータを受けとれるかどうか，FDCステータスをチェックする．

データが受付とれる状態になるまで待つ．

BBB : IN AL, 90H 

TEST AL, 80H 

JZ BBB 

c) FDCステータスによって， FDCがデータを受信できる状態であることを

確認し， コマンド（またはパラメータ）を発行する．

OUT 92H, AL 

⑤FDCに対して， READコマンドのパラメータを順次送出する．

C（シリンダ番号）' H （ヘッド番号） • R（セクタ番号）' N （セクタ長）

⑥EOT（ト ラック上の最終セクタ），GPL(GAP3の長さ）, DTL（処理すべきセク

タ当りのデータ長）は次の衰の通りである．

DTL = 255 (FFH) 

注憲： この OTしは FDCのパラメータとして一意的に（FFH）指定するもので．

BIOSコマンドのBXとは関係ない．
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第186 主要後種

その他 ｜ 

MT 

。

1 

。

。

EOT, GPL 

EOT GPL MF セクタ肉の セクタ当りの密度
｛トラックiの (GAP ピット データAN ｛バイト／セクタ）
量鍵セクタ｝ レングス）

FM OOH 128 lOH 07H 

モード OlH 256 09H OEH 
（単密度） 02H 512 05H lBH 

MFM OlH 256 lOH OEH 

モード 02H 512 09H lBH 
（倍密度） 03H 1024 OSH 35H 

⑦割り込み信号の入力を待つ．

入力処理の終了を待ち．リザルトステータス情報を読み出し（STO,STl, ST2), 

実行終了セクタのID情報の読み出しを行い，システム共通域の RESULT_

DATA, BIOSコマンド出力条件の設定を行う．

⑥DMAチャネルを閉じる．

l回の動作の転送容量はMT（マルチト ラック）ピット，MF（倍密度指定）ピット，

N（セクタ長）に関係する．

MF N 転送容量（バイト｝ 量鍵セクタ
ー」

。 OOH 1～128×n ヘッド Oのセクタ16またはn = 1～16 
ヘッド1のセクタ161 OlH 1～256×n 。 OOH 1～128×n 

n = 1～32 ヘッド 1のセクタ16
OlH 1～256×n 。 OlH 1～256×n ヘッドOのセクタ9またはn = 1～9 

ヘッド 1のセクタ91 02H 1～512×n 。 OlH 1～256×n 

1 02H 1～512X n 
n = 1～18 ヘッ ド1のセクタ9

。 02H l～512×n ヘッドOのセクタ 5またはn=l～5 
ヘッド 1のセクタ51 03H 1～1024×n 。 02H 1～512×n 

1 03H l～1024×n 
n = 1～10 ヘッド 1のセクタ 5

注： nの値Iiプログラマプルで，EOTの値で定義される．
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MT EOT 

lOH 
09H 
OSH 

lOH 
09H 
OSH 。
lOH 
09H 
05H 

lOH 
09H 
05H 

lOH 
09H 
05H 

lOH 
09H 
OSH 

lOH 
09H 
05H 

lOH 
09H 
05H 

第8望書 DISK BIOS 

BIOSコマン ド実行を正常に終了 したとき に， システム共通域の RESULT_

DATAに設定される ID情報の状態は次衰のよう になる．

司事

最鍵バイトの転送 IDRの状態 ~、正－，「f •...JI 

に関係 したセクタ c H R N 

ヘッドOのセクタ 1～15
，， 1～8 もとのまま もとのまま R+l もとのまま

’F 
1～4 

ヘッドOのセクタ 16 

’I 9 C+l もとのまま R =01 <tt> もとのまま

’1 5 

ヘッド1のセクタ l～15

’J 
l～8 もとのまま もとのまま R+l もとのまま

II 1～ 4 

ヘッド1のセクタ 16 
II 9 C+l もとのまま R =01＜往1 もとのまま
，， 5 

ヘッドOのセクタ 1～15
II 1～8 もとのまま もとのまま R+l もとのまま

” l～4 

ヘッドOのセクタ 16 
下 1ピット

9 もとのまま R =01 ＜注｝ もとのままJI 

を反転する，， 5 

ヘッドlのセクタ 1～15

” l～8 もとのまま もとのまま R+l もとのまま
，， l～4 

ヘッドlのセクタ 16 
下 1ピット

9 C+l R =Ol＜釦 もとのままII 
を反転する

II 5 

注：ヘッドの選択状態（STOの HDピットも含む）は最終バイトの転送に関係したセクタに属するトラックめま

まである．

． 
． 
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第186 主安朝ltli

－~＂＇ INT1BH 

AH=05H 
データの書き込み［WRITEDAT A] 園田

L_f.!＿竺J

｜ 処理 ｜

260 

AH=BIOSコマンド識別コード

－e
l
 

D

一。
臥
一S
E
E
K

弘
一
一r

弘
一
M
F

n同
一

M
F

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H) 

BX＝データ長（DTL)（バイト単位）

CH＝セクタ長（N)(OOH～03H) 

CL＝シリンダ番号（C)(0～79) 

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝セクタ番号（R)(1～16) 

ES: BP＝データパッファ領域の先頭アドレス

CF＝終了条件

。： 正常終了

1：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

システム共通域（F2DD_RESULT 5DOH～5DFHの16バイトエントリ）

=FDCからのリザルトステータス情報を格納

指定されたデバイスタイプユニット番号をもっデバイスの，指定された実行開始

セクタ（ID情報で指定されたもの）から，指定されたメモリ領域（データパップア

領域の先頭アドレス）の，指定された長さ（DTL）のデータを書き込む．

現在選択されているシリンダ位置のトラックへ書き込む場合と，シーク動作を行

い， トラックの選択を行ってから書き込む場合との選択が可能である．

単密度／倍密度の書き込み選択指定も可能である．

注憲： マルチトラック指定は使用しないこと．

「データの読み出し AH=06HJと同様の処理を行う．

違憲： データ長（DTL）で示すパイト数のデータの書き込みが．セクタの途中で終

了した場合は，そのセクタの残りのバイトにはOOHを書き込んで正常終

了する．



,. INT 1BH 

AH=10H 

機能 ｜

｜ 処 ．理 ｜

第Bil DISK BIOS 

シーク［SEEK] 困困

AH'= BIOSコマンド識別コード

0, O, 05 0, O, O, O, 0。

｜×× －；：－ I x x x x I 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73) 

CL＝シリンダ番号CC)(0～79) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l : ＇異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧」参照）

システム共通域 F2DD_RESULT (5DOH～5DFH）の 16パイトエントリ

＝現在のシークアドレス（シリンダ番号）を PCNとして格納．

指定されたデバイスタイプユニット番号に対して，指定されたシリンダ番号まで

シークさせる．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

なお，読み出し（READ）／曾き込み（WRITE）用の BIOSコマンドには，シーク動

作を同時に行うことが可能になっている．それぞれの BIOSコマンド識別コード

の04ピット（lOH）をオン（1）にするとシーク動作を伴い，オ フ（0）にすると現在の

シリンダを対象とした動作を行う．

① FDCにシークコマンド（OFH）を送出する．

②FDCにシークコマンドに対するパラメータを送出する．

シークを行うユニット番号，ヘッド番号を渡す．

③シーク動作の終了を待つ．

④シーク動作が終了すると出力のステータス情報を読み出す．
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第1811 主要倹種

INT 18H ． 

AH=07H 

一役会寸

処理 l

262 

シリンダ0へのシーク
[RECALIBRATE] 

AH=BIOSコマンド識別コード

D, D6 D, D, 03 D2 D, D。
o r o 。 ゴ

AL＝デバイスタイプユニッ ト番号（DA/UA)(70H～73H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

1 : ：異常終了

園田

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧J参照）

シリンダ番号0（デノfイスから，ト ラック O信号を検出するまで）へシークさせる．

シーク動作は，シリ ンダ番号Oの方向へ 1シリンダずつ行い，デバイスからのト

ラック O信号を検出するまで繰り返す．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

FDCは77回0シリンダに向かつてシークするが，シリンダ数は80なのでFDC
に対して 2回リキャプレートコマンドを実行する．



第8・DISKBIOS 

:r ・'. INT 1BH トラックのフォーマット 困回AH=ODH [FORMAT TRACK] 

「虫色

AH=BIOSコマンド識別コード

0

・－

E

D

－
－
－
 

J
 

D

一
。一

J
 

D
一
l

－

1
 

D

一
l

一

以
一S
区
E
K
一

臥
一
一r

一

弘一

M
F
一

仏
一

o
一

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H) 

BX＝データ長（DTL)（ノてイト単位）

CH＝セクタ長（N)(00, 01, 02, 03) 

CL＝シリンダ番号（C)(0～79) (AHの SEEKピットがlのとき有効）

DH＝ヘッ ド番号（H)(0～1) 

DL＝データ部への書き込みデータパターン（D)

ES: BP＝データパッファ領域の先頭ア ドレス

CF＝終了条件

。：正常終了

1：異常終了

AH＝ステータス情報（「・ DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

指定されたセクタ長（N），トラック当りのセクタ数（SC），ギャップ長（GPL），デー

タ部に曾き込むデータパターン（D）などに したがって 1トラック分フォーマット

書き込みを行う．

セクタの ID部にデータを脅き込むときには．指定されたデータパッファ領域の

内容（C,H, R, Nの 4バイト×セクタ数）を使用する．したがって，セクタシー

ケンス IDや不良シリンダIDなども書き込むことが可能である（C,H, R, Nの

指定による）．

各セクタのデータ部には＇1 バイトのデータ DをNで指定される長さ分だけ繰り

返し曾き込む．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

単密度／倍密度の読み出し；選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリトライを行う， リトライをしない指定も可能である．
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第l邸主要微細

処理 ｜

｜ その他 ｜ 

指定方洛

MF セクタ長
ピット N 

。。

。 01 

02 

01 

02 

03 

①DA/UAに対応するユニットの，現在選択されているシリンダのHバイトで

示されるヘッドの面にあるトラックにフォーマットを曾き込む．

②セクタの ID部の曾き込みは，指定されているデータパッファ領域の先頭アド

レス（ES:BP）から，BXのデータ長までのデータパッファ上に，セクタの ID
部ごとのC,H, R, Nの4パイトエントリをトラックのセ クタ数分だけ展開し

ておき，これを書き込む（ ［その他］を参照）．

③セクタのデータ部の曾き込みは，指定された DL（データパターン）の内容を，指

定されたCH（セクタ長）の長さ分だけセクタごとに繰り返す．

パラメータの指定方法

指定内容 トラック ギャップ IDフ，，.ーマ
当りのセ 4長 ット周データ ． 考セクタ当り クタ段 バッファ長密度

のバイト. SC GPL (D礼｝

単密度 128 
lOH 

lBH 臼(16) 

FM 
256 

09H 
2AH 36 モード ( 9 ) 

512 
05H 

3AH 20 ( 5 ) 

倍密度 256 
lOH 

33H 

“ 
N.,-BASIC (16) 

IBMの 8セク
MFM 

512 
09H 

50H 36 
タ／トラックと

モー ド ( 9 ) する ときは32パ
イトにする

1024 
05H 

74H 20 ( 5 ) 

注： DTLli上袋の値以上であればよい． お5をとるようにする．

データバッファの内容

ES: BP→ c 

+l H 

+21 R 

+31 N 

+255 

264 

．冶JIV.シリンダ$・.;. 

l必PP.へy ド$・.;. 
lつのセク タに対する

セ7？シーケンスに
｜ 従った必舟．セ7？炉；

f I D.'lむのt.i鈍i

I ~桝セ ク タ l~

；れ ：DTL(.tI・. J<の｛点以 l：であilLfよい．
256をとるようにする．



第BB DISK BIOS 

セクタシーケンスにしたがった愉理セクタ番号

a) 16セクタ／ トラックの場合

物理セクタ番号（16進）

01 02 03 04 05 ω 07 ω 09 OA OE 。cOD OE OF 10 

セクタ 槍理セクタ番号（16進）
シーケンス

00,01 01 02 03 04 05 06 07 08 09 OA OB 。c。D OE OF 10 

02 01 03 05 07 ω OB OD OF 02 04 06 08 OA 。cOE 10 

03 01 04 07 OA OD 10 02 05 08 OB OE 03 06 09 。cOF 

04 01 05 09 OD 02 06 OA OF 03 07 OB OF 04 08 oc 10 

05 01 06 OB 10 02 07 oc 03 08 OD 04 09 OE 05 OA OF 

06 01 07 OD 02 08 OE 03 09 OF 04 OA 10 05 OB ω oc 

07 01 08 OF 02 09 10 03 OA 04 OB 05 。c06 OD 07 OE 

08 01 09 02 OA 03 OB 04 oc 05 OD 06 OE 07 OF 08 10 

FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 

b) 9セクタ／ トラックの場合

物理セクタ番号（16進）

01 02 .03 倒 05 06 07 ω 09 

セクタ ..理セクタ番号（16進）
シーケンス

00,01 01 02 03 04 05 06 07 08 09 

02 01 03 05 07 09 02 04 06 08 

03 01 04 07 02 05 08 03 06 09 

04 01 05 09 02 06 03 07 04 08 

05 01 06 02 07 03 08 04 09 05 

FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 

c) 8セクタ／ トラックの場合

物理セクタ番号（16進）

01 02 03 04 05 06 07 ω 
セクタ 鎗理セクタ番号（16進）
シーケンス

00.01 01 02 03 04 05 06 07 08 

02 01 03 05 07 02 04 06 08 

03 01 04 07 02 05 08 03 06 

04 01 05 02 06 03 07 04 08 

FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
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266 

d) 5セクタ／ トラックの場合

物理セクタ番号

01 02 03 04 05 

セクタ 鎗理セクタ番号シーケンス

00,01 01 02 03 04 05 

02 01 03 05 02 04 

03 01 04 02 05 03 

FF FF FF FF FF FF 

DLに格納するデータパターンの（0）について

BASICの場合 : 401-1 

CP/M目 86の場合 : ESH 

MS-DOSの場合 : ESI・I 

データバッファの大きさ

26セクタ／ トラックの場合

8セクタ／ トラックの場合

: 4ノTイト×26

4ノfイト ×8



第88 DISK 8108 

INT 1BH 

AH=03H 
初期化［INITIALIZE] 困回

！ 被能

AI1=03H 

A
u

－－

E
 

D
－
－

一

ー
；

D
一
l

－

2

：
 

D

－
o
－
 

1
 

nu

－
nu

－
 

－

：

 

D

一
o

－

J
 

D

－
o

－
 

a
－－

－

 

D
一
o

－

J
 

D

一
o

一
AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（OOH)

640KBフロッピーディスク装置全体の初期化を行う．

①FDCμPD765Aの初期化

ライトコントロールレジスタを使用．

②システム共通域の初期化（OISEしEQUIP,DISK_INT, DISK_RESULT) 

③FDCに対して初期値の設定（SPECIFYコマンド発行）

HUT (Head Unload Time）の設定．

リード／ライトコマンド実行後，アンロード状態にするまでの時間を指定する

・・ 192msec 

SRT (Step Rate Time）の設定．

シーク動作時テ．パイスへ送る STEP信号の間踊時間を指定する

・・機種により異なる場合があるため，設定変更しない事．

HLT(Head Load Time）の設定．

リード／ライトコマンドの実行開始後，ヘッドがアンロード状態であればロー

ドさせるが，ロードした後ヘッドが安定状態になるまでの待ち時間を指定する

…50msec 

OMAモードに設定する．

④各ユニットに対してリキャリプレートコマンドによるチェックを行う．（操作の

接続状況と動作確認）
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INT 1BH 

AH=01H ベリファイ［VERIFY] 園田

｜ 機能 ｜

｜ 処理 ｜

268 

AH==BIOSコマンド識別コード

aw

－

－

 

D

一
l

－

J
 

D
一
o
一

J
 

D

一
o

一

－e
．

‘．，

E
 

D

一。一

以
一S
E
E
K

－

n同
一

一

r
一

弘
一
M
F

一

仏一

M
T
一

AL＝＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H) 

BX＝＝ データ長（DTL)（パイト単位）

CL＝＝ シリンダ番号（C}(0～79) 

DH＝＝ヘッド番号（H)(0～1) 

DL＝＝ セクタ番号（R)(1～16) 

CH＝セクタ民（N)(001-1～03H) 

ES : BP＝＝データバッファ領域の先頭アドレス

CF＝＝終了条件

。：正常終了

I：異常終了

AH＝＝ ステータス情報（「・ DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧J参照）

指定されているデバイスタイプユニット番号（DA/UA）のディスク装置の，指定

されたセクタのデータを読み取る．ただし，メモリへ転送は行わない．

現在選択されている シリ ンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

シングルト ラック／マルチ トラッ クの読み出し選択指定および，単密度／倍密度

の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリ トライを行う，リトライをしない指定も可能である．

注憲： ODAM(Deleted Data Address Mark）を検出しても． そのセクタを

スキップして．処理を続行する．

読み取った データをメモリに転送しないことを除いて「データの読み出し

AH==06HJと同じである．



第88 DISK BIOS 

M
U
 

1

4

 

劃
一

o
h

一一一
州
一

H一A
センス［SENSE] 園田

｜ 機能 ｜

AH=04H 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H) 

CF＝終了条件

。： 正常終了

1 : ：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

指定したデバイスの状態を調べる．

FDCへSENCEコマンドを送り，テ．パイスの状態を得，これを編集して AHに

セットする． 

． 
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INT 1BH 

AH=OAH IDの読み出し［READID] 困固

l 機能 ｜

270 

AH=BIOSコマンド識別コード

O, D, D, D, O, 

I 0 M 下 iF 

av 
D

0
 

D

1

 

2
 

D

。
AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H) 

CL＝シリンダ番号（C)(0～76) (AHのSEEKピットがiのとき意味をもっ）

DH＝ヘッド番号（H)(0～1) 

CF＝終了条件

。：正常終了

1 : ：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

CH＝セクタ長（N)

CL＝シリンダ番号（C)

DH＝ヘッド番号（H)

DL＝セクタ番号（R)

正常な IDの ID情報

指定されたデバイスタイプユニット番号をもっデバイスの，指定されたトラック

上の最初に正常に読みとれた IDをID情報（C,H, R, N）に格納する．

現在選択されているシリンダ位置のトラックから読み出す場合と，シーク動作を

行い， トラックの選択を行ってから読み出す場合との選択が可能である．

単密度／倍密度の読み出し選択指定が可能である．

エラー発生時に，8回のリトライを行う， リトライをしない指定も可能である．



maa DISK BIOS 

1MB/640KB両用フロッピーディスク BIOSコマンド

1MB/640KB両用タイプインターフェイスは，lMBインターフェイスと 640KBインターフェイス

の2つの動作モードがある（本モー ドは PC-9801/E/Fl,2, 3/M2, 3/VF2/U2ではサポートされ

ない）．

このうち，640KBインターフェイスモー ドは，640KBインターフェイスと同等の機能を実現するもの

で，デバイスタイプとして，70H～73Hを使用する．

また，lMBインターフェイスモードは，lMBインターフェイスの機能を含んだうえに，640KBFDを

アクセスする機能をもっている．このそードの場合は，デバイスタイプとして，次のような値を使用す

る．

lMBFDアクセス ・H ・H ・・・ 90H～93H 

640KBFDアクセス・H ・H ・・・ lOH～13H 

1MB/640KB両用インターフェ イスは，リセット後，ディップスイッチにしたがってどちらかのそー

ドに初期化される．

ここでは，1MB/640KB両用タイプインターフェイスに特有なコマンドを述べる．両用タイプイン

ターフェイスでは， 以下のコマンドの他に， アクセスモードに応じて， 「• 1MB フロッピーディスク

BIOSコマンドJおよびr・640KBフロッピーディスク BIOSコマンド」で述べたコマンドが使用可能で

ある．

なお，PC-9801VMO,2, 4/UV2/VM21/UXO, 2, 4/UV21, VXOl, 21, 41/PC帽 98XAmodel 

1, 2, 3, 11, 21, 31/XL model 1, 2, 4以外の両用インターフェイスでは，lMBフロッピーディス

クに対するコマンドが終了した後，一定時間を経過すると自動的にモータを停止するモード（自動停止

モード）が用意された．これにより，lMBFDのモードは以下の2つとなる．

－常時 ONモード

・自動停止モード

自動停止モードに設定すると，再立ち上げを行わない眠り，常時ONモードに戻すこと はできない．
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第186 主要領量種

INT 1BH 

AH=04H センス［SENSE] 回圃

AH=84H 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(70H～73H, 90H～93H, lOH 

～13H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧J参照）

lMBインターフェイスモード時

O, Do 05 O, 03 D2 D, D。
。。

{ 0：片山
l：陶磁媒体（lMB/640KB両則ドライブでは常に両而）

（。 lMBドライブ
l : lMB/640KB両州ドライヴ

•1MBフロ ッピー
ディスクBIOS
rセンス Al-I=04HJ 
と同じ

640KBインターフェイスモード時

D, D, 0$ D, O, D, O, D。． 

{ 0：山一ド
l：両面モード

{ 0 : Alli (lMB I-'ライブの時lt£・"f0) 
l : AI無

{ 0：総t問シ…いl側 KBタイプの日間有効
1 : 96tpi(80シリング）モード llMBタイプでは必ずOとなる．

（。：臼O附ライブ
l : l MB/640KB詞mドライブ

ー、 ， ・640KBフロ ッピー
ディスクBIOS
rセンス AH=04HJ 
と（ct）じ

注： エラ一発生時Ii,D，～D。のうら両用タイプピ γ ト（D，）のみ宥効．

｜ 機能 ｜ 指定したデバイスの状態を調べる．
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,.. INT 1BH 

AH=OEH 

｜ 機能

第88 DISK BIOS 

動作モードの設定
(1MBインターフェイスモード時のみ） 園田

AH=OEHまたは8EH

AL＝！×H 

D1 06 Ds D‘03 D2 Da D。
0 0 0 I 

－正常終了時

CF=O, AH=OOH 

．異常終了時

CF= 1, AH =40H 

AH=OEの時. tr.~e~UnitのbitIi 

0 : Ir而モード

l：向耐モード

Unit書O AH=SEの時．左記作Unitのbitl;i 

Un it #1 0 : 48tpiモード

Unit #2 I : 96tpiモード

Unit ;;3 

ir-. : ~キピ γ トの~JJ~I状態＇;t令て － I －である．

ζれらの4行~ ＇ム DA=lxHのコマンドに
対してイi効となる．

注癒： rセンス AH=04HJで上記の状態を確認できる．

PC-9801 E/F /MではAH=40H.CF=1となり，エラーとなる．

両用ドライブを lMBインターフェイスモードにて使用する際，640KBFDをアク

セスする場合の動作（モード）を指定する．

273 



第l部主要機荷量

l肝 1BH 初期化

AH=83H （似OKBインターフェイスモード時のみ） 困困

｜機能 ｜

INT 1BH 

AH=83H 

機能 ｜

274 

AH=83H 

AL=7×HまたはF×H （×はユニット番号）

－正常終了時

CF=O, AH =OOH 

．異常終了

CF=l, AH=40H 

PC-9801E/F /Mでは AL=7×日の時，正常終了となるので，AL=F×Hで本

コマンドを実行するのが望ま しい．

640KBインターフェイスモード時.AI （アテンションインタラプト）を検出するよ

う初期化する．

AIなしに戻すことはできない．

注憲： Alが有効かどうかは．このコマンドの出力または「センス AH=84H」で

確認すること．

モータ停止モードの設定

AH=83H 

AL=9×H ×＝ 0, 1 (DA/UA) 

・正常終了時

CF=O, AH=OOH 

－異常終了時

CF=l, AH=40H 

園田

外付けユニッ トに対してこのコマン ドを実行しでも，常に正常終了値が返る．

lMBFDのモータを自動的に ON/OFFするそー ドに設定する．このコマンドに

よりモータ自動停止モードにした場合，モータ常時ONモードに戻すことはでき

君主い．



第8童話 DISK 8108 

320KBフロッピーテ、ィスク BIOSコマンド

320KBフロッピーディスクは，PC-9801/E/F/Mでのみ使用可能であり，その他の機種ではサポー

トされない．

・機能一覧

コマンド名 ． 能

READ DATA 
DA/UAで指定されるデバイスに対して， IDRで指定されるセクタのデータ

を読み取り．メモリへ転送する．

WRITE DATA 
DA/UAで指定されるデバイスに対して， IDRで指定されるセクタにメモリ

上のデータを．き込む．

FORMAT DRIVE DA/UAで指定されるデバイスに装着されている媒体をフォーマットする．

INITIALIZE 
DAで指定されるコントローラの初期段定を行う.UAの指定は必要がない．

この Initializeを行わないと．他のコマンドは起動できない．

SENSE DA/UAで指定されるデバイスの状態をステータスと し通知する．

VERIFY DA/UAで指定されるデバイスに対して， IDRで指定されるセクタのデータ

を読み取る．メモ リへの転送l立行わない．

SET OPERATION MODE 
両面装置に対して OperationMode （片面アクセス／両面アクセス）を指示す

る．

・入力データ一覧

レジスタ名 AH AL BX CL DH 

レジスタの DA/UA 
データ

シリンダ.号

用途 (50H・53H) （片面 .0 
コマンド:a サイズ へγ ド.号

または ～34または
別コー ド ( 1 -4096 (0～1 ) BIOS (DA/モード） 雨前 ：o

コマンド名
バイト ）

～39) c H ｛住 I) 

READ 
06H 。 。 。 。

DATA 

WRITE 
05H 。 。 。 。

DATA 

FORMAT 
OOH 。

DRIVE （注 2)

INITIA-
03H DA／モー ド

LIZE c箆3) ｛注 I) 

SENSE 04H 。
VERIFY OlH 。 。 。 。
SET OPERA-

OEH DA／モー ド

TIONMODE (111 ) 

01ま当該コマンドを使用する上で，レジスタ指定が必要なことを示す．

注 l：「DA／モー rJの指定方法は次図のとおり．

ただし．両面装置においてのみ有効．

DL ES BP 

データパッ
データパγ

セクタ番号
ファ

先Bアドレス
7 7  

( 1～16) 先頭アドレス
セグメント

R 
オフセ γ ト

ベース

。 。 。
。 。 。

。 。 。

注2: FORMAT DRIVEコマンドを使用すると， IDのセクタシーケンスは OlH，データ部はすべて FFHを．

き込む．

注3：システム初期化時（コールド／ウォームスタート）は，無条件に両面モードでイニシャライズされる．
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第JgB 主要機樋

O, D. Ds 0, 03 D, D, D。
ピットの値。 。

ピヲト位置 ディスクユエット書号
片面モード 両面モード

． 

o. ディスクユニット書l 。
o, ディスクユニット書2 。
o, ディスクユニ・γト岸3 。
o, ディスクユニ・y 卜非4 。

・ステータス一覧

CFの内容
ー－－

。 1 

AHの内容 bo 
』

b1 1× 8× 9× 2× 4× 

唾司弘 o：片面アクセス 0：片面
DB EC その他 モー ド 装置

WP ER TO 

( Wr恥） (Time] [ Om a J （向山抑制）BIOS l：両面アクセス 1 : i両面 (Error) 
Protect out 加undary C恥ck

コマンド名 モー ド 裳置

READ DATA 。。 。 。
WRITE DATA 。。 。 。
FORMAT 。 。
DRIVE 

IN I’fIALIZE 

SENSE 。 。 。 。
VERIFY 。。 。 。． 

SET OPERA- 。
TION MODE 

・BIOSコマンドが正常終了すると，フラグレジスタのCFピットがOになる． このとき，SENSEコ

マンドだけは AHレジスタに意味のある内容がセットされる．

BIOSコマンドが異常終了すると，フラグレジスタのCFピットがlになる．このとき，AHレジス

タに意味のある内容がセットされる．ただし，INITIALIZEコマンドではま ったくステータスを表

示しない．

・上記の表において，AHの内容は，たとえば.4×ならば下位4ピットは意味がなく ，上位4ピット

が（0100）となることを示している．
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第Bi量 DISKBIOS 

固定ディスクBIOSコマンド概説

PC-9801シリーズ用の固定ディスクのコマンドは，PC-9801NS,NS/E, NC用 2.5インチ内蔵固定

ディスクにおいて，一部のコマンドがサポートされない他は共通である．

・内部割り込みコード1BH

Nl¥8-BASICの場合，INTOBIHでも使用可

・入力データ一覧

レジスタ名 AH AL BX ex DH 問． ES BP 

シリング香号
レジスタの 5 MB ヘッド香号 データパッ

用途 データ データパッ
コマンド

DA/UA サイズ
0 -152 5. lOMB セク.？1昨今 77 

ファ
園陸軍Oコード (80H・81H) 256X n 

lOMB { 0 -3) ( 0～32) 先鎖アドレス
先頒アドレス

t住 I) 
バイト

。～ぬ9 20MB セグメント
オフセット

BIOS 20MB ( 0 -7) ベース
コマンド名 0～307 

READ α6H 。 。 。 。 。 。 。
DATA 

WRITE 
a5H 。 。 。 。 。 。 。

DATA 

REC AL I-
α7H 。

BRA TE 

RETRACT aFH 。
BH 

FORMAT インタリ

TRACK/ βDH 。 ープファ 。 。 。
DRIVE クタ

( 1～16) 

INITIALIZE 03H 
DA 

(8×H) 

VERIFY alH 。 。 。 。 。 。 。
SENSE 04H 。

注 1: AHの上位4ビットα（b,b,b,b，）＝××7× 7 ：リトライ指定ピγ ト

AHの上位4ビットβ（b1b&bsb,)=d×7× d：フォーマッ ト単位指定ピット
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・エラーリトライ処理

エラー発生時のリトライ（コ マンド識別コードのリトライピット（r）による再試行以外の再試行）は上
位プログラムで行う．

エラーステータス情綴 Lιι1 
' 

曹司伝 内 審 AHの内容
リトライ処理

可．

DB OMA Boundary 0 0 1 0×××× 
EN ENd of cylinder 0 0 1 1×××× 

コマンド使用上に鋲りがある

EC Equipment Check 0 1 0 0×××× 
OR Over Run 0 1 0 1×××× 
NR Not Ready 0 1 1 0×××× 

再試行する

NW Not Writable 0 1 1 1×××× 

DE Data Error 1 0 1 0×××× 

ND No Data 1 1 0 0×××× 
Recalibrate→Seek 

MA Missing Address mark 1 1 1 0×××× 
→リード／ライト系コマンド

・相対アドレスによるアクセス

凶定ディスクにアクセスする場合，ボリ ューム上の相対セクタアドレスによってアクセスすることが
できる．使い方は次の通り．

・デバイスタイプユニット番号（DA/UA)=OOH～OlH 
．相対アドレスの指定

DH DL CH CL 
× x x x x x x x I 0 O O d4 d3 d2 d1 dold1 d6 ds d• d3 d2 d1 dold1 d6 ds d4 dl d2 d1 do 

MSB ・fU..t1セクタアドレスS

－相対セクタアドレスと絶対セクタアドレスとの関係

相対セクタアドレス S＝トラックあたりのセクタ数（ヘッド数x3+x2)+x1 
絶対セクタアドレス（x3,x2, x1) 

シリンダ番号 X3 : (0～152または 0～309または 0～307または 0～614) 
ヘッド番号 X2 : (0～3または O～7) 

セクタ番号制 : (0～32または 0～16)

• ID情報を指定するコマンドに適応される．
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・2.5インチ内蔵固定ディスク

従来との相違点

次のコマンドはサポートしない．

トラックのフォーマット（デバイス単位）

リトラクト

いずれも，何もせずに AH=OOHを返す．

a) rトラックのフォーマッ ト AH=ODH」

物理フォーマットは行わない．

0シリンダOトラックの先頭 16Kバイトに ESHをパディングする．

b）セクタ長 256バイトは，ソフトエミュ レー ト

第8窓口ISKBIOS 

2.5インチ国定ディスクは，物理セクタ長512バイト固定の為，セクタ長256パイトを指定した場合は

固定ディスク BIOSでエミュレートする．

従来（SASl)20Mバイト国定ディスクにあった，厚型／薄型のインタフェース（MODESETコマンド）

もサポートする．

c）モータ ON/OFF制御

一定時間アクセスがない時，モータ OFFにする.(MOTOR OFFコマンド新規追加 ：ソフトウェア

側では使用しないこと）

モータが止っている時，アクセスでモータ ONにする．

その際，READYまでの時間として通常4～5秒かかる．

2.5インチ固定ディスクの簸続状況の鵬別法

内蔵2.5インチ固定ディスクが接続されているかどうかについては，本 BIOSが有効かどうかで判定

する．

システム共通域 0000:480H ピッ ト7=1 かつ，0000: 457H本00

従来機種との関係

α）（）（） : 48(削 α）（）（） ： 480Hピット7

NS 回定ディスク内蔵モデル 宇00 =l 
NS/E FDモデル 宇00 =O 
NC FDモデル＋従来閤定ディスク 宇00 =O 

他織
国定ディスク内蔵モデル =00 
FDモデル =00 =O 

種 FDモデル＋従来国定ディスク =00 =O 
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第186 主要後種

固定ディスクBIOSコマンド

INT 1BH 

AH=06H 

280 

データの読み出し［READDATA] 

内部割り込みコード＝IBH

01 BH (PC-9801の場合）

AH=BIOSコマンド識別コー ド

D, D, Ds D, D, D, D, D。
I x x 干× 0 I I 0 I 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(80H～81H) 

BX＝データの長さ

256×n : PC-9801-27 

512×n : XL/XA内蔵インターフェイス

CX＝ディスクア ドレス（シリンダ番号）

SMB : O～152 

lOMB : O～309 

20MB : 0～307（惇型）

: 0～614 （薄型）

40MB : 0～614 

DH＝テ．ィスクアドレス（ヘッ ド番号）

5, lOMB : 0～3 

20MB : 0～7（陣型）

: 0～3（薄型）

40MB : 0～7 

DL＝ディスクアドレス（セクタ番号）

0～32 : PC-980ト27

0～16 : XL/XA内蔵インターフェイス

ES: BP＝ノマッファアドレス

ノマッファの先頭アドレスを示す

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

園田

AH＝ステータス情報（r・ DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）



徳能 ｜

i 処理 ｜

第811 DISK BIOS 

指定されたデバイスの，指定されたディスクアドレス（セクタ）から，指定された

メモリ領域（データバッファ領域の先頭アドレス）へ，指定された長さのデータを

読み出す．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

①lセクタ分のデータ転送終了後，指定されたセクタ分のデータが転送されてい

なければ，次のセクタそ処理する．

②指定されたセクタ数のデータが， トラック，またはシリンダにまたがっていた

場合，自動的にトラック，またはシリンダを切り替えて処理を続ける．

③指定されたセクタ数だけのデータを転送したら正常終了する．

コマンド実行中にエラーを検出したときは，その内谷・をステータス情報として

AHにセットし，異常終了する．ただし，BIOSコマンド識別のコードのrピット

がゼロのとき，エラーを通知するまでに 8回の再試行を実行する（このリトライ機

能はハードウェアで行うもので，ソフトウェアによるものではなし｝) . 

また，エラーの種類に応じてリキャリプレート，再シーク も行われ，もし成功す

ればエラーを通知せず正常終了する．

INT 1BH 

AH=05H 
データの書き込み［WRITEDAT A] 回圃

内部割り込みコード＝lBH

01 BH (PC-9801の場合）

AH=BIOSコマンド識別コード

D1 D. O, D, D, D, D, D。

ゴr 。 。x 

AL＝テ．パイスタイプユニット番号（DA/UA)(80H～81H) 

BX＝データの長さ

256×n : PC儒 9801’27

512×n :XL/XA内蔵インターフェイス

CX＝ディスクアドレス（シリンダ番号）

5MB : 0～152 

lOMB : 0～309 

20MB : 0～307（厚型）

: 0～614 （薄型）

40MB : 0～614 
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第l86 主授俄磁

l 機 能 ｜

！ 処理｜

282 

DH＝ディスクア ドレス（ヘッド番号）

5. lOMB: 0～3 

20MB : 0～7（厚型）

: 0～3（薄型）

40MB : 0～7 

DL＝ディスクアドレス（セクタ番号）

0～32 : PC-9801-27 

0～16 : XL/XA内蔵インターフェイス

ES: BP＝メモリ上のパッファアドレス

パッファの先頭アドレスを示す

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

指定されたデバイスの，指定されたディスクアドレス（セクタ）へ，指定されたメ

モリ領域（データパッファ領域の先頭アドレス）から，指定された長さのデータを

書き込む．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

ハードウェア上の動作，エラー検出等の制御は「データの読み出し AH=06H」

と同様である．メモリからディスクへの曹き込み動作である点だ砂が異なる．



第8重量 DISK BIOS 

INT 1BH シリンダ0へのシーク 園田AH=07H [RECALi BRA TE] 

｜ 機能 i

内部割り込みコード＝lBH

01 BH (PC-9801の場合）

AH=BIOSコマンド識別コー ド

D, 06 o. D, D, D2 D, D。

×
 

x
 l

 
ゴr x 。

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(80H～81H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

1 : ：異常終了

AH＝ステータス情報（「・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧」参照）

指定されたデノてイスのアームをシリンダOへシークさせる．

エラー発生時に，8回のリトライを行う，リトライをしない指定も可能である．

AHで指定されたデバイスのアームを物理シリンダOへ移動する．

エラーリトライ制御は「データの読み出し AH=06HJと同様である．
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第186 ：！：重要ぬ樋

,- INT 1BH 

AH=OFH 

｜ 機能 ｜

Lー処 理

！ 注意 ｜
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リトラクト［RETRACT]

内部割り込みコード＝lBH

01 BH (PC-9801の場合）

AH=BIOSコマンド識別コード

D, D, D. D, D, 

x r x 

O, D, 0。

I I l I 

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(80H～81H) 

CF＝終了条件

。：正常終了

l：興常終了

園田

AH＝ステータス情報（「・ DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧J参照）

デバイスタイプユニット番号（DA/UA）で指定されるテ・パイスに対して，アーム

を未使用シリ ンダへ移動する．

エラ一発生時に，8回の リト ライ を行う， リトライをしない指定も可能である．

コマンド実行中にエラーを検出したときは，そのエラーステータス情報を AHに

セットし，異常終了する．ただし，コマン ド識別コードの rピット（Ds）が0のとき

は，エラーを通知する前に8lillの再試行を笑行する．もし，再試行が成功すれば，

エラーを通知せずに正常終了する．

電瀕をオ フにする前には必ずリトラ クト コマンドを発行し，アームを未使用シリ

ンダに位置づけなければならない．これは電話原をオンにしたときにアームが記録

面を傷っけないようにするためである．



INT 1BH 

AH=ODH 

｜ 処理 ｜

i インタ1j~元元ヲづ

第8！援 DISKBIOS 

トラックのフォーマット
[FORMAT TRACK/DRIVE] 

内部割り込みコード＝IBH

01 BH (PC-9801の場合）

AH=BIOSコマンド識別コード

D, o. Ds D‘ o, Di o, D。

d x 一r x 。

圃回

フォー7 ット ljt似の指定 l：デ〆〈イスI幹｛な．

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(80H～81H) 

BH＝インタリープファクタ（1～16）悦 I)

CX＝トラック単位にフォーマ ットする場合のシリング番号惟2)

DH＝トラッ ク単位にフォーマ ットする場合のヘッド番号惟2)

DL=O 

注 1：イ ンタリープファクグは通常5を指定する．

注2：デバイス単位にフォーマットする場合にはCX=O,DH=Oとする．

CF＝終了条件

。：正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（「・ DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧J参照）

テ・パイスタイプユニット番号（DA/UA）で指定されるデバイ スに対して，トラッ

ク単位，またはデバイス単位にセクタフォーマットを行う．

ID部にはイ ンタリープファクタにしたがったセクタ番号が曹き込まれ，データ部

にはE5Hがt!fき込まれる．

コマンド実行中にエラーを検出したときは，その内容をステータス情報として

AH•こ格納して異常終了する．ただし， BIOS コマンド識別コードの r（入力条件

AHのDs）がOのとき，すなわちリトライ要求がある場合には，エラーを通知する

前に 8回の再試行が行われる エラーの種類に応じてリキャリプレート．再シー

クが行われる．なお，再試行が成功すればエラーを通知せず正常終了する．この

リトライ処理はハードウェアで行うものである．

指定されたフォーマット単位によって，それぞれのトラックをセクタごとに

フォーマットする．

ID部のセクタアドレス（シリンダ番号， ヘッド番号，セクタ番号）にはインタリー

プファクタにしたがった論理セクタ番号が密き込まれる．物理的なセクタシーケ

ンスと ID部に書き込まれる論理セクタ番号は次のような関係になる．
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第IBil 主要機種

インタリー 物 理 セ ク タ 番 号 (16：進）
、

プファクタ ω 01 02 03 04 。506 07 ω ω OA OB 。cOD OE OF 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 lA lB lC 10 lE lF 20 

(16進） 蛤 理 セ ク タ 番 号 (16進）

01 。。 01 02 03 ω 05 06 07 08 ω OA OB 。cOD OE OF 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 IP 18 lC lD IE IF 20 

02 ω 02 04 06 08 OA 。cOE 10 12 14 16 18 IA lC IE 20 01 03 05 07 ω OB OD OF 11 13 15 17 19 18 10 lF 

03 。。 03 06 09 。cOF 12 15 18 lB IE 01 04 07 OA OD 10 13 16 19 lC lF 02 05 08 OB OE 11 14 17 lA lD 20 

04 ∞ 04 08 。c10 14 18 lC 20 01 05 09 OD 11 15 19 10 02 06 OA OE 12 16 IA lE 03 07 OB OF 13 17 lB IF 

05 ∞ 05 OA OF 14 19 IE 01 06 OB 10 15 lA IF 02 07 。c11 16 lB 20 03 ω OD 12 17 lC 04 ω OE 13 18 ID 

06 ∞ 06 oc 12 18 lE 01 07 OD 13 19 lF 02 ω OE 14 lA 20 03 ω OF 15 lB 04 OA 10 16 lC 05 OB 11 17 lD 

07 。。 07 OE 15 lC 01 08 OF 16 10 02 09 10 17 lE 03 OA 11 18 lF 04 OB 12 19 20 05 。c13 lA 06 OD 14 lB 

08 。。 08 10 18 20 。l09 11 19 02 OA 12 lA 03 OB 13 lB 04 。c14 lC 05 OD 15 ID 06 OE 16 lE 07 OF 17 lF 

ω ω ω 12 lB 01 OA 13 lC 02 OB 14 lD 03 。c15 lE 04 OD 16 lE 05 OE 17 20 06 OF 18 07 10 19 08 11 lA 

OA 。。 OA 14 lE 01 OB 15 lF 02 。c16 20 03 OD 17 04 OE 18 05 OF 19 06 10 lA 07 11 lB 08 12 lC 09 13 lD 

OB 。。 OB 16 01 。c17 02 OD 18 03 OE 19 04 OF lA 05 10 lB 06 11 IC 07 12 ID 08 13 lE ω 14 lF OA 15 20 

。c ∞ 。c18 01 OD 19 02 OE IA 03 OF lB 04 10 IC 05 11 ID 06 12 IE 07 13 lF ω 14 20 ω 15 OA 16 OB 17 

OD ω OD IA 01 OE lB 02 OF lC 03 10 10 04 11 lE 05 12 lF 06 13 20 07 14 08 15 ω 16 OA 17 OB 18 。c19 

OE 。。 OE lC 01 OF 10 02 10 lE 03 11 lF 04 12 20 05 13 06 14 07 15 08 16 09 17 OA 18 OB 19 。clA OD lB 

OF ω OF lE 01 10 IF 02 11 20 03 12 04 13 05 14 06 15 07 16 ω 17 ω 18 OA 19 OB lA 。clB OD lC OE 10 

10 ω 10 20 01 11 02 12 03 13 04 14 05 15 06 16 07 17 08 18 09 19 OA lA OB lB 。clC OD 10 OE lE OF lF 

注： PC-98XL/XA内蔵型の固定ディスクイ ンターフェイスを使用してフォーマットを行う場合，自動的に鉱張
フォーマット（ トラックバッファ方式）と なるため．インタリープファクタは無視される．また PC-9801-27
を標滋フォーマッ トでフ才一マットする際には， インタリープファクタは5でなければならない．

｜ 注芯 ；
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－同一ボリューム上に異なるインタリープファクタのトラックをもつことはでき

ない．コン トローラ は最初のアクセスでインタリープファクタを記憶する．

－出荷時の不良 トラックは，不良トラックフラグを立て不良トラック扱いにして

いる．それゆえ，フォーマットを行うときにはこのト ラックの先頭セクタを読

み，不良トラックでないことを確認してからフォーマットしなければならない．



INT 1BH 

AH=03H 

｜ 機 能

初期化［INITIALIZE]

内部割り込みコード ＝lBH

OlBH(P心9801の場合）

AH=03H 

AL＝デノfイスタイプ（DA)(8×H) 

ただし，×はチェックの対象にしない．どんな値でもよい．

CF=O 

AH=OOH 

第8$ DISK BIOS 

園田

接続されている固定ディスク装置インターフェイス，およびBIOS情報の初期設

定を行う．

このコマンドにより，次の操作が行われる．

ディスクコントローラ初期化．

ユニットの接続状態をチェックし，READY状態の装置に対応するシステム共通

情報の EquipmentFlag (DISK_EQUIP 55CH～55DH）をオン（1）にする．

5インチ固定ディスクボード上のディップスイッチの状態を読み取り，その情報

をコントローラに通知する（接続デバイスのディスク容量）．

リトラクト処理を行い，アームを未使用シリンダへ退避する．
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第186 主餐機種

INT 1BH 

AH=01H 

｜ 機 能

288 

ベリファイ［VERIFY]

内部割り込みコード ＝IBH

01 BH (PC-9801の場合）

AH=BIOSコマンド識別コー ド

D, D, D, D‘D, D2 D, D。

ヒx r x 。0 0 

AL＝デパイスタイプユニッ ト番号（DA/UA)(80H～81H) 

BX＝データの長さ

256×n : PC-9801・27

512×n :xL/XA内蔵インターフェイス

CX＝ディスクアドレス（シリンダ番号）

5MB : 0～152 

lOMB : 0～309 

20MB : 0～307（厚型）

: 0～614 （薄型）

40MB : 0～614 

DH＝ディスクアドレス（ヘッド番号）

5, lOMB: O～3 

20MB : O～7（厚型）

: 0～3（薄型）

40MB : 0～7 

DL＝ディスクアドレス（セクタ番号）

0～32 : PC-9801-27 

0～16 : XL/XA内蔵インターフェイス

ES: BP＝メモリ上のパッファア ドレス

パッファの先頭アドレスを示す

CF＝終了条件

。：正常終了

i：異常終了

固因

AH＝ステータス情報（r・DISKBIOS概説 ．ステータス情報一覧」参照）

デバイスタイプユニット番号（DA/UA）で指定されたデバイ スの，指定された

ディスクアドレスからデータを読み取り，読み取り動作ができることを確認する

（メモリへ転送しない）．



第Bi・DISKBIOS 

INT 1BH 

AH=04H 
センス［SENSE] 回国

｜ 機能

内部割り込みコード＝lBH

OlBH(PCサ801の場合）

AH=04Hまたは84H

AL＝デバイスタイプユニット番号（DA/UA)(80H～81H) 

CF＝終了条件

。： 正常終了

l：異常終了

AH＝ステータス情報（r・ DISKBIOS概説 ・ステータス情報一覧」参照）

D, D, D, 0, D, O, O, Do 

d7 d6 d ~ d‘ 

0 0 0 0 - 5MB 按絞されているデ，〈イスの容量tを通知する

0 0 0 I - IOMB 

0 0 I I - 20MB 

0 I 0 0 - 40MB 

d1 d6 ds d•については「ステータス一覧Jを参照．

BX＝セクタ長（入力の AH=84Hの時）

CX＝シリンダ数（入力のAH=84Hの時）

DH＝ヘッド数（入力の AH=84Hの時）

DL＝セクタ数（入力の AH=84Hの時）

指定されたデバイスの状態を通知する．
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主賓割量樋

RAMドライブBIOSコマンド概説

第100

RAMドライブは，1M/640KB両用タイプのフロッピーディスクドライブと BIOSレベルで互換性

があるため，ソフトウェアからは内蔵フロッピーディスクドライプと同様に取り扱うことができる．

のため， RAM ドライブを利閉する際には， 「• 1MB/640KB両用フロッピーディスク」で述べたコマン

ドを使用する．

RAMドライブの獲得したユニットアドレスを指定すると，

そ

RAMドライブがアクセスできる．

•RAM ドライブ装置の確認方法

RAMドライブの状況を確認するには，システム共通領域中のドライブ接続識別ピット（DISK_

EQUIP : 55CH）およびRAMドライブ接続状況識別ピット（RDISK_EQUIP: 448H）を参照する．

ドライブ後続状況ピット（DISK_EQUIP)

0 } 5#HD 

640KB 
FD 

lMB 
FD 

D, 。。。。x x x x y y y y 。。z z 
し

RAMドライブ接続状況ピット（RDISK_EQUIP)

D,$ D。D1 

lMB FD 
聖書置番号

640KB FD 
量産自E祷号

Aυ

’A
内

4

の
J

A

U

’Ea
内

4

の
品

D。
y y y y x x x x 

」

D1 
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第88 DISK BIOS 

DISK_EQUIPおよび RDISK_EQUIPの，共に同じタイプの FD装置番号にピットが立っている装置

が RAMドライブとなる．

・RAMドライ ブは，本体内蔵のフロッピーディスクドライブと同様に 1MB/640KB両用タイプイ

ンターフェイスに接続されているドライブとして取り扱われる．したがって，上記情報はあくまで

接続状況を示す情報となるため，RAMドライブのフォーマット状況を確認するためには，内蔵フ

ロッピーディスクドライブでの媒体のフォーマット状況確認方法と同じ手法を用いる必要がある．

・RAMドライブ用メモリは，PC-9801NS, NS/E, NCの場合メニューにより，IMパイトの増設メ

モリとしての利用も可能となっている．また，RAMドライブ用メモリを lMバイトの増設メモリと

して利用した場合には，RAMドライブ装置そのものが存在しないため， DISK_EQUIPおよび

RDISK_EQUIPどちらにもピットは立たない．

以下に例を示す．

a) RAMドライブが lMBFD装置番号 1に接続されている．

D, D. Ds D, D, D2 D, D。D,.D,. 013 Du D.. D,0 D, D, 

・ DISK_EQUIP I 0 0 0 0 0 0 I 1 0 0 0 0 0 0 0 I 

・RDISK_EQUIPI 0 0 0 0 0 0 I 0 I 

b) RAMドライブが640KBFD装置番号 lに接続されている．

D, D. Ds D, D, D2 D, D.。DisD,. D,. D12 D.. D,o D, D, 

・ DISK_EQUIP I 0 0 0 0 0 0 0 0 I I I 1 0 0 0 1 

・RDISK_EQUIPI 0 0 1 0 0 0 0 0 I 

c) RAMドライブは接続されていない．

D, D. Ds D, D, D2 D, D。D,.0,. D,. Du D.. D,o D. D, 

・ DISK_EQUIP I 0 0 0 0 I 1 1 1 0 ll 0 0 0 0 0 0 

・RDISK_EQUIPI 0 0 0 0 0 0 0 0 I 

d) RAMドライブは接続されていない．

D, D. Ds D‘D, D2 D, D。015D,. 013 D,2 011 D,0 Do Da 

・ DISK_EQUIP I O O O O 1 1 O 1 O 0 O O O O O O 

・RDISK_EQUIPI 0 0 0 0 0 0 1 0 I 
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第i邸主要機積

e) RAMドライブは存在しない．

D, D, 0$ 0, D1 02 D, 0。01$D,. Du D日 D,,D,. D, Da 

. DISK_EQUIP I 0 0 0 0 1 1 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 

・RDISK_EQUIPI 0 0 0 0 0 0 0 0 I 

注意： READIDでは，必すトラックの最後のID（セクタ No.=EOT）が通知される．

READ DIAGNOSTICでは．フォーマッ卜されたセクタ長と指定されたセクタ長が一致しない

場合，RAMファイルのセクタ長でデータを読み出す．

＜例＞

「セクタ良＝256バイト」でフォーマットされた FD（または RAMドライ ブ）から「セクタ長＝512バイ

ト」で 1024パイト読む．

FD DATA 

512 

GAP I ID DATA GAP I ID DATA DATA 

RAM 
ドライブ

256 

DATA GAP I ID 

256 

DATA GAP I ID 

256 

DATA GAP I IO A
 

m一
灯D

 

FORMATコマン ドで，ID情報は先頭のセクタのみチェックされる．つまり，lトラック上ではセク

タあたりのパイト数は一定となる．

DISK_RESUL T情報はセットさえない．

RAMドライプは，BIOSレベルで互換性を保証しているファイル装置となっている．したがって．

BIOSを介さずに直接アクセスする場合の動作は保証されない．
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第

プリンタBIOS

プリンタBIOS概説

・プリンタBIOS機能一覧（INT1AH) 

’. • 色、

AHレジスタ
’F・

相陵 能 " ノーマル ハイレゾ＆， 

lOH プリンタBIOSの初期化 。 。
llH データの出カ（Waitモード） 。 。
12H ステータスの取得 。 。
14H データの出ブJ(No Waitモード） × 。
15H データの出ブJ（チェックレスモー ド） × 。
16H 初期化 （Wait時間設定） × 。
30H データの出カ （複数バイ ト） 。 。

ノーマルモードの BIOSでは，セントロニクス準拠の出力をサポートし，ハイレゾモードでのプリン

タBIOSは，フルセントロニクスの出力をサポー トしている．

ノーマルモードの出力は，1/0終了までBIOS内でループする Waitモード，複数バイトモードのみ

であり，マルチタスクについて考慮されていないが，ハイレゾモードでは，ループの前に INTlFHの

Wait(Only）ファ ンクションをコールする NoWaitモードをサポートしており，マルチタスク対応と

なっている．

プリンタ BIOSでは，プリンタからのハードウェア割り込みは使用していない（ノーマル，ハイレゾ

モード共）．
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・ステータス情報

ノーマルモードのステータス情報に関しては，各コマンドの解説を参照すること．

ハイレゾモー ドではステータス情報は共通である．

以下にハイレゾモードのステータス情報を示す．

AH＝ステータス情報

OOH：データ送信終了／データ送信可

01 H：プリンタ BUSY

02H：：タイムアウト（一定時間内に BUSYが解除されなかった）

03H：プリンタディ セレク卜（ トッ プカパーオープン），ハードウェアエラー

04H：用紙残少または用紙切れ

05H：プリンタ未接続または電源OFF

ハイレゾモードでは， ALレジスタにその時点でのプリンタのステータスが格納されている．

765 4 3210  

L I I I l 
L ACK ：次のデータ受信可

BUSY ：データ受fl1可能状態

I. BUSY ：プリンタのBUSY状態

民 SV : +SV電源電圧を示す

PE ：府紙伐少．用紙切れ

FAULT ：プリンタFAULT

SELECT ：プリンタSELECT

ノーマルモードでは， ALレジスタは保証されない．
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第9扇プリンタ BIOS

プリンタBIOSコマンド

INT 1AH 

AH=10H 

機能 ｜

INT 1AH 

AH=11H 

Lr.t~－＝＿J 

；主さ ｜

プリンタ BIOSの初期化

AH=lOH 

ノーマルモード

AH＝ステータス情報

OOH：プリング BUSY

OlH：データ送信可

ハイレゾモード

「．ハイレゾモードにおけるステータス情報」参照．

μPD8255Aの初期化，ステータス情報の初期化を行う．

園田

ハイレゾモードでは，プリンタ BUSYのWait時聞は4Secに設定される．

データの出力

AH=llH 

AL＝出力する lバイト データ（JIS8ピット形式）

ノーマルモード

AH＝ステータス情報

OOH：プリンタ BUSY

OlH：データ送信可

02H：タイムアウト，データ米出力

ハイ レゾモード

「．ハイレゾモードにおけるステータス情報J参照．

園田

プリンタのステータスを読み出し，送信可になるまでループを行って待つ．送信

不可のまま一定時間経過すると，タイムアウトのリターンコードをセットしリ

ターンする．送信可能になった場合，lバイトのデータをプリンタに出力し，送信

終了のコードをセットしてリターンする．

ノーマルモードでは，データ送信時，プリンタがディセレクトまたは用紙切れな

どの状態であった場合，02Hのタイムアウトとして通知される．データ送信時，

プリンタ米接続または電顕OFFの場合では，タイムアウト とならず， データ送信

終了と判断される．
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M
H
 

H
一
2

A

一
1

h

一一一
則
一

HA
 

ステータスの取得 回国

機能 ｜

AH=12H 

ノーマルモード

AH＝ステータス情報

OOH：プリンタ BUSY

OlH：データ送信可

ハイレゾモード

「．ハイレゾモードにおけるステータス情報」参照．

現在のプリングのステータス情報を取御してリターンする．

このコマンドでは．タイムアウトのステータスを返すことは無い．

H
 

H

一4

A

一1

h

一一一
則
一

HA
 

データの出力（NoWaitモード） 回

機能 ｜

296 

AH=14H 

AL＝出力する 1バイトデータ（JIS8ピット形式）

「．ノ、イレゾモードにおけるステータス情報」参照．

プリンタのステータスを読み出し，送信可能であればlパイトのデータをプリン
グに出力し，送信終了のコードをセットしてリターンする．

プリンタがBUSYであれば，AXレジスグを8208Hにセットして INTlFHの
Wait(Only）ファンクションコールを行い，一時的にCPUを解放する.INT lFH 
から戻った時点でまだBUSY状態であったならば，送信可能になるまでループを
行って待つ．送信不可のまま一定時間経過すると，タイムアウトのリターンコー
ドをセットしリ ターンする．

送信可能になった場合，lバイ トのデータをプリンタに出力し，送信終了のコード
をセットしてリ ターンする．



INT 1AH 

AH=15H 

ト！設－ ｜

INT 1AH 

AH=16H 

｜ 機能 ｜

第9・プリンタ BIOS

データの出力（チェックレスモード） 回

AH=l5H 

AL＝出力する lバイトデータ（JIS8ピット形式）

「．ハイレゾモー ドにおけるステータス情報J参照．

プリンタのステータスのチェックを行わず，lノfイトのデータをプリンタに出力

する．

初期化（Wait時間設定） 回

AH=l6H 

CX＝プリング BUSYWait時間

Wait値を lOmsec単位で設定する.OFFFFHの時655350msecとなる．

OOOOHを設定すると，プリ ンタ BUSYが解除されるまで待つ．

「．ハイレゾモー ドにおけるステータス情報」参照．

μPD8255Aの初期化，ステータス情報の初期化を行う．

タイムアウト検出のための，プリンタ BUSY時のWait時聞を設定する．

、
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第186 主要4機種

~ ..- INT 1AH 

AH=30H 

｜ 機 能

298 

データの出力（復数バイト） 困困

AH =3011 

CX＝データ長

ES: Iうx＝データノfッファのアド レス

注憲 ：データバッファはセグメント境界をまたがってはならない．

ノーマルモード

AH＝ステータス↑背報

OOH：正常終了

021 1：タイムアウト

ハイレゾモード

「．ノ、ィレゾモードにおけるステータス情報」参照．

共通

BX＝タイムアウト時の出力データアドレス

タイムアウトになったデータのパッファ上のアドレス（オフセ ット アドレス）

を示す．

CX＝米出力データ長

処理終了時の未出力データの長さを示す．

正常終了時はOOH となる．

指定したパッファ上の指定した長さのデータをプリングに出力する．



第

マウスBIOS

マウスBIOS概説

・マウスBIOS機能一覧（mouse.cod,MOUSE.SYS利用時） (INT 33H) 

2・

AHレジスタ . 向島

OOH I マウスBIOSの初期化
OlH I カーソル表示

02H I カーソル消去

03H I カーソル位置の取得

04H I カーソル也置の設定

05H I 左ボタンの押下情報の取得

06H I 友ボタンの解放情報の取得。7H I 右ボタンの押下情報の取得

08H ｜右ボタンの解放情報の取得

09H I カーソルの形の設定

OBH I マウスの移動距緩め取得

OCH I ユーザ一定義サブルーチンのコール条件の設定

OFH I ミッキー／ドット比の紋定

IOH I 水平方向のカーソル移動範聞の紋定

IlH I 垂直方向のカーソル移動範聞の設定

12H I カーソル表示画面の股定

13H I グラフィック周VRAMの 4固目的設定

機能コー ドOA,OD. OEは存在しない．

ノーマJレモードでマウスを制御するためには，以下のソフトウェアドライパが必要である．

mouse.cod (N槌’日本店 BASIC(86）の場合）

MOUSE.SYS (MS-DOSの場合）
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第186 主要微擾

mouse.cod 

Nsa－日本語 BASIC(86）ではマウスを使用する前に，以下の作業が必要となる．

①ソフトウェアドライパのロー ド

約 4Kバイトの領域を確保したうえ， BLOADコマンドなどにより”mouse.cod”をメモリに読み込

む．

②環境の試験と初期化

AXレジスグに，グラフ ィック画面の解像度（3: 640×400, 0 : 640×200）を代入した うえ，ソフト

ウェアドライパの相対！OOH番地に格納されているエントリ をコールする．

これにより，ハードウェア環境がチェックされ，マウスが存在しない場合は AXレジスタに Oが返

される．また，マウスが使用可能であれば， IN'f33Hの割り込みベクタにマウス BIOSのエントリ

アドレスがセ ットされる．

③エントリアドレスのセット

BASICから使用する場合には， CALL文のために上記INT33Hのベクタより，コマンドのエント

リアドレスをおh出する．

MOUSE.SYS 

MS-DOSにおいて，マウスを使用する場合は，CONFIG.SYSファイ lレの記述により MOUSE.SYSを

デバイスドライパとして組み込み， INT331 1によりコマンドを実行する．

Nss－日本語 BASIC(86)(MS-DOS版）では，インタプリタ内にマウス BIOSに相当する機能があるた

め，MOUSE.SYSは不要．

ハイレソモードのマウス制御機能

ハイレゾモードでは， BIOSROMの一部にマウス制御機能を含んでいる．

そのため，MS-DOSにおいても，MOUSE.SYSをインストールせずにマウスを使用することが可能で

ある．

ハイレゾモード専用 MS-DOSではMOUSE.SYSは存在せず，ROMBIOSを直接利用する形態とな

る．

PS98-0ll-XXX （かな漢字変換俄能として逐次変換をサポートした MS-DOS3.l）以降のMS-DOS
は，システムディスクがノーマルモードとハイレゾモードで共通になった．このタイ プのMS-DOSでマ

ウスを利用する場合，ハイレゾモードにおいても，CONFIG.SYSファイルに MOUSE.SYSを記述し，

デバイスドライパを付加した形態とする．

MOUSE.SYSを使用する場合は，マウス BIOSはノーマルモード，ハイレゾモードとも同一機能とな

る．

ROM BIOSを直接利用する場合，MOUSE.SYSを使用する場合とは，初期化手続きおよび機能の一

部が異なる．
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MIO車マウスBIOS

・マウス制御機能一覧（八イレゾモード ROMBIOS) 

e’
一

以一

日

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

シ
一

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
8
C
F
0
1
2

レ－

0
0
0
0
0
0
0
0
O
O
O
G
O
－

－

－

似 後能

マウスBIOSの初期化

カーソル表ぷ

カーソル消去
カーソル位置の取得

カーソル佼訟の段定

ボタンの抑下情報の取得

ボタンの解政情報の取得

水平方向のカーソル絡動範閉め設定

垂直方向のカーソル移動車E開の設定

カーソルの形の設定

マウスの移動距雛の取得

ユーザ一定義サブルーチンのコール条件の設定

ミッキー／ ドット比の設定

カーソル表示画面の設定

マウス割り込みアドレスの設定

マウス削り込みの目午可

州統SYSとの差異・4 九 一ー

． 

ボタンの情報

ボタン指定
ボタン指定

機能コード

俄能コー ド
ノfターン形状

I能コーI'.パターン指定

追加
追加

AX=OOH, OlH, 02H, 04H, OBH, OCH, OFHでのマウス BIOSの機能は， デバイ スドライノf(MOUSE. 

SYS. mouse.cod）を使用した場合と同様である．

初期股定

マウス BIOSは，AXレジスタに機能コードを入れ内部割り込みを行って呼び出すが，ROMBIOSで

の INTベクタは固定されていない．また，マウス BIOSで使用するワークエリアも確保されていない．

マウス機能を使用する上位プログラムは，マウスの使用開始にあたって，以下の作業を行う必要があ

る．

①適当なINTベクタに，マウス制御機能のエントリポイント，F800H（セグメント） : 7FDOH（オフ

セット） を設定する．

② 1916パイト以上のワークエリアを確保し．「マウス割り込みアドレスの設定 AX=llHJによって

マウス BIOSに通知する． このコマンドでは，マウスのハードウェア割り込みの設定も行われる．

③「マウス BIOSの初期化 AX=OOHJを行い，マウス環境の初期設定を行う．

なお，「マウス BIOSの初期化Jによってハードウェア割り込みが許可されるので，「マウス割り込みア

ドレスの設定」は，「マウス BIOSの初期化」に先だって行わなければならない．
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第lE自主袈機種

マウスBIOSコマンド

． 
INT 33H 

AX=OOH 

｜ 機能I

｜ 初期化状態 ｜ 

302 

マウスBIOSの初期化

AX =001-1 

AX＝環境状態

。： マウスを使用できない環境

-1：マウスを使用できる環境

BX＝ボタン数（2)

凪画面画

カーソルの表示，カーソJレの形，カーソルの中心点， ミッキー／ ドット比，マウ

スの割り込み周期等の環境を初期化する．

カーソル表示 ：表示しない

カーソル位置 ：スク リーンの中心の位置

ノーマルモード

高分解能カラーモード ：（319, 199) 

カラーモー ド：（319,99) 

ハイレゾモード：（512,384) 

カーソルの形 ：左上向きの矢印

カーソルの表示画面：プレーン2

カーソルの中心点：（0,0) 

カーソル移動範囲：スクリーン全体

ノーマルモード

水平方向： 0～639

垂直方向 ：高分解能カラーモード ：0～399

カラーモード： 0～199

ハイレゾモード

水平方向： 0～1119

垂直方向 ：0～935

ミッキー／ ドット比：水平方向，垂直方向ともに 8

マウスの割り込み周期： 8ms



第10• マウスBIOS

INT 33H 

AX=01H 
カーソル表示 画画凪

． 

機能 ｜

AX=OlH 

すべてのレジスタは保証される．

カーソ1レをスクリーンょに表示させる.l度この機能を実行すると，カーソルの

消去を実行するまで，カーソルがマウスの働きにしたがってスクリーン上を動く ．

INT 33H 

AX=02H カーソル消去 凪画面白

｜ 機能 ｜

AX=02H 

すべてのレジスタは保証される．

スクリーン上に表示されているカーソルを消す．カーソルは，l度消去されると

カーソル表示を実行するまで．スクリーンには表示されない． しかし，カーソル

が表示されていない間も，マウスを動かすことによってカーソルはスクリ ーン上

で常に移動している．
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第i00 主要後樋

INT 33H 

AX=03H 

｜ 機能 ｜

304 

カーソル位置の取得

AX=03H 

mouse.cod, MOUSE.SYS 

AX＝左ボタンの状態

o：離されている

-1：押されている

BX＝右ボタン状態

。：離されている

-1：押されている

J、ィレ、／ ROM BIOS 

BX＝ボタンの状態

o：左ボタン，右ボタン共に離されている

l：左ボタンのみ押されている

2：右ボタンのみ押されている

3：左ボタン，右ボタン共に押されている

共通

CX＝カーソルの位置の水平座標

0～639：ノーマルモード

0～1119：ハイレゾモード

DX＝カーソルの位置の垂直座標

ノーマ／レモード

0～199：カラーモード

0～399：高分解能カラーモード

ハイレゾモード： 0～935

面画S匝固

現在のカーソルの位置を得る．カーソルの位置は，水平座標，垂直座標で得られ．

それはカーソルの移動範囲内の値て‘ある．また，この時のマウスの右ボタン，お

よび左ボタンの状態（押されているか，押されていなし＝）も得ることができる．



第lOil マウスBIOS

INT 33H 

AX=04H カーソル位置の設定 凪画面E

｜ 機能 ｜

AX=04H 

CX＝カーソノレの新しい位置の水平座標

ノーマルモード ：0～639

ハイレゾモード ：（）～1119 

DX＝カーソルの新しい位置の垂直座標

ノーマルモード

0～199：カラーモード

0～399：高分解能カラーモード

ハイレゾモード：（）～935

すべてのレジスタは保証される．

カーソルの位置を指定の位置に設定する．アプリケーションプログラムが，希望

の水平座標，垂直座標を指定して，このコマンドを実行すると，カーソルはその

位置に移動する．希望の位置がカーソ1レ移動範囲外の場合には，移動範囲内の端

にカーソルが移動する．

INT 33H 

AX=OSH 左ボタンの押下情報の取得 画同
町

機 能 ｜

AX=05H 

AX＝左ボタンの状態

o：離されている

-1：押されている

BX＝左ボタンが押された回数

CX＝最後に左ボタンが押された時の，カーソル位置の水平座額

DX＝最後に左ボタンが押された時の，カーソル位置の垂直座標

マウスの左ボタンの押下（押されること）に関する各種の情報を取得する．
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第lBB 主要緩衝

制TおH

AX=06H 
左ボタンの解放情報の取得 日

酌凪

｜ 機能 ｜

AX=06H 

AX＝左ボタンの状態

o：離されている

-1：押されている

BX＝左ボタンが離された回数

CX＝最後に左ボタンが離された時の，カーソル位置の水平座標

DX＝最後に左ボタンが離された時の，カーソル位置の垂直鹿糠

マウスの左ボタンの解放（離されること）に関する各種の情報を取得する．

右ボタンの押下情報の取得 画面

鴇能 ｜

306 

AX=071-I 

AX＝右ボタンの状態

o：離されている

-1：押されている

BX＝右ボタンが押された回数

CX＝最後に右ボタンが押された時の，カーソル位置の水平座標

DX＝最後に右ボタンが押された時の，カーソJレ位置の垂直座標

マウスの右ボタンの押下に関する各種の情報を取得する．



第10重量 マウス BIOS

U
H
 

H

－8
 

w一
司

則
一一

XA
 

右ボタンの解放情報の取得 耐
凹凪

機 能 ｜

AX=08H 

AX＝右ボタンの状態

o：離されている

-1：押されている

BX＝右ボタンの離された回数

CX＝最後に右ボタンが離された時の，カーソル位置の水平座標

DX＝最後に右ボタンが離された時の，カーソル位置の垂直座標

マウスの右ボタンの解放に関する各種の情報を取得する．

INT 33H 

AX=09H 
カーソルの形の設定 画凪

二型＿Ll

AX=09H 

BX＝カーソルの中心点の水平座標（0～15)

CX＝カーソルの中心点の垂直座標

0～15：カラーモード

0～31：高分解能カラーモードまたはハイレゾモード

ES: DX＝カーソルの形を決定するデータのアドレス

データの形式は，カラーモードでは 16×16ピット

高分解能カラーモードおよびハイレゾモードでは 16×32ピット

全てのレジスタが保証される．

カーソルの形や中心点を設定する．カーソノレの形は，四角形のカーソルのうちの，

どのドットを表示するかによって決まる．つまり，表示されたドットの集合がカー

ソルとして見える．たとえば，四角形のカーソルのドットをすべて表示するよう

に指定すると，カーソルの形は四角形になる．

カーソjレの形を決定するデータの形式は次の通り
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カラーモードでは16行，

11000000, 00000000 

11100000, 00000000 

主嬰.樋第1g(l 

間分解能カラーモー ドおよびハイレゾモードでは32行． ．．．．．．．．． 
．．．．．．．．． 

00000000, 00000000 

カーソルの左上角のドットを（0,0）とした座標系の位置でカーソルの中心点は，

与える．

四四
日
町凪マウスの移動距磁の取得AX=OBH 

INT 33H 

AX=OBH 

CX＝マウスの水平方向の移動距離

：ノーマルモード

ー1119～1119 ：ハイレゾモード

DX＝マウスの垂直方向の移動距離

：ノーマルモー ド

-32768～32767 

一32768～32767

：ハイレゾモード-935～935 

マウスの移動距離を取得する．このコマンドが最後に実行された時のマウスの位

置から，今回実行した時点でのマウスの位置までの，水平方向および垂直方向の

相対的な距離が通知される．水平方向では右の向きが正であり，垂直方向では，

手前の向きが正となる．距離の単位はミッキーである．

t日 INT 33H ユーザー定義サブルーチンの 凪圃圃AX=OCH コール条件の設定

機能 ｜

AX=OCH 

CX＝コール条件

（各ピットが lのときはコールし，0のと きはコーJレしない）
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｜倍能 ｜

｜ 処理 ｜

O, D& Ds O, 03 02 O, D。

カーソル位置の変化

友ボタンが押される

左ボタンが厳される

おボタンが縛される

ホボタンが賊される

ES: DX ＝ユーザ一定義サブルーチンのアドレス

すべてのレジスタが保証される．

第108 マウスBIOS

ユーザーが定義したサブルーチンを，ソフトウェアドライパがコールする条件と，

そのサブルーチンのアドレスを設定する．

コール条件は5つの現象のうち重複して指定でき，そのうちの lつでも発生すれ

れば，サブルーチンがコーノレされる．

ソフトウェアドライパは次の手順でサブルーチンをコールする．

①マウスから割り込みが発生すると，制御がソフトウェアドライパに移る．

②ソフトウェア ドライパは． コール条件が満たされているかどうかを調べる．

③満足されていない場合には，そのまま次の動作に移るが，満足されている場合

にはCALLF AR_PROC命令によってサブルーチンに制御を移す．

したがってサブルーチンからソフトウェアドライパに制御を戻すためには， RET

FAR_PROC命令を使用しなければならない．

また，サブルーチンをコールするときには，各レジスタには次の情報が格納され

ている．

AX＝コールの原因となった現象

l：カーソルの位置の変化

2：左ボタンが押された

4：左ボタンが離された

8：；古ボタンが押さFれた

16：右ボタンが離された

BL＝左ボタンの状態

o：離されている

一l：押されている

BH＝右ボタンの状態

o：離されている

ー1：押されている

CX＝カーソルの位置の水平座標

DX＝カーソルの位置の垂直座標
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第l00 主要織積

INTおH

AX=OFH 

L伶竺」

削T33H 

AX=10H(07H) 

［一亙7信 l 

310 

ミッキー／ドット協の設定

AX=OFH 

CX＝水平方向のミッキー／ドット比

DX＝垂直方向のミッキー／ドット比

すべてのレジスタが保証される．

画圃匝司

マウスの移動距離と，それに対応するカーソ／レの移動距離との比を設定する．水

平方向および垂直方向に，カーソルが8ドット移動するのに要するマウスの水平

方向および垂直方向の移動距離（ミッキー／ ドット比）を単位として設定する

（ミッキー他）．これにより，マウスを少し動かしただけでカーソルが大きく移動

したり，逆にマウスをかなり動かしてもカーソルは少ししか移動しないように，

マウスの感度を変えることができる．

水平方向の
カーソル移動範囲の設定

MOUSE.SYS, mouse.cod 

AX=lOH 

ハイ レゾROMBIOS 

AX=07H 

共通

CX＝カーソルの水平方向の移動範囲の最小値

0～639 ：ノーマルモード

0～1119 ：ハイレゾモード

DX＝カーソルの水平方向の移動範囲の最大値

0～639 ：ノーマJレモード

0～1119 ：ハイレゾモード

すべてのレジスタが保証される．

凪画匝副

カーソルの水平方向の移動範囲を設定する．移動範囲は，その最小値および最大

値を設定することにより決定される．カーソJレの中心点がこの範囲内を移動する

ことができる.exレジスタの値がDXレジスタの値より大きい場合には，DXレ

ジスタの備が最小値，exレジスタの値が最大値となる．



INT 33H 

AX=11H(08H) 

「徳能 j

垂直方向の
カーソル移動範囲の設定

MOUSE.SYS, mouse.cod 

AX=IIH 

ハイレゾ ROM BIOS 

AX=08H 

共通

CX＝カーソルの垂直方向の移動距離の最小値

ノーマルモー ド

0～199：カラーモード

0～399：高分解能カ ラーモード

ハイレゾモード

0～935 

DX＝カーソルの垂直方向の移動距離の最大値

ノーマノレモード

0～199：カ ラーモード

0～399：高分解能カラーモード

ハイレゾモード： 0～935

すべてのレジスタが保証される．

第10・マウスBIOS

凪圃匝司

カーソルの垂直方向の移動範囲を設定する．移動範囲は，その最小値および最大

値を設定することにより決定される．カーソルの中心点がこの範囲内を移動する

ことができる.exレジスタの値がDXレジスタの値より大きい場合には， DXレ

ジスタの値が最小値，exレジスタの値が最大値となる．

水平方向のカーソル移動範囲の設定，垂直方向のカーソJレ移動範囲の設定によっ

てカーソルの移動範囲が変更され，カーソルの位置が移動範聞外になった場合に

は，ソフトウェアドライパがカーソルを移動範囲内の端に移動させる．
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制T33H 

AX=12H 

｜ 機能

INT 33H 

AX=13H 

l持能 ｜

312 

カーソル表示画面の設定

AX=l2H 

BX＝カーソルの表示画面

o：プレーンOへ表示

l：プレーン 1へ表示

2：プレーン2へ表示

3：プレーン3へ表示

すべてのレジスタが保証される．

凪圃

カーソルの表示画面を殻定する．カーソルの色は表示画面のノマレットで設定され

た色となる．プレーン3が実装されていない場合に，カーソルの表示画面がプレー

ン3~こ設定されたときは， 前回の表示画面ヘカーソルを表示する ．

各画面の初期値は，次のとおり．

プレーン0：背

プレーン l：：赤

プレーン2：緑

プレーン3：灰

グラフィック用 VRAMの4面白の設定

AX=l3H 

BX=4面白の設定

BL＝左ボタンの状態

0 : 4面白を使用しない

1 : 4面白を使用する

BX=4面白の実装状態

0:4面白は朱実装

-1 : 4面白を実装

画

グラフィック用 VRAMの，4面白（プレーン3）の使用の設定と実装状況を取得す

る（ノーマルモードのみ）．このコマンドは出力としてグラフィック用 VRAMの

4面白の実装状態を返す．ハイレゾモードでは，常に4面白が使用可能である．



INT 33H 

AX=OSH 

ト型 u 

INT 33H 

AX=06H 

「段能 ］

第10• マウスBIOS

ボタンの押下情報の取得

AX=05H 

BX＝ボタンの指定

o：左ボタン

l：右ボタン

AX＝ボタンの状態

。：左ボタン，右ボタン共に離されている

i：左ボタンのみ押されている

2：右ボタンのみ押されている

3：左ボタン，右ボタン共に押されている

BX＝ボタンが押された回数

CX＝最後にボタンが押された時の，カーソル位置の水平座標

DX＝最後にボタンが押された時の，カーソル位置の垂直座標

マウスのボタンの押下（押されること）に関する各種の情報を取得する．

ボタンの解放情報の取得

AX=06H 

BX＝ボタンの指定

o：左ボタン

l：右ボタン

AX＝ボタンの状態

。：左ボタン，右ボタン共に離されている

l：左ボタンのみ押されている

2：右ボタンのみ押されている

3：左ボタン，右ボタン共に押されている

BX＝ボタンが離された回数

CX＝最後にボタンが離された時の，カーソノレ位置の水平座標

DX＝最後にボタンが離された時の，カーソル位置の垂直座標

マウスのボタンの解放（離されること）に関する各種の情報を取得する．

圃

面画
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INT 33H 

AX=09H 

「役一能 ！ 

314 

カーソルの形の設定

AX=09H 

BX＝カーソルの中心点の水平座標（ー16～32)

CX＝カーソJレの中心点の垂直座標（ー16～48)

ES: DX ＝カーソルの形を決定するデータのアドレス

データの形式は 8×8～32×32ピット

SI＝カーソルプロックのf筒

AX以外のすべてのレジスタが保証される．

匝E

カーソJレの形や中心点を設定する．カーソルの形は，四角形のカーソJレのうちの，

どのドットを表示するかによって決まる． つ~ り表示されたドットの集合がカー

ソJレとして見える．カーソルの中心点の座標指定は，カーソルの左上点を（0,0) 

とした座棟系の位置で与える．

カーソル表示で，AND,XORのマスクパターンをとることができる．両方のパ

ターンを使用する場合，AND,XORの願にカーソルの形を設定する．また，各

画面に違ったパターンを表示させる場合には 4画面分のカーソル形を設定する．

［例 1] 4画面に違ったカーソIレパターンで，AND,XORをとる場合

ES:DX→ 
0画面の 0画面の
XOR用カーソル形 AND用カーソル形

l画面の 1画面の
XOR用カーソル形 AND用カーソル形

2画面の 2画面の
XOR用カーソル形 AND周カーソル形

3画面の 3画面の
XOR mカーソル形 AND用カーソル形

［例2〕 4画面に違ったカーソJレパターンで， XORをとる場合

ES: DX→ 
0画面の l画面の
XOR用カーソル形 XOR用カーソル形

2画面の 3画面の
XOR用カーソル形 XOR周カーソル形
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［例3] 1画面に AND,XORをとる場合
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［例4〕 l画面に XORをとる場合

ES:DX→ 
XOR周カーソル形

l画面にカーソJレを描くか， 4画面にカーソルを描くか．また XORだけか，AND

とXORをとって描くか，の指定は「カーソル表示画面の設定 AX= lOHJを使用

する．

SIには上位にカーソルプロックの横ピット数，下位に縦のピットを入れる．なお，

故小パターンは8×8ピットで，縦横ともバイト単位で大きくすることができ，最

大 32×32ピットである（マウス BIOS作業域の各画面セーブ領域は，どんなとき

でも（32×32）×4,AND, XOR作業域は（40×32ピット） ×カーソJレパターン数

だけ必要である）．

カーソJレパターンの変更時（AND,XORパターンから XORパターンへ，XORパ

ターンから AND,XORパターンへ）は，カーソルの形の設定の前に「カーソル表

示画面の設定 AH=lOHJを実行する必要がある．

注憲： ES:DXで指定されたカーソルパターンは BIOSで参照するので，次の

新しいカーソルパターンに変更するまでは内容を保証すること．
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INT 3剖

AX=10H 

L持能］
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カーソル表示画面の設定

AX= lOH 

BX＝カーソルの描画状態

Du D.. Du D., D11 D，。 D, 08 D, D, Ds D, D, D, D, D。

すべてのレジスタが保証される．

カーソルの表示画面，表示パターンを設定する．

匝面

プレーン Oへの箔画

プレーン lへの箔幽

プレーン2への錨幽

プレーン3への翁画

カーソル形4倒

カーソル彩 l倒

AND. XORマスク

〔例 1] 1個のカーソルをlつの画面に XORだけとって描く場合

Das D,. Du Du D., Dao D, Da D, D, Ds D. D, D2 Da D.。

叫 o o o ojo o o ojo o 1 ojo o o ii 

［例 2] l個のカーソルを 4つの画面に AND,XORをとって描く場合

Das D,. D,. D日 D,. D，。 D, O, O, D, Ds D, D, Do 

叫 o o o ojo o o 0 I 1 0 I 1 1 1 ] 

［例3) 4個のカーソルを4つの画面に AND, XORをとって描 く場合

Du D,. Du 0., Da a Dao D, D, D, D. Ds D, D, D, Da D。
叫 o o o ojo o o 0 11 o o 1!1 1 iii 

違憲： 1個のカーソル形を2つの画面に錨くことはできない．

4個のカーソル形は4つの画面に描かなければならない．

この時のカーソル形のアドレスの格納方法については「カーソルの形の設

定 AX=09HJを参照すること．



第10• マウス BIOS

uH 

M
一
同A

 

マウス割り込みアドレスの設定 面白

｜ 機能

AX=llH 

BX＝マウス BIOS作業域のセグメントベース

CX＝割り込み間隔（1～FFH)

すべてのレジスタが保証される．

マウスを使用する際には，最初にこのコマン ドを実行しなげればならない．

割り込みベクタテープルにマウス割り込み処理ルーチン（INT2のハードウェア

割り込み）のアドレスを設定し， 8259の割り込み許可ビットのマスクを解除する．

マウス BIOS作業域のセグメントペースを設定し，伺回に 1回インターフェイス

ボードからの割り込みを受けつけるか指示する値（割り込み間隔）全般定ずる．標

準の8.33msecの間隔に設定する場合には Iを指定する．

INT 33H 

AX=12H 
マウス割り込みの許可 匝副

ト時能

AX=l2H 

BX=8255割り込み設定

1 : 8255からの割り込み停止

0 : 8255からの割り込み開始

すべてのレジスタが保証される．

8255からの割り込みを停止／開始する．

「マウス BIOSの初期化 AX=OOHJを行った時点で割り込みは開始されている．
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第 章

RS-232C BIOS 

RS-232C BIOS概説

PC-9800シリーズは， 1チャネルの RS-232C回線（チャネル0）が標準実装されており，オプションの

RS-232C拡張インターフェイス（PC-9861/K）を実装することにより，チャネル 1およびチャネル2が

使用できる．

ノーマルモード時，本体ROMにある RS-232CBIOSはチャネJレOのみをサポー トし，チャネル 1,

2は，オプションボード上の ROMによりサポートされる．

ハイレゾモード時では，本体ROMがチャネル0,1, 2ともサポートしており，オプションボード上

の ROMは使用しない．

ノーマルモード時とハイレゾモード時では，チャネ1レの指定方法が異なるので注意すること． 

e RS-232C BIOS機能一覧（INT19H) 

AHレジスタ ． 飽 ． 
ノーマル ハイレゾ

OOH RS-232C BIOSの初期化（シングルモー ド） 。 。
OlH フロー制御を伴う初期化 （シングルモー ド） 。 。
02H 受償データ長の取得 。 。
。3H データの送信 。 。
04H データの受信 。 。
05H μPD8251へのコマンド出力 。 。
06H ステータスの取得 。 。
07H RS-232C BIOSの初期化（t拡張モー ド） × 。
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・使用上の注意

• RS-232C BIOSではμPD8251Aを同期式として制御する機能を装備していない．
・システムポートへの書き込みによって割り込み可能状態にする事象はRXRDYの場合だりで，TXE,
TXRDYを割り込み可能にすることはしていない．

・システムポートの入力によって回線状態（CS,CD, Cl）を知ることができるが，通常モードの RS
-232C BIOSでは参照していない．

注蹟 ：PC-9801では， Clはサポー卜されていない．

・スタック情報の大きさは最低22バイトを確保する必要がある．
・BIOSコマンド識別コードの値が08Hより大きい値を設定した場合は，何もしないで正常終了す
る．

・RS-232CBIOSでは， BREAKキャラクタの送信，受信については制御しない．必要な場合には，
「μPD8251へのコマンド出力 AH=05H」および「ステータスの取得 AI-I=06HJ によって
BREAKキャラクタの送信または受信（検出）を行わなければならない．

・フロー制御で使用する CTRL-S/CTRL-Qコードもデータであるので，TXEN状態でないと出力
されない．フロー制御を行う場合には，ユーザーがTXEN状態にしておかないと，BIOS内でフロー
制御の処理ができず，受信パッファがオーパーフローしてしまう場合が起こる．

・システム共通媛

絶対暑地 周 途

556H CHO受mパッファエリアオフセットアドレス
558H II セグメントアドレス

5FOH CHI受偲バッファエリアオフセットアドレス
5F2H II セグメントアドレス

5F4H CH2受信バッファエリアオフセットアドレス
5F6H II セグメントアドレス

・受信パッファ

領爆の定艶

・ES: DIで示されるメモリアドレスを先頭アドレスとする．

・最初の2パイトは BIOSと他のプログラムとのインターフェイス領域として使用する．
• (ES: DI) +2H～＋13Hの18バイトが「パップアコントロールプロック」である．
・（ES: DI)+ 14H番地から「受信パッファ領域」となる．

・DXには受信パッフアサイズ（バイト単位）を格納する．
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+9 
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コントロール +OA 

ブロ ック
+OB 

+OC 

+OD 

+OE 

+OF 

+10 

+ 11 

+ 12 

+13 

+ 14 データ

+ 15 ステータス

受信バッファ +16 データ

Ui 1波
+ 17 ステータス

+18 

、

第11・RS-232CBIOS 

{ I デサ信 仰J1 
Interface Field : INT 0 していない

BFLG : 0 : BASICで使用していなt、

, FLAG: RS-232C BIOSJll内総フラグフ ィー

》 CMD：コマンド情報セーブ鍬峻

込みが発生した

（注）

ルド

，． 

STIME: .i剖パ時のTXRDYl手%時llll(500m! ~ll位）

セーブUi域
RTIME：受1.t時のJlli.るみ待ち時till(500ms~ i守．｝

セーブ傷i峻

XOFF : Bufferのr11納”I能データ廷の1/4の｛仇

> XON；臥1fferの料納”I俊データ』去の3/4の自

》 HEADP: Bufferの光~.ctアドレス

TAILP : Bufferの以後1己＋ I係地のアドレス

． 

》 CN1': Buffer！＂！の千i効デ－9.Ii（ワードIll{ 

〉

〉

PUTP : Bufferの祭エリアの先鋭ポインタ

GETP・臥』ffer内の干i効データの先鋭ポイ；

内容

タ

きれない）

グフ ィールド

!NIT : RS-232Cインターフェイス

(μ P~251）の初期化i斉

BFULL：受信バッファがFULL
政）VF ：受信バッファオーバーフローが発生

XON :XON処理（CTRL-Siliカ）を行う

(3/4) 
XOFF : XOFF処理CCTRL-Q出力｝を行う

(1/4) 
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管理方法

FIFO形式で管理する．

データエントリ

データ 1ノfイトとそのステータス情報 lバイトの2バイトエントリである．

rバッファコントロールブロック」とr受信バッファ領蟻」との関係

－伐さ

明き

XOFF・－－x4 －伐き． 
3 

Data Status XON』－x
4 

HEADP Data Status 』． ． 
TAI LP D司taStatus ． ． 
CNT←n 

． nワード xワード
PUTP 

’’ M ... ’.... 日

I' r、／ f'¥ GETP ． 
' 

． 
D百taStatus 

h、
明きノ
’ 

情き． 
？？そき． 

・鉱張RS-232C

ノーマルモードにおいて，拡張RS-232Cボード（チャネル 1,2）を使用する場合，チャネルOとは異な

る内部割り込みコードを使用する．したがって，チャネル 1,2の使用に先立ち，使用する INTベクタ

を初期設定しなければならない．

INTベクタ設定のための情報は，実メモリアドレス D0800Hに次の形式で格納されている．
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D0800H+O 

+4 

+8 

+c 

制 ｛エントリ鐘）

D4H OOH CHI BIOSエントリオフセット

DSH OOH CH2 BIOSエントリオフセγト

CHI旬。込みエント 1）オ7セγト CH2割9込みエントリオ7セγト
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利用者は，セグメントアドレス DOOOH，オフセットアドレスを各エントリオフセットとして，適当な

INTベクタを設定しなければならない（Nss-BASIC (86）では，D4H,D5Hが拡張 RS-232C BIOS用

INT番号となっている）．

なお．拡張 RS-232Cのデータ受信時等に使用される割り込みに関しては，「RS-232CBIOSの初期化

AH=OOH」機能実行時に，拡強 RS-232CBIOSが拡張ボード上のディップスイッチを参照して必要な

INTベクタが設定される．

八イレゾモードのRS-232CBIOS 

ハイレゾモードでは，ノーマ／レモード互換の機能（シングlレモード）に加え，マルチタスク対応の拡強

モード（マルチモー ド）をサポートしている．これらのそードは「RS-232CBIOSの初期化（拡張モード）

AH=07H」コマンドで設定され，再度初期化きれるまで変更できない．

・チャネル指定

ハイレゾモードの RS“232CBIOSは，革張RS-232Cボード上のハードウェアも，本体ROMの BIOS

でサポートしている．そのため， BIOSの呼び出しはINT19Hで統ーされ，コマンド識別コード（AHレ

ジスタ）の上位 4ピットを使用してチャネル指定を行う．

07 06 05 04 チャネル指定

。。。。 チャネルO

。。。 チャネルl

。。。 チャネル2

その他 無効

・マルチタスク対応

拡張モード時の RS-232CBIOSは，受信割り込み処理終了時（IRETの直前）に以下の内部割り込みを

実行する．

内部割り込みコード ＝lFH

AH=83H 

AL＝タイプコード

lOH：チャネJレ1

llH：チャネJレ2

12H：チャネル3

マルチタスク環境をサポートする場合，割り込みコード lFHのベクタを自セグメントに向け，RS

-232C BIOSからの割り込みの処理を行うこと．

AH=83H, AL=lO～12H以外の時は，元のエントリにジャンプさせる必要がある．

なお，この INTlFHはlキャ ラクタ受信ごとに発生する．
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・受信バッファ

ハイレゾモードの RS-232CBIOSでは，受信パッファのコントロールブロッ クとして 22バイトの領

域を必要とする．

ノーマJレモードでは，この領域が 18パイトであるため，その差4バイトを受信パッファ域を使用する

ことで互換性を保つ．このために初期設定時で示されるパップァ長より実際のパッファ長は4バイ ト短

くなる．シングルモードでは，受信パップアを 6バイト以上確保しなければ，パッファとしての役割を

果たせない．拡張モードでは，バッファ長はDXで指定した値となる．

受信バッファは，初期化コマンドにおいて ES:DIで指定される領域の相対 18H（拡強モードでは

22H）番地から DXで指定されたサイズだけ使用される．

バッファコントロールブロック

ハイレゾモード時，RS-232CBIOSが受信パッファの制御用に使用する領域は，次のようなフィーJレ

ドに分かれる．

ノマッファコントロールプロックへの直接アクセスは禁止されている．
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ES: I活
+2 

+4 

+5 

+6 

+7 

+8 

+OA 

+OC 

+OE 

+10 

+ 12 

+ 14 

+16 

+18 

データ
+19 

+IA 

+IB 

FLAG ：フラグフィールド．鮮細（i次項参照

CMD ：コマン ド情報セーブ鎖~

FLAG2：フラグフィールド 2.鮮綿は次項参照

STIME：送信時のTXRDY待ち時間（日ぬms）セーブ錦i減 Cit.)

RTIME：受信時の割り込み待ち時間｛筑肋ns）セーブ領J.≪(IF.) 

XOFF ：バッファ絡納可能デー夕張の1/4

XON ：パ・yファ絡納可能デー夕張の3/4

HEADP：バッファのうtY.tiアドレス

TAI LP：バッフTの最後尾＋ lのアドレス

SIZE ：バッフアサイズ（絡納可能なキャラクタ徴｝

PUTP ：バッファの~エリアの先頒ポインタ

GETP ：バッファ内の有効データの先頭ポインタ

CNT ：バッフT内の有効データ長｛ワード駄位）

、＼＼、ここ以降Ii受信バッファ領JJI.

注：シングルモードの時のみ使用する．鉱張モードの時はOがセット される．
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フラグフィールド

シングルモード時

・FLAG 

Dis～Ds 

D1 INIT 

D6 BFULL 

Ds OVF 

D4 XOFF 

D3 XON 

D2 SXOFF 

Di, Do 

• FLAG2 

未使用：予約

1 : RS-232Cポートの初期化済み

1：受信バッファがフルである

l：受信パッファがオーパーフローした

1 : XOFF(CTRL-S出力）を行う

l : XON (CTRL-Q出力）を行う（XOFF処理済み）

1：相手局からの XOFF(CTRL-S）受信済み

(XOFFピット ＝1の時のみ）

未使用：予約

D1 MODE 0（常時）：シングルモードで動作中

D6～Do 未使用 ：予約

拡張モード時

・FLAG 

Dis !NIT 

Du OVF 

D13 SE 

D12 TXSISO 

D11 RXSISO 

1 : RS-232Cポートの初期化済み

1：受信パッファがオーパーフローした

0: SI/SO制御を行わない

1: SI/SO制御を行う

0: SE=lの時，送信時SI状態である

I : SE= Iの時，送信時so状態である

0 : SE= Iの時，受信時SI状態である

I : SE= Iの時，受信時so状態である

D10～D9 DELCTL 00：受信した DEL(7FH/FFH）をそのまま渡す

Ds BUFCTL 

D7 RXEREN 

D6 RXEROFF 

Ds RXRSEN 

D4 RXRSOFF 

D3 TXE 

01：受信した DEL(7FH/FFH）を NULL(OOH）に変換する

10：受信した DEL(7FH/FFH）を BS(08H）に変換する

11：受信した DEL(7FH/FFH）を無視する

o：受信パッファをパイト単位で管理する

1：受信パッファをワード単位で管理する

l：受信パッファフルでER(DTR）信号OFFにする

I: RXEREN=lの時， ER(DTR）信号OFFである

1：受信パッファフルでRS(RTS）信号OFFにする

I: RXRSEN=lの時，RS(RTS）信号OFFである

o：送信時，XON/XOFF処理を行わない

1：送信時， XON/XOFF処理を行う
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Dz TXOFF 

01 RXE 

Do RXON 

• FLAG2 

07 MODE 

D6～DO 

1: TXE= 1の時，XOFF(DC3）受信済み

o：受信時，XON/XOFF処理を行わない

1：受信時，XON/XOFF処理を行う

1: RXE=lの時， XOFF(DC3）送信済み

1 （常時） ：拡張モードで動作中

未使用：予約

甑彊モード時バッファ管理図

バッファ管理図（バイ ト単位） バッファ管理図（ワード単位）

CNT=n 
XOFF=x/4+x/2 
XON=x/4 

，xバイト
nバイト
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』’h 

XOFF XON 

Head-P 

Tail-P 

CNT 

PUT-P 

Get-P 
官民

， 

p均忌4・

Data 

E泌ta

Data 

・・ :. ‘ 

Data 

Data 

E治ta

宅’ 

均.:J-

~ 

~ 

＼ 白

CNT=n 
XOFF=x/4+x/2 
XON=x/4 
1ワード（i2バイト

xワlド

nワlド

．．． ・角・

XOFF XON 

1-lead-P 

Tail-P 

CNT 

PUT-P 

Get-P 

世史

情..J~

Data Status 

Data Status 
。宮ta Status 

Data Status 

Data Status 

Data Status 

受

~ 

~ 

宅

凶

同／
旬h

一

崎両
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・受信バッファの非互換性

シングルモードの時は，受信パッファは受信データ，データ受信時ステータス各 1バイト （計2バイト）

をl単位として格納する．そのため DXにはパッフアに格納可能な受信データ長の2倍＋4の値をセッ

トする．

拡張モードの時，初期化コマンド時の指定によって受信パッファは受信データ，データ受信時ステー

タス各lバイト（計2パイト）または．受信データ lバイトのみのどちらかを l単位として格納するかを

指定できる．そのため DXには受信パッファをパイト（データのみ格納）単位を扱う場合，パップアに格

納可能な受信データ長の2倍の値をセットする．

シングルモードでの受慣バッファ

ES: DI パ·~ファコントロールブロック
22バイ ト

18，｛イト 4ノ〈イト・・

受｛Jバッフ7J,tt 

←実際に似：”l可能なバッファー・

DXで指定されたバッファ

｛インターフェイスフ ィールド｝

盤張モードでの受信バッファ

22バイト

バッファコントロールプロック 受filパ・yフ7t威

← DXで指定されたパyフ7 →

2バイト

｛インターフェイスフィールド）
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第！昔日 主要機種

RS-232C BIOSコマンド

制T19H 

AH=OOH 
RS圃 232CBIOSの初期化
（シングルモード）

内部割り込みコード ＝19H

OD4H（ノーマルモード CHI)

OD5H（ノーマルモード CH2)

AH=OOH 

AL＝トランスファレート（チャネルOのみ）

園田

回線上の転送レート（bps）を指定する．この指定と CHのモードインストラ

クションによるボーレート指定（×16／×64）によりタイマ（8253）にセットす
るカウンタを決定する．

チャネJレ1,2はボード上のディップスイッチで設定する（ハードウェア編

第 2部「12.3 拡張 RS-232CインターフェイスJ参照）．

トランスファレート（AL) OOH OlH 02H 03H 04H 05H 06H 07H 
伝送速度（ボーレート）（bps) 75 150 300 600 1200 2400 4800 9600 

注 ：ALに08H以上の億を般定した場合は 1200bpsとみなされる．

328 

BH＝送信時タイムアウト時間

TXRDYステータス（ハイレゾモードでは，送信XONも）の待ち時間を

500msec単位で指定する．指定範囲はOlH(500msec）～FFH (127.5記 c).OOH 
の時にデフォルト値（02H: lsec）をとる．

BL＝受信時タイムアウト時間

RXRDY割り込みの待ち時間を 500msec単位で指定する．指定範囲はOlH
(500msec）～FFH (127.5sec). OOHの時にデフォルト値（lEH:15sec，ノーマ

ルモード／3CH:30sec，ハイレゾモード）をとる．



第lIM RS-232C BIOS 

CH=μ PD8251Aモード殻定情報（非同期モード）

D, 06 D, D, D, D2 D, D。

CL=μ PD8251Aコマンド指定

D, D, D, D, D, 02 D, D。
IR I RTS I ER ISBRKI RXE I DTR I TXEN 

ブル

i主：チャネルOのみイI効

r i：イネーブル
送信イネーブル｛

I 0：ディスエーブル

I 1 : ONにする
データターミナルレディ｛

I 0 : OFFにする

I 1；イネーブル
受信イネーブル｛

I O：ディスエーブル

[ 1 : 07Hを送信する
センドブレイクキャラクタイ

I O : 07Hを送信しない

1：すべてのエラーフラグ（PE.OE. 

エラーリセy ト｛ FE）をリセ y トする

0：リセットしない

I 1 : ONにする
送信要求｛

I O : OFFにする

l：リセットする一μPr.6251をモードイ ン

内総リセ ット｛ ストラクションフすーマ y トにもどす

O：リセ.. ，トしない

ES: DI＝受信パッファの先頭アドレス

DX＝受信パッフアサイズ（パイト単位）
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｜ 機能 ｜
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AH＝リターンコード

OOH：正常終了

04H：拡張RS-232Cインターフェイスボードが来接続（ハイレゾモード）

AH, AL, BH, BL, CH, CL, ES, DI, DX以外のレジスタはすべて保証され

る．

指定されたチャネJレ番号の RS-232Cポー トを初期化する．この時十こ RS-232C
BIOSの動作モードが決定される．初期化する内容は次の通りである．

・μPD8251のモード設定

・タイマμPD8253（ボーレー トジェネレータ）の初期殻定

・受信パッファ内パッフ ァコ ントロールブロックの初期設定

・μPD8255への割り込みマスクセット／リセット （チャネルOのみ）

・μPD8259への割り込みマスクセット／リセット

・割り込みベクタの設定（チャネル 1,2のみ）

受信SI/SO制御は，システム共通域RS_S_FLAG(055BH）の各CH対応ピット

が1の時行われる．

7ピット コー ド形式データを8ピット コー ド形式データに変換し，変換後のデー

タを受信パッファに格納する.SI (OFH) /SO(OEH）コードは取りのぞかれる．

SI/SOによる
チャンネル シフト状． ． ー，コード変更指定

CHI BIT 7 BIT 4 BIT7が1のとき，制御する

CH2 BIT 6 BIT 3 BIT6 II 

CH3 BIT 5 BIT 2 BITS II 

受信DEL(7FH/FFH）コード制御は，システム共通域RSJ)_FLAG(OSClH）の
各CH対応Do～Diが lの時，メモリスイッチ SW3のD1の指示にしたがう．

SW3のD1:0の時DEQコードとして扱う

SW3のD1:Iの時 NULLコードとして扱う

チャンネル 対応副T

CHI BITO 

CH2 BI Tl 

CH3 BIT2 
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H
 

釧
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フロー制御を伴う初期化（シングルモード）園田

｜ 機能

内部割り込みコード＝19H

OD4H（ノーマルモード CHI)

ODSH（ノーマルモード CH2)

AH=OlH 

以下の入力パラメータの詳細は「RS-232CBIOSの初期化 AH=OOH」参照．

AL＝トランスファ レート（チャネjレOのみ）

BH＝送信時タイムアウト時間

BL＝受信時タイムアウト時間

CH=μPD8251Aモード設定情報（非同期モード）

CL=μPD8251Aコマンド指定

ES: DI＝受信パッファの先頭アドレス

DX＝受信パップアサイズ（バイト単位）

AH＝リターンコード

OOH：正常終了

04H：拡張 RS-232Cインターフェイスボードが未接続（ハイレゾモード）

入力のレジスタ以外はすべて保証される．

「RS”232CBIOSの初期化 AH=OOHJの機能に加えて，Xパラメータ（受信パッ

ファのフロー制御）の処理を行うことを指定する．

Xパラメータの処理では，次の処理が行われる．

・データ受信割り込み時（RXRDY－割り込み番号OCH）に，受信ノマッファの有効

データ長がバッファの大きさの%以上になった時，送信側に CTRL-Sコード

(13H）を出力し，送信を停止することを要求する．

・受信データの読み込み（RECEIVEコマン ド）処理時に，受信パッファの有効

データ長がパッファの大きさの%以下になった時，送信側に CTRL-Qコー ド

(llH）を出力し，送信停止状態を解き，送信を再開することを要求する．

• CTRL-S/CTRL”Qコードもデータであるので，TXEN状態でないと出力さ

れない．フロー制御を行う場合にはユーザーがTXEN状態にしておかないと，

BIOS内でフロー制御の処理ができず，受信パッファがオーパーフローしてし

まう場合が起こる．

331 



第i邸主袈It.fl

, INT 19H 

AH=02H 

し~~二

｜ 注芯 ｜

INT 19H 

AH=03H 

332 

受信データ畏の取得

内部割り込みコード ＝19H

OD4H（ノーマルモー ドCHI)

ODSH（ノーマJレモード CH2)

AH=02H 

AH＝リターンコード

OOH：正常終了

OlH : RS-232Cの初期化がされていない

02H：受信パッファがオーパーフ ローした

CX＝受信データ長

AH, ex以外のレジスグはすべて保証される．

園田

指定されたチャネル番号の受信／＇＼ッファ内の有効データ長（ CNT）を得る．

拡張モードにおいて．受信バッファがオーパーフローした場合は，8251を初期化

する必要がある．

データの送信

内部割り込みコード ＝19H

OD4H（ノーマルモード CHI)

ODSH（ノーマルモード CH2)

AH=03H 

AL＝送信データ

CL＝参照ステータスピット（拡張モードのみ）

AH＝リターンコー ド

OOH：正常終了

圃圃

OlH : RS-232Cインターフェイスの初期設定が行われていない

02H：受信割り込み処理において，受信パッファがオーパーフローした

03H：送信，受信処理において， μPD8251からの送信可，受信可のステータ

スを引き取れなかった

OSH：送信時XON/XOFFがイネーブルの時，相手局から XOFFを受信し

たため，送信停止状態である（ハイレゾモードのデータ送信時のみ）

AH以外のレジスタはすべて保証される．
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送信制プロトコル ｜

｜ 注忠 ｜

Ml 1車内S・232CBIOS 

指定されたチャネル番号の回線にデータを lパイト出力する．

RS-232C BIOSでは，シングルモード時にデータを送信する時に無条件に参照す

るステータスはμPD8251のTXRDYのみで，RS-232C規格で定義される信号

(CS, DTR, CD, DSR, RTS, CI）についてはユーザーが独自に操作，参照しな

ければならない．

舷張モード時はデータを送信する前に，参照するステータスを袋わすピット（参照

ステータスピット）を CLに指定できる．参照するステータスがTXRDYのみで

よい場合は，CLSこOOHを指定する．参照ステータスピットの内容を次に示す．

他の信号についてはユーザーが独自に操作，参照しなければならない．

D, D, D, D, Di D, D, D。

0 0 0 。。
Z

R

 

n
ω
m
 

①XOFFチェック（ハイレゾモード）

送信時XプロトコJレ制御イネーブルの時，この XOFFチェックを行う．

XOFF状態の時，その旨を通知し，異常終了する．

ノーマルモー ド時，送信時の XOFFチェックは行われない．

②送信可チェック

－送信可のステータスをチェックする．

・指定されたステータスがONであることを確認し，その後8251のTXRDY

をチェックする．

・指定されたステータスのON,TXRDYが指定時間内に確認できない時は，

その旨を通知し，異常終了する．

③送信データのシフト制御

SI/SO制御イネーブルの時，キャラクタのシフト制御を行う．

ハイレゾモー ドの RS-232CBIOSではシングルモードでも送信時Xプロトコル

を実現する．つまり，シングルモードでもホストとしての役割を果たすことがで

きる．

送信時Xプロトコル処理は，「フロー制御を伴う初期化 AH=OlH」コマンドに

よって初期化されるとイネーブルとなる．

相手局からXOFF(CTRL-S）を受信すると内部フラグを ONにして（CTRL-S

は捨てられる），送信時に，そのフラグを参照する．

送信時に，その内部フラグがONの時，指定時間（初期化コマンドで指定されたタ

イムアウト値）待ち，それでもフラグがOFFにならない時は，その旨を通知する．

拡張モードにおいて，受信パッファがオーパーフローした場合は，8251を初期化

する必要がある．
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INT 19H 

AH=04H 

ノーマルモー ド

データの受信

内部割り込みコード＝19H

OD4H（ノーマルモード CHI)

ODSH（ノーマルモード CH2)

AH=04H 

AH＝リターンコード

OOH：正常終了

園田

OlH : RS-232Cインターフェイスの初期設定が行われていない

02H：受信割り込み処理において，受信パッファがオーパーフローした

03H：送信，受信処理において， μPD8251からの送信可，受信可のステータ

スを引き取れなかった

CH＝受信データ

CL＝受信データの受信時ステータス

ハイレゾモー ド

D, D, D. 0, O, D, D, D。 D, 06 Ds D, D, D, D, Do 

DSR I BO l陀 IOE I PE I TX引 CSI CD I I DSR I BO l陀 IOE I PE I CI I CS I CD 

μPD 8251 μPD 8251 モデム
ステータスパイト

システムポート
ステータス ステータスパイト ステータス

｜ 機能
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tt：：各ビットの窓味については「ステータスの取得 AH=06HJ，照．

違憲： 銘張モードの初期化コマンドで受信バッファを 1バイト単位で管理（キャ

ラクタのみ格納）するように指定した場合は.cしには現在のステータスが

返される（形式は受信時ステータスと同じ）．

AH, CH以外のレジスタは保証される．

指定されたチャネJレ番号の受信パッファ内の，受信データ（およびステータス）を

受け取る（受信パッファが空きでない場合）．

受信パッファが空きの時に，タイムアウトのカウンタを股定し， RXRDYの割り

込み発生を待つ．



i処

｜ 受信割り込み処理 ！ 

第lie RS・c32CBIOS 

①パッファ内有効データチェック

パッファ内に有効データがあれば，データを引き取り，それを返す（この時，パッ

ファの扱いによりキャラクタのみか，キャラクタとステータスかが決まる）．な

ければタイムアウトまで待って（ハイレゾモードでは 10回のリトライ後），異常

終了する．

②フラグ制御

正常終了後，内部フラグ（パッファオーパーフロー）をクリアする．

③受信時Xプロトコル

データを受信したことによって有効データ長がパッファ長の%以下になった

場合，すでに XOFF(DC3）を送信していること を確かめて相手局に XON

(DCl）を送信する．

④信号レベJレのフロー制御

データを受信したことによってノてッファに空きができた時，初期化コマンドで

信号レベJレのフロー制御が指定されていたら，指定の信号を ONにする．

ハー ドウェアからのRXRDY糊り込みによって起動される（チャネル0,1, 2共

通）．

①割り込み発生

割り込み発生時，すでに受信パッファがフルだった場合，内部フラグOVF（オー

パーフロー）をセットし．処理を終了する．

②データエラーのチェック

PE, FE, OEのうち，いずれかが発生していたら 8251にコマンドを出力する．

③データのセット

8251, 8255から受信データ，ステータスを説み取り，ステータスを編集してパッ

プアに格納する（ステータスを格納しないモードもある）．

④受信時Xプロトコル

データ長が受信パップア長の%以上になった時，相手局に，XOFF(DC3）コー

ドを送信する．

⑤送信時Xプロトコル制御（ハイレゾモードのみ）

相手局から送信してくる XOFF,XONコードによって内部フラグを制御する

（受信した XOFF,XONコードは捨てられる）．

⑥キャラクタのシフト制御

受信キャラクタに対して SI/SOシフト制御を行う.SI/SOコードを受信した

場合は内部フラグを制御しSI/SOコードは捨てる．

⑦信号データのフロー制御（鑑張モードのみ）

受信データをパッファに格納した後，データ長がパッフ ァ長一l以上になった

時，ER(DTR）または RS(RTS）あるいは両方の信号をOFFにする（初期化コ

マンドで指定のあった時のみ）．

⑧終了処理

チャネルOは8259に対して EOIを発行する．

チャネル 1,2はINT処理に応じた EOI処理（拡張ボードをアクセスして INT

レベルに応じた EOI処理）を行う．
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制T1掛4

AH=05H 

｜ 捻苧 ｜

｜ 注忍 ｜

336 

μPD8251へのコマンド出力

内部割り込みコード＝19H

OD4H（ノーマJレモード CHI)

ODSH（ノーマJレモード CH2)

AH=OSH 

園田

CL=μPD8251へ出力するコマンド情報（「RS-232CBIOSの初期化 AH=OOHJ 

参照）

AH＝リターンコード

OOH：正常終了

OlH : RS-232Cインターフェイスの初期設定が行われていない

02H：受信ノfッファがオーバーフローした

AH以外のレジスタはすべて保証される．

指定されたチャネル番号のμPD8251へコマンド情報を出力する．

コマン ド情報でIR（内部リセット）の指示があれば，回線クローズとみなし，パッ

ファコントロールプロック（+2)FLAGのINITピットをリセットし，RXRDY

割り込みをマスクする．

コマンド情報の RXEピットがOの時， RXRDY割り込みをマスクする．

拡張モードにおいて，受信パッファがオーバーフローした場合は，8251を初期化

する必要がある．



』． INT 19H 

AH=06H 

ピット

D7 
06 

Ds 
o. 
03 
Dz 
D1 
Do 

ピット
九

D7 
06 

Ds 
o. 
03 

Dz 
D1 
Do 

ステータスの取得

内部割り込みコード＝ 19H

OD4H（ノーマルモード CHI)

OD5H（ノーマlレモード CH2)

AH=06H 

AH＝リターンコード

OOH：正常終了

第Ilit 円S・232CBIOS 

圃固

OIH : RS-232Cインターフェイスの初期設定が行われていない

02H：受信パッファがオーパーフローした

CH=μPD8251ステータス情報

略事伝 。
DSR Data Set Ready ON Data Set Ready OFF 

BD ブレーク状態検出あっ プレーク状態検出なし

FE フレーミングエラ一発生 フレーミングエラーなし

OE オーバーランエラ一発生 オーバーランエラーなし

PE パリティエラ一発生 ノマリティエラーなし

TXE 送信バッファエンプティ 送信パッファフル

RXRDY 受信レディ（受信キャラクタあり） 受信ビジー

TXRDY 送信レディ 送信ビジー

CL＝モデムステータス

略事伝
唱－ " 

。
一CI 着呼なし 売店呼あり

cs 送信不可 送信可

CD 受信キャリア検出なし 受信キャリア検出

一

注： PC-9801では， CIはサポートされていない．

AH, ex以外のレジスタは保証される．

｜ 機 能寸 指定されたチャネル番号のμPD8251ステータスとモデムステータスを得る．
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刷T1併4

AH=07H 

01 

338 

RS-232C BIOSの初期化（鉱張モード） 困

内部割り込みコー ド＝19H

AH=07H 

BX=BIOS制御情報

D。o,. o, 

・DELCTL 

00：受信したDEL(7FH/FFl-l）をそのまま泌す

01：受信したDEL(7FH/FFH）をNULL(OO日）

に変換

10：受信したDEL(7FH/FFH）をBS(081-1) 
に変換

I 1：受信したDEL(7FH/FFH）を無説

RxRREN 

o：処理しない

l：受信バッファフルて・RSCRTS）信－＇.｝OFF
RxEREN 

O：処理里しない

l：受信バッファ フルでER(OTR）侭J,}OFF
RxXEN 

0：受信側Xプロトコルディスエーブル

1：受信側Xプロトコルイネーブル

TxXEN 
o：送信｛購Xプロトコルディスエープル

l：送信側Xプロトコルイネーブル

SISOEN 

O：送受信時にSI/SO制御を行わない

1：送受俗時にSI/SO!IJ御を行う

BUFCTL 

O：受信パ.. ，ファをバイト単位に管理

l：受信バッファ をワー ド単位に管理

違憲： バッファ長は DX-1となるので，DXの値はバッファ畏の畏さ＋1に設定

する．シングルモードで BXに指定するタイムアウトは抱強モードでは存

在せす， BIOS制御情報（BIOS動作指定）が入る．

以下の入力パラ メータの詳細は「RS-232CBIOSの初期化 AH=OOH」参照．

CH=μPD8251Aモード設定情報（非同期モード）

CL=μPD8251Aコマンド指定

ES: DI＝受信パッファの先頭アドレス

DX＝受信パップアサイズ（バイト単位）



機能 ｜

第ll露ERS-232C BIOS 

AH＝リターンコー ド

OOH：正常終了

04H：盤強 RS-232Cインターフェイスボードが未接続（ハイレゾモード）

入力のレジスタ以外はすべて保証される．

指定されたチャネル番号の RS-232Cポートを初期化する．この時にマルチタス

ク対応の動作モードに設定される．
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第 章

GP-IB BIOS 

GP-18 BIOS概説

GP IB BIOSは PC-9801-29/K/N GP-IBインターフェ イスボード上のハードウェアを制御し，

GP-18に接続される各種周辺機器またはコンビュータとのデータの授受を行うためのものである．

eGP-18 BIOS機能一覧

AHレジスタ 後 • ノーマル ハイレゾ

OOH GP-IB BIOSの初期化 。 。
OlH IFCの設定 。 。
02H RENの設定 。 。
03H RENのリセット 。 。
04H データの送信 。 。
05H データの受似 。 。
06H シリアルポールの笑行 。 。
07H SQRの設定 。 。
08H パラレルポールの実行 。 。
09H PPRモー ドの設定 。 。
OAH タイ ムアウトの設定 。 。
OBH STBのチェッ ク 。 。
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eGP-18 BIOSの機能

GP-IB BIOSは，複数のGP-IBを制御することはできない．また，この／レーチンでサポートする GP
-IB規定の機能サブセットは次のものである．

種別 意
,. ー開 『，，.....__  -・ 

味
~~－，~ 

SHI SH全線能

AH! AH会機能

T6 基本的トーカ． シリアルポール， MLAによるトーカ解除

TEO TE尊重能なし

L4 基本的リスナ，MTAによる リスナ解除

LEO LE機能なし

SRI SR全機能

RLl RL会軽量能

PPl リモートメ γセージによる情成

DCl DC全機能

DTl DT全機能

Cl システムコントローラ

C2 IFC送信．コントローラインチャージ
C3 REN送信

C4 SRQに対する応答

C26 インターフェイスメッセージ送｛包パラレルポール

・ユーザーインターフェイス

GP-IB BIOSと，ユーザー聞の情報の受け渡しは，各種 レジスタ，パラメ ータリストおよびGP-IB初
期設定時に指定される制御情報通知域を通して行う．

・使用する作業繊

GP-IB BIOSでは，システム共通域4バイトおよび制御情報通知域の一部を作業域として使用する．

また，GP-IBBIOSは割り込み処理Jレーチンを含んでおり，割り込み処理中のレジスタ退避等のため，

スタックを使用する.GトIBBIOSで使用するスタックの大きさは，64パイトである．
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・使用方法

GP-IB BIOSの機能を利用するにあたっての，使用方法および制約事項等を次に述べる．

① INTベクタの股定

GP-IB BIOSの各機能の呼び出しは，内部INTコールによるが，ユーザーはこのための INTベクタ

をGP-IBBIOS利用前に設定しなければならない．

ノーマルモード時，INTベクタ設定のための情報は，実メモリアドレス＝05400Hより次に示す形式

で格納されている．

ユーザーは，セグメントアドレスを D540H，オフセットアドレスを GP-IBBIOSのエントリオフセッ

トとして，適当な IN1＇番号に値を設定しなければならない（Nss-BASICインタプリグでは ODIHがGP

寸BBIOS用INT番号となっている）．

D5400H+O 
OIH 

（エントリ歓）
4 

DlH OOH 
GP-IB BIOS 
エントリオフセ ット

8 ． 

ハイレゾモード時，ユーザーは，適当な INT番号にセグメントアドレス F800H，オフセットアドレス

7FDCHを設定しなければならない

なお，GP-IBからのデータ受信等で使用される割り込みに関しては，ユーザーが関知する必要はない．

初期化時に，ディツプスイッチを参照して，必要な INTベクタを設定する．

② 初期般定

GP-IB BIOS使用にあたっては，各種リソースの初期設定が必要であり，ユーザーは必ず「初期化

AH=OOH」を呼び出さなければならない．また，ユーザーがGP-IBコントローラの機能も必要とする場

合には，初期化後， 「IFCの設定 AH=OlHJを行わなければならない（GP-IBコントローラがアクティ

プな状態となる）．

③ 呼び出し方法

GP-IB BIOSを呼び出す時には，パラメータを各レジスタに殻定し，①で設定した INT番号をもと

に，内部 INTでコールする．この時，SS,SPには，GP-IBBIOSで使用可能なスタックアドレスを設

定しておかなければならない．

④ リターン条件

GP-IB BIOSからのリターン時，保証されるレジスタは， OS,SS, SPの3個のレジスタのみである．

GP-IB BIOSでの処理結果は，AHレジスタに設定される．
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A”レジス 町．
竃 • ・－ -

タの内容

OOH 処理正常終了．
RECEIVE DATA時のデリミタ受信（EOIなし）による終了．
EXECUTE SERIAL POLL時のRQSピットlのSTB受信による終了 （EOI受信なし）．

OlH RECEIVE DATA 時のデリミタ＋EOI受信時による終了．
EXECUTE SERIAL POLL 時のRQSピットlかっEOI受信ありのSTB受信による終了．

02H RECEIVE DAT A時のEOI受信（デリミ タなし）による終了．

80H 条件付正常終了．
RECEIVE DAT A時の受信データ絡納域不足（デリミ タ未受信）．
EXECUTE SERIAL POLL時の RQSビット1のSTB受信なし．

FFH 不正呼び出し．

FEH 時間監微による強制終了（；タイムアウト）．

FCH エラー検出（GP-IB規定通反検出）．

F8H IFC受信による強制終了（スレーブ時）．

注意事項

・GPイBBIOS処理中は，外部割り込み可となっている．

・指定値以外の他をパラメータとして指定した場合，結果は保証されない．

中断処理ルーチン

GP-IB BIOSでは，処理中での中断を可能とするため，初期化時に指定されたルーチンに，一定処理

ごとに INT OC5Hを行っている． このため，ユーザーは初期化時に INT OC5H lこ対応するルーチン

(IRETのみでも可）のアド レスを設定しておかなければならない．この時対応するルーチンは，次の制限

を守ること．

・セグメントレジスタも含め，全レジスタを保証しなくてはならない．

・ルーチンより，再びGP-IBBIOSを呼び出してはならない．

ただし，GP-IBBIOSの処理続行が不要な場合には，制御を戻す必要はない．

データ形式

GP-IB BIOSが送受信するデータは，マルチライン上の8ピットのデータである（8ピット己7ピット

等の変換はGP-IBBIOS では行わな~ ~） . 

EOSコード

GP-IB BIOSの処理上，μPD7210(GP-IBコン トローラ）に設定する EOS(End of String）コードは．

7ピットとして指定する（PC-8097/PC-8897との互換性のため）．
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制御情報通知蟻の再利用

GP-IB BIOSをひとたび初期化した後， GP-IBの使用を中止する等の理由で，制御情報通知域として

いたメモリ領域を他の用途に使用する時は，GP-IB(μPD7210からの）割り込みが発生しないことを保証

｛出してから行う必要がある（割り込みが発生すると制御情報通知域であったメモリが書き換えられる）．

注憲 ：μPD8259で割り込みをマスクする等

・制御情報通知減

。
モー ド Address Interrupt Interrupt 

必よぴMA Status Status I Status 2 
4 

， ． GP-IB BIOS作業ttl(12BYTE) 

16 

f -. f ~ルーチ ンオフセ ッ ト 上位ルーチンセグメ ン ト

20 

制御情縄通知. ピット位置 • • 
モードおよびMA [)., o：拡張INTO使用

1；鉱張INT4 / 5/ 6使用

06 0 : IFC朱受信

1 : IFC受信

Ds （モー ド） o：マスタモード

l：スレープモード

o.～ D。 マイアドレス

Address Status [).,(CIC) o；コン トローラインアクティブ

1：コ ントローラアクティプ

D6(ATN) 未使用（常に 0) 

Ds (SPMS) o：シリアルポール実行中ではない

l：シリアルポール実行中である

04 (LPAS) 未使用（常に 0)

03(TPAS) 未使用（常に 0)

Dz (LA) o：リスナとしてアドレスされていない

1：リスナとしてアドレスされている

01 (TA) 0：トーカとしてアドレスされていない

1：トーカとしてアドレスされている

Do (MJMN) 未使用（常に 0)
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制御情縄通知場 ピット位置 竃 司除 同 f ' • 1 ．司 『『’T ’司 与

’ 
Interrupt Status 1 Ih (CPT) 未使用（常に 0)

D6 (APT) 未使用（常に 0)
Ds (DET) o：デバイストリガ受信なし

l：デバイストリガ受信あり
D. (END) GP-IB BIOSワーク
03 (DEC) o：デバイスクリア受信なし

1：デバイスクリア受信あり
02 (ERR) 0：送信正常終了

1：送信異常終了（アクティプなリスナが存在しない．）
D1 （以〉） o：データ送信要求なし

1：データ送信要求あり
Do (DI) o：データ送信なし

1：データ送信あり

Interrupt Status 2 Ih (INT) 未使用（常に 0) 
D& (SRQI) 0 . SRQ受信なし

1 : SRQ受信あり
Ds (LOK) o：ロックアウト状態でない

1：ロックアウト状態である
o, (REM) o；リモー ト状態でない

l：リモート状態である
DJに0) GP-IB BIOSワーク
Di (LOCK) 0 : LOKピット変化なし

1 : LOKビット変化あ り
D1 (REMC) 0 : REMピット変化なし

I . REMビット変化あり
Do (ADSC) 0 : Address Statusの CIC,LA, TAピットの変化なし

1 : Address Statusの CIC,LA, TAピットのいずれか変化あり

・システム共通減

システム共通織 , r 

用 • シンボル名・絶対番勉

GPIB WORK GP-IB BIOSの制御情報通知織の先頭アドレス（オフセット，セグ(5C2H～5C5H) メント）を格納する
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GP-18 BIOSコマンド

1 ~ GP-18 BIOS 

AH=OOH 
GP-18 BIOSの初期化［INITIALIZE] 回困

｜ 機能

． ｜ 注意 ｜

AH=OOH 

ES＝制御情報通知域のセグメントアドレス（OOOOH～FFFFH)

AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法J参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

GP-IB用ハードウェアの初期設定を行う．また，GP寸BBIOSとユーザー聞の情

報受け渡しの窓口ともなる制御情報通知域を初期設定する．

• GP-IB BIOS利用に際しては，必ずこのコマンドを呼び出さなければならな

し五

・制御情報通知域に設定される情報の租額と形式は前述の通り．

・制御情報通知域の情報はERR,DET, DECピットを除いて，未使用も含めす

べて GP-IBBIOSが更新する．ユーザーが更新しではならない．

・ERR, DET, DECピットは， GP-IBBIOSでは l（オン）を設定するだけであり，

これらのフラグの0（オフ）はユーザーが行わなければならない（ただし，初期設

定時は0（オフ）となっている）．

• IFC受信義ピット（DGピッ ト）は，GP-IBBIOSでは 1（オン）を設定するだけで

あり，このフラグの0（オフ）はユーザーが行わなければならない．

・制御情報通知域は制御情報通知域ベースのオフセット Oにな砂ればならない．

・SPMSピッ トはコント ローラから STB送出要求が行われた場合に設定され，

GP-IB BIOSでは 1（オン）を設定するだけであり，このフラグの0（オフ）は

ユーザーが行わなければならない

GP－旧日IOS

AH=01H 
IFCの設定［SETIFC] 圃圃

AH=OlH 

BH=OlH～OFFH 

指定値×lOOμSecの問IFCラインをアクティプにする．

AH＝リターンコー ド（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法」参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

347 



第1邸主要後樋

l信戸 ｜

i注忌 1

IFCラインを指定の期間アクティプにする．初期化後，このコマンドを呼び出す

ことにより，GP-IBコン トローラの機能がアクティプとなる．

・このコマンドは，GP-IBハードウェア上のディップスイッチがマスタモードと

なっている場合に限り使用可能である．スレープモードとなっている場合には

エラーリターンする．

－初期化後の IFCラインはインアクティプとなっている．

GP-18 BIOS 

AH=02H RENの設定［SETREN] 回口四

｜ 機能 ｜

｜ 注意 ｜

AH=02H 

RENラインをアクティプにする．

・このコマンドは，GP-IBコントローラがアクティプの状態でのみ使用可能であ

る．インアクティプ状態の場合はエラーリターンする．

・初期化後の RENラインはインアクティプとなっている．

GP-18 BIOS 

AH=03H 
RENのリセット［RESETREN] 回圃

機能 ｜

｜ 注忌 ｜
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AH=03H 

AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法J参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

RENライ ンをインアクティプにし，約 lOOμSec待つ．

・このコマンドは，GP-IBコントローラがアクティプの状態でのみ使用可能であ

る．インアクティプ状態の場合はエラーリターンする．

－初期化後の RENラインはインアクティプとなっている．



第128 GP-18 BIOS 

GP-18 BIOS 

AH=04H 
データの送信［SENDDATA] 田園

AH=04H 

ES＝コマンドおよびデータ格納域セグメントベース

SI＝コマンド格納域オ フセット

BX＝コマンド格納域長

DI＝：データ格納域オフセット

CX＝データ格納域長

AL＝デリミタ指定

1（ラメータ 指定値 • ’象

コマンドおよびデータ格納減 OOOOH 送信すべきコマンドおよびデータが格納されている領域の

セグメントベース ～FFFFH セグメントアドレス

コマンド格納減 OOOOH 送信すべきコマンドが格納されている領績のオフセットア

オフセット ～FFFFH ドレス

コマンド格納娘長 OOOOH 送信すべきコマンドが格納されている領域の長さ（バイト

～FFFFH 単位）

データ格納域 OOOOH 送信すべきデータが格納されている領域のオフセットアド

オフセット ～FFFFH レス

データ格納減長 OOOOH 送信すべきデータが格納されている領放の長さ

～FFFFH （バイト単位）

デリミタ指定 OOH デリミ タ送信不要

OlH デリミタ送信喪

デリミタは CR+LF

02H デリミタ送信要

デリミ タは CR

03H デリミタ送信喪

デリミ タIiLF 

80H デリミ タ送信要

デリミ タは EOI

81H デリミ タ送信喪

デリミタは CR+LFかつEOI

82H デリミ タ送信要

デリミ タは CRかつEOI

83H デリミタ送信望号

デリミ タは LFかっ EOI
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「機能 ！

｜ 注意

GP-18 BIOS 

AH=05H 

AH＝リ ターンコードer・GP-IBBIOS概説 ・使用方法J参照）

DS. SS, SPレジスタは保証される．

GP-IB上に， コマンドおよびデータ を送信する．データ送信の際，指定によ って
は，データ送信後デリミタ（CR,LF, CR+LF，または EOI）も送信する．

・コマンドの送信はGP-IBコントローラアクティプの状態でのみ可能である．
インアクティプ状態の場合はエラーリターンする．

・送信データがない（データ格納域長＝O）場合，デリミタ指定を 80Hとすること
はできない．指定した場合．デリミタ指定は無視される．

・送信するコマンドおよびデータの内容のチェックは行わない．

・コマンド送信指定がある場合，GP-IBパスはただちにコマンドモードとなる．
なお，データ送受信の完了にかかわらずコマンドモードとなる．

データの受信［RECEIVEDAT A] 

AH=05H 

ES＝コマンドおよびデータ格納域セグメントペース

SI＝コマ ンド格納域オフセット

BX＝コマンド格納域長

DI＝データ格納域オフセット

CX＝データ格納域長

AL＝デリミタ指定

圃固

，（ラメータ 指定値 • • コマンド必よぴデータ格納域 OOOOH 送信すべきコマンドおよび受信したデータの格納域セグメ
セグメントベース ～FFFFH ントアドレス

コマンド格納娘 。。OOH 送信すべきコマンドが格納されている領繊のオフセットア
オフセット ～FFFFH ドレス

コマンド格納域長 OOOOH 送信すべきコマンドが格納されている領鎗の長さ （バイト
～FFFFH 単位）

データ格納域 OOOOH 
受信したデータが格納される領繊のオフセットアドレスオフセット ～FFFFH 

データ格納域長 OOOlH 
受信したデータが格納される領域の長さ （バイト単位）～FFFFH 

81H 受信データ最終は CR+LFまたは．印I
82H 受信データ最終はCRまたは印Iデリミタ指定
83H 受信データ最終は LFまたは 印 I
80H 受信データ最終はEOI
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｜ 機 能

「注意 ｜

GP-18 BIOS 

AH=06H 

第12重量 GP-IB BIOS 

AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法」参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

GP-IB上にコマンド送信後， トーカからのデータを受信する．

・このコマンドの完了は，デリミタ受信時またはデータ格納域へのデータ設定が

不可となった時である．どちらの条件で完了したかは，リターンコードにより

識別可能である．

・データ設定域へのデータ設定不可による完了の場合，さらにデータの受信（コマ

ンド送信なし）を実行することにより，後続のデータを受信することができる．

・デリミタは，データ格納域には設定されない．

・データ格納域に設定された受信データの長さは， DXレジスタにより通知する．

デリミタのみ受信時は DX=Oとなる．

・コマンドの送信はGP-IBコントローラがアク ティプの状態でのみ可能であ

る．インアクティプ状態の場合はエラーリターンする．

・データ格納域長をOとすることはできない．

・送信するコマンドの内容チェックは行わない．

・コマンド送信指定がある場合，GP-IBパスはただちにコマンドモードとなる．

なお，データ送受信の完了にかかわらず，コマンドモードとなる．

シリアルポールの実行
[EXECUTE SERIAL POLL] 

AH=06H 

ES＝トーカ情報リスト セグメントペース

DI＝トーカ情報リスト オフセット

CX＝トーカ情報リスト内エントリ数

園田

，（ラメータ 指定値 守、 意 司亀

トーカ情報リスト OOOOH 
トーカ情報リストのセグメントアドレス

セグメントベース ～FFFFH 

トーカ情報リスト OOOOH 
トーカ情報リストのオフセットアドレス

オフセット ～FFFFH 

トーカ情報リスト内 OOOlH トーカ情報リスト内のエントリ数
エントリ数 ～FFFFH （トーカ数）
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[ ~－ ~二

L注忌
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AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法」参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

指定のトーカに対するシリアルポールを行う．

・トーカ情報リストの形式を次に示す．

STB 1エントリ（2BYTEJ

（以下級返し） j ＂＂ト ーカ情報リスト内エントリか 2( ＇イト）

・トーカ情報リスト内トーカアドレスは．呼び出し元で設定する必要があり，下

位 5ピットをトーカアドレスとして使用する．

・トーカ情報リスト内 STBはGP-IBBIOSで設定する.STBの設定は，STB内

RQSピットがlのトーカアドレスに対応するエントリまでであり，以降のエン

トリのSTBはGP-IBBIOSでは設定しない．

・このコマンドの完了は， RQSピットが1の STB受信時または，全エントリの

STBを設定した時である.RQSピットがlの STBを受信したかどうかは，リ

ターンコードにより識別可能である．

• RQSピットが lの STBを受信した場合，DXレジスタにそのエントリ番号（1

～トーカ情報内エントリ数の値）が設定される．

・時間監視による異常終了（STB受信タイムオーパー）の場合には，DXレジスタ

にSTB送信を行わなかったトーカアドレスのエントリ番号が股定される．

・このコマンドの呼び出しは， GP-IBコントローラがアクティプの状態でのみ可

能である．インアクティプの場合はエラーリターンする．

・制御情報通知域内SRQIピット（InterruptStatus 2）は RQSピットがオンで，

かつSTB受信時のみオフとなる．

・トーカアド レスのチェックは行わない．

・このコマンドの呼び出しにより，GP-IBパスはただちにコマンドモードとな

る．なお，データ送受信の完了にかかわらずコマンドモードとなる．



GP-IB BIOS 

AH=07H 

1＜ラメータ

STBコード

EOI指定

｜ 機能 ｜

l i~_Q_」

第12i量 GP-18BIOS 

SRQの設定［SETSRQ] 

AH=07H 

BH=S1'Bコード

BL=EOI指定

指定値

OOH～FFH 

OOH 

OlH 

- • - .・~ ・＂向， f白 － 

意 • 
シリアルポール時に送信する STBの他

STB送信時EOIを送信しない

STB送信時EOIを送信する

AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法J参照）

OS, SS, SPレジスタは保証される．

困困

GP-IB上に SRQを送信し，GP寸Bコントローラからのシリアルポールによっ

て，STBを送信する．

• STBコード中の RQSのピット（06ピット）がOの場合，GP-IB上へのSRQの

送信は行わない．この場合は，STBの値およびEOI指定を保持するのみである

（コントローラからのシリアルポールによ って，保持している STBが送信され

る）．

・初期設定後に保持している STBはOOH,EOI指定は001-1である．

・このコマンドの呼び出しはGP-IBコントローラがインアクティプの状態での

み可能である．アクティプの場合はエラーリターンする．

・このコマンドはシリアルポールに対する STBを保持することで終了する．コ

ントローラからシリアルポールが行われたかどうかは，「STBのチェック

AH=OBH」を行い判別しなければならない．ただし，SRQ送信を行わなかった

場合には，rsTBのチェック AH=OBHJによりコントローラからシリアル

ポールが行われたかどうかを判別することはできない．

・SRQ送信中，コントローラからのシリアルポーJレ完了以前に RQSピットがO

のSTBを指定してこのコマンドを呼び出した場合，SRQの送信は停止する．
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GP-18 BIOS パラレルポールの実行 園田AH=08H [EXECUTE PARALLEL POLL] 

AH=08H 

ES＝リスナ情報リスト セグメントペース

DI z リスナ情報リスト オフセット

CX＝リスナ情報リスト内エントリ数

BH＝パラレルポール起動指定

BL=PPU指定

’ -・ .._ r " 1（ラメータ 指定値 意 司鉱

リスナ情報リスト OOOOH 
リスナ情報リストのセグメントアドレスセグメントベース ～FFFFH 

リスナ情報リスト OOOOH 
リスナ情報リストのオフセットアドレスオフセット ～FFFFH 

リスナ情報リスト内 OOOOH リスナ情報リスト内のエントリ数
エントリ数 ～FFFFH （リスナ数）

OOH パラレルポール起動不要
パラレルポール起動指定

OlH パラレルポール起動要

OOH パラレルポールのライン割り付け前に PPUを送信しないPPU指定
OlH ノfラレルポールのライン割り付け前に PPUを送信する

｜ 機能

｜ 注芯

354 

AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ．使用方法」参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

パラレJレポールのライン割りつけおよびパラレJレポールの起動，PPRの受信を行

う．

・パラレルポール起動要を指定した場合，受信した PPRはDHレジスタに設定

される．

・リスナ情報リストの形式を次に示す．

D
 

p
z
 

nr 
＋A
’
 

宅
た

？
ま

スレ
ド

Fアナスj
 

hυ

。4
lエントリ（2BYTE>

（以下級返し） J n ~ ＇！スナ棚 リス ト内エントリか 2( ＂イト｝



GP-IB BIOS 

AH=09H 

パラメータ

PPRモード

｜ 機能 ｜

（ 注 意 J

第12t;i GP-18 BIOS 

・リスナ情報リストは呼び出し元で設定する必要があり，リスナアドレスは下位

5ピットを使用する．

・このコマンドの呼び出しは， GP-IBコントローラがアクティプの状態でのみ可

能である．インアクティプの場合はエラーリターンする．

・リスナ情報リスト内エントリ数0，パラレルポール起動要， PPU送信要の組合

せはできない．ただし， GP-IBBIOSにおいてチェッ クは行わない．

・リスナ情報リストの内容のチェックは行わない．

・このコマンド呼び出しにより， GP-IBパスはただちにコマンドモードとなる．

なお，データの送受信完了にはかかわらない．

PPRモードの設定［SETPPR MODE］園田

AH=09H 

BH=PPRモー ド

' 指定鎗
' .，月 L ' ' ＇’ • 味

』 市 曙 r 曹司 ' 
「

－・＇門戸喧

OOH PPR はO

OlH PPR はl

02H PPR は， SRQ送信時＇;t1, SRQ未送信時l;t0 

AH＝リターンコード（「・ GP-IBBIOS概説 ・使用方法」参照）

DS, SS, SPレジスタは保証される．

.r・ -.，，官『 L -・ 

GP-IBコントローラからのパラ レルポールに対する応答（PPR）のモードを設定

する．

・初期設定後の PPRモードはOOHである．

・このコマンドの呼び出しはGP寸Bコントローラがインアクティプの状態での

み可能である．アクティプの場合はエラーリターンする．
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GP－旧 BIOS

AH=OAH 

1（ラメータ

TIME OUT fl 

L吟竺｜

｜ 注意 ！

GP-18 BIOS 

AH=OBH 

(_ －~戸~＝－－

[- j主 f豆一

356 

タイムアウトの設定［SETTIME OUT] 圃固

AH=OAH 

BH=TIME OUT値

指定値 窓
』 • 

仰H タイムアウトチェックを行わない

OlH～FFH タイムアウトチェ ック時間（単位：秒）

AH＝リターンコード（「・GP-IBBIOS概説 ・使用方法」参照）

OS, SS, SPレジスタは保証される．

GP-IBがハングアップしたかどうかを監視するタイムアウトチェックの時間を

指定する．

初期設定後のTIMEOUT値はOOH（タイムアウトチェックなし）である．

STBのチェック［CHECKSTB] 

AH=OBH 

AH＝リターンコード（r・GP-IBBIOS概説 ．使用方法」参照）

OS, SS, SPレジスタは保証される．

現在保持している STBの値，およびEOI指定を通知する．

圃回

・現在保持している STBの値を DHレジスタに，EOI指定を DLレジスタに設

定する．設定形式は，「SRQの設定 AH=07H」での指定値と同一形式である．

．「SRQの設定」により SRQの送信を行った後，コントローラからシリアルポー

ルが行われると，このコマンドで通知する STB値のRQSピットがOとなる．

その他のピットおよびEOI指定は，シリアルポールの有無にかかわらずそのま

ま保持される．

・このコマンドの呼び出しは，GP-IBコントローライ ンがインアクティ プの状態

でのみ可能である．アクティプの場合はエラーリターンする．



第 章

サウンドBIOS

サウンドBIOS概説

サウンド BIOSはノーマルモー ドのみでサポートされる．

苦楽の演奏・はハードウェアからの割り込みにより実行されるので，他のプログラムと並行して実行で

きる．サウンド BIOSは， MUSICBIOS（ミュージックジェネレータボード ：PC-9801-14用 BIOS）と排

他的に存在する．

・サウンド BIOS機能一覧

AHレジスタ

OOH 
OIH 
02H 
!OH 
llH 
12H 
13H 
14H 
15H 
16H 
17H 
18H 
19H 
lAH 
lBH 
lCH 
lDH 
lEH 
lFH 

.能

サウンドBIOSの初期化 〔INITIALIZE]

淡奏の開始［PLAY]
償奏の終了［CLEAR]
OPNレジスタの読み出し［READREG] 

OPNレジスタの符き込み ［WRITEREG] 

G/S他の設定 ［SETTOUCH] 
音程，管長の段定［NOTE]

管長規定値の設定［SETLENGTH] 

テンポめ設定［SETTEMPO] 

すべてのパラメータの聖書き込み ［SETPARA BLOCK] 

パラメータの読み出し ［READPARA] 

パラメータの4惨さ込み ［WRITEPARA] 

淡奏の一時停止［ALLSTOP] 

演奏の再開［CONTPLAY] 

LFO究IJ採のON〔MODUON] 

LFO効燥のOFF[MODU OFF] 

割り込み条件の段定［SETINT COND] 

発音状態の維持［HOLDSTATE] 

FM音源の音量の設定 （SETVOLUME] 
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・演奏形態

サウンド BIOSによる演奏は，次の2種の形態で行われる．

リアルタイム機能 ： 実行要求後，すぐに実行される形態．

ディ レイド機能 : PLAYコマンドのデータとして与えられ，演奏につれて実行される形態．

ディレイド機能はリアルタイム機能の一部を含んでおり，実行形態の違いや情報の受け渡し方法を除
けば同一機能をもっ．

また，次の様な条件におけるサウンド BIOSの動作については保証しない．

－本章で説明する以外の機能コードやパラメータを与えた場合．

．サウンド BIOSを介さず直接ハードウェアを使用した場合．

・サウンド BIOSの動作を制御する OPNのレジスタを不正な｛直に書き換えた場合．
（たとえば，インターパルタイマレジスタに「OPNレジスタの抑き込み AH=lll-IJで値を曾いた
場合等）

・ユーザーインターフェイス

サウンド BIOSと上位プログラムとのインターフェイスは，各種レジスタ，共通制御情報通知域，パ
ラメータリストによって行われる．

・使用する作業減

本 BIOSでは，次の作業岐を必要とする．

・システム共通域（OOOOH: 05EOH）の4バイト

・制御情報通知域256バイト

・ローカJレ作業域512バイト

・スタック領域 96バイト

ES: 0 

100 

Jti盈ltil御情報tj

256バイト

サウンドBIOS

…ーユーザーが読みw.し”f自主｛－総称き込み司｝

ローカル作業峨 卜 ・ユーザーアクセスは然JI二｛サウ ンドBIOSが内部で使JfJ)
512＇＇イト

3FF 
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M13M サウンド BIOS

次に共通制御梢報域の詳細 を示す．

緑樹アドνス フィールド名 サイズ
内 :・ 

観
弘’、ー

明
" ,' l ,•. 

OOH BUF_SEG_n 2 PLAYパッファのセグメントベース (Initialize時に段定要）

02H BUF_O陀~＂ 2 PLAYノ〈ッファのオフセットアドレス（ ’f 

04H BUF_LNG_n 2 PLAYパッフアサイズ II 

06H BUF_PTR..n 2 PLAYノ〈ッファ内ポインタ

08H BUF_VDL_n 2 PLAYバッファ有効バイト数（パッファ残量）

PLAYパッファエンプティ割り込み条件

OAH BUF_INTC_n 2 
DIS= 

o：：来段定 Dl4～0：割り込み発生有効バイト数

l：割り込み Enable ( DIS= 0のときは無意味）

OCH BUF_INT_OFS_n 2 PLAYパッファエンプティ割り込みプロセスオフセット

OEH BUFJNT_SEG_n 2 PLAYパッファエンプティ割り込みプロセスセグメ ントベース

カレント Key-No.

lOH KY_n 1 現在発音中の Key-No. 0～60H：発音中

それ以外 ：発音していない

llH LN n 1 デフォルト音長 SET LENGTHにより自安定された音長

12H TCH n 1 カレントタ ッチ SET TOUCHにより殴定されたG/S催

演奏中フラグ慨当チャ ンネルで演奏中である事を示す

13H PLY n 1 
FF：演奏中

l4H～lFH SB_WK_l_n 12 サウンドワークエリア 1 サウンドBIOSが使用（ユーザー利用不可）

20H～BFH n=2～6 160 相対アドレス O～lFまでを CH2～6に関して確保

COH TP テンポ数 SET TEMPOによりE安定したテンポ数

ClH SAV_KYS 
Keyステータスセーブエリア

ALL STOPによ りセーブされた Keyステータス

C2H 
SB_WK_2 62 サウンドワークエリア 2. 3 

FFH 
SB_Wl仁3 512 サウンドBIOSが使用（ユーザー利用不可）

2FFH 
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第］g自主要後樋

・使用方法

サウ ンド BIOSの機能を利用するにあたっての，使用方法および制約事項等を次に述べる．

① INTベクタの般定

サウンド BIOSの各機能の呼び出しは，内部INTコーlレによるが，ユーザーはこのための INTベク
タをサウンド BIOS利用前に設定しなければならない.INTベクタ設定のための情報は，実メモリアド
レス CEEOOHより次に示す形式で格納されている．

CEEOOH+ 0 
OlH 

OOH サウンドBIOS
エン トリオフセッ ト

8 

ユーザーは，セグメントアドレスを CEEOH，にオフセットアドレスをサウンド BIOSのエン トリオフ
セットとして，適当な INT番号に値を設定しなりればならない（Nss-BASICインタプリタではOD2H
がサウンド BIOS用 INT番号となっている）．

なお，サウンド演奏のために使用される割り込みに｜期しては，ユーザーが関知する必要はない．サウ
ンド BIOSが，初期化時に，ディップスイッチを参照して，必要な INTベクタを設定する．

② 初期般定

サウンド BIOS使用にあたっては，各種リソースの初期設定が必要であり，ユーザーは必ず初期化を
行わなければならない．

③ 呼び出し方法

サウンド BIOSを呼び出す時には，パラメ ータを各レジスタ に設定し，①で設定した INT番号をもと
に，内部INTでコールする．この時，SS,SPには，サウンド BIOSで使用可能なスタックアドレスを
設定しておかなければならない．

注意事項

サウ ンド BIOS処理中においては，外部割り込み可となっている．
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第13章サウンド BIOS

・割り込み処理慨要

サウンド BIOSは，OPN内タイマレジスタ A,Bを使用し，割り込みによって処理を行う．

一つは演奏の進行を制御するためのテンポクロックとして使用され，もう一方は，LFO効果等のハー

ドウェアを制御するためのクロックとして使用される．

テンポクロック割り込みもハード制御割り込みも同一INTベクタを使用するが，どちらの割り込み

によるものかはタイマレジスタのフラグにより判別する．

テンポクロック割り込み

テンポクロック割り込みは，Steptime Iごとに発生し，その間隔は設定されているテンポ数により変

わる（最小5msec).

この割り込みで扱われるのは，Steptime単位の処理である．

次に手順を示す．

①各チャネルの発音時間を Keepする．

l回の割り込みごとに Steptimeをカウントしていき，各チャネルの Key-ON/OFFを制御する．

② PLAYパッ ファより，ディレイド機能を取り出して処理する．

指定時間を過ぎた（StepTimeカウントが終了した）ら，PLAYパップアからディレイド機能を取り

出して処理する．

ただし，StepTimeをパラメータとしてもたないコマンドは，同一チャネルで次々と実行されてい

く．

このため，StepTimeのないコマンドを同一チャネルにあまり長く連続しておくと，テンポが狂う

ことカfある．

③ PLAYパッ ファの更新およびPLAYパツファエンプティ割り込みの処理．

ディレイド機能の実行ごとに PLAYパッファを更新していき，パッファエンプティ割り込みが設定

されていれば，その処理を行う．

以上を 1～6CHについて行う．

ハード制御割り込み

ハード制御割り込みは主として LFO効果等のハード側処理のために発生する．

割り込み間隔は4msecで固定されている．

ハード制御割り込みでの処理は次の通りである．

• LFO効果の制御… LFO動作そのものおよびそのON/OFF

• ALL STOP /CONT PLAYの制御

・その他，音楽演奏自体よりも下位レベルの処理
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・音畏と音程

音畏

サウンド BIOSでは音長を StepTimeで指定する．

テンポ設定は，このStepTime 48に対する 1分間の演奏回数で設定される．
通常の演奏は 1小節あたり 96Step Timeで十分である．余裕をみて 1小節目2Step Timeとすれば

ほとんどの演奏には不自由はない．

I 1j、節を 192Step 'fimeとすれば， 48Step Timeは4分音符に相当する．
よって，「テンポの設定 AH=lSH」は楽譜表記のJ=nにおける 11の値を設定するものとみてよい．

次に l小節あたりのStepTimeと各音長の StepTimeを示す．

ー
会音符－ 192 会音符＝ 96 

II 
通常 4守点 3逮 通常 付Jl 3適奮長 1

2分音符 96 144 64 48 72 32 
4分，p 48 72 32 24 36 16 
8分’F 24 36 16 12・ 18 8 
16分 ” 12 18 8 6 9 4 
32分 H 6 9 4 3 ＊ 2 
64分’F 3 ＊ 2 ＊ ＊ 1 

牢雪量数値では設定不可

音程

発音背程と背程，背長の設定で使用される KeyNo.(0～96）の対応は次表の通りである．

01 02 03 04 05 06 07 08 09 
c 。 c 18 24 30 3C 48 54 60 

C' ())b) 1 D 19 25 31 30 49 55 
D 2 E IA 26 32 3E 4A 56 

D' (E") 3 F lB 27 33 3F 48 57 
E 4 10 lC 28 34 40 4C 開

F 5 11 10 29 お 41 40 59 
F' (G") 6 12 lE 2A 36 42 4E SA 
G 7 13 lF 28 37 43 4F 58 

G’（A") 8 14 20 2C 38 44 50 SC 
A 9 15 21 20 39 45 51 50 

A' (B") A 16 22 2E 3A 46 52 SE 
B B 17 23 2F 38 47 53 SF 
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サウンドBIOSコマンド

サウンドBゆS

AH=OOH 

ご亙三~~~－~］

｜ 注意｜

サウンド BIOSの初期化日NITIALIZE] 圃

AH=OOH 

ES＝サウンド BIOS作業域セグメントペース（OOOOH～FFFFH)

すべてのレジスタは保証される．

サウンドボードおよびサウンド BIOSの初期設定，共通制御情報域の設定を行う．

サウンド BIOSが使用する共通制御情報岐のサイズは256バイトで，その後にサ

ウンド BIOSのローカルワークエリアとして 512バイトを必要とする．

初期化時の各値の初期状態を次に示す．

音長 ：48step

テンポ ：120(48step/ min) 

Gate time/Step Ti1ne : 8 

CH 1～3 パラメータ： 不定

CH 4～6 パラメータ：不定

各音源のパラメータは不定のため．初期化後に設定を行う必要がある．

・サウンド BIOS利用時には必ず最初にこのコマンドを実行しなげればならな

t,) 

・ユーザーは，このコマンドを呼び出す前に PLAYパッ ファを確保しておき，そ

のロケーショ ン，長さを BUF_OFF n, BUF _SEG n, BUF _LNG nフィー

Jレドに格納しておかなければならない（PLAYパッファ長は2の倍数のこと）．

・ユーザーは，サウンド機能の使用終了まで，共通制御情報域およびサウンド

BIOSローカル作業域の内容を保証しなければならない．
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演奏の開始［PLAY] 圃

「 機古 ｜ 

ES: BX+O 

+4 

+8 

+C 

+10 

+14 

+18 

+lC 

l i主芯 ｜
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AH=OlH 

ES: BX＝ ノfラメータリストロケーション

すべてのレジスタは保証される．

ES: BXでユーザーにより与えられたパラメータリストにしたがし勺各チャネ1レ

の演奏を開始する．パラメーグリストは，各チャネルのデータプロックのロケー

ション，長さを情報としてもつ 28バイトのデータである．

各チャネルのデータプロックより PLAYパッファにデータを転送した時点で終

了し，以降の演奏はインターパルタイマからの割り込みによる演奏1レーチンが行

う．

パラ メータ リストは次の形式をもっ．

データプロ ックセグメントベース （未使用）

データプロ ック1 オフセット データプロ ック1 データ長

データプロ ック2 オフセット データブロック 2 データ長

データプロック 3 オフセット データプロ ック3 データ長

データブロック 4 オフセット データブロック 4 データ長

データブロック 5 オフセット データプロ ック 5 データ長

データプロック 6 オフセット データプロ ック6 データ畏

－各データプロックは，ディレイド機能からなるメモリプロックである．データ

ブロック中にディレイド機能以外のデータがあった場合の動作は保証しない．

・データプロックは，初期化時に設定したパッファの空きエリアよりも短くなけ

ればならない．パッファの空きエリアよりも大きなデータプロックを与えた場

合の動作は保証しない．

・ユーザーが各チャネ／レの演奏・の終了を判定するには，パッファエンプティ割り

込みを利用するか，共通制御情報域を参照して有効バイト数をみる必要がある．



サウンドBゆS

AH=02H 

｜ 機能 ｜

｜ 注意 ｜

サウンドBIOS

AH=10H 

｜ 機能 ｜

｜ 注意 ｜

第138 サウンド BIOS

演奏の終了［CLEAR] 圃

AH=02H 

AL＝処理指定

OOH：演奏の中止，パッファクリア

01 H：演奏の中止，パッファクリアと共通制御情報域を初期化する

すべてのレジスタは保証される．

現在の演奏を中止し， PLAYパッファをクリアする．

・サウンド BIOSの利用を終了する場合には，必ずこのコマンドを呼び出さなけ

ればならない．

・このコマンドを実行後．共通制御情報域およびサウンド BIOSローカルワーク

エリアを保証する必要はないが．初期化コマンドの実行なしに，サウンド BIOS

を使用する場合は保証しなくてはならない．

OPNレジスタの読み出し［READREG] 

AH=lOH 

AL＝レジスタ番号（OOH～FFH)

BH=OOH 

BL＝レジスタ内容（OOH～FFH)

BX以外のレジスタは保証される．

指定された OPNレジスタの内容を読み出す．

圃

• OPNレジスタのうち，特に FM音瀬関係のレジスタは読み出し不可能なため，

このコマンドと「OPNレジスタの書き込み AH=llHJを使用しなければな

らない．

・このコマンドで保証するのは「OPNレジスタの聾き込み AH=llH」により

書き込んだ値についてのみであり，ハードウェアに対し直接書き込んだ場合に

は保証しない．
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OPNレジスタの書き込み［WRITEREG] 圃

｜ 機能

｜ 注意
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AH=llH 

AL＝レジスグ番号（OOH～FFH)

BL＝設定値（OOH～FFH)

ディレイド機能フォーマット

第 lバイト ＝81H

第2バイト ＝レジスタ番号（OOH～FFH)

第 3パイト ＝設定値（OOH～FFH)

すべてのレジスタは保証される．

指定されたOPNレジスタに値を岱き込む．

・サウンド BIOSを利用する時は，必ずこのコマンドによってレジスタの内容を

変更すること．「OPNレジスタの読み出し AH=lOH」コマンドは，このコマ

ンドとの併用において保証される．

・このコマンドは，OPNの全レジスタについて脅さ込みを許可しているが，イン

ターパルタイマ等サウンド BIOSの基本動作を規定するレジスタを変更する場

合，それ以降の動作については保証しない．

・このコマンドは，できるだけ各音源のパラメータの一時的変更の目的に使用す

ること．



サウンド BIOS

AH=12H 

［ 機能 ｜

｜ 注 意 i

第13箪サウンド BIOS

G/S値の設定［SETTOUCH] 

AH=l2H 

AL＝指定チャネIレ（OOH～05H:CHI～CH6に対応）

BL=G/S値（OOH～07H:1/8～8/8に対応）

ディレイド機能フォーマット

第 lパイト ヱ82H

第2パイ卜 ＝G/S設定値（OOH～07H)

すべてのレジスタは保証される．

音程，音長の設定時のGatetime/Step Time(G/S値）を設定する．

Gate Time ：実際に音を出している時間

Step Time ：音長

園

以後の音程，音長を設定した場合には，このコマンドの設定値でON/OFFされ

る．

〔例〕 Step Time 

J I 
3/8 

＋ 
庄の例l:i.G/Sfifiとして02をiQ:定した

場介である．

Step Timeが 12以下の音長に対しては BIOS内部で適当に分割するため，必ず

しも G/S値で指定した比率とはならない（近い比率にはなる）．

また，エンベロープ形状の設定状態によっては，小さい G/S値に設定した際，発

音しでも聞きとれない場合がある．
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サウンドBIOS

AH=13H 

｜ 機能 ｜

I ；主忌 ｜

音程，音長の設定［NOTE]

AH=13H 

AL＝指定チャネJレ（OOH～05H: CHI～CH6 iこ対応）

BH=Key NO. 

OOH～60H : Key NO.O～96 ＇こ対応

80H ：休符

BL＝音長

OOH ：省略（既定値）

OlH～FFH：音長（StepTime) 

ディレイド機能フォーマッ ト

第 lパイト ＝KeyNo 

OOH～60H : Key No.O～96に対応

80H ：休符

第 2バイト ＝音長

OOH ：省略（既定値）

OlH～FFH：音長（StepTime) 

すべてのレジスタは保証 される．

団

音程，音長の指定にしたがって発音する.G/S値は，rc/S値の設定 .l¥H= 
12HJで設定された値をとる．

リアルタイム機能において，指定チャネル発音中に実行した場合，前の音が切れ

て新しい音が発音される．

このコマンドは，特別な用法以外ディレイド機能と して使用した方が望ましい．

（例〕発音タイ ミングの例

ey OFF I 

G/S飢

エンベロープ
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ふ

OFF-ON 

3 

ら

OFF 
6 

OFF-ON 

①発音チャネルの KeyをOFFする．

7 

6 

OFF-ON 

3 

6 

OFF 

②発音周波数（F-n山nber）をセ ットして KeyをONする（休符の場合skip).
③G/S値により規定される時間経過後，KeyをOFFする．

＠音長で規定される時間までさらに待つ．



サウンドBIOS

AH=14H 

｜ 機 能 ｜

（ 注意 ｜

音長規定値の設定［SETLENGTH] 

AH=l4H 

AL＝指定チャネノレ（OOH～05H:CHI～CH6に対応）

BL＝音長（OlH～FFH: Step Timeで指定）

ディレイド機能フォーマット

第 lバイト ＝83H

第 2バイト ＝音長（OlH～FFH: Step Timeで指定）

すべてのレジスタは保証される．

音長既定値を設定する．

第13遁サウンド BIOS

困

「音程，音長の設定 AH=13HJ，「発音状態の維持 AH=lEH」における音長規

定値設定用である．
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テンポの設定［SETTEMPO] 困

i機能 ｜

注意 ｜

AH=l5H 

BL＝テンポ数（OlH～FFH: 48 Step/ min単位で指定）

ディレイド機能フォーマット

第 lバイト ＝84H

第2バイト ＝テンポ数（01H～FFH : 48 Step/ min単位で指定）

すべてのレジスタは保証される．

全チャネル共通にテンポを設定する．テンポ数の単位は 1分間に48Step Time 
の「音程，音長の設定 AH=l3H」を実行でき る回数である（全音符を 192 Step 
Timeとすれば，48 Step 1'i1neは4分音符に相当する．よって，‘J=n”のnと

考えてよ い）．

あまり速いテンポ数を設定すると，演奏が乱れる ことがあるので注意するこ と．

サウンド BIOS すべてのパラメータの書き込み 圃AH=16H [SET PARA BLOCK] 
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AH=l6H 

AL＝指定チャネノレ（OOH～05H: CHI～CH6に対応）

ES: BX＝設定パラメータブロック開始ロケーション

DL＝パラメータプロ ックの形式

OOH: WORD 

OlH : byte 

ディレイ ド機能フォーマット

第 1バイト ＝85H

第2パイト ＝パラメータブロックの形式

OOH: WORD 

OlH : byte 

第 3,4バイト ＝設定パラ メータプロック開始オ フセ ット Low-byte High 

・-byteの願

第 5,6パイト ＝設定パラメータプロ ック開始セグメ ント



第13重量 サウンド BIOS

、 司』

相対アドレス 1（ラメータ
圃占

サ FM 
(16進｝ No. 

ズイ
フィ由ルド名 司． 鵬 明 、，

'° 
思 ‘E‘ ＝・

Word Byte (10進）
• 

オペレータ1の変調度／アルゴリズ

ム

MSB LSB 。 。 。 B FB_ALG 
Fz F1 Fo At A1 Al> 

F x × 

I I I Tルゴ』I:>eム

変純度0-7
。句7

2 1 1 AT_R.. l 各オペレータのアタックレート

B 0～lFH F 
8 4 4 4 短 長

各オペレータの使用／不使用

MSB LSB 

A 5 5 B OPR..MSK 
Ix Ix Ix Ix Is4Is3Is2lsd 

I I I I F 
オベレ－7 ON/OFF 

Sn 
n a 1-4 I ON 

オベレー？No.

c 6 6 DC_R.. l 各オペレータのディケイレート

B O～lFH F 
12 9 9 4 短長

LFO変調波形

0：ノコギリ波

14 A 10 B WAV_FOR肌LFO l：矩形波（デューティ 50%) F/S 
2：二角波

3 : S/H （ランダム）

16 B 11 SS_R.. l 各オペレータのサスティンレート

B 0～lFH F 
lC E 14 4 短長

LFO SYNCディレイタイム
lE F 15 B SYNC_DLY_LFO o：非同期 F/S 

1～OFFH: 16ms単位で遅延周期

20 10 16 RL_R.. l 各オペレータのリリースレート

B 0～OFH F 
26 13 19 4 小大

LFO効果の速度

28 14 20 w SPEED_LFO 0 -3FFFH 
F/S 

LFO周波数（Hz)= SP~~iFO 寧250

2A 16 21 SS_L_ l 各オペレータのサスティンレベル

B 0～OFH F 
30 19 24 4 大小
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~ 1部主要ぬ極

相対アドレス

(16進）

Word Byte 

32 lA 

34 lB 

3A lE 

3C lF 

3E 20 

44 23 

46 24 

48 25 

4E 28 

50 29 

52 2A 

同 2D 

5A 2E 

5C 2F 

62 32 

制 33 

｜ 機能 ｜

｜ ：主芯

372 

1（ラメータ
・』..ー』』←』ー ーー 一－－ ＇ー一一. .・ー~・・』 且 d

サ FM No. 
イズ フィールド名 観 明

'° (10進）

LFO効果のピッチ変調深き

25 B P_MOD_LFO 
80H～O～7FH 

F/S 一128～O～127
（逆相）大～小？（正相）大

26 各オペレータの出力レベル
B OP_L_l 0-7FH F 

29 小大

LFO効泉銭幅変調深さ

30 B 九MOD_LFO
80H～O～7FH 

F -128～O～127 
（逆相）大～小～（正相）大

31 KEYSCL_ l KEYスケーリング深さ
B O～3 F 

34 4 洩深

LFO効栄ピッチ変調深さ（担割鐙）
35 B P_MOS也 LFO O～OFH F/S 

小大

36 MULT_l 各オペレータのマルチプル
B O～OFH F 

39 4 泌～15倍

40 B (Rfu) 予約

41 DETUN_l 各オペレータのデチューンレー ト
B OFCH～O～03H F 

44 4 -4～O～3 

45 B (Rfu) 予約

46 九MOS_LFO_l LFO効果鍛幅変調深さ（粗調聾）
B 0～OFH F 

49 4 小大

内郡作業用 Keyステータスセーブエ
リアOPNレジスタ＃28に送られたも

50 B INT_KY_SAV ののコピーが各チャンネル毎に
SAVEされている．

（内郎ワークに保持）

すべてのレジスタは保証される．

FM音源チャネルに対し音色パラメータをプロック設定する．

サウンド BIOSは，このコマンドを与えられると指定チャネルの発音を停止し．

上位によって示されるアドレスより存在する 100または 51バイトのパラメータ

プロックを指定チャネルに対して設定する．

音色パラメータ設定直後は，LFO効果はONになっている．

指定チャネルがFM音源でなかった場合は無視される．



第13宣言サウンド BIOS

mw
一
H

B
一
つイ

ボ
一
＝

広
一
H

抄
一
A

パラメータの読み出し［READPARA] 圃

｜ 機能 ｜

AH= 17H 

AL＝指定チャネ1レ（OOH～OSH: CHI～CH6 ~こ対応）

BL＝パラメータ番号（OOH～31H：パラメータNo.0～49•. こ対応）

BX＝設定されている値（OOOOH～FFFFH)

BX以外のレジス タは保証される．

指定チャネルの音色パラメータの内容を読む．パラメータがバイトの場合， BXの

上位ノfイトはクリアされる.SSG音源について， FM音源のパラメータを指定し

た場合に返される値は不定である．

mw

一H
B

－rc 

山小
一
同

広
一
H

サ
一
A

パラメータの書き込み［WRITEPARA] 圃

｜ 機能 ｜

｜ 注芯 ｜

‘ 
AH=l8H 

AL＝指定チャネル（OOH～05H:CHI～CH6に対応）

BL＝パラ メータ番号（OOH～31H：パラメータNo.O～49に対応）

DX＝設定値（OOOOH～FFFFH)

ディレイド機能フォーマット

第 lノfイト ＝86H

第2バイト ＝パラメータ番号（OOH～31H：パラメータ No.0～49)

第3,4バイト ＝設定値（OOOOH～FFFFH: Low, Highの願）

すべてのレジスタは保証される．

各チャネJレのパラメータを設定する．パラメータがバイトの場合，DLまたは第3

バイトの値がセットされる．

SSG音源について，FM音源のパラメータを設定した場合の動作は保証しない．
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サウンドBIOS

AH=19H 演奏の一時停止［ALLSTOP] 困

L機能

｜ 注意 ｜

AH=l9H 

すべてのレジスタは保証される．

演奏を一時中断する．

すべてのチャネルのON/OFF状態はセープされ，演奏の再開に備える．

このコマンドは，インターパルタイマよりの割り込みを禁止するもので，再び割

り込みをスタートさせるには「演奏の開始 AH=01HJ:6,r演奏の再開 AH=

lAHJを実行する．

このコマンドによる停止は，ハードウェア制御割り込み単位で行われる．

r演奏の再開 AH=lAH」で再開する場合，共通制御情報域およびサウンド

BIOSローカJレエリアは保証しなければならない．

ω
一Hn

B

一，P
笠
岡

山口
一
川
町

演奏の再開［CONTPLAY] 圃

1吟堅 一

AH=lAH 

すべてのレジスタは保証される．

「演奏の一時停止 AH=l9HJにより中断した演奏を再開する．セーブされた各

チャネルのON/OFF状態は復旧され， 割り込みが再開される．

一時停止→再開のタイ ミング

① 通常 (i) STOP-CONT 

ke}' OFF key OFF 
t』 t』

ALL S1‘OP CON'I' PLAY 

… ープ 」
，、

エンベロープ
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｜ 注芯

第13宣言 サウンド BIOS

演奏の一時停止が行われないのに演奏の再開を行・った場合は，BIOSの動作には

何も影響を与えないい．

エンベロープはサウンド BIOSでは直接制御できないため，Key-ONのタイミン

グで開始する．演奏の一時停止の後，再び再開する必要がなければ，いかなるマ

クロを実行しでもよい．

ω
一H

B
一
E

山
一
岡

山
山

一
川
町

発奮状態の維持［HOLDST A TE] 回

l 機能 ｜

[ －~~；寸

AH=lEH 

AL＝指定チャネ1レ（OOH～OSH: CHI～CH6•こ対応）

BL＝維持する長さ

001-1 ：省略…既定値

01 H～FFH : Step Time 

ディレイド機能フォーマット

第 1バイト ＝89H

第2バイト ＝維持する長さ

OOH ：省略…既定値

01 H～FFH : Step Time 

すべてのレジスタは保証される．

Key-ON/OFFの状態を維持したまま指定時間待つ．

「OPNレジスタの曹き込み AH=ll H」により，I<ey-ON/OFFの状態を変更し

た後に一定時間その状態を保つ場合，このコマンドを使用する．

「音程，音長の設定 AH=l3H」により休符を指定した場合には，最初に Key

-OFFを行うため，このコマン ドのようには使えない．

「音程，音長の設定 AH= 13HJの後にこのコマン ドを使用すれば，休符と閉じ効

果となる．
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第186 主要機種

ω一
一肘

B
一r
E

笠

岡

山
μ

一
仲

しFO効果のON[MODU ON] 困

機能 ｜

｜ 注意 ｜

AH=IBH 

AL＝指定チャネル（OOH～05H:CHI～CH6に対応）

ディレイド機能フォーマット

第 lバイト ＝87H

すべてのレジスタは保証される．

LFO効果を ONにする．

このコマンドは，LFOパラメータの設定備が何であっても影響なく実行される．

つまり，本来 LFO効果のない音色であって もLFO効果をつけよ うとする（実際

に設定されている LFOパラメータがすべて Oならば効果はあらわれない）．

サウンドBゆS ． 

困AH=1CH LFO効果のOFF[MODU OFF] 

L___!!___J能 ｜

376 

AH=lCH 

AL＝指定チャネル（OOH～05H:CHI～CH6に対応）

ディレイド機能フォーマット

第 lバイト ＝88H

すべてのレジスタは保証される．

LFO効果をOFFにする．



第13望書 サウンド BIOS

ω一
一刷

ロM

一r
E』

笠
岡

山
μ
一
川町

割り込み条件の設定［SETINT COND] 困

｜ 機能 ｜

AH=lDH 

AL＝指定チャネル（OOH～05H: CHI～CH6に対応）

ES: BX＝割り込みプロセスエントリ

CX＝有効パッファ長

D15 0 ：割り込み Disable

1：割り込み Enable

014～Do：有効パッ ファ長

注憲 ：有効バイト数指定値の01sピットがOの時は， 014～Doピットの値は憲昧を

もたない．

すべてのレジスタは保証される．

PLAYバッファエンプティに割り込みの条件を設定する．

割り込みのタイミングは次の通りである．

i商事制3

有効ノ〈イト歓が指定fifi以下になったとき

FAR-CALL 

前11り込みプロセス

RETURN”FAR 

継続

割り込みプロセスエントリー時のレジスタ内容は次の通りである．

AX＝割り込み発生チャネ／レ No.

BX＝有効ノfイト数

それ以外のレジスタについては不定であるが，ユーザ一割り込みプロセス内で保

証する必要はない．
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｜ 注意 ｜ －指定チャネルの有効パイト数が指定値以下になった時，割り込みプロセスを

FAR-CALLする．

－割り込みプロセスは，INTERRUPTFLAGがOFFの状態でCALLされる．

・割り込みプロセス中では，外部割り込みは不可にしておくこと．

割り込みプロセスの実行時間はできるだけ短いこと．あまり長いとテンポが狂

う等の障害が起こる場合がある．

mw

一H

B
一
千

ボ
一
＝

広
一
H

ザ
一
A

FM音源の音量の設定［SETVOLUME] 困

｜ 機能 ｜

378 

AH=lFH 

AL＝指定チャネル（OOH～02H: CHI～CH3に対応）

BL＝設定値（OOH～7Fli: OOHで最小， 7Fl-Iで最大）

ディレイ ド機能フォーマット

第 1バイト ＝8AH

第 2バイト ＝設定値（OOH～7FH)

すべてのレジスタは保証される．

FM音源の音量を設定する．コマンド実行時に対応するチャネルのパラメータ

フィールド（FB_ALG）を参照し，キャリアオペレータ（最も出力に近いオペレー
タ）の音量を操作する．
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第

BIOS概説

IJC-98LTの BIOSは，従来の PC-9800シリーズの BIOS（ノーマルモード）に準じている．この章で

は，従来機種の BIOSの機能と，PC-98LTの BIOSの機能を比較し，その相違点を記述する．

表中の記号は次の意味を表わ している．

← f 従来機種と同じ

×：サポートせず

なお，フラグピットに xxxx/yyyyという表記がある場合，左側 xxxxはピットが lである場合，右側

yyyyはピットがOである場合の意味を表わしている．

キーボードBIOS(INT 18H) 

従来後橿でのBIOSコマンド PC~泡LT

後闘を キーデータの続み出し 令ー

入力 AH=OOH 

出カ AH＝スキャンコー ド

AL＝内部コー ド

後能 キーバッファ主A:Rのセンス ・ーー

入カ AH=OlH 

出カ AH＝スキャンコード
AL＝内部コー ド

BH＝ステータス

後続 シフ トキー状態のセンス ．田・

入力 AH=02H 

出力 AL＝シフトキー状態
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第2部 PC-98LT編

従来復橿でのBIOSコマンド 阿部LT

相良”を キーボードインターフェ イスの初期化 ．開皐

入力 AH=03H 

出カ ハー ドウェア初期化

作業減初期化

相健能 キ一入力状態のセンス

・－－

入力 AH=04H 
AL＝グループ番号

出力 AH＝キー押下状態

相良”を バッファからのキーコー ドの読み出し

・－－

入力 AH=OSH 

出力 AH＝スキャ ンコード
AL＝内部コード
BH＝ステータス

CRT BIOS (INT 18H) 

従来後橿でのBIOSコマンド 日・ l~ ij 正 u. " PC-9乱T
後錠 CRTモー ドの設定

入力 AH=OAH 
AL bitO : 20/25行 ・ーー

bitl : 40/80字 × 
bit2：簡易グラフ／パーチカルライ ン × 
bit3：ドットアクセス／コー ドアクセス × 

彼自E CRTモー ドのセンス

入力 AH=OBH 

出力 AL bitO : 20/25行 4-

bitl : 40/80行 80字回定
bit2：簡易グラフ／パーチカルライ ン × 
bit3：ドッ トアクセス／コー ドアクセス × 
bit7：高解像CRT／練単CRT 高解像固定

割腹能 テキスト画面のま提示開始 争ーー

入力 AH=OCH 

出カ テキスト表示開始
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第la BIOS概説

従来犠橿でのB陥Sコマンド PC－儀礼T

復調E テキスト画面の表示停止 ・ーー

入力 AH=ODH 

出カ テキスト表示停止 グラフも停止する

相良能 lつめ表示領繊の設定 ‘ーー

入力 AH=OEH 
DX＝開始アドレス

相良”を 複数の表示領域の訟定 ‘ーー

入力 AH=OFH 
BX＝表示領域リストセグメントアドレス

CX＝淡示領域リストオフセ ットアドレス

DH＝後示領域番号

DL＝表示領域リ ス ト エン トリ数

表示領域リ スト

開始アドレス

表示行数
． ． ． 

後続 カーソルタイプの設定 ・ーー

入力 AH=lOH 
AL bitO：プリンク有／無

割腹能 カーソルの表示開始 ・－

入力 AH=llH 

4・能 カーソルの表示停止 ・ーー

入力 AH=l2H 

織能 カーソル位置の設定 ・－－

入力 AH=l3H 
DX＝カーソJレアドレス

後向島 フ方ントバターンの読み出し ・ーー

入力 AH=l4H 
BX＝ノ〈ッファセグメントアドレス

CX＝ノ〈ッファ オフセットアドレス

DX＝文字コード

漢字： JISコード

ANK6×7 : OOXXH 
ANK7×11 : 80XXH 

相良能 ライトペン位置の銃み出し × 

入力 AH=l5H 

出力 AH bitO：押下無／有

DX＝アドレス
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従来観橿でのBゆSコマンド PC司鈍LT

4陵情E テキスト VRAMの初期化 ＠ー

入力 AH= 16H 
DH＝アトリビュー ト

DL＝文字コード

後能 ブザーの起呼 × 

入カ AH= 17H 

担豊能 ブザーの停止 × 

入カ AH =18H 

様能 ライトペン押下状態の初期化 × 

入力 AH=l9H 

相良能 ユーザ一文字の定義
・－－

入力 AH=lAH 
BX:oノ〈ツブアセグメントアドレス
ex：；ノ〈ッファ オフセットアドレス
DX :o登録コー ド

7621～767EH 
7721～777EH 

後能 KCGアクセスモー ドの段定
・－

入力 AH :o lBH 
AL= 1：ドットアクセス

o：コードアクセス
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第li質 問OS観税

RS-232C BIOS (INT 19H) 

' ' -. 従来犠種でのBIOSコマンド . ' PC－鈍 LT
-rl『＇ －，吊』7品.－h..~.－

相良能 RS-232Cの初期化
.___ 

入力 AH=OOHまたは OlH(XON/XOFF) 
AL＝トランスファレー ト

CH =8251モー ド

CL =8251コマンド

DX＝受信バッフアワード数

ES＝受信バッファセグメントアドレス

DI ＝受信バッファオフセットアドレス

BH＝送信時タイムアウト時間

BL＝受信時タイムアウト時間

出力 AH＝リターンコード

後俊 受信データ長の取得 ・ーー

入力 AH=02H 

出力 AH＝リ ターンコード

CX＝受信データワード数

相隆能 データの送信 ・ーー

入カ AH=03H 
AL＝送信データ

出力

AH＝リターンコード

相隆俊 データの受信 φーー

入力 AH=04H 

diカ AH＝リターンコード

CH＝受信データ

CL＝受信時ステータス

相良能 8251へのコマンド出カ ‘ーー

入力 AH=05H 
AL =8251コマンド

出力 AH＝リターンコード

割良能 ステータスの取得 ... ・

入力 AH=06H 

出カ AH＝リターンコード

CH =8251ステータス

CL＝モデムステータス
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第2部 PC-98し丁編

プリンタBIOS(INT 1AH) 

・・－・・a』』 幽』畠A」a Lι－ - ーー』－一a』巴』

従来檀置でのBIOSコマンド
ー－ー回，・－－ d晶』．「 -・ ・－ι 」邑晶ー

PC-981..T 

復調E プリンタBIOSの初期化 争ー

入力 AH=lOH 

出力 AH bitO：データ送信可
bitl：タイムアウト

割隆俊 データの出力 今 ーー

入力 AH=llH 
AL＝印字データ

出力 AH bitO：出力演／BUSY
bitl：タイムアウト

彼自E ステータスの取得 -
入力 AH=l2H 

出力 AH bitO：データ送信可能

bitl：タイムアウト

相良能 データの出力（緩数バイト） ．四ー

入力 AH=30H 
ES＝ノ〈ッファセグメントアドレス
BX＝ノ〈ッファ オフセットアドレス
CX＝データ長

出力 AH bitO：米出カデータ有／無
BX＝米出カデータのオフセットアドレス
CX＝朱出力データ長
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従来復種でのBIOSコマンド

入力 AH＝コマン ドコー ド

×OH : NOP（シーク）

×IH ：ベリファイ

×2H・診断のための読み出し

×3H・初期化

×4H .センス

×SH・データの密き込み

×6H：データの続み出し

×7H : 1）キャリプレイト

×9H：デリーテッ ドデータの書き込み

×AH: IDの続み出し

×CH：デリーテッドデータの読み出し

×DH：フ坤ーマ y ト

×EH：セットオペレーションモー ド

×FH：リトラクト （HDのみ）

DISK BIOS (INT 1BH) 
PC－鎚LT

+-

AL=DA/UA 
F×H : 640KBIF 
7×H : 640KBIF 
9×H : IMBIF 
l×H : IMBIF 
OOH : HDIF 
80H : HDIF 

BX＝データ長

CH＝セクタ長

CL＝シリ ンダ番号

DH＝ヘッド番号

DL＝セクタ番号

ES＝データノ〈ッファセグメントアドレス

BP＝データバッファオフセットアドレス

IMモード

640Kモー ド

IMモード

640Kモー ド

相対アドレス

物理アドレス

・－－

↑
×
×
×
×
 

・－－

出カ CF＝異常／正常

AH＝ステータス

O×H ：正常， READY 
l×H : CONTROL MARK, 

WRITE PROTECT 
2×H : OMA BOUNDARY 
3×H : END OF CYLINDER 
4×H . EQUIPMENT CHECK 
5×H : OVER RUN 

6×H : NOT READY 
7×H : NOT WRIT ABLE 
8×H : ERROR 
9×H : TIME OUT 
A×H : DAT A ERROR (ID) 
B×H: DATA ERROR (DATA) 
C×H: NO DATA 
D×H : BAD CYLINDER 
E×H : MISSING ADDR. MARK 
F×H : MISSING ADDR. MARK 

注.PC-98LTでは， MOTOR ON/OFFを行うために，DA/UA は640KBIFに周定されている．

・－－
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タイマBIOS(INT 1CH) 

従来種種でのBIOSコマンド PC寸褐LTF 司

相良能 B付 ・時刻lの続み出し ‘F・

入力 AH=OOH 
ES＝データバッファセグメントアドレス

BX＝データバッファオフセットアドレス

出力 ES : BX-+ 
年

月 曜 月 ・曜のみ16進
日 他IiPACKED DECIMAL 

時

分

秒

H-NIBLEL-NIBLE 

相良~ 日付・時刻lの設定 ＠圃・

入力 AH=OlH 
ES＝データバッファセグメントアドレス
BX＝データバッファ オフセy トアドレス

相良能 インターパルタイマの設定 +-

入力 AH=02H 
CX＝インターパルタイマ｛直

ES＝タイムアウトの戻り番地セグメント

BX＝タイムアウトの戻り番地オフセット
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グラフィックBIOS(INT 1 DH) 

PC-98LTのグラフ イツク BIOSは，PC-9800シリーズ従来機種のグラフ LIOに相当する機能を提供

するものである．ただし PC-98LTには，表示モードとして従来犠種の640×400ドット，モノクロモー

ドに相当するモード 1種類じか存在しない．したがって，色と しては白と黒の2種類しか使用できず，

パレットなども存在しない．

．呼び出し...・H ・..INT 1DH 

グラフ LIOは，コマンドごとに INT番号が対応し，LIO使用前に INTベクタにエントリポイントを

セットしていた.PC-98LTのグラフィック BIOSは， AHレジスタにコマンドをセッ卜したうえ，すべ

てINTlDHによって呼び出すようになっている．

・パラメータリスト・H ・H ・・・OS: 0020H 

PC-9800シリーズ従来機種のグラフLIOでは，パラメータリストのアドレスを OS:BX によって与

えており，各パラメータは，ステートアドレスからの相対アドレスによってアクセスしていた．

PC-98LTのグラフィック BIOSでは，ノ寸ラメータリストは OS:0020Hからであり，オフセットアド

レスそのものは固定されている．

・コマンド
PC-98LTにはカラーパレットの機能がないため，グラフ LIOのGCOLOR2に相当するコマンドはな

しに

．入力パラメータ

PC-98LTのハードウェアの相違のため，以下のコマンドで入力パラメータに変更が加わった．

ビューポート領域の初期化

画面モード，画面スイッチ，アクティプ画面，ディスプレイ画面の指定がない．

フォアグラウンドカラー，パックグラウンドカラーの般定

ボーダーカラーの指定がない．

画面イメージの復帰．日本簡の描画

パックグラウンドカラー，フォアグラウンドカラーの指定がない．
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CRT BIOS 

CR丁目OS概説

eCRT BIOS機能一覧（INT18H) 

タ一ぽ
一

H
H
H
H
H
H
H
H

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

一、一
A
B
C
D
E
F
0
1
2
3
4
5

6
7
8
9
A
B

L
V

－h
u
n
U
A
U
A
U
A
U
A
U

，A
2
A
$
i

’A
’k
z
i

’A
’l
’A
’l
’A
’A 

H

－
 

A

－
 

檀能 ．考

ム
t込。
ム。。。。。。。
× 。
× 

× 

× 。。
新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

CRTモードの設定

CRTモードのセンス

テキスト画商の淡示開始

テキスト画商の淡示停止

lつの表示領滅の段定

綾数の表示領繊の設定

カーソルタイプの設定

カーソルの表示開始

カーソルの淡示停止

カーソル位置の設定

フォントパターンの読み出し （16ドット）

ライトペン位置Eの読み出し

テキストVRAMの初期化

ブザーの起時

ブザーの停止

ライトペン押下状態の初期化

ユーザ一文字の定義 （16ドット）

KCGアクセスモードの訟定

21H ｜メモリスイ ッチの続み出し

22H lメモリスイッチの轡き込み

25H ｜エミュレーションVRAMの確保 （AL=OOH) 

25H lエミュレーションVRAMのアドレス情報の取得 （AL=OlH)

26H ｜エミュレーションVRAM上のテキストの表示

27H l領域のスクロール

28H l一文字の表示

0：従来機種 （ノーマルモード）と問機 ×：サポートせず ！：：：.：機能変更

AH=OAH～lBHについては「第 l部第3章 CRTBIOS」参照のこと．
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CRT BIOSコマンド

INT 18H 

AH=21H 

｜ 機能 ｜

メモリスイッチの読み出し
[Read Memory Switch] 

AH=21H 

AL＝スイッチ番号（1～8)

DL＝メモリスイッチの内容

指定されたメモリスイッチの内容を読み出す．

PC-9800シリーズのメモリスイッチ SWl～SW8に相当する．

INT 18H ！メモリスイッチの書き込み
AH= 22H I [Write Memory Switch] 

「 機 Ii~ -1 

392 

AH=22H 

AL＝スイッチ番号（1～8)

DL＝スイ ッチデータ

なし

メモリスイッチの内容を書き換える．



INT 18H 

AX=2500H 

｜ 機能 ｜

｜ 解説

第2・CR丁目108

エミュレーションVRAMの確保
[Set Emulation VRAM Address] 

AX=2500H 

CX＝テキストコード領域の大きさ

DX＝エミュレーション VRAMのセグメ ントアドレス

なし

PC-98LTはテキスト VRAMをもたないが，仮想、VRAMを確保することによ り

他の PC-9800シリ ーズとソフトウェアの互換をとることができる．

エミュレーション VRAMは次のような構造になる．

テキストコード領娘

（ー画面分約4KB) 

テキストアトリビュート領娘

（一画面分 約4KB) 

なお MS-DOSの下では，CX=IOAOHとしてあらかじめエミュレーション

VRAMが確保されており，次のようなレイアウトになっている.MS-DOSに

よって確保されているエミュ レーション VRAMのセグメントアドレスは「エ

ミュレーションVRAMのアドレス情報の取得 AX=250IH］によって取得でき

る．

。
。0000 0002 

OOAO OOA2 

80ワード

25 1000 

。
。IOAO IOA2 

80ワード

25 20AO 

2 

0004 

OOA4 

2併す
会

テキストコード領峻

2 

10A4 

26行

ーアト リビュート領域

78 79 

009C 009E 

013C 013E 

I09E 

78 79 

l l 3C ll3E 

213E 

注： VRAM上では I画面分の行歓としてお行とられている．
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文字コート表現 ｜ 

394 

VRAM上での文字コー ドの表現は次のように行う．

ANK 

015・…・…....・ H ・－－ ....・H ・－－…－……08 07・・ H ・H ・－－…・…… ・…・ －…………. DO 

。 。 H L 

i侭J：を｛夜Jllしない場合l.t0 文7：コード

棟準漢字

015 －………… ー…－一 －・ … …・… . 08 07 m…・……・……・・…・…・・ ....・H ・.DO 

日 口
JISコー ド第2バイト

~fl実JII 

JISコード第 l’〈イトから

初日会づい、たらの

j侭t：のl.1：／イi
0 : J,:f則 l；イi側

漢字の VRAM上の表現は4バイ トで行われる．すなわち次のような形式である．

015・・ H ・H ・－－－ …・…・07・……………・DO 015…一……－……・..07・・……...・ H ・...DO 

臼
X ：未使用｛不定）

日 巴 日

ユーザ一定磁文字

015… …H ・H ・－…一一－…・…・・…........08 07 民一……H ・H ・－－－…－－…….....・H ・.DO 

日
却H～7FH

米使用

tl: : 76Hから20HをヲlL、た自立

口
76H-20H悦｝

77H-20H 

調車字の1.r.／証i

0：左側 l：右側

ユーザー義文字の VRAM上の表現は4バイ トで行われる．
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｜ アトリヒユ十」 アトリビュートは画面上の lキャラクタを修飾するための 16ピット情報である．

他の PC-9800シリーズでは8ピットの情報であるが，PC-98LTでは 16ピットに

拡強されている．

1・

07 06 05 04 03 02 DI DO 

G R B VL UL RV BL ST 

~!4!111 : （・約

ぷ示アクティブビット（ii:)

O：ノー？ル

｜ Lーシー クレ ット（0で有効｝

L一一一一 ブリンク（サポートぜず｝

リパース（ Iで有効｝

l：アクテ ィブ

i I：：このビ ＂＂／トは ．ファンクション26H使Ill時のみ合切jとなる．

フ7ンクション26Hl;t，このピットがアクティプ（1）となっているテキストのみを

コンソールへ出）Jする．その後このビットをノーマル（0）へ泌す．

アンダーライン（ Iで干j＂効）

，，ーチカルライン（ 1で布効）

似）（）以外J;.11~

INT 18H エミュレーションVRAMのアドレス情報の取得
AX=2501H 

機 能 ｜

[Get Emulation VRAM Addrres] 

AX=2501H 

CX＝テキストコード領域の大き さ

DX＝エミュレーショ ンVRAMのセグメントアドレス

「エミュレーションVRAMの確保 AX=2500H」によって確保されたエミュ

レーション VRAMのセグメントベースアドレスとその大きさを取得する．
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INT 18H 

AH=26H 
エミュレーションVRAM上のテキストの表示
[Text Display] 

｜ 入力 ｜

｜ 機能 ｜

AH=26H 

なし

アトリビュート情報の表示アクティプピット（第 15ピット）がアクティプ（1）に設

定されているテキストをスクリーンに表示する．その後このアトリビュートはす

べてノーマル（0）に戻される．

PC-9800シリーズ用ソフトウェアのうち， テキスト VRAMを直接アクセスして

いるソフトウェアは本コマンドを使用することによって移植が可能である．ただ

し本コマンドをスクリーンへの一文字出力に利用することは，処理スピードの点

で適切ではない．画面全体を曹き換える処理などに適する．

M
U
 

制
一
幻

則
一
一hA

 

領減のスクロール［Scroll]

396 

AH=27H 

AL＝スクロール軸

00：クリア

01 : y軸方向（垂直スクロール）

02: x軸方向（水平スクロール）

BL＝スクロールピッチ

CH＝スクロール行数

CL＝スクロール文字数

DH＝パディングするアトリビュー ト

DL＝パテ・ィングする文字コード

SI＝スクロール起点

DF＝スクロール方向

スクロール起点は，DF=OのときスクローJレエリアの左上位置を， DF=lのとき

スクロールエリアの右下位置をエミュレーションVRAM内のオフセットアドレ

スとして指定する．



第2M CRT BIOS 

なし

機能 ｜ 指定された領域をスクロールする．

｜ 解説 ｜ スクロール軸の指定により，以下のよ うな動作が可能である．

AL=OOH スクロールエリア全体を，DH,DLレジスタにセットされた文字でう

める．

25 

25 

AL=OlH 垂直方向にスクロールする．

加

スクロール文字It

スクロール行歓

ABCD 

E令

スクロール方向
DF= 0 ↑ 

OF= 1 ↓ 

AL=02H 水平方向にスクロールする．

加

スクロール文字歓

スクロール行It cや
COE 

FGH 

司．..’ ABCD 

スクロールピッチ

' －・·~咽

COE 

FGH 

～ 

スクロール方向。1F=O ←

DF= 1 司

バデ ィング

する領域

バディング

する領減

スクロール
ピッチ
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INT 18H 

AH=28H 一文字の表示［DisplayCharacter] 

l 機能 ｜

I 表示位置 ｜ 

文字コート ｜ 

398 

AH=28H 

AL＝アトリビュート

BX＝表示位置（VRAM上のオフセットアドレス）

DX＝文字コー ド

DF=O(INTを行う前に設定する）

なし

スクリーンの指定された位置に一文字表示する．

表示位置は，エミュ レーション VRAM内のオフセットアドレスとして指定する．
なおオフセットアドレスは，以下の式で計算される．

オフセット＝ROW×OAOH+COLUMN×2

RO¥V (0-24) 

COLUMN CO～79) 

1バイト文字の場合

DH=80H 

DL=JISコー ド

リ「コQ
U
 

T且
冒
E
J

合

一F

織

内

の
し
U

l
z

＝
 

イ

x

－パ

D

司
ζ
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辞書アクセス

辞書アクセス概説

PC-9800シリーズによる文節変換辞書はフロッピーディスク上のファイルとして提供されているが，

PC-98LTではこれに相当する辞曹を ROMとして本体内にもっている．また，ユーザー単語登録や学習

機能を実現するため，本体内にパックアップRAMが用意されている． 

・辞書アクセス機能一覧（INT1FH) 

AHレジスタ
． 

相良 能
、

AOH 初期化

AlH 見出しのサーチ

A2H 漢字表記の読み出し

A3H システム標滋辞書．ユーザ－.ltl語辞容の学智

A4H 学習ページのサーチ／読み出し

A6H ユーザー単語辞轡への登録 （AL=OOH)
A6H 学習ページへの1t1賠登録（AL=80H)
A7H ユーザー単語辞書内の削除 （AL=OXH)
A7H 学習ページ内の削除（AL=8XH)
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・辞書ROMの情造

PC-98LTの本体内に用意されている辞書は，次のように3つの部分から構成されている．

辞書

400 

町川エリア一一システム標準辞書（READONLY) 

RAMエリア

PC-9側 シリーズに用意されている文節変換辞書とほぼ同じもの

（郵便番号による住所辞書は無い）をROMとして持っており，

高速に辞書アクセスを行うことができる．なお，直前に呼び出し

た漢字を，次の呼び出し時に最初に呼び出すための学習機能が用

意きれている．

ユーザー単蹄辞書

ユーザーが単賠の登録，読み出し，削除することが可能なエリア．

大きさは約BKバイト，ノ〈ッテリパックアップされているため，

電源断時でも，その内答は保持されている．

学習ページ

学習ページは特殊な辞書で．前述のユーザー単舘辞書と同様，

登録，読み出し，削除が行えるが，本来フロントエンドプロ

セッサ等のドライパプログラムが日本語変換の効率アップを

計るために使用する．大きさは約2Kバイト．
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・各辞書と機能

システム銀準.. ユーザー単... 学習ページ

ヨE司鮮の量. × 。 。
同省の漢字の追加 × 。 オーノ〈ーライト

灘字の臨み出し 。 。 。
漢字の削除 × 。 。
E隆み出し順 FIFO LIFO 

o.可能 ×：不可能

・各辞書とBIOS呼び出しの関係

後能 ファンクショシ システム.... ユーザ単・書事． 古学習ページ

初期化 OAOH 。 。 。
サーチ OAlH 。 。 × 

続み出し OA2H 。 。 × 

学習 OA3H 。 。 × 

サーチ／読み出し OA4H × × 。
登録 OA600H × 。 × 

登録 OA680H × × 。
削除 OA70XH × 。 × 

削除 OA78XH × x 。
X=lまたは2 o：対象 ×：非対象

・漢字表記のバッファ

漢字表記の読み出し，登録，削除を行う場合は，DS: DXに漢字表記のパッファのアドレスを格納し

ておく．漢字表記のパッファは，最大 36パイトの長さをもち，次のような構進である．

演字表記のバッファ

品開情報 漢字表記の 漢字表記

長さ （シフ トJIS)

｜← 2バイト→← 2バイト→ 最大32バイト
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品伺情報

品詞情報は次のようになっている（学習ページアクセス時も同様）．

OOXOH：表示選択

01X2H：連体詞

02X2H：感動詞

04X2H：接続詞

08X2H：副詞

10X2H：形容動詞

20X2H：形容調

40X2H：サ変活用

80X2H：名調

01X4H：動詞カ行5段活用

02X4H : ！動詞ガ行5段活用

03X4H : ！動詞サ行5段活用

04X4H：動詞タ行5段活用

05X4H：動詞ナ行5段活用

06X4H：動詞ハ行5段活用

07X4H：動詞マ行5段活用

08X4H：動詞ラ行5段活用

09X4H : ！動詞ワ行5段活用

OAX4H：動詞 l段活用

OBX4H：動詞サ行変格活用

OCX4H：動詞カ行変格活用

02X8H：商品名

04X8H：建物名

08X8H：会社名

10X8H：団体名

20X8H：地名

40X8H：名前

80X8H：名字

Xは， 読み出し機能実行時に ROM/RAMエリアのどちらから読み出されたかを示す．

X=O: RAMエリア

X=l: ROMエリア

er見出しのサーチ AH=A1HJ, r漢字表記の読み出し AH=A2HJの使い方

次のフローにしたがって使用する．

402 

見出しのサーチ OAlH

if (Found) { 

演字表記の観み出し OA2H 

While(Not End of Data) 

漢字表記の観み出し OA2H 
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辞書アクセスコマンド

INT 1丹4

AH=AOH 

｜ 機 能 ：

ト INT1丹4

初期化

AH=AOH 

AL＝学習機能スイッチ

80H：学習無し

OOH：学習有り

AL=080Hで初期化が行われた場合，後述の「システム標準辞書，ユーザー単語辞

書の学習 AH=A3H」による学習は無効となる．

CF=O 

辞魯アクセス機能を使用するにあたり．初期化を行う．

AH=A1H 見出しのサーチ

｜ 機 能 ｜

AH=AlH 

ES: BX＝見出しのパッファ（16パイト）

パッファには英数カナ lパイトコードにより見出しを格納しておく

CX＝見出しの長さ（最大 16パイト）

CF＝実行結果

1 : Not Found 

0 : Found 

システム標準辞書およびユーザー単語辞書に，指定された見出し（ANK文字列）

に対応する漢字列があるかどうかを調べる．

このコマンドはサーチのみを行い，実際の漢字の読み出しは「漢字表記の読み出し

AH=A2H」を使用する．
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INT 1FH 

AH=A2H 

ト吟 －~＝J 

INT 1丹4

AH=A3H 

｜ 織能 ｜

404 

漢字表記の読み出し

AH=A2H 

OS: DX＝漢字表記のパッファ（36バイト必要）

CF＝実行結果

1 : End of Data 

o：正常終了

「見出しのサーチ AH=AlH」によって見つけ出された漢字列を実際に読み出

す．

同音の漢字列については．本コマンドを Endof Dataとなるまでコールすること

によって統み出される．

システム標準辞書，ユーザー単語辞書の学習

AH=A3H 

なし

システム標準辞密およびユーザー単語辞書について，直前に「漢字表記の読み出し

AH=A2H」で読み出された漢字列を，次回読み出しときに最初になるようにセッ

トする．

「漢字表記の読み出し AH=A2HJ~·こ続いて実行すること．



第3宣言 n・アクセス

附T1附

AH=A4H 
学習ページのサーチ／読み出し

｜ 機能

AH:;A4H 

ES: BX＝見出しのパッファ

CX＝見出しの長さ

DS: DX＝漢字表記のパップア

CF＝実行結果

l : Not Found 

0 : Found 

学習ページ内より指定された見出し（ANK文字列）に対応する漢字列をさがし，

漢字表記列を読み出す．

学習ページには，同音の漢字列は複数登録されず，オーパーライ トされるため，

一つの見出しに対応する漢字表記列は一つに限られる．

uH 
n
U
 

H
一
ゆ

F
r

一F
F」

刊
一

A

W

一一一
V
八A

 

ユーザー単語辞書への登録

機能 ｜

AX=A600H 

ES: BX＝見出しのパッファ

CX＝見出しの長さ

DS: DX＝漢字表記のパップア

CF＝実行結果

l：オーパーフロー

o：正常

見出しのパッファに ANK文字列を，漢字表記のパッファに漢字表記の情報を

セットしてコールし，ユーザー単語辞書への登録する．同音漢字の登録も可．
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INT 1FH 

AX=A680H 学習ページへの単語登録

l機能 ｜

AX=A680H 

ES: BX＝見出しのパッファ

CX＝見出しの長さ

OS: DX＝漢字表記のパップア

なし

見出しのパッファに ANK文字列を，漢字表記のパッ ファに漢字表記の情報を

セットしてコーIレし， 学習ページへ単語の登録を行う．

同音の漢字表記列がある場合はオーバーライトされる．なお，学習ページが

FULLになった場合，古いものが自動的に削除される．

M
H
 

X
 

剛
一

m
n
一A

則
一
一一V

A
 

A
 

ユーザー単語辞書内の削除

｜ 機能
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AH:=A7H 

AL=OlH：指定された読み，漢字表記で削除

02H：指定された読みで削除（同音語をすべて削除）

ES: BX＝見出しのパッファ

CX＝見出しの長さ

OS: DX＝漢字表記のパッファ（AL=OlHの場合のみ）

CF＝実行結果

l：削除不可

o：正常終了

ユーザー単語辞書から指定された方法で漢字を削除する.AL=OlHのとき指定

された読み，漢字表記に対応する一つの漢字の削除を行い，AL=02Hのとき指定

された読み（同音語を含む）で複数の削除を行う．



削T1FH

i学習ページ内の削除
AX=A78XH 

｜ 機能 ｜

AX=A・781H 

ES: BX＝見出しのパッファ

CX＝見出しの長さ

DS: DX＝漢字表記のバッファ

CF＝実行結果

1：削除不可

o：正常終了

学習ページ内の指定された読み，漢字表記の漢字を削除する．

第3・ 8草・アクセス
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第 章

グラフィックBIOS

ク‘ラフィックBIOS概説

．グラフィックBIOS機能一覧（INT1DH) 

AHレジスタ 犠 割色

OOH グラフイ ックの初期化 GIN IT 

OIH ビューポート領員長の初期化 GSCREEN 

02H 情画領~の指定 GVIEW 

03H フ才アグラウン ドカラー．パックグラウン ドカ ラーの設定 GCOLOR 

05H 拙画領械のクリア GCLS 

06H ドットのg惨さ込み GPSET 

07H 直線， 矩形の錨画 GLINE 

08H 同．術円の術画 GCIRCLE 

09H 指定色による塗りつぶし GPAINTI 

OAH タイルパターンによる塗りつぶし GPAINT2 

OBH 岡商イメージの格納 GGET 

OCH 画面イメージの復帰 GPU1' 

OOH U本需の俗画 GPU1' 2 

OEH 画面イメージの移動 GROLL 

OFH ドットの色情報の取得 GPOINT 

・機能と位置付け

PC-98LTでは，グラフイツク表示用のVRAMを32Kbytesを有している．グラフ ィック BIOSでは，

VRAM fこ対する図形の描画や表示を容易に実現するために，以下の機能を提供している（ノーマルモー

ドのグラフ LIOの機能に相当する）．

－図形描画機能

直線，四辺形，楕円，領域の塗り つぶし等の基本的な図形の描画を，統一的な論理座標系によるイ

ンターフェイスのもとに実現する．

－画領場制御機能

図形等を描画する領域の制御を行う．
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第2部 PC-98しTli

PC-98LT内のグラフィック BIOSの位置付けを以下に示す．

PC-98LTでは，グラフィック BIOS，キーボード／CRTBIOSがVRAMを共用するため，使用上の
注意が必要である．

グラフィック BIOSはCRTBIOSとの問で矛盾が起こらないように，VRAMに対してアクセスを
行っている．そのため，利用者がグラフィック BIOS使用時に関係なく直接VRAMにアクセスすること
により，CRTBIOSとの聞に矛盾が生じることがあるので細心の注意を払わなくてはならない．
一般に，グラフィック BIOS使用時は，利用者はグラフィック BIOSおよびCRTBIOSを通してのみ

VRAMへアクセスするのが望ましい．利用者が直接VRAMへのアクセスを行う場合には，グラフイツ
クBIOS,CRT BIOSの管理情報と矛盾を生じない様に注意するだけでなく ，ハード上の制約事項も十
分に熟知している必要がある．

本書において，描画に使用される色を指定する番号が，OOHのときはブラック，OlHのときはホワイ
トになっているが，表示装置によってはそうでない場合もある．

・利用者とのインターフェイス

グラフィック BIOSでは，VRAMに対するアクセスは論理的な形で指定する．

－表示モード

モノクロの640×400のみ．

・アクティブページ．ディスプレイページ

l画面分の VRAMしかないため，ページの指定はできない．
．論理座標系

図形描画時の座標指定は，ディスプレイ画面左上を原点とした，以下の整数系（ー32768～32767）座
標による．

｛最小一32768)

(0,0) 

（品小ー32768) X（級大32767)

ディスプレイ舗面

（日9.399)

y (JN大32767)

指定座標値は， 一32768～32767の範闘を取ることが可能だが，実際に描画が行われ，表示が可能なの
は，ディスプレイ画面内の領域のみである．また，ビューポー トエリアの設定によ り，描画領域を制御
することが可能である．
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第4• グラフィック BIOS

・作業媛

グラフィック BIOSでは，各機能実現のため，3種類の作業域を必要とする．第1の作業域は，各機能

を過して共通に参照する情報を格納するための領域であり，その領域は利用者がグラフィック BIOSを

使用している限り，常に保証されなければならない．第2の作業域は，利用者がグラフィック BIOSに

パラメータを受け渡すために使用される領域である．第3の作業域は，各機能を実現する際にのみ使用

される作業域である．

上記作業域は，グラフィック BIOS呼び出しときのDSレジスタを基に参照される．

以下にその配置を示す．

民一＋
グラフィ ァクBIOS
ucw 
(32BYTES) 

，ぐラメータリスト

(32BYTES) 

グラフィックBIOS
WORK AREA 
(512BYTES) 

栴I.l・tアドレス

一一 Oli
グラフィ ックBIOS利JH•ll(;t it.に
保2正する必要がある作業成

一一 020H
利川名・からの，fラメータの受け

渡しに使HJされる作業域

一一 040H
グラフィックBIOS各機能呼出し

時に使用される作業成

一一 240H

また，グラフィック BIOSは，機能実現のため，スタックを使用する．使用するスタックの大きさは．

グラフィック BIOS部で64バイトであり，利用にあたっては，十分なスタックエリアを準備する必要が

ある．

使用方法

グラフィック BIOSの機能を利用する際の使用方法および制約事項等を以下に述べる．

・初期段定

グラフィツク BIOSの使用にあたっては，各種資源の初期設定が必要であり，利用者は必ず「グラ

フィックの初期化 AH=OOH」を呼び出さなければならない．この時， DSに前節で述べた作業を示すア

ドレスを設定することによって，作業域に各変数が割り当てられ，初期化される．また， SPには，64バ

イト以上の使用が可能なように，スタックアドレスを設定しておかなければならない．

以降，グラフィック BIOSの各コマンドを呼び出す際には，DSは「グラフィックの初期化 AH=

OOH」で指定したアドレスと同一に設定されていなければならない．
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・呼び出し

グラフィック BIOSの各コマ ンドを呼び出すときには，以下のように行うこと．

① DSに， 「グラフィ ックの初期化 AH=OOH」の呼び出し時DShこ設定したものと同ーのアドレスを
設定する．

②必要ならば，入力条件をレジスタ，あるいは指定領域に設定する．

③グラフィック BIOSで使用可能なスタックアドレスを SS,SPに設定する．

④各コマンドに対応する AHの値を入力 し，INTlDHによ り呼び出す．

・出力条件

グラフィック BIOSからのリターン時は，AXレジスタ以外の全レジスタが保証される.AHレジスタ
には処理結果が格納され，意味は次の通りである．

AH • ー象' . 
OOH 処理正常終了

OSH 不正呼び出し （現状態では処理不可）

06H 演算オーバーフ ロー（GCIRCLEのみ）

07H 一時作業員量不足による処理中断（GPAINTl.GPAINT2) 
FFH 指定したファンクション番号に対応する織能が存在しない

・注意事項

・グラフイツク BIOSの処理中は，外部割り込み可の状態になっている．

・グラフィック BIOSの各コマンドは，必ずシリアルに呼び出さな砂ればならない．
・指定された入力条件以外の値を設定してグラフィック BIOSを呼び出した場合，結果は保証されな
u、

・グラフィック BIOSでは，比較的時間のかかる描画処理を行っている際に，描画処理の中断を可能
とするために， 一定処理ごとに「グラフィックの初期化 AH=OOH」で渡されたアドレスに対して
Far Callを行っている．したがって，利用者はこのアドレスに何らかの対応するルーチン（Far
Ret: OCBHのみでもかまわない）を置かなければならない．このアドレスに置かれるルーチンは，
次のインターフェイスを守らなければならない．

セグメントレジスタも含め，全レジスタを保証しなくてはならない．

このルーチンから，再びグラフィック BIOSのコマンドを呼び出してはならない
グラフィック BIOSコマンドが使用している作業域を破壊しではならない．

グラフィック BIOSの管理資源（VRAM）の状態を変更しではならない．

ただし，グラ フィック BIOSの処理続行が不要な場合には，グラフィック BIOSコマンドに制御を
戻す必要はない．

・グラフィック BIOSを呼び出すときは，カーソJレを消しておく必要がある．
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グラフィックBIOSコマンド

U
H
 

1

0

 

日
一

o
h

一一一
刷
一

HA
 

ク‘ラフィックの初期化［GINIT]

（ 機能 ｜

［~： －－~＝： _ l瓦 ｜

AH=OOH 

DS＝作業域のセグメントアドレス

'Y I~ラメータ

アドレス 属性 司E ー象 ． 

0020H WORD 中断処理ルーチン オフセットアドレス

0022H WORD 中断処理ルーチン セグメントアドレス

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

グラフィック BIOSの初期設定を行う．グラフィック BIOSの使用に際しては．

必ず本機能によりグラフィック BIOSで使用される作業域の初期化をしな砂れば

ならない．

・ビューポートエリアの初期値は，（0,0）ー（639,399）である．

・フォアグラウンドカラー／パックグラウンドカラーの初期値は，それぞれブラッ

ク／ホワイトである．

• r円，楕円の描画 AH=08HJ，「指定色による塗り つぶし AH=09HJ，「タイ

ルパターンによる塗りつぶし AH=OAH」，「画面イメージの復帰 AH= 

OCHJなどの比較的処理の長い機能において，途中で処理を中断させるために，

一定の間隅で中断処理ルーチンが呼ばれる．そのため中断処理ルーチンを作成

し，アドレスを設定しておかなければならない．これは，中断させる必要がな

い場合でも，なんらかのJレーチンを指していなければならない．
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INT 1Dt:I 

AH=01H 

｜ 機能 ｜

INT 1DH 

AH=02H 

機能 ｜

｜ 注芯 1

414 

ビ‘ューポート領域の初期化［GSCREEN]

AH=OlH 

OS＝作業域のセグメントアドレス

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

ビューポー ト領域を初期値（0,0）一（639,399）設定する．

錨画領繊の指定［GVIEW]

AH=02H 

DS＝作業域のセグメントアドレス

Vパラメータ

アドレス 属性 怠 ’t 
-. ！－『~·，..r

0020H WORD 描画領竣左上X座標（0～639)

0022H WORD 錨画領減左上y~標 （ 0～399) 
0024H WORD 描画領波右下X座標（0～639)

0026H WORD 箔画領域右下Y座標（0～399)

0028H BYTE 箔画領域内を愈りつぶす色
OOH：ブラッ ク
OlH：ホワイト
FFH：＇塗りつぶしを行 わない

0029H BYTE 描画領域の外枠を描画する色
OOH：ブラ ック
OlH：ホワイト
FFH：；枠の描画を行わない

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

ディスプレイ画面内の描画領域を設定する．また．描画領域の塗りつぶし，外枠
の描画を行う．本機能呼び出し後は，グラフ ィッ クBIOSの描画機能を使用して
ディスプレイ画面に図形の描画を行う場合は，すべてこの描画領域内にのみ反映
される．

左上の X座標およびY座標は，右下のX座標およびY座標よりはそれぞれ小さ

くなくてはならない．



第A章グラフィック BIOS

INT 1DH 

AH=03H 
フォアグラウンドカラー，
パックグラウンドカラーの設定［GCOLOR]

｜ 機能 ｜

AH=03H 

DS＝作業域のセグメントアドレス

... ，~ラメータ

アドレス 属性
' ..』γ『， ’~ • • 司除

’ 

0020H BYTE ノ〈ックグラウンドカラー

OOH：ブラック

OlH：ホワイ ト

FFH：変更せず

0021H BYTE フォアグラウンドカ ラー
OOH；ブラ ック

OlH：ホワイト

FFH：変更せず

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

・フォアグラウンドカラー，パックグラウンドカラーを指定する．

・フォアグラウンドカラーは，グラフィック BIOSの描画機能を使う際に，色が

省略されたときに用いられる色である．パックグラウンドカラーは，「描画領域

のクリア AH=05HJや「ドットの書き込み AH=06HJ（描画色省略時），に

おいて使用される色である．

M
H
 

1
5
 

日
一

o
m一
憎A

 

描画領爆のクリア［GCLS]

l機能 ｜

AH=OSH 

DS＝作業域のセグメントアドレス

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

描画領域をパックグラウンドカラーで塗りつぶす．
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INT 10H 

AH=06H 

アドレス

0020H 

0022H 

0024H 

持~ J 

｜ 注意 ｜

416 

ドットの書き込み［GPSET]

内部割り込みコード ＝lDH

AH=06H 

AL＝動作モード

OlH：色が省略された時，フォアグラウンドカラーを使用する．

02H：色が省略された時，パックグラウンドカラーを使用する．

DS＝作業域のセグメントアドレス

Vパラメータ

属性 ’E 
ー家

WORD セットするドットの位置を示すX座標値（一32768～32767)

WORD セットするドットの位置を示すY座標値（－32768～32767)

BYTE セットするドットの色
OOH：ブラ ック
OlH：ホワイト
FFH：省略

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

描画領域内の指定座標点にドットをセットする．

描画領域外の座標を指定した場合は，描画を行わずに正常終了する．



第4重量 グラフィック BIOS

INT 1DH 

AH=07H 
直線，矩形の描画［GLINE]

AH=07H 

DS＝作業域のセグメントアドレス

Vパラメータ

アドレス 属性 憲 ー家
、

0020H WORD 箔画開始点X＠棟他（ー32768～32767)

0022H WORD 箔画開始点Y座標値（－32768～32767)

0024H WORD 翁画終了点X座標値（ー32768～32767)

0026H WORD 錨画終了点Y＠標値（一32768～32767)

0028H BYTE 術画する直線や四辺形の色
OOH：ブラッ ク

OlH：ホワイト

FFH: ~古田谷

0029H BYTE 描画コー ド
OOH：直線

OlH：四辺形

02H：四辺形｛塗りつぶし）

002AH BYTE 俗画スイッチ

OOH：ライ ンスタイル．虫色りつぶしの色．

タイルパターンの指定なし

OlH：ラインスタイル．塗りつぶしの色指定あり

02H：タイルパターンの指定あり

直線．固辺形の舗面

アドレス 属 性 2・.. 味ー，ー－ -_ .. - .......... －ー 』. ・- ．．』. L ← 一 圃 一 -

002BH WORD ラインスタイJレ

このビットパターンのONの位置に対応する点をセッ トしながら．直線あるい

は四辺形の箔画を行う．

、．
田辺形＜•りつぶし）の鎗薗 （色指定）

- •＼』

' I 

.,. 
' 

アドレス 属性 • 令。

" 
ー牟

－，  
. -lι 、 ． 

002BH BYTE 虫食り つぶしの色

OOH：ブラック

OlH：ホワイト

． FFH：：省略

田辺形（塗りつぶし）の錨薗 （タイルパターン指定） ’ ， 

アドレス 属 性 意 味
． 

002DH BYTE タイルパターン長

タイルパターン格納繊の大きさ （バイト単位）

002EH WORD タイルパターン格納域 オフセ..，， トアドレス

0030H WORD タイルパターン格納減 セグメ ントアドレス
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l機能 ｜

l 

INT 10H 

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

2つの指定座標点を結ぶ直線を描画する.2つの指定座標点を対角線とする四辺形

を嫡画し，必要ならばその四辺形の内部を塗りつぶす．

・直線，四辺形の一部が描画領域外に存在する場合は，クリッピング処理が成さ

れる．

－ラインスタイル省略時は，FFFFHが指定されたものとする．

－四辺形の塗りつぶしを選択したときは．ラインスタイルは指定できない．

－四辺形の塗りつぶし指定で，塗りつぶしの色またはタイルパターンが省略され

たときは， 四辺形を描画した色と同じ色で描画する．

・タイルパターン格納域の形式は，「：タイルパターンによる塗りつぶし AH= 

OAH」を参照のこと．

－｜終了点X座標一開始点X座標 ｜，｜終了点 Y座標一開始点 Y座標｜がオー

ノfーフローした場合（32767を超える場合），動作の保証がされないので，BIOS
を呼ぶ側でチェックする必要がある．

AH=08H 
円，楕円の錨画［GCIRCLE]

AH=08H 

DS＝作業域のセグメントアドレス

Tl~ラメータ

アドレス 属性 • • ． 」 司.. F司ト戸，「v "' - 『 司・
5・.-r γ圭よ.--

0020H WORD 中心x~練値（－32768～32767)

0022H WORD 中心Y座標他（ー32768～32767)

0024H WORD X方向半径

0026H WORD Y方向半径

0028H BYTE 翁画する楕円の色
OOH：ブラック
OlH：ホワイト
FFH：省略

0029H BYTE フラグ
b7凶凶凶凶b2bl国

lllllllll 

bO：開始鹿綴フラグ
bl：開始線分フラグ
b2：終了座標フラグ
b3：終了線分フラグ
b4：箔薗範囲フラグ
b5 : j盗りつぶしフラグ
b6：タイJレノfターンスイッチ
b7：；未使用
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第49 グラフィック BIOS

.', r・4
フラグ

， 

‘司..  『・ －－『『 ’司，，，＿司司ι哩曹一司司司

アドレス 属性 －． 意 味 ． 

bO BIT 開始座標フラグ

o：開始座標指定なし

l：開始鹿糠指定あり

bl BIT 開始度線フラグ

o：開始点と中心点聞の線分箔画不要

l：開始点と中心点閉め線分翁画要

b2 BIT 終了座練フラグ

o：終了座標指定なし

1：終了座標指定あり

b3 BIT 終了線分フラグ

o：終了点と中心点間の線分箔画不要

1：終了点と中心点間の線分箔画要

b4 BIT 箔画範囲フラグ

o：開始点と終了点が等しい場合．真向を翁画

l：開始点と終了点が等しい場合， l点を錨画

b5 BIT 塗りつぶしフラグ

。：待問や周形の内部塗りつぶし不要

l：術円や扇形の内部虫色り つぶし要

b6 BIT タイ Jレノ守ターンスイッチ

o：タイルパターンの指定なし

l：タイルバターンの指定あり

開鎗a•. 終す産相医の指定 】. - [ J 「 b

アドレス 属性 ’E 
，． 味

‘ 

002AH WORD 開始点XJ.i棟

002CH WORD 開始点YJ.i標

002EH WORD 終了点X座標

0030H WORD 終了点Y座標

4・円．扇形の内..りつぶし （色指定）

アドレス 属性 怠 味
開

0032H BYTE 内部を虫食りつぶす色

OOH・ブラック

OlH .ホワイト

FFH・省略

機円.l固形の内積塗りつぶし ｛タイルパターン指定）

アドレス 属性 • ー来

0032H BYTE タイルパターン長

タイルパターン格納域の大きさ（バイト単位）

0033H WORD タイルパターン格納域 オフセットアドレス

0035H WORD タイルパターン格納域 セグメントアドレス
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！ 機能 ｜

｜ 解説｜

420 

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定の中心点座標，X方向学径，Y方向半径などを基に，楕円を描画する．

開始点，終了点を指定することにより，円弧または原形を描画することも可能で

ある．内部を塗りつぶすこともできる．

－開始座様，終了座標の省略値は，（中心点X座標＋X方向半径，中心点 Y座様）

である．

・描画は，開始座標から反時計四りに，終了座療とする．

・描画する点の座標が，盤数座標で表現不可能であるときは，その時点でエラー

リターンする．

－開始，終了座標は，撒両する楕円上に存在しなければならない（理論的に求めた

値の四捨五入したもの）．

・塗りつぶし指定がある場合，描画した楕円または扇形の内部の指定した色かタ

イルパターンで塗りつぶされる．もし，色またはタイルパターンが省略された

場合は，梢円と同じ色で塗りつぶされる．

・塗りつぶしの色やタイルパターンの指定は，塗りつぶしフラグがlのときに限

り有効である．

・タイルパターン格納域の形式は，「タイルパターンによる塗り つぶし AH= 

OAH」を参照のこと．

・円弧（其円ではなく）を描画するために開始，終了座標を指定し，塗りつぶし要

を指定した場合には，開始，終了線分フラグの指定にかかわらず，扇形を描画

し，その内部を塗り つぶす．真円を摘画（開始，終了座標の指定があり，それが

互いに等しく描画範囲フラグがOの場合も含む）する場合には，開始，終了線分

の描画は，指定にしたがい描画する．



第48 グラフィツク BIOS

INT 1DH 

AH=09H 
指定色による塗りつぶし［GPAINT1] 

AH ==09H 

DS＝＝作業域のセグメントアドレス

... ， ~ラメータ

一－一
アドレス 属性 怠 司除 ． 

0020H WORD 虫色りつぶし開始X獲得他（一32768～32767)

0022H 

0024H 

0025H 

0026H 

0028H 

c：民戸二

｜ 解説

WORD 漁りつぶし開始Yl.i機他（－32768～32767)

BYTE 領域色 OOH：ブラッ ク

OlH：ホワイト

FFH：省略

BYTE 物w.色 OOH：ブラッ ク
OlH：ホワイト
FFH：：省略

WORD ワーク減先頭オフセッ トアドレス

本機能実現において．使用可能な作業械の先頭アドレス

WORD ワーク域最終オフセットアドレス

本線能実現において．使用可能な作業域の最終アドレス

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定の座標点および境界色で決定される閉領域を，指定の色で塗り つぶす．

・塗り つぶし開始座標がビューポー ト領域内4こない場合には，処理は行われずに

エラーリターンする．

・くワーク域最終オフセ ットアド レス＞一＜ワーク域先頭オフセットアドレス＞

は 16パイト以上でなければならない．

・ワーク域は，「指定色による塗りつぶし」処理専用に使用されるものであ り，作

業域と盟なってはならない．

・塗り つぶす領域の形によ っては多くのワーク域を必要とするため，十分な大き

さのワーク域を用意しなければならない．ワーク域が不十分な場合には，ワー

ク域を使い切った時点で処理を中断し，エラーリターンする．

－閉領域の境界線がテキストの文字等によって破壊されているときに，色がもれ

るおそれがあるので注意が必要である．
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INT 1DH 

AH=OAH タイルパターンによる塗りつぶし［GPAINT2] 

アドレス

0020H 

0022H 

0024H 

0025H 

0027H 

0029H 

002AH 

002CH 

機能 ｜

解説1

422 

AH=OAH 

OS＝作業域のセグメ ントアドレス

... ，~ラ メータ

属性
ー、

寧 • 
WORD 塗りつぶし開始X座標値（－32768～32767)

WORD 虫色りつぶし開始Y座標値（ー32768～32767)

BYTE タイルパターン長
タイルパターン格納緩め大きさ （バイト単位）

WORD タイルパターン絡納域オフセ ットアドレス

WORD タイルバターン絡納域セグメントアドレス

BYTE 境界色 OOH：ブラ ック
OlH：ホワイト
FFH；：省略

WORD ワーク域先頭オフセットアドレス
本織能実現に必いて．使用可能な作業繊の先頭アドレス

WORD ワーク域最終オフセッ トアドレス
本機能笑現において．使用可能な作業減の最終アドレス

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定の座標点および境界色で決定される閉領域を，指定のタイルパターンで塗り

つぶす．

・塗りつぶし開始座標がビューポー ト領域内にない場合には，処理は行われずに

エラーリターンする．

・＜ワーク峨最終オフセ ットアドレス＞ 一＜ワーク域先頭オフセ ットアド レス＞

は 16パイト以上でなければならない

・ワーク域は「タイルパターンによる塗りつぶし」処理専用に使用されるものであ

り，グラフィック BIOS概要で述べた作業域と重なってはならない．

・塗り つぶす領域の形によっては多くのワーク域を使用するため，十分な大きさ

のワーク域を用意しなければならない．ワーク域が不十分な場合には，ワーク

域を使い切った時点で処理を中断し，エラーリターンする．

・朗領域の境界線が，テキストの文字等によって破壊されているときに，色がも

れるおそれがあるので注意が必要である．



． 
INT 10H 

第A画面 グラフィック BIOS

・タイルパターン格納域には，以下のようにタイルパターンを殻定する．

タイルパターン X方向8ドット分のプラック（0)Iホワイト（1）のピットを lパ

イ トで表わし，これを Y方向ドット数分繰り返す．

X方向8ドット分のタイルパターンフォーマッ トは，次のようになっている．

巴o

x )jfl1) 

I 
nu 

－－ 

AH=OBH 
画面イメージの格納［GGET]

アドレス

0020H 

0022H 

。。24H

0026H 

0028H 

002AH 

002CH 

し岱能 ｜

｜ 解説 ｜

AH=OBH 

DS＝作業域のセグメントアドレス

Vパラメータ

，，唱開 司 ~ ~’．占 ‘ 一・ －． 
属 性 • 味 ． 

WORD 指定領滅左上X座標値（ビューポート領鎌内）

WORD r.15E領蛾左上Y座線f直（ビューポート領威内）

WORD 指定領減右下X座標値（ビューポー ト領域内）

WORD 指定領域右下Y座標値（ビューポー ト領減内）

WORD 絡納城オフセットアドレス

WORD 格納娘セグメントアドレス

WORD 格納域長

格納域の大きさ （バイト単位）

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定領域の画面イメージを指定の格納域へコピーする．

・指定領域が，ビューポート領域内にないか，座標の位置関係を（左上と右下）に

誤りがある場合は，処理を行わずにエラーリターンする．

・格納峨長は以下の条件を満たしていなげればならない．

格納域長 ~ ｛（＜右下X座標＞ー＜左上X座標＞+8)¥8} 

×（＜右下Y座標ー左上Y座標＞+1) +4 

ただし，￥は整数の除算の商（余り切り捨て）を意味する．

この条件を満足しない場合，処理は行われずエラーリターンする．
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424 

－格納域に設定される描画情報は，以下の形式である．

。
α＋ 4 

2×α＋ 4 

3×α＋4 

X方向ドット数

Y方向~

y )ii自l第 2 

Y 1J"I向第 3 

』

Y方向ドット数

番目 グ〉 X方向 ドットパターン

番目 グ〉 X方向ドットバターン

番目 グ〉 X方向ドットパターン

・．
、4，、 、唾戸‘

（βー2）×α＋ 4, 
y )j向第βーl各自 の X方向ドットパターン

（βー I）×α＋ 4 
Y1i向第 β 番目 の X方向ドットバターン

β×α＋4 

X方向ドッ ト数＝＜右下X座標＞ー＜左上X座標＞+l 

Y方向ドット数＝くお下Y座標＞ーくぷ kY座標＞＋I

α＝X方向ドット数￥8

β＝Y方向 ドット数

ドットパターンは，格納域内の低位バイトの MSB側のピットが，指定域の左側

のドットに対応するように格納される．



第48 グラフィック BIOS

INT 1DH 

AH=OCH 
画面イメージの復帰〔GPUT1] 

アドレス

0020H 

0022H 

0024H 

0026H 

0028H 

002AH 

機能 ｜

解説 ｜

AH=OCH 

OS＝作業域のセグメント アドレス

'Y I~ラメータ

属性 意 ー来

WORD 指定領減左上xl.l量得他 （ビューポー ト領域内）

WORD 指定鎖城左上Y座椴fi'i （ビューポー ト領減内）

WORD 絡納械オフセットアドレス

WORD 絡納城セグメント アドレス

WORD 格納域長

給制師長め大きさ （バイト単位）

BYTE 設定モー ド

OOH ：指定領減上の箔画バターンを絡納減の俗画，~ターンて·lfi換

OlH：指定領滅上の箔画パターンを絡納械の俗画，fターンの反転した

もので鐙換

02H：指定領域上の描画バターンと格納械の俗画ノマターンの鎗理初

(OR）をと ったものを設定

03H：指定領娘上の俗画パターン と格納絞め錨函パターンの鎗理機

(AND）をとったものを訟定

04H：指定領滅上の俗画パターンと格納域の箔画ノfターンの排他的重量

理手口（XOR）をとったものを設定

AH＝処理結巣

AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定格納領域内に展開されたイメージを指定の領域へコピーする．

・指定領域が， ビューポート領域内にない場合は，処理を行わずにエラーリ ター

ンする．

・格納領域内の形式については，r画面イメージの格納 AH=OBHJを参照のこ

と．
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INT 1DH 

AH=ODH 日本語の描画［GPUT2] 

アドレス

0020H 

0022H 

0024H 

0026H 

機能 ｜

「 解 説一丁

426 

AI-l=ODH 

DS＝作業域のセグメントア ドレス

... ， ~ラ メータ

属性
S且 a』A・a ・』 a九圃 a 畠ー 4』a』」・－ a』－ ーー.・・ 4

怠
ー下

ー象
--・ ...市－ ·－－－－~ 園、f •••• －~＂ -. 

-I 

WORD 指定鍍波左上X座標値 （ビューポー ト領織内）

WORD 指定領域左上Y座標値 （ビューポー ト領織内）

WORD 漢字コー ド

BYTE 設定モード

OOH：指定領滅上の描画パターンを格納繊の箔画パターンで置換
OlH：指定鎖滅上の箔画バターンを格納繊の俗画パターンの反転した

もので置換
02H：指定領域上の描画パターンと格納域の俗画ノfターンの鎗滋和

(OR）をとったものを設定
03H：指定領減上の箔画パターン と格納域の翁画パターンの論理積

(AND）をとったものを設定
04H：指定領法上の箔画パターンと格納繊の箔画パターンの排他的鎗

理和（XOR）をと ったものを訟定

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定の漢字を指定の領域上に智き込む．

・指定座標から演字の大きさにしたがった領域が， ビューポート領域内に収ま っ

ていない場合は，処理を行わずに，エラー リターンする．

・漢字の大きさは，全角で 16×16，半角で8×16,1/4角で8×8である．



第48 グラフイツクBIOS

INT 1DH 

AH=OEH 
画面イメージの移動［GROLL]

アドレス

0020H 

0022H 

0024H 

l 能：！

｜ 良 三年 J

AH=OEH 

DS＝作業域のセグメントアドレス

Vパラメータ

属性
~ ' - ·~・ • 味

． 幽・田町 .. -

WORD 上下ドット数 (-399～3拘）

WORD 左右ドッ ト数 (-639～639) 

BYTE クリアフラグ

OOH：移動後の残りの領域をブラック（色番号0）で塗る

OlH：移動後の残り の領滅をパックグラウンドカラーで虫色る

AH＝処理結果

AX以外のレジスタはすべて保証される．

ディスプレイ画面全体のイ メージを，指定のドット数だけ上下，左右に移動させ

る．

・嫡画イメージ移動後の残りの領域は，ク リアフラグにしたがい，ブラックかパッ

クグラウンドカラーで塗られる．

・上下ドット数が正の場合には上方向，負の場合には下方向へ，左右ドット数が

正の場合には左方向，負の場合には右方向へ画面イメージを移動する．

・左右方向へ実際に移動するドット数は，その絶対値以下で最も近い8の倍数分

である．
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INT 1DH 

AH=OFH ドットの色情報の取得［GPOINT]

アドレス

0020H 

0022H 

機能 ｜

428 

AH=OFH 

OS＝作業域のセグメントアドレス

... ，~ラ メ ータ

属性
ー、

怠 味 ’L 

WORD 指定X座標 (-32768～32767) 

WORD 指定Y座標 （一32768～32767)

AH＝処理結集

AL＝指定座糠点上のドットの色番号

指定座梯点がビューポート領域内に存在しない場合は，FFHが返される．
AX以外のレジスタはすべて保証される．

指定の座標のドットの色番号を取得する．
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